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2007～ 2008年度 RIのテーマ

ロータリーは
分かちあいの心
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国際ロータリー第2660地区

2007～ 2008年度のための地区協議会プログラム

2007年4月 14日 (土)於 :大阪国際会議場

2007～ 08年度 当地区ロータリークラブ

出席義務者

9:30～ 10:00 登録受付

10:00～ 12:30

会 長・幹 事。S.A.A.・ クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕

青少年奉仕。国際奉仕 WCS・ ロータリー財団 。米山奨学

上記各クラブ各委員長  合計 10名

5階 メインホール

本 会 議    5階 メインホール

開 会コ点 鐘

国歌斉唱ならびに ロータリーソング

挨   拶

開会の挨拶

歓迎の挨拶

来 賓・パストガバナーの紹介

出 席 報 告

次年度の方針

ガバナー・ノミニーの紹介

ガバナーロノミニーの挨拶

「CLPの現状と課題」

ガバナー

ソングリーダー

ガバナー

地区協議会実行委員長

ホストクラブ会長

ガバナー・エレクト

登録委員長

ガバナー・エレクト

ガバナー・エレクト

ガバナー・ノミニー

ガバナー・ノミニー

パスト・ガバナー

講師 敦賀ロータリークラブ

ガバナー

吾1△
H」 7ヽ 岡本  厚

岩田 宙造

谷  勅行

岩田 宙造

長嶋 貞孝

檀  信義

新谷 秀一

長岡 啓基

新谷 秀一

新谷 秀一

横山 守雄

大谷  透

神 崎  茂

刀根 荘兵衛 氏

岩田 宙造

彰
　
演
　
鐘

食

表
　
講
　
点

12:30～ 13:20 各部門別協議会 会場にて

13:30～ 15:00 部門別協議会

15:00 まとめ 及び閉会挨拶 各部門別協議会 会場にて
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12階

10階

10階

12階

10階

10階

10階

10階

13:30～ 15:00  部 門別 協 議会 部門別協議会 各会場

リーダー

特別会議場

`:ミ

: 」言き音5P] ガバナーエレクト

新谷 秀―

(池田くれは)

次 年 度

地区代表幹事
次年 度

地区財務委員長

ガバナー・ノミ二十

地区研修委員

地区研修委員

森 茂寛

」鯉予糸己之

横山守雄

瀧川 紀征

井上 家昌

(池田くれは)

(池田)

(大阪中央)

(吹田西)

(東大阪東)

1003号室

幹 事 OSoA.A.

音βP]

地区代表幹事

山本 博史

(大阪南)

ガバナー補佐

ガバナー補佐
次年度
地区会計

金森 市造

橋本 憲之

森 純也

(くずは)

(大阪南)

(池田)

1001号室

クラブ奉仕部門
ガバ
磐田宙峙‐隔南)tノ |ヽッ、.

(大阪平里予)

(大阪東)

クラブ奉仕・拡大増強委員長 川 上 善 司

情報・広報委員長  瀬 戸 孝 太 郎

1202号室

職業奉仕部門
パスト・ガバナー

戸田 孝

(八尾 )

次 年 度

職業奉仕委員長
次 年 度

職業奉仕副委員長

地区研修委員

村木 茂   (新大阪)

畑田耕―   (豊中)

岩本 ,羊子 (大阪そねざき)

1002号室

社会奉仕部門
(大阪西 )

パスト・ガバナー

ネ申山奇 茂

次 年 度

社会奉仕委員長

地区研修委員

江上 清夫

畑田 豊

(豊中千里)

(大阪城南)

青少年奉仕
音FFヨ

1004号室  1005号室

パスト・ガバナー

井上 膜夫

(千里 )

次 年 度

青少年活動委員長

次年度

□―ターアクト委員長

次年度

インターアクト委員長
次 年 度

青少年交換委員長

地区研修委員

次年度

国際奉仕・WCS委員長

地区研修委員

宮里 唯子

居相 英機

(茨木西)

(八尾)

西上 博幸 (吹田江坂)

湯木 尚治   (大阪)

田中啓之   (大東)

徳 岡 昭 七 郎  (大阪天満橋)

松井 隆雄 (大阪天王寺)

1009号室

国際奉仕部門
パスト・ガバナー

若林 紀男

(大阪東)

1006号室 1007号室

ロータリー財団
:3:FF]

パスト・ガバナー

宮田 宏章

(大阪北 )

(大阪鶴見 )

(大阪中之島 )

(茨木 )

(大阪西北 )

(八尾 )

次年度

□ ― タ リー 財 団 委 員 長   イ左 藤 俊 一

次年度

財団情報・増進委員長   」ヒ本寸 言裏

財団奨学金。学友委員長  簡  イニー

次年度                  _ _
研究グループ交換委員長 日日中 ,閏 ,台

次年度

財団人道的補助金委員長 横 井 憲 二

1008号室

米山奨学部門

パスト・ガバナー

近藤 雅臣

(千里 )

次 年 度

岡田 義昭

池田文治

(大阪淀川)

(大東中央)

米 山奨 学 委 員 長

次 年 度

米山奨学副委員長

10階

地区研修リーダー:戸田 孝 地区研修サブリーダー:井上 膜夫、若林 紀男、神崎 茂

会 場 ・ 部 門 サブリーダー

8



2007～2008年度のための地区協議会
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開会の挨拶

地区協議会実行委員会

実行委員長 長嶋 貞孝
(池 田くれは)

第2660地区の回一タリアンの皆様おはようござ

います。

2007～08年度のための地区協議会に早朝より

御出席下さいまして、ありがとうございます。

また岩田ガバナー、パストガバナー、ガバナー補佐、

地区役員の方 の々出席を賜わり心より感謝申し上

げます。

また本日講演いただきます刀根荘兵衛氏には大

変お世話になります。よろしくお願いします。

私達池田くれはロータリークラブが地区協議会

を開催するに当たり、池田の小さなロータリークラ

ブですので、人数不足のため親クラブの池田ロー

タリークラブの方 に々多大な援助をいただいた事を

この場をお借りいたしまして感謝申し上げます。

この様なロータリークラブでの親子関係は理想

的だと思っておりますし、これでこそロータリアンと

感激をしております。

この一年間、日一タリークラブ、池田くれは池田ロー

タリークラブメンバーが一丸となつて頑張ってまい

りましたので、素晴らしい地区協議会になる事と信

じております。

その上この様な多数の素晴らしいロータリアン

の出席を頂き、これでうまくいかないはずがないと

思っております。

皆様の御協力のほどよろしくお願い申し上げます。

一般社会ではロータリークラブはどの様に評価さ

れているのでしょうか。「金持ちが集まって歌を歌っ

てご馳走を食べる集団」なかなかうまい事を言いま

すが、この様な評価でなくもっと高い評価を受ける

ためにも、今 日は皆様とともにロータリーに挑戦し

ていただいて今 日という一 日を有意義に過ごそう

ではありませんか。

本日のスケジュールはお手持ちのプログラムとお

りでございます。

ただ今回は各部門別協議会は会場ごとに終わっ

たところから流れ解散になっておりますので、よろ

しくお願いします。

最後にこういう機会ですので、他クラブの方 と々

もコミュニケーションをとっていただき、ロータリアン

の友好と親睦となりますようお祈りを申しまして開

会の挨拶とします。

.1纏 |

一一一一踪
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歓迎の挨拶

ホス トクラブ
池田くれはロータリークラブ

会  長
檀  信 義

皆様、おはようございます。ホストクラブを代表い

たしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

岩田ガバナー並びにパスト'ガバナーの皆様方、

地区役員の皆様方、また、地区内、各クラブの次

年度役員、委員長の皆様方、本 日はご多用の中、

2007～08年度のための「地区協議会」に、多数の

ご参加をいただき、誠に有難うございます。

このような大勢の皆様方をお迎えすることができ、

ホストクラブを代表いたしまして、心から歓迎を申

し上げ感謝の意を表します。

あと2ヶ月余りで、新年度がスタート致します。

各クラブにおかれましては、さまざまな準備に、

大変お忙しい事と思います。

その最後の仕上げと言うべき、次年度の地区

運営が、一年間円滑に行われるための、最も重

要な勉強会と致しまして、池田ロータリークラブ

の御支援を受け、池田くれはロータリークラブは、

長嶋貞孝実行委員長のもと、総力をあげて諸準

備にあたり、本日の地区協議会を開催する運びと

なりました。

ただいまより、新谷ガバナーエレクトを中心とい

たしまして、リーダー、サブリーダーそして各クラブ

の会長、各委員長の皆様と共に、RI、 地区テーマ

方針等、相互理解と友愛を深め、各課題及び新

方針等について、ロータリークラブ活動が、よリー

層活性化するべく、有意義な協議会になりますよ

う願つてやみません。

岩田ガバナーは、国―タリーが安定、成長、成功

を遂げるためのクラブ・リーダーシップ・プラン

(CLP)に情熱を持つて取り組んでこられました。

新谷ガバナーエレクトも、これを継承しつつ、さら

に皆様の創意を生かし、最善の実践方法に邁進さ

れるものと大いに期待を致しております。

新谷ガバナーエレクトが発表いたします次年度

のテーマ方針にご理解を賜わり、力強いお力添え、

ご支援をお願いする次第でございます。

本 日の講演は、敦賀ロータリークラブの刀根

荘兵衛様にお願い致しました。

本年度、次年度の継続事業である、クラブ。リーダー

シップ・プラン(CLP)について、私どもロータリアン

にとって有意義な講演をしていただけることと確信

しております。

皆様のご協力をいただき、本 日の全プログラム

が円滑に、進行しますことを願いまして歓迎の挨

拶と致します。

本日は誠に有り難うございます。

――t

核

鵡
・1し,_猛i●■ 疾‐

'  ‰

r

薇氏
籠|` ヽ
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次年度の方針

第 2660地 区ガバナー 新谷 秀―
(池 田くれは)

才は、袖すり合うだけの縁をも生かす」ああ、あの

とき、あの方とごあいさつしたな、それをご縁に一

度訪ねてみよう、お会いしてみようという積極的な

発想のできる方であります。きょう一日、皆様同士

で大いに名刺を交換していただいて、縁を持って帰っ

ていただきたいと思います。国―タリーで得た縁を

職業奉仕を通じて、大いにロータリーに生かしてい

ただくことが最も大切ではないかと思います。会員

同士の親睦こそ、退会の防止、会員増強につなが

る原動力であると思います。どうぞ、よろしくお願い

申し上げます。

では、ただいまより国際ロータリー2007年～

2008年度の会長を紹介させていただきます。お名

前は表示されていますとおリウィルフリッドJ.ウィル

キンソンさんです。カナダ、オンタリオ州トレントの

ご出身で、職業は公認会計士です。

国際ロータリーでの役暦は、2006年～2007年度、

国際ロータリー会長エレクト、2005年度国際大会

委員長、1997年 、2001年度、2002年度、2004

年度の回一タリー財団管理委員、1993年 、1994

年度の国際ロータリー副会長、1971年、1972年

の地区ガバナーを歴任されました。ロータリーの入

会は1962年で、会長を初め地区委員、ガバナー

と国際協議会での討論リーダー等々、極めて豊富

な経験の持ち主でいらっしゃいます。私生活におき

ましては、1953年にジョアン夫人と結婚をし、4人

皆さん、改めましておはようございます。ただいま

紹介をいただきましたガバナー・エレクトの新谷秀

一でございます。どうぞ、よろしくお願、い申し上げます。

本 日、国際ロータリー2660地区、2007年～

2008年度のための地区協議会が開催されました

ところ、皆様には何かとお忙しい中、本会議にご出

席いただきまして、まことにありがとうございます。

心より厚くお礼申し上げます。

この協議会はRIが規定する地区としての公式行

事でありまして、次年度全クラブの会長、幹事、

SAA、 各奉仕部門の委員長が次年度の準備をし

ていただくための重要な行事でございます。また、

本日、ご出席の会長エレクトさんは、この地区協議

会終了後、直ちにクラブ協議会を開催していただ

くことが規定されていますので、クラブにお帰りに

なりましたら、すぐに準備にとりかかっていただきた

いと思っております。どうか皆様、きょう一日実のあ

る協議会になりますよう、皆様のご協力をお願い

申し上げます。

RIのお話をさせていただく前に、きょうの協議会

で荷物にならない大きな荷物をお持ち帰りいただ

きたいと思います。それは人と人との縁でございま

す。ことわざに「小才は、縁に気づかず」せっかく縁

があるのにその縁に気づかずチャンスを逃してしま

う人。「中才は、縁に気づいて縁を生かさず」ご縁

をいただきながらその縁を生かさない人。また、「大
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の息子さんがおいでになります。以上RI会長のご

紹介とさせていただきます。

それでは、RI会長の2007年～2008年度のテー

マと強調事項について、ご説明申し上げます。

『ROTARY SHARES:ロータリーは分かちあいの心』

ロータリーのおかげで見知らぬ人に対して心を開き、

だれかれの区別なしにすべての人類に向けられる

人類愛なのです。回一タリーは人類愛を表現し、

分かちあう方法を授けてくれるのです。

私たちはクラブ奉仕を通じて分かちあうのは、ク

ラブはロータリーの手となる存在です。日―タリーク

ラブがなければロータリーは存在しません。会員を

表彰し、不況にある会員に手を貸し、また物故会

員の家族にも連絡を保つことにより、クラブの充実

化に努めます。

また、クラブが常に開放的で親しみにあふれ、資

格を有する人であればどんな人でも会員として迎

え入れることのできる環境をぜひつくっていただき

たいと思います。

私たちが職業奉仕を通じて愛を分かちあうのは、

みずからの職業を通じて回一タリーの声となれるか

らです。私たちは専門的な知識や能力、技能をも

分かちあいます。そして、取引や仕事上の決定を

行うときは必ずロータリーの倫理観に照らすように

いたします。

私たちが社会奉仕を通じて愛を分かちあうのは、

社会奉仕がロータリーの心臓部であるからです。

私たちが地元の二一ズに取り組んでいるのは、第

一の責務が地元地域にあるからです。「ロータリー

はよいことをしてくれる」と言ってもらえるように、地

域社会でその存在感を高める努力をすることにより、

これらの人 の々中から「会員になりたい」という人が

出てくることもあるでしょう。

私たちが国際奉仕を通じて愛を分かちあうのは、

それぞれの国において一人一人がロータリーの目

の役割を果たしてくれるからです。地元地域の二一

ズと、その援助の方法を見定めるために地元社会

について詳しく知るのが私たちの仕事です。その

上で地元だけでは補いきれないときは、世界中の回一

タリアンから援助を求めることができます。

私たちが青少年活動を通じて愛を分かちあうのは、

青少年はロータリーだけでなくすべての人々にとっ

ての未来であるからです。青少年プログラムの強

化に努めることにより、今 日ここいる私たちが、や

がて席を譲る日がやつてきたときに、強い責任感

と倫理観を持つボランティア思考の新世代が、こ

の会場の席を埋め尽くしてくれるはずです。これら

の若い人たちは、私たちのはるか先に広がる国一

タリーの未来へのかけ橋なのです。

私たちは会員増強を通じて愛を分かちあいます。

どんな多くの業績を上げてみたところで、新しい会

員を増やし、既存会員を維持し続けることができ

なければ、日一タリーは生き残れません。

来年も、ポイドRI会長の強調事項である水保全、

保健及び飢餓の救済、識字率向上を引き継ぎます。

数年間にわたり、ロータリーの取り組みの最前線に

置かれてきたこれらの基本的なニーズを続け、き

れいな水と健康、さらに、読み書き能力が授かれば、

多くの人々に自助自立の道が開かれるからです。

もう一つの強調事項であるロータリー家族も引継

ぎます。これは、お互いを思いやり助け合うことで回―

タリーが末永く、意義ある活動を続けることができ

るからです。これらのニーズに取り組むには、どう

かロータリーの真髄が愛であり、その発露が親切

心であることを思い起こしてください。そして、特に

援助を受ける側の人々に接する際は、どうか親切

心を示してください。おなかをすかせた人に食事を

持つていけばおなかを満たすことができますが、さ

らに食事をともにするなら、その人の心も満たすこ

とができます。こういった理由から、2007年～

2008年度のテーマを、『ロータリーは分かちあいの

心』といたしました。以上が2007年～2008年度の

RI会長の方針であります。

この会長の方針である国一タリーは分かちあいの
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心、特に分かちあいの心というのは、私も先週の日

曜日、京都で仏教会主催の「お釈迦様の誕生 日

をお祝いするタベ」という会がありまして出席しまし

た。多くの人 が々一堂に会した講演の中で、阪神

大震災のときの員原元兵庫県知事がいろいろな

お話をされました。そのお話の中で、「奇しくもあの

震災の中で略奪とか、いろんな問題が起こらず、

こんなに早く復興できたのは、日本人みんな、市

民の皆さん一人一人が『分かちあいの心』を持って

いたんですよね」こう言われました。私ははっとしま

して、私は今 日この場で発表するのにぴったりの

言葉だなぁと思いました。というのは、日本人の中

には本当に分かちあいの心というのが存在して、

そういうDNAが生き続けているのだなと思います。

RIの会長エレクトが提唱されているロータリーは分

かちあいの心と言われているのも、タイ国ご出身

の元RI会長ビチャイ・ラタクルさんの『慈愛の種を

まきましょう』という東洋的な慈愛の心という思想

の流れが永遠と、この回一タリーの中に受け継が

れていくのではないかなというふうに思います。少

し蛇足になりました。

では、RI会長賞についてお話させていただきます。

会長賞は、年間の活動成果として表彰されるもの

です。どの奉仕部門にもクラブの各委員会が、そ

れぞれの部門を分担され、クラブ全体として均衡

の取れた成果を上げていただくことを目的といた

しております。

会員目標、必須、2008年 3月 31日 までに1名 の

会員純増を達成する。これは、ずっと続けているこ

とでございます。また、その実行なされる6つのカ

テゴリーといたしまして、会員増強、クラブ奉仕、

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年、6つの

それぞれのカテゴリーの項 目ごとに、各一つ以上

達成することです。詳しくは、会長エレクト研修セミ

ナーで配付いたしました資料に詳しく記載されて

おりますので、ぜひ会長さんを通じて皆様方お目

通しいただきたいと思います。

また、2007年～2008年度ローターアクト及びイ

ンターアクト会長賞でございます。国一ターアクトク

ラブ、インターアクトクラブは「ロータリーは分かちあ

いの心」を実践する価値のある奉仕活動をなし遂

げたことにより、表彰を受けることができます。本

賞の受賞資格を得るには、国一ターアクト、インター

アクトクラブは会長賞の要綱にあげられた活動の

中から少なくとも4つの活動を実行しなければなり

ません。以上が会長賞についてであります。

それでは、日一タリー財団についてお話させてい

ただきます。ロータリー財団は、ご承知のとおり

1917年、アーチー・フランク氏が、全世界的な規

模で慈善、教育、その他社会奉仕の分野でよりよ

きことをするために基金をつくろうという提案をされ、

創設された非営利財団法人でございます。当然の

ことながら、ロータリー財団を構成する法人会員は

国際ロータリーのみで、正式の名称は国際ロータリー

の回―タリー財団となっております。国際ロータリー

とは法的に組織は違っても、その目的、使命、活

動は、両者ともに一体のものでございます。よくロー

タリー財団と皆さんの所属するクラブ、RIが一体で

あって一体でないような形で間違うことが非常に

多くあります。特にお金のことに関しまして、そうい

う間違いが起こると思いますが、これは別の団体

が共同で運営を行っているということでございます。

そういう点を十分ご理解願いたいと思います。

2007年、2008年の回一タリー財団の目標は、回一
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タリー財団管理委員会委員長エレクトであるビチャ

イ・ラタクル氏の4つの夢でもあります。ポリオ撲滅

を現実のものとすること。2つ 目に毎年あなたも10

0ドルを、会員一人一人が実施していただく金額

でございまして、最低限の金額でございます。全

世界平均を言っているわけでございまして、私もよ

く皆様方の前でお話をいたしますが、ネパールな

どその付近の地域にある国―タリーの年収は100

万円か、200万円も満たないと思います。皆さん方

の、日本人の年収と比べてみてください。そういう方々

に100ドルを出してください、こういうことでございま

すので、少しこの点の間違いが多 あ々るのではな

いかなというふうに思っております。せんだっても、

透析をしておられる方とお話をしている中で、あの

方 は々、中には本当に収入がなくて補助を受けてやっ

と生活しておられる方たくさんいらつしゃいます。

その方ですら透析患者会に100ドル出していらっ

しゃるわけです。そういう点から考えますと、我 ロ々ー

タリーのメンバーとして100ドルも出すのはおかし

いと、こう言われる方は、私はロータリーは何のた

めにあるのか、どういうことなんだと、先ほど大会

委員長が言いましたけれども、金持ちの団体でも

ない何でもない、ただのお遊びクラブですかと、い

うことになってしまうのではないでしようか。

3つ 目が、平和及び紛争の解決の分野における

国際問題研究のための回―タリーセンターとロータ

リー平和および紛争解決研究プログラムです。

4つ 目は、ロータリー財団学友とのつながりを取り

戻すこと。

この目標を達成すべく各クラブでのご検討をぜ

ひよろしくお願い申し上げます。

国―タリー財団のプログラムは、国際親善奨学金、

平和及び紛争解決分野における国際問題研究の

ための回一タリーセンター等の教育プログラム、マッ

チング・ブランド、地域補助資金等の人道的補助

資金プログラム、さらにポリオプラスヘの財政的支

援の継続等でございます。以上がロータリー財団

の設立趣旨と、本年度の目標でございます。

これより、2660地区の地区活動方針テーマを申

し述べたいと思います。2007年度、2008年度のテー

マは、ロータリーは、分かちあいの心です。このテー

マを実践するに当たり、「ロータリアンは愛と親切

心を実践し分かちあい、お互いに助けあう心」を今

年度の2660地 区の活動方針といたします。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。国一タリークラブの原

点を見詰め直し、本年度のテーマである、回一タリー

は分かちあいの心を理解していただくために、研

修に重点を置きたいと思っております。日一タリー

のいろいろな奉仕活動を通じ、国―タリーは分かち

あいの心を実践して、多くの友人をつくってください。

また、私は特に強調したいのは、国―タリー家族の

参画を通じて、会員の友情をぜひ深めていただき

たいということでございます。私は、国一タリークラ

ブに入りたいな、私の家族がロータリークラブにぜ

ひ入りたいと若いころそう言っておりました。すばら

しい先輩たちの行動を近くに見て、あこがれのクラ

ブだねとこういうことだったんです。今現在、中に入っ

てしまいますと本当にそうだったんだろうかというこ

とが考えられます。また、家族がもっとロータリーの

中に入つてきていただいて、みんなとともども行動

をともにする、また助けあい喜びを分かちあうとい

うことを、ぜひやっていただきたいと思います。

次に、会長賞の推進でございます。会長賞はRI

の方針で説明いたしましたとおりで、会員増強を
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必須条件に、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、

国際奉仕、青少年の各部門において、それぞれの

一つ以上の事業をやっていただくことが会長賞の

受賞条件になっております。各クラブの受賞に向

けての努力を、ぜひよろしくお願い申し上げます。

詳しくは、先ほど申しましたとおり、会長エレクト研

修セミナーでお渡しいたしております資料を熟読い

ただきたいと思います。

強調事項への対応。水保全、識字率の向上、保

健及び飢餓、ここ数年来継続されていることであり、

継続は力なりとも言われます。やはり継続すること

によってやっと達成される、年度年度で終わってし

まうのではなく、継続するということを引き続きお

願い申し上げたいと思います。

国一タリー家族、ロータリーは分かちあいの心とは、

国一タリー家族そのものではないかと考えます。ロー

タリアンは無論のこと、その家族とロータリアンとイ

ンターアクト、青少年交換学生、そして回一タリー

の理念の推進に向けて私たちと協働で活動してく

ださる方 が々、皆このファミリーの一員ではないか

と思っております。会員同士の家族としての信頼

関係、親しさこそが現会員維持にかかせない条件で、

その意味からも回―タリー家族は重要な事柄だと

考えております。

DLPについて、少しお話し申し上げたいと思いま

す。DLP地区リーダシップ・プランの推進ということ

でございます。この地区リーダーシップ・プランは当

地区では2002年に採択されまして、実行に移され

ることになりましたが、きちつとした運用のための文

書化し確約されたものがございませんでした。その

ため、当地区では昨年9月 より地区運営の一層の

効率化と適正化を図るために、地区リーダーシッ

プ検討委員会が新たに発足し、検討を重ねた結

果4つの点が規定されました。この点につきましては、

既にガバナー月新の1月 号、2月 号、3月 号で詳し

く報告されておりますので、再度ご確認をお願い

申し上げたいと思います。

06年～07年度の岩田年度は計画を立案し、07

年～08年度は私の年度ですが、実施に関する導

入をしていくということでございます。8年、9年度

横山年度におきまして完成させるという3年計画で

ございます。少し長期的な計画ではございますが、

一日も早い達成をなし、改革できるように努力い

たしたいと思っております。これに伴って、地区組

織の変更につきましては、地区研修リーダーが研

修委員との合体による地区研修委員会となり、国

際奉仕委員会と世界社会奉仕委員会も国際奉仕

WC委員会に一本化されました。青少年交換委員

会は、従来国際奉仕部門に属しておりましたが、

青少年奉仕部門への所属替えになりました。また、

地区研修委員会としましては、先に組織変更で申

し上げましたとおり、新しい地区研修委員会が発

足いたしております。地区研修リーダー兼委員長

としまして戸田パスト・ガバナーさんになっていただ

いております。それは1名でございます。地区研修

サブ・リーダー兼副委員長として、3名のパスト・ガ

バナーさんになっていただいております。また、皆

様方の研修をよリー層サポートするために先ほど

ご紹介いたしました方 以々外に8名 の方 が々担当し

ていただきます。以上のことが地区研修委員会で

ございまして、今までにないシステムとして、皆さ

ん方がお困りのときには、いつでも地区研修委員

会へお話を持って来ていただければ、クラブでの

お困りのことを解決するためにご相談や研修の実

施などの体制がきちっとでき上がってまいりました。

3つ 目に、ガバナー補佐及びガバナー補佐エレクト

の選考方法と改正の規定整備でございます。当

地区ではガバナー補佐の導入に当たりまして、ガ

バナー補佐の選考は|.Mホストさんの判断に100%

任されておりました。従って、|.Mホストの中から順

番にガバナー補佐を選出するというシステムでは

小規模なクラブや、歴史の浅いクラブおいてはガ

バナー補佐の資格条件に合致した人材が不足す

るなど、いろいろと難しい点が生じてまいりました。
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そういう点を改善するために、|.Mグループ単位の

クラブ会長幹事会によって、グループ単位全体の

中から適任者を選んでいただき地区ガバナーに推

薦し、協議の上地区ガバナーが任命するというシ

ステムに決定いたしましたので、よろしくご理解願

いたいと思います。

また、ガバナー補佐エレクトの選考につきましては、

ガバナー補佐就任年度の1年半前までに就任前

の研修準備期間として就任していただきます。なお、

7年、8年度におきましては、1年までに選考するこ

とになっております。

ガバナー補佐の職務についてですが、クラブヘ

の訪間が第一の仕事となっております。各クラブに

最低年4回訪問して、皆様方と親しく懇談させてい

ただき、指導という形は少し皆さん方には抵抗が

あるかもわかりませんが、RIの規定でもどんどん変

わっておりますので、そういう新しい情報をガバナー

補佐から得ていただいて、クラブの活性化につな

いでいただきたいという趣旨で、ガバナー補佐制

度もできております。私のところはガバナー補佐は

いらないんだとか、受け入れられないんだというよ

うなことではなく、ガバナー補佐は私の分身でござ

いますので、責任は私が全部取りますので、ぜひ、

ガバナー補佐さんを暖かく迎えていただき、よりよ

いクラブ活動を実践していただきたいと願っており

ます。ガバナー補佐の責務につきましても、地区行

事の出席、その他たくさんあります。なかなか大変

な仕事でございます。ぜひ、その点も皆さん方よく

理解していただき、皆さん方のクラブに参りましたら、

ぜひ暖かく迎えていただきたいと思っております。

よろしく、重ねてお願い申し上げます。

4つ 目は、地区に送っていただく各委員の方でご

ざいますが、地区の委員の任期は3年から5年とい

たしております。3年は委員としてやつていただき、

特別に当2660地 区では1年の副委員長、あと1年

の委員長ということで計5年でチェンジしていただ

くということになります。委員の選出は、各クラブさ

んの理事会で選ばれるわけですので、この点をよ

く理解していただいて、過去の勤務年月の確認を

していただいてお送り願いますよう、よろしくお願い

申し上げます。

また、06年～07年度においての委員の選出で、

各クラブさんから出ていただこうと思っておりました

が、28クラブで委員が1人も出ておられないという

が実情です。

これは、地区委員会の委員のリフレッシュ化のた

めに、新たな人材の発掘・登用・育成が望まれて

おります。ぜひ委員を1人は出していただき、併せ

て地区とクラブのパイプ役としての役割を果たし

ていただくことも重要と考えています。さらに、会員

100名以上のクラブにおきましては別途に3名 、70

名～100名未満のクラブには別途2名 、50名 ～70

名未満のクラブには別途1名をお願いしております。

5つ 目に、きょうお集まりの中で一番注 目しておら

れますのが、CLPの推進ということではないかと思

います。2006年～2007年度の地区大会におきま

して、決議案事項第5条CLPを導入・推進すること

が決議されております。CLPの 目的は皆様のご承

知のとおり、効果的なクラブ管理の枠組みを提供

することによリクラブレベルでの回―タリー強化を

図ることです。これが目的とされております。また、

長期的な計画をも作成する、委員会構成を簡素

化する、クラブ効率化とレベルアップを図るなどで

ございますが、きょう敦賀ロータリークラブの刃根

様を講師としてお招きいたしております。CLPにつ

いて詳しくお話いただけるものと思います。また、

大いに参考にしていただいて、クラブの活性化に

ぜひつないでいただきたいと思います。

ロータリー財団についてでございます。先ほどRI

の方針の中で回―タリー財団を説明いたしましたが、

活動内容をよく理解していただき、クラブ活動に

生かしていただきたいと思います。また、生かして

いただくことにより、よリー層のご支援もお願い申

し上げたいというふうに思います。画面に表示して
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ありますとおり、当地区は一人当たり寄附額は

136.21ドルでございます。全国の平均が112.58ド

ルであります。この表は各クラブの皆さんが努力し

ていただいた結果だと思っております。今後とも一

層の寄附支援をよろしくお願い申し上げたいと思

います。

次に、回一タリー米山記念奨学会のことでござい

ます。当地区の寄附額は全国的にも第3位という

実績でございます。引き続き次年度も一層の協力

をお願い申し上げます。一方、米山奨学会も多く

の応募生があるのですが、選考も難しい状態でご

ざいます。また、奨学生へのカウンセラー等を各ク

ラブの皆様方にお願い申し上げておりますが、今

後とも奨学生の所期の目標を達成できるように、

委員会の皆様を中心としてぜひよろしくご指導、

ご支援をお願いたします。

終わりに、恐らく皆さんもなじみのあるお話をさせ

ていただきます。これは、PETSのときも少しお話さ

せていただきましたので、ああ聞いたなと思われる

でしようが、もう一度お聞き願いたいと思います。

ある夜、船長が船室係の少年を甲板に呼び出し

ました。そして、舵を取るように言いました。船長

は北極星を目指して指差して、どこまでもその星

に向かって進むように指示をいたしました。少年は

意気揚 と々舵を引き受けました。それから数分間

は順調に進んでおりました。いつの間にか船の向

きが変わり始めたのです。見ると北極星は船の横

にあります。1時間もすると完全に船の真後ろになっ

てしまいました。そこにあらわれた船長は、どうして

いるんだと言う間もなく、少年の方が大きく叫びま

した。「船長、今度はほかの星を選んでください。

船は予定より早く進んであの星を追い越してしま

いました」という話でございます。

本 日出席の回一タリアンの皆さんは、クラブに戻

られましたら意義ある奉仕の旅の方針をクラブに

示してくれるのが回一タリーの綱領であるということ

を、どうか会員の皆様にいま一度伝えていただき

たいと思います。一人一人の回―タリアンの描く明

確な進路には、個人の関心や能力が反映される

でしょう。次年度の主導的立場にある皆さんは、未

来に向かって「ロータリーは、分かちあいの心」の実

践を北極星に見立てて、これを見失わずにともに

進むなら、この航海は無事になし遂げることができ

ると私は信じております。

最後に、クラブの目標の達成には、理屈よりまず

実行を第一に、そのときどきで全力投球を続けて

いれば、道は必ず開けます。まさに、前に道なし、

後に道ありです。クラブが選んだ道が、そのクラブ

のたどった道でございます。ぜひ最後まで皆さん

方が選んだ道を、失敗を恐れずにひたむきに進ん

でいっていただきたいと思います。

どうも長時間にわたりご清聴ありがとうございました。
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CLPの現状と課題

RI第 2650地区
2007～ 08年度ガバナー補佐 刀根 荘兵衛

(敦賀ロータリークラブ)

このたび神崎パスト・ガバナー様の方から、CLP

についてお話をするようにというご依頼をいただき

ました。私はCLPの専門家ではございませんが、

2004～05年度の地区の代表幹事をやらせていた

だきまして、その折に地区の方でCLPを導入する

ということが決定いたしました。

私が事務局となりCLPの事務局案をまとめ、地

区の方で提案いたしまして、ご説明会をいたしまし

たところ、ほとんどのクラブの方にご賛同いただき

まして、本年度からCLPがスタートしたということで

す。

きょうは私どもの地区のCLPの現状、そしてほぼ

1年が経過いたしまして色 な々課題が見えてまいり

ました。その課題につきまして、それからまた最後

の方で私どもの地区がCLPを導入するに当たりま

して、各クラブからいろんなご質問がございました。

その質問につきまして、代表的な質疑応答のご紹

介をさせていただきたいと思っております。

スライドを使って説明をさせていただきます。私

どもの地区の導入の経緯ですが、ちょうどCLPとい

う言葉を知りましたのは2005年の1月 で、ご承知

のとおりRI理事会というのが 年4回開かれます、そ

の理事会の抄録というものが少しして送られてき

ます。

2005年の1月 にガバナー事務所をやっておりま

したときに、2004年 11月 のRI理事会の抄録という

ものを送ってまいりました。

それを読んでおりますと、2004年 11月 の理事会

でRIはCLPを承認いたしまして、新しい推奨細則

が発表されたということになっておりました。

それを見て私は本当にびっくりいたしました。

2004年といいますのは、皆さんご承知のとおりRI

の規定審議会が開かれる年で、本年もそうでござ

いますが、半年後ぐらいに新しい手続要覧が出る

わけでございます。定款または細則がいろいろと

変更になるわけで、各クラブはそれを見まして自ク

ラブの定款または細則を変更する訳です。ちょうど

その作業をやっている最中に、実は新しい細則が

出ましたという形になったわけです。

早速RIの 日本事務局の方へ聞いてみましたが、

ほとんど資料がないということで、資料としては新

しい細則、そしてCLPの簡単な要項の2枚物のペー

パーだけでございました。

その当時理事をされておりました田中作次さん

にご連絡いたしまして、2回ぐらいいろいろ電話で

お話をさせていただきました。その時、田中理事さ

んからは少し待った方がいいよというお話がござい

ました。

DLPも導入まで6年かかった訳だし、CLPも当然

それくらい時間がかかるでしょうと、そういうことで

やはり時間をかけてやるべきだということでござい

ました。我 の々地区の方も、3月 にはCLPのご紹介
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をさせていただきましたが、次年度は態度を保留

しようということに致しました。しかし、新しい細則

が出た以上は何かしなければならないということ

で地区内に検討委員会を設け、検討させていただ

きました。

また、田中理事さんには他にもいろいろお聞きい

たしました。これはオフレコの話なのですが、田中

理事さんから実はこの推奨細則というのは妥協の

産物なんだというお話もちょうだいいたしました。

実はRI理事会において、CLPが出たときには、推

奨細則の第8条に四大奉仕という項目があるので

すが、実はそれがなかったんだということでござい

ました。しかし、それでは日本の回一タリーは納得

ができないということで田中理事がかなり反対をさ

れまして、妥協案として第8条に四大奉仕という項

目を挿入し、それが成立したという経緯をお聞き

いたしました。

CLPが導入された以上、地区の方で何とか検討

しようということで、地区のパスト・ガバナーの皆さ

んに集まっていただき検討委員会を開催いたしま

した。

その結果、賛否両論ございました。真っ二つに分

かれまして、反対派の方はやはりこの新しい機能

的な組織は、会社組織そのものじゃないか。国一タ

リーになじまないということで反対されました。また

賛成の先生方は、CLPというのはDLPの延長じゃ

ないか。かつて、私どもの地区の方はDLPを最後

まで反対いたしました。2002年に強制的な導入と

なりまして、ようやくDLPを導入したわけです。

地区としては最後まで反対してみたが、やった

結果はよかったんじゃないかと、ガバナー補佐は

結構うまく働いているということから、やはり何事も

反対するのではなくて一度やってみたらどうだとい

うことになりました。諮問委員会の中でそういう声

が大きくなりまして、地区として一度やってみようと

いう結論となりました。

そこで、何かモデルプランをつくれということにな

り、地区としてモデルプラン、モデル細則というの

を作成いたしました。そして2005年 8月 に地区で、

その当時の会長、幹事さん、次年度の会長、幹事

さんを集めまして説明会を開催いたしました。その

結果、82クラブのご賛同をいただきまして、11月

にはそれぞれのクラブの細則を変更していただき、

2006年 7月 からCLPを実施いたしました。

ここで、RIが言っておりますCLPを少しおさらいし

てみたいと思います。まず前提条件ということですが、

昨年秋の岡山でのゾーン研究会で、ボイド会長さん、

フタ事務総長さんも申されたということでございま

すが、この新しい推奨細則の冒頭に書いてござい

ますが、本細則は単に推奨されているにすぎない。

従いまして回―タリークラブは、標準ロータリークラ

ブ定款、RI定款、RI細 則及びロータリー章典と矛

盾しない限り、クラブ自身の実情に応じて変更す

ることができるということになってございます。ポイ

ド会長さんも、これはあくまでも推奨、一つの試み、

単なるツールを提供している、少しでもクラブの強

化に役立つのであれば採用してほしいと訴えられ

ております。

次に、このCLPの背景というのを少し考えてみた

いと思いますが、私は三つくらいあるのではないか

と思っております。

①一つは弱体化したクラブの蘇生ということ。

②会員数の減少に対応するということ。

③時代の変化に適応したクラブの強化をするということ。

世界の会員数を見ますと20名以下というのが大

体20%あると言われており、10名 以下のクラブと

いうのも相当数あるということです。また非常に活

動が低迷いたしまして、終焉のふちにあるクラブも

相当数あると、こういうことからCLPが登場したも

のと思っております。

日本におきましても、後ほどご説明いたしますが、

20名以下のクラブも相当ございますし、脱会した

クラブというのも2006年末までで18クラブになっ

ております。このようなクラブを救済するため、時
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代に適応したクラブ強化のために、RI理事会が考

え出したのがCLPと思っております。

日本のロータリアンの数を見てみますと、1996

年には13万人いらっしゃいましたが、現在では10

万人を割るところになっております。世界のロータ

リアンの数ですが、2000年までは若干減っていま

すが、少し持ち直していることになっています。

次に、クラブの会員数でございますが、青が日本、

緑が世界でございますが、日本の場合は平均60

名ぐらいから現在42、 3名 に減少しています。世界

の方はそれほど大きく減ってはいないということで

ございます。

日本の平均会員数ですが、大体43名 ぐらい、私

どもの2650地区は55名 、それから世界的には大

体37名ということと思います。それから、その平均

会員数で見てみますと、一番多いのがこれはデー

タが古いものでございますが、大体30～ 40名が一

番多くて、次が40～50名 、それから20～ 30名が3

番目という形になつています。一番多いクラブが東

京ロータリークラブと、一番少ないのが野沢温泉ロー

タリークラブとなっております。しかし、この野沢温

泉ロータリークラブは2005年 11月 に脱会しており

ます。

先ほどご説明いたしました脱会クラブですが、

2000年に福島県の大越ロータリークラブが脱会さ

れ、2006年の12月 末までに18クラブ脱会されて

おります。

野沢温泉ロータリークラブは17名 の会員が、あ

るときに大分裂を起こし2名 という会員数になりま

した。長野県のガバナー補佐の方にお伺いしたの

ですが、「そろそろやめたらどうですか」というお話

をされたところ、2名の方がどうしても頑張るという

ことで毎年会長、幹事さんが入れかわり2年半ぐら

いやられたそうです。しかし、2005年の11月 にあ

えなく脱会をしたということです。

この傾向を見ておりますと、昔は1けた台になっ

ておやめになるところが多かったんですが、現在で

は2けた23名 とか10何名でも脱会しているという

クラブもあるようです。

次にCLPの基本的な考え方に移らせていただき

ます。私は6つくらいあるのではないかと思っていま

す。私どもの地区でCLPと言いますと、運営の機

能化、簡素化、いわゆる委員会組織を変更するこ

とでしょうと言われるのです。しかし、いろんな考え

方があるのではないかと思っております。

まず、1つは継続した計画の立案ということです。

長期計画を立てるということです。ロータリーは単

年度ということでやってまいりました。単年度のい

いところもございますが3～5年の計画を立ててやっ

ていくということが非常に重要ではないかというこ

とです。こういつた考え方がCLPの考え方だと思い

ます。

もう1つは、全員参加ということです。長期計画を

立てるときも全員参加、またプロジェクトをやるとき

も全員参加をする、親睦を動機づけに全員参加を

心がける、こういう考え方がCLPの考え方でござい

ます。

それから3つ 日は、意思決定の際のコンセンサス

ということでございます。クラブのいろんな情報な

どは会長さん、幹事さん、理事さんの間ではかなり

共有化されておりますが、会員さんの間ではなか

なか共有化されていない。クラブの情報を皆さん

共有化することによってコンセンサスを得やすい、

そして地区とクラブとの間のコミュニケーション、こ

ういうことを図ることによっていろんなコンセンサス

ができるということだと思います。

それから4つ 目に、連続性の促進ということです。

プロジェクト、人事におきましても3年ぐらいのいわ

ゆる継続性を持たそうということです。委員長さん、

副委員長さん、委員が3年でずつと回っていく、こう

いったサイクルを考えていくというのがCLPの基本

的な考え方でございます。

そして5つ 目は、将来のリーダーを育成するとい

う回一タリー教育を一生懸命やっていこうという基

つ
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本的な考え方がございます。

最後に、運営の機能化、簡素化という考え方、こ

ういうところが全i音FまとまってCLPという形になって

いると思っております。

その運営の機能化、簡素化のお話ですが、この

もととなる考え方がRIが効果的なクラブとなる4つ

の要素ということをRIは言っております。

これに基づいた委員会構成がCLPの 常任委員

会構成と考えております。4つの要素とは、会員組

織、奉仕活動、回一タリー財団、リーダーシップのこ

の4つでございます。

次に、これはRIの いつも出している「効果的なク

ラブとなる4つの要素」の表ですが、最初に会員基

盤を維持し強化させ増加させる、それから成果の

あるプロジェクトを実施する。国一タリー財団を支

援する。クラブレベルを超えた指導者を育成する。

この4つの柱によって効果的なクラブができると言つ

ております。これに見合うような委員会組織という

のがCLPの常任委員会組織でございます。

クラブ管理運営委員会、クラブ広報委員会、会

員増強退会防止委員会、奉仕プロジェクト委員会、

ロータリー財団委員会、この5つでございます。そし

てこの5つをDLPがCLPを支援するという組織になっ

てございます。ガバナー補佐がクラブ管理運営を、

地区の広報委員会がクラブの広報委員会を、地

区の会員増強委員会がクラブの会員増強退会防

止委員会を、地区のプログラム委員会がクラブの

奉仕プロジェクト委員会を、地区の回―タリー財団

委員会がクラブのロータリー財団委員会を支援す

る組織になつています。

続いて、CLPの 導入の経緯を少しお話をさせて

いただきます。2005年に初めてCLPという言葉を知っ

たわけですが、実は随分昔からRIの方では考えら

れたそうです。2000年 9月 にはLD丁委員会が現

在の常任委員会は非常に多いと指摘しています。

以前の細則ですとたしか18委員会推奨されてい

たわけです、その18委員会の推奨の組織といいま

すのは、150人規模の会員数を想定した委員会

組織だそうで、日本の40名 から50名といったよう

な平均的な会員数ではもう多過ぎる。1人が2つな

いし3つの委員会をかけ持ちしなければ、その委

員会を埋めることができない、非常に負担になっ

ているだろうということから、5つの常任委員会しか

持たない新しいクラブの管理組織を推奨したとい

うことでございます。

2002年にはそのガイドラインを開発しており、

2003年には、RI理事会は原則的に承認し、試験

的にやってみようということになりました。

2003～04年に6カ国18クラブによつて試験的に

採用され、それが大変よかったということで2004

年11月 に推奨クラブ細則として新しくなりました。

RIは CLPの 目的をこのように言っております。「ク

ラブ・リーダーシップ・プランの目的は、効果的なク

ラブの管理の枠組みを提供することによって、クラ

ブレベルで回一タリーを強化することです。」という

ことです。

その利点として5つ挙げております。プロジェクト

及び意思決定の継続性、意思決定及び目標設定

の際のコンセンサスを得やすい、クラブ指導者の

活動の場の拡大と強化と、それからクラブ指導者

の継続性、クラブ活動における全クラブ会員の参

加と、こういったことが利点と言っております。

RIはCLPを実施するに当たり、9つのステップを言つ

ております。

まず、最初の段階ですが、効果的なクラブの要

素に取り組む長期計画を立てる、長期計画を立

案するということでございます。

2番 目として、それを今度は単年度に落とし込む。

長期計画と合致した年間目標を設定するというこ

とでございます。

3番 目として、クラブ協議会を開催し会員に計画

策定に参加してもらい、国一タリーに関する情報を

常にオ巴]屋してもらえるようにする。

4番 目として、クラブ会長、理事会、委員長、クラ
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ブ会員、地区ガバナー、ガバナー補佐及び地区委

員会の間に明確な意思疎通が図れるように確認

をする。

5番 目として、将来の指導者育成を確実にする

一貫した引き継ぎ計画を、概念を含め指導者の

継続性を確保する。

6番 目はクラブ委員会の構成とクラブ指導者の

役割と責務を反映させるべく細則に修正を加える。

7番 目として、会員の親睦をさらに深めるような

機会を提供する。

8番 目として、全会員がプロジェクトや業務に活

発に関与し合うように計る。

9番 目最後ですが、以下を確実にするため包括

的な研修を企画する。クラブ指導者が地区研修

会の会合に出席をする、新会員のための一貫した

オリエンテーションを定期的に実施する、現会員の

ための継続的な教育の機会を提供する。

CLPを考案いたしましたLDT委 員会、つまり

(Leadership De∨ elopment Training COmmittee)

リーダーシップ・デベロップメント・トレーニング・コミ

ティ、リーダーシップ研修開発委員会と言うのでしょ

うか、RI元理事でLD丁委員会元委員長の回ンバー

トンさんがこのように言っております。

これはザ・ロータリアンという雑誌のインタビュー

記事の方からピックアップしたものですが、CLPを

導入することによって、逆にこういうことがチェック

できますといわれております。

効果的なクラブとなる要素に、どのように取り組

んでいるかということがチェックできますし、クラブ

会長、理事、委員長、委員、地区役員とのコミュニ

ケーションを図っているかどうかということがチェッ

クできます。また、リーダーシップと奉仕活動の連

続性ということをチェックできますし、クラブの現状

を反映した細則になっているかどうかということが

チェックできます。動機づけのために親睦を活用し

ているかということもチェックできます。最後に、す

べての会員にロータリー教育を提供しているかとい

うこともチェックできますということです。

RIは 5つの常任委員会についてこのように言つて

おります。四大奉仕に基づく年間目標及び長期目

標に取り組むというのが常任委員会の役割である。

会長エレクト、会長、直前会長が協力して、指導

の一貫性と計画の継続性を図る。

可能であれば、委員会の委員は3年を任期とし

て任命する。会長エレクトは、空白を埋めるために

委員及び委員長を任命する。年度開始に計画を

立てるための会議を開催する。委員長は同じ委員

会の経験を備えた人を推薦すると、なっています。

その常任委員会の下に小委員会を置くことがで

きると述べております。

クラブの人数に応じて小委員会を設けることが

できることで、参考例として、会員増強退会防止

の下には、職業奉仕、会員増強、会員選考、日一

タリー情報などを置くことができます。クラブ広報

の下には、広報、1丁、雑誌、クラブ会報などを置く

ことができます。それからクラブ管理運営委員会

の下には、プログラム、親睦、出席、規定審議、二

コニコなどを置くことができます。国―タリー財団の

下には、この8つの委員会を持つところはないと思

いますが、このような委員会を置くことができる。

それから奉仕プロジェクトの下には、いわゆる職

業奉仕、社会奉仕、国際奉仕等々、こういった委

員会を置くことができるということです。

それからもう1つ、このCLPで特徴的なことは、

理事と常任委員長の役割について分けて考えて

いるということです。

従来の細則によりますと、四大奉仕の委員長は

理事であるということなっていましたが、今回のCL

Pでは、常任委員会の委員長は、必ずしも理事で

なくてもいいということになっています。むしろこれ

を分けるといった考え方があるかもしれません。

RIによると、クラブ理事はクラブを管理するため

に選出されたもので、委員会や予算案について客

観的な意思決定を行うことで、理事としていろん
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なクラブの意思決定を行う機関であるということです。

それに対しまして、クラブの常任委員会の委員長は、

決まったことを実行するものであるということです。

会長エレクトより任命されて、クラブの目標の遂行

を受け持ち、各自の委員会の活動に焦点を当てる、

こういつた形になっています。

次に、私どもの地区の推奨委員会構成というのを、

ご紹介をさせていただきます。RIの 5つの常任委員

会、これをどうしようかと非常に悩みました。先般

の田中RI理事さん、八戸南ロータリークラブの黒

田研修リーダーさんにもいろいろご相談申し上げ、

その結果、やっぱり6つぐらいがいいかなということ

になりました。

RIが言っております5つの常任委員会にさらにも

うひとつ米山を加えまして、6つの常任委員会を地

区として推奨させていただきました。

当初、例えば職業奉仕委員会をどのように配置

しようかといろいろ悩んだわけですが、たくさんの

常任委員会になると意味がないということで、この

6つにさせていただきました。

次に、地区の推奨組織として、理事のメンバーを

どうしようかということになったわけです。RIの推奨

細則では、常任委員会の委員長は理事ではなく

てもいいということになっていたわけですが、これも

田中RI理事さんにご相談し、日本的に解釈するなら、

常任委員会の委員長は理事が望ましいのではと

いうことで、地区推奨の組織として、常任委員会

の委員長は理事が望ましいということにさせていた

だきました。

奉仕プロジェクト委員会に小委員会を置く場合、

やはり職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉

仕などを置いてほしいということをお願いいたしま

した。また、常任委員会委員長を、クラブの事情に

よって変わりますができましたら理事にしてほしい

ということを申し上げました。そうなりますと、理事

の数が大変ふえるということになります。

そこで、奉仕プロジェクト委員会委員長、あるい

はクラブ管理運営委員会委員長を副会長あるい

は会長エレクトが兼務することによって理事の数を

少し抑えれるのではないかと申しあげました。小

委員会を設置しない場合でも、担当の委員を置い

てほしいということをお願いいたしました。

その結果、地区内の82クラブの賛同いただき、

CLPが導入されました。

現在の私どもの地区のCLPの現状でございますが、

この6つのパターンに分かれると思います。これは

私が考えたパターンでして、これが適当かどうかは

わかりませんが、常任委員会別に分けています。

まず最初の四大奉仕型といいますのは、従来ど

おりの委員会組織ということで、CLPを採用しなかっ

たクラブですが、14クラブございました。

それから四大奉仕とCLPの折衷型といいますか、

これは私が勝手に名づけましたが、四大奉仕委員

会はあるのですが、それにプラスCLPに特徴的な

広報とか、回―タリー財団とか、会員増強を追加し

ていくところが2クラブございました。

それから、CLPを採用して、7つの常任委員会に

しているところ、私どもは6つということを推奨した

わけですが、さらにそれに追加しまして、職業奉仕

委員会と米山を常任委員会に致し、7つの常任委

員会にしているところが1クラブございました。

我 が々提案したとおり6つの常任委員会にしてい

るところが46クラブございました。それをさらに細

分化しますと、職業奉仕、社会奉仕、青少年等々、

理事にされているところ、あるいは全部理事でない

ところ、一部理事のところ、その他といったところに

分かれます。

また、CLPを採用されまして、5つの常任委員会

にしているところが32クラブございました。これはRI

が言っているとおりではないのですが、例えば米山

と財団を一緒に致しまして寄附金委員会と称して

いるところ、あるいは米山を国際奉仕の中に含め

ているところ等 を々含めまして32クラブでございます。

さらにまた細分化いたしますと、奉仕プロジェクト
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の中の委員会に、職業奉仕、社会奉仕等々の委

員会を理事にしているところ、あるいは全部理事

でないところ、―部理事のところと細分化できます。

それから、CLPを採用して4つの常任委員会にし

ているところもございました。これはRIが提唱して

いる常任委員会の数より1委員会少ないのですが、

米山を奉仕プロジェクトの中に入れ、また広報をク

ラブ管理運営委員会の傘下に入れるということで、

4つの常任委員会にしているところが1クラブござ

いました。

こういった形で2650地区のCLPが進んでおります。

ここで他の地区のCLPの現状を見てみたいと思い

ます。お隣の2680地区の田中毅パスト・ガバナー

が提唱されているのですが、会員数が少ない場合

は、常任委員会の数は2つでいいのじゃないかと

言われております。

1つはクラブの中を担当するクラブ奉仕委員会、

もう1つはクラブの外を担当する奉仕委員会、この

2つでいいんじゃないかと。その中にさらに細分化

をいたしまして、クラブ奉仕委員会の中にはクラブ

管理委員会、会員委員会、この2つでいいかと、そ

してまた奉仕活動委員会の中には、職業奉仕、社

会奉仕、国際奉仕とこういった委員会を置くのは

どうだろうかという提案をされており、実行されてい

るクラブもあるようです。それから、田中パスト・ガ

バナーは、会員数が大きくなれば従来どおりで良

いのではないかとご提案しておられます。

もう1つ、鈴鹿西ロータリークラブ、先進的にCLP

を導入されたクラブです。

ここは常任委員会の数はRIの言っている5つにさ

れております。ただ、特徴的なものは、職業奉仕、

社会奉仕といった委員会を置かないということです。

プロジェクトごとに委員会を置いて、それに全員参

加をしてもらっているのだということでした。例えば

社会奉仕と青少年とかいろんな委員会がございま

すが、いろんなプロジェクトを組む場合に、どうして

もその活動が重複してしまう。

どちらがイニシアチブを取るかということで、もめ

たということがあり、それならいっそのこと委員会の

垣根を取っ払ってプロジェクトごとに委員会を決め

ようと、3年計画でいろいろなプロジェクト委員会を

立ち上げてやっておられるということでした。

このクラブの大変立派なところは、長期計画をき

ちっと立てておられるところです。3～5年の計画、

それから目標数値もきちっと明らかにされ、例えば、

会員増強ですと、毎年 1名 は絶対すると。退会防

止であれば年10%以 内にする。奉仕プロジェクト

であれば、地域社会奉仕プロジェクトは年に3件以

上する。あるいは国際奉仕活動プロジェクトは年に

1回以上する。こういう数値 目標を掲げて3～ 5年

の計画を立てていることです。

次に、私どもの地区のCLPの課題を少し整理し

てみたいと思います。

導入後ほぼ1年間経過しまして振り返ってみます

と、大体5つくらいの問題があるんではないかなと

感じております。

1つは、地区委員会との整合性といつた問題です。

地区委員会は従来どおり、例えば社会奉仕、職業

奉仕とあるわけで、クラブによりましては奉仕プロジェ

クトのみということで、クラブの奉仕プロジェクトの中

に職業奉仕あるいは社会奉仕委員会を置かないと

言ったクラブが出てまいりました。地区で職業奉仕

委員会を開きますから各クラブの職業奉仕の委員

長さんはお集まりくださいといった場合に、会合に出

てこられないクラブが数クラブ出てきたことです。

そして、地区でいろいろなことをお話ししても、そ

の委員会はありませんからということで拒否される

ところが出てまいりました。そうなりますと地区委員

会との整合性といったことが今後非常に問題にな

ると思っております。

新潟の地区では、逆に地区委員会を大幅に縮小

いたしまして、地区の方に職業奉仕委員会あるい

は社会奉仕委員会を置かないといったようなとこ

ろもあるそうです。どちらが良いのかわかりませんが、
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地区委員会とクラブ委員会との整合性ということ

を考えなければ、今後うまくCLPが機能しないの

ではないかと思っております。

それから、2番 目の問題点といたしまして、小委

員会の簡素化です。CLPになれば委員会を簡素

化するということになるわけですが、残念ながらあ

るクラブではCLPを導入したにもかかわらず常任

委員会の下にたくさんの小委員会を置かれている

とこともありました。自分のところのクラブの人数よ

り多いような委員会数を設けられ、逆に委員会の

数がふえたと言っておられるところがございました。

やはりこの際思い切ってCLPを導入したのであれ

ば委員会を簡素化することが必要かと思います。

地区内ではそういうクラブがまだいくつか見受け

られ、そういうところが今後の問題かなと思ってお

ります。

3番 目として、奉仕理念の提唱と書かせていた

だきました。日一タリーには職業奉仕という金看板

がありますが、職業奉仕委員会を置かないというク

ラブが出てまいりました。もちろん今の職業奉仕委

員会が職業奉仕理念をうまく提唱しているかどう

かは問題ですが、そういった委員会を置かないとなっ

てまいりますと、今後どう職業理念を提唱していく

のか、奉仕理念を提唱していくのかということが問

題になってくると思っております。

4番 目として、長期計画の立案ということでござ

いますが、CLPの最初の第一のステップが長期計

画でございます。私どもの地区の場合はとにかくC

LPを導入することで、その第一のステップを飛ば

して導入されたところが非常に多くて、長期計画

をほとんどのクラブが立案されていないということ

でした。今、それを一生懸命言っており、多くのク

ラブが長期計画を立案されつつありますが、やはり

きちつとした長期計画を立てるということが今後の

課題と思っております。

それから理事のあり方でございます。CLPでは

理事と常任委員会の委員長を区別する、分けると

いうことでした。しかし、私どもの地区では常任委

員会の委員長イコール理事となっていまして、今

後理事と常任委員長のあり方についてどのように

すれば良いのかということを考えていく必要がある

と思っております。

次に、先ほどお話いたしました奉仕理念の研鑽

でございます。日―タリーでは1927年のオステンド

大会で初めて四大奉仕という考え方が導入されま

したが、それ以前は「入りて学び、出でて奉仕せよ」

と、例会が奉仕理念を学ぶ機会であつて、例会の

外へ出て奉仕作業をするということになっています。

そういった意味でまた昔へ戻り、例会の充実を図る

必要があるのではないかと思っておりますし、クラ

ブの長期計画におきましても、理想的なクラブとし

て職業奉仕、奉仕理念の提唱をどこかで行ってい

くということが必要かと思っております。

次に、長期計画の立て方ですが、これはいろん

な例もあると思いますが、前橋ロータリークラブさ

んの例をご紹介をさせていただきます。

このクラブは、4年ほど前に50周年を迎えられた

非常に歴史の古いクラブでして、100名くらいの会

員さんをお持ちのクラブでございます。ちょうど50

周年を迎えられたときに非常にマンネリ化、停滞を

しているということから、50年を目指して、クラブを

改革していかねばならないということで、クラブの

改革提言というのをまとめられております。その提

言が参考になるのではないかとご紹介をさせてい

ただきます。

このクラブは現状認識ということで、会員満足度

調査、あるいはクラブ活力度テストというのを行つ

ておられ、これは両方ともRIの 資料にございます。

これを何回か実施いたしまして、会員さんがどうい

うところで不満足に思っているのか、満足している

のか、あるいは理事さんによるクラブ活力度テスト

によって理事さん自身が自クラブを自分たちで評

価をして、どれくらい活力があるのかということを調

査されております。
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その結果、非常に問題があるということで、じゃ

あ理想的なクラブとは何だろうか。理想的な前橋ロー

タリークラブは何だろうかといろんな提案をされて

おります。理想的な前橋ロータリークラブ、会員像

というのを明確にされております。

次に、クラブ改革の方向性といたしまして、7つ

の方向性を出しておりまして、まず長期的なビジョ

ンを作成する、長期計画を作成するということです。

2番 目の方向性として、国一タリー理念への理解と

いうことで、職業奉仕を中心とした回―タリー理念

をいかに理解させるかということの方向性を出して

おります。

3番 目に、会員満足を高めるような会の運営、例

会の運営、クラブの運営の方向性を示されており

ます。4番 目に、自己研鑽の場としての例会の充実、

5番 目に委員会の再編・統合。6番 目に地域二―

ズに合った地元密着の事業をやっていこうという方

向性。最後にクラブ運営のスリム化・透明化と、こ

ういった7つの方針を出しております。

その中で具体的な提言を細かくまとめておられ

ますが、まず1番 目としてロータリー理念の共有化、

ロータリーの勉強会の定例化をしよう。それから会

員のオリエンテーションをもっと強化していこう。こ

ういったことをまず提言されております。

2番 目として、例会を充実させることで、出席し

たくなるような例会、いろんな具体例を出しておら

れます。それから情報の共有化、今言いましたよう

に理事、会長、幹事だけが知っているのではなくて、

すべての情報を会員と共有化していこうということ

です。それからまたクラブフォーラムをどんどん活

用していこう。そして、委員会の活性化を図つてい

こう、委員会活動の強化、また事業内容を抜本的

に見直していこうとの具体的な提案をされておりま

す。それから、地域社会のかかわりを深めようとい

うことで、地域ニーズに合ったいろんな奉仕活動を

やろう、市民の声を聞いて、発信する仕組みをつくっ

ていこう、そして近隣クラブとの連携を図つていこう、

社会に提言するような事業をやっていこう、そして

5番 目といたしまして、組織運営の活性化をやって、

リーダーシップを高めていこう、効果的な予算づく

りをやっていこう、組織強化をしよう、こういったこと

を具体的にまとめられております。

今後の長期計画を立案するに当たりまして参考

になるのではないかと思っております。

私どもの地区でCLPを導入するに当たり、いろん

な質疑がありました。厳しい質問がございました。

質問の1番 目ですが、CLPを採用するメリットが

見えてこない、今までの組織でも会員増強には力

を入れているし、奉仕プロジェクトも盛んにやって

いる。それなのになぜCLPが必要なのだ、これは

瀕死の状態のクラブを救うだけの方策妙案で、大

きなクラブにも適用できるというが活発に活動して

いるクラブは、どんなメリットがあるんだとのご質問

でした。

これは黒田RI元研修リーダーにもいろいろお聞き

したのですが、これまで十分に活力を持つてクラブ

を管理・運営しているところは、無理をしてCLPを

採用する必要はありません。しかし、時代の変化と

ともにクラブ委員会構成の簡素化、機能性、効率

化というのが求められております。

CLPは会員の減少に直面し、活動のマンネリ化

で社会二一ズの変化に対応できないクラブのため

だけではなく、すべてのクラブにとって新世紀に求

められる魅力あるロータリーを構築するための変

革の一つのモデルプランとして、またクラブ運営を

再点検する機会としてとらえていただければいい

のではないでしょうか。

また、会員満足度調査、クラブ活力度テストを

実施することも大変必要だと思います。

それから、RIが言っております9つの手順につい

て検討するのも意義があると思います。その中で、

それぞれのクラブに適合したCLPのよいところを

取り上げれば良いのではないでしょうかとお答えい

たしました。
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次の質問で、CLPは、結局RIが人集め、金集めの

ための意図を反映したものではないですかと非常

に辛らつな質問もございました。このように答えま

した。RI元理事でCLPを立案いたしましたLDT委

員会の委員長さん、ロン・バートンさんが述べてい

ます、CLPはあくまでも時代の変化に対応したクラ

ブ強化のためだということで、5つの常任委員会の

構成は、RIが提唱しております効果的なクラブとな

る4つの要素に基づいて構成されています。効果

的なクラブの第1の要素は、会員を維持し増強さ

せるということです。会員増強はロータリークラブ

生存にとって根本的なことでして、CLPにおける会

員増強、退会防止は会員の質の向上を大切にし

て退会防止を図り、十分なロータリー情報を伝え

ながら新会員を勧誘することなのです。多くの会

員は国際奉仕を通じて世界とかかわる機会を持っ

ており、それによってロータリーに引きつけられます。

それを行う好都合な方法が、効果的なクラブの第

3の要素であるロータリー財団への支援を通じて

行うことができます。

日―タリー財団と言いますと日本では寄附集めと

いうふうなイメージがあるわけですが、回一タリーの

プログラムを研究して自分たちが参加できるプロ

グラムを探して、クラブの能力の範囲内で実行す

るということが求められています。

クラブは自主性を持って実行すべきだと思います。

無理する必要はございません、人集め、金集めと

いうのは表面的な解釈ではないでしょうかとお答

えをいたしました。

次に、四大奉仕を実践する組織が新しい5つの

常任委員会というのは理解ができない。特に金看

板の職業奉仕というのが忘れ去られているのでは

ないか、こういった質問がございました。これに対し

まして、これは重田RI理 事さんがおっしゃつたこと

を少しリメイクいたしました。新しいクラブの細則で

は、四大奉仕をクラブ活性化のための理念と実践

の枠組みと位置づけております。

クラブ委員会は四大奉仕に基づいた年次及び

長期的な目標を推進する責任を持っております。

また、現在クラブの委員会活動が形骸化、マンネ

リ化の危機にさらされているおそれがあるならば、

小規模なクラブにも適用できる効果的な委員会構

成を適用するということも必要ではないでしょうか。

ただ、四大奉仕を土台とした効果的なクラブ活動

を展開するのは、委員会の名目よりも会員の熱意

によるものです。職業奉仕の理念を学ぶ機会を各

クラブの中で持つということは大変重要で、各クラ

ブでどのような形にせよ職業奉仕理念を研鑽する

委員会、あるいはそういうような機会を設けるとい

うのは必要だと思います。

前橋ロータリークラブさんでは、奉仕理念委員会

というのを設けているそうでして、どういう形にせよ

職業奉仕理念を学ぶという機会を設ける必要があ

ると思っております。

また、会長が例会で常に奉仕理念を提唱を行う、

会長の時間で奉仕理念の提唱を行う、国―タリー

情報委員会の奉仕理念について解説するという機

会を設けることも重要ではないでしょうかとお答え

をいたしました。

次の質問でございますが、奉仕プロジェクトの委

員会の中に、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕など

をひとまとめにした意味はどこにあるのかというご

質問でした。

CLPが奉仕プロジェクトの中に社会奉仕、職業

奉仕、国際奉仕を並べて取り組んだことは、1つの

進化と言えるかもしれません。社会の役割構造が

急速に変化をして、奉仕分野のお互いの壁が低くなっ

た現在、各部門が垣根を取り払ってセクショナリズ

ムを廃し、地域社会あるいは世界の新しい二一ズ

に対して効果的にこたえるということは意義がある

ことではないでしょうかとお答えいたしました。これ

は重田RI理事さんがおっしゃつたことを少しリメイク

いたしました。

次の質問でございますが、CLPはクラブを超え
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てロータリーにおいて奉仕できる指導者を育てると

言つていますが、CLPはどのように育てるのですか

という質問がございました。

クラブによっては、十分にクラブを超えて奉仕で

きる指導者を育ててきたと思います。RIのCLPは、

あくまでも一般的な方針、具体例でございます。

特にDLPによる地区研修リーダー、ガバナー補佐、

地区委員会とCLPとCLPによる常任委員会との

連絡を密にすると説明しております。むしろ、クラ

ブからDLPを活用するといつたような姿勢があれば、

さらに効果的ではないでしょうか。

自分のクラブの運営や地区内の奉仕活動だけ

で手がいっぱいなクラブは、CLPによって問題を明

確にするということが必要です。地区レベルの各セ

ミナーに参加をして、国際的な奉仕活動に参加す

ることにより、クラブレベルを超えた会員が育つの

ではないかと思いますとお答えいたしました。

次の質問でございますが、常任委員会は5つ必

要ですかというふうな質問がございました。RIが提

唱するCLPは、5つの常任委員会にしてほしいとい

うことでございますが、クラブの自主性で委員会構

成が決定するものでして、クラブの会員数に応じ

まして常任委員会の数を加えたり、逆に減らしたり

してもやむを得ないのではないでしょうかとお答え

いたしました。

それから次に、常任委員会の名称は変更可能

ですかという質問がございました。委員会の名称

というのはクラブ細則の問題で、クラブの判断に任

されているのだとお答えいたしました。

次の質問ですが、日本独 自の米山記念奨学会

はどのようにするのですかという質問がございました。

日本の回―タリーでは委員会として米山奨学会を

当然加えるべきです。常任委員会として新たに加

えることも可能ですし、奉仕プロジェクトの中の小

委員会として加えることも可能ですとお答えいたし

ました。

次に、常任委員会で広報が必要かという質問が

ありました。

広報委員会を常任委員会にできないというのは

会員数が非常に少ないクラブでは残念ながらやむ

を得ないと思います。会員数がある程度になれば

独立させてやるという方向で認めざるを得ません。

広報委員会を会員組織委員会、クラブ管理運営

委員会の中の小委員会として入れざるを得ないと

いうのが、日本のロータリーの認識ではありますが、

しかし、世界の回―タリーの趨勢というのを認識し

ておく必要があると思います。

RIの会長賞のプログラムの中に必ず公共的イメー

ジということが他のいろんな目標に並んであるとい

うことで、2番 目として、草の根レベルの公共イメー

ジの向上ということがクラブの活力のために不可

欠であることから、やはり広報委員会を常任委員

会として置くのが望ましいのではないか。そしてまた、

広報委員会の活動として、地域の二一ズに応じた

奉仕プログラムを探して、その実践を何らかの方

法で地域に広報していくことを検討したり、工夫し

たり、情報をまとめて報道機関に働きかけるという

ことだけでもかなりの仕事になるわけで、常任委

員会として必要だということを訴えております。

次に、常任委員会で回一タリー財団が必要なのか、

国際奉仕ではだめなのか、こういった質問がござ

いました。日―タリー財団というのは大変重要なも

ので、これを常任委員会から外すということになり

ますとCLPの意味がなく、意義がなくなってくると

いうことです。

会員数の少ないクラブであっても常任委員会と

して単なる寄附集めではなくて、さまざまなプログ

ラムを検討して自分たちが参加できるプログラム

を探すことが必要です。ですから、年度によっては

プログラムの参加の検討だけで終わって、プログ

ラムが実践できないという年度があっても、寄附額

が少ない年度があってもやむを得ません。しかしな

がら、必ずロータリー財団というのを常任委員会と

して加えてほしいということをお願いいたしました。

■
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次に、会員増強退会防止委員会の名称では、ク

ラブ内の合意が得にくい。また、国―タリー情報委

員会が会員増強退会防止委員会の傘下の小委

員会というのは納得ができないというご質問でした。

常任委員会の名称ですが、英語ではmembership

というふうになっています。メンバーシップ・コミティ

となっています。これが現在、会員増強退会防止

委員会と訳されているのですが、単なる会員増強・

退会防止だけではなくて、包括的な計画を立案。

実施すると説明されております。

つまり、日本的には会員委員会、会員組織委員

会という表現が正しいかもしれません。RIの情報は

あくまでも英語を基本といたしており、日本的な言

葉を使用しても良いのではないでしょうか。RI世界

本部の日本語翻訳課の方で一応の相談の上、便

宜上このような訳になっておりますが、翻訳に疑義

があるときは原文に戻るということになっております

と申し上げました。それから、日一タリー情報委員

会が傘下の小委員会ということでございますが、

そのような意味で回一タリー情報委員会が会員増

強退会防止委員会の傘下に入っていると、包括的

な退会防止だけではなくて、包括的な計画を立案・

実施するのだということから、日―タリー情報委員

会も会員増強退会防止委員会の傘下に入ってい

るのだとお答えいたしました。

そして、CLPでも既存会員及び新会員のための

包括的な研修を強調しており、これが次年度指導

者の育成にもつながっているということをお話し申

し上げました。また、小委員会をどのような傘下に

するのかは、クラブの裁量権の範囲であるというこ

とですので、その辺はどうぞ自由にやってください

ということを申し上げました。

最後に今までのお話のまとめをさせていただきま

すと、CLPとは、クラブ活性化のための一つの手

段であるということで、その基本的な考え方という

のはやはり長期計画の立案、全員参加でクラブを

活性化をする、将来のリーダーを育成する、回一タ

リー教育を一生懸命やっていこうということ、そして

クラブ運営の簡素化、こういったいろんな考え方が

1つにまとまってCLPになっているということでござ

います。

採択は自由ですが、各クラブは自クラブが発展

するようにCLPの いいところを取り入れてほしい、

毎年これを見直してほしいということをRIは提唱し

ております。

最後に、余談でございますが、先般、関場RI研

修リーダー様がご挨拶の中でこのようなお話をさ

れておられました。RIで会員が退会する理由とい

うのを少し検討されたそうですが、会員が退会さ

れる理由は3つあるということでした。

1つはリーダーシップの脆弱性、それから2番 目

は費用に見合う充実感がない。費用が高いという

のではなく、回一タリーに入ってお金を払っている

のに充実感がない、満足感が得られない。3番 目は、

やりがいのある奉仕活動を見出せない。

この3つがRIの調査した会員が退会する主な理

由であるということでした。その折にもCLPを導入

することによって、対策を提供できるのではないか

ということを仰っておられました。

以上、大変雑駁なお話でございましたが、CLP

につきましてご説明を終わらせていただきます。ご

清聴ありがとうございました。
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●司会 (岡本 厚)

ただいまより2007～ 08年度のための地区協議

会を開催いたします。

●岩田宙造ガバナー (点 鐘)

●司会 (岡本 厚)

続きまして、国歌斉唱、その後ロータリーソング「奉

仕の理想」を皆様とともに歌いたいと思います。

ソングリーダーを池田くれは回一タリークラブ

谷 勅行会員にお願いいたします。

●ソングリーダー(谷 勅行)

(国歌斉唱ならびにロータリーソング)

●司会 (岡本 厚 )

皆様、ご着席くださ

い。岩田宙造ガバナー

よりごあいさつをいた

だきます。

●岩田宙造ガバナー

いよいよ本 日は、

新谷年度のための総

まとめの勉強会でご

ざいます。RI次 年度会長ウィルキンソン氏の方針

の伝達及び新谷次年度ガバナーの方針と活動計

画を詳しくお聞きいたします。国一タリークラブの次

期指導者が、新しい任務に備えて準備するために

開かれております。クラブ会長エレクト及び次ロー

タリー年度に指導的役割を果たすよう会長エレク

トから任命されましたロータリークラブ会員に対し、

後半もさらに部門別協議会が用意されております。

次年度に向けて活動計画を立てていただくために、

万全の備え準備がなされてきております。ご参加

の皆様には、きょうの地区協議会が目的・計画ど

おりに進みますようご協力をお願いごあいさつとさ

せていただきます。

●司会 (岡本 厚)

引き続きまして、地区協議会実行委員長でござ

います池田くれはロータリークラブ長嶋貞孝より、

開会に当たつてのごあいさつをさせていただきます。

●地区協議会実行委員長(長嶋貞孝)

※11ページに記載。

●司会 (岡本 厚)

池田くれはロータリークラブ檀 信義会長より歓

迎のごあいさつをさせていただきます。

●池田くれはロータリークラブ会長 (檀 信義)

※12ページに記載。

●司会 (岡本 厚)

続きまして、新谷ガバナー。エレクトより、ご出席

のガバナー、パスト・ガバナー、研修委員並びに

ガバナー補佐のご紹介をさせていただきます。

●新谷秀―ガバナー・エレクト

ただいまより、地区協議会出席者のパスト・ガバナー

さん初め、皆さん方をご紹介させていただきます。

戸田 孝パスト・ガバナー。熊澤忠身弓パスト・ガバナー。

中川章三パスト・ガバナー。近藤雅臣パスト・ガバナー。

柏木 尚パスト・ガバナー。寺田和之パスト・ガバナー。

井上嘆夫パスト・ガバナー。若林紀男パスト・ガバナー。

宮田宏章パスト・ガバナー。神崎 茂パスト・ガバナー。

以上のパスト・ガバナーさんでいらつしゃいます。

ただいまより、地区研修員のご紹介をさせていただきます。

地区研修委員、川上善司さん。地区研修委員、

橋本憲之さん。地区研修委員、畑 田 豊さん。

地区研修委員、瀧川紀征さん。地区研修委員、

松井隆雄さん。地区研修委員、井上家昌さん。

地区研修委員、岩本洋子さん。地区研修委員、

居相英機さん。
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2006～ 07年度LM.3組ガバナー補佐のご紹介

をさせていただきます。金森市造さん。

ただいまより、私の年度の各LM担当別にガバナー

補佐を紹介させていただきます。次期ガバナー補佐、

第1組、上野弘之さん。第2組、芳賀 洋さん。

第3組 、平田大一さん。第4組、岡村政嗣さん。

第5組 、平林武昭さん。第6組、山本武男さん。

第7組、松村榮一さん。第8組、三木 優さん。

以上、ご紹介させていただきました。

●長岡啓基登録委員長

本日、地区内85クラブ9部門の出席義務者の皆

様、計723名のご出席を得ております。

●司会 (岡本 厚)

新谷ガバナー。エレクトより、次年度の方針をお

話いただきます。

●新谷秀―ガバナー・エレクト

※13ページに記載。

●司会 (岡本 厚)

続きまして、新谷ガバナー・エレクトより、ガバナー・

ノミニーのご紹介をしていただき、ガバナー・ノミニー

よリー言ごあいさつをいただきたいと思います。

●新谷秀―ガバナ…・エレクト

次年度のノミニーを紹介させていただきます。横

山ノミニーでございます。どうぞ、よろしくお願い申

し上げます。

●横山守雄ガバナー・ノミニー

ただいまご紹介賜りました大阪中央の横山でご

ざいます。本日のこの地区協議会の最初のページ、

プログラムをごらんいただきたいと思いますが、ガ

バナー。ノミニーのあいさつとしまして、2人の名前

が挙がっております。本 日、次の大谷ノミニーさん

は所用のため本日ご欠席ということで、私1人のあ

いさつということになりましたが、どうしてそのノミニー

が2人いるのと、そういうふうに皆様お思いになる

かもわかりませんが、これは昨年度からRIのルー

ルが変わりまして、ノミニーは早く選出するようにと

規定が変わったのでございます。現在、世界じゅう

に530の地区がございますが、それぞれの地区に

おけるガバナー。ノミニーあるいはエレクトの死亡率

というのが結構高いんだそうでございます。

いろいろとガバナー就任までのストレス、プレスシャー

というものがございまして、そのせいかなと思って

おります。そこでRIは 、安全面と申しましょうか、予

備軍を1人置いておいた方がいいなということで2

人のノミニーになったのではないでしょうか。

実はこの地区におきましても、ここ20数年来4、 5

名のノミニー、エレクトの方がお亡くなりになってい

るのでございます。私は幸いこの1年間何とか生き

延びてまいりましたが、人生一寸先は真っ暗やみ

だと申しますから、来年の7月 までもつかどうか、

全く自信がないところでございます。

次年度のRIの活動テーマ「ロータリーシェアーズ」、

ロータリーは、分かちあいの心ということで、本日ご

来場の皆様、クラブリーダーの皆様は、これはなか

なかいいテーマだなと、そういうふうに思っていらっ

しゃる方が結構多いのではないかと存じます。

新谷次年度ガバナーも、常日ごろから仕事もロー

タリーも仲よくやりましょう、楽しくやりましょうとおっ

しゃっておりますから、新谷ガバナーご自身もこれ

はぴったりの次年度のテーマだと、お考えになって

いらっしゃるかと存じます。

本 日お集まりの皆様が、次年度本当にお互いに

この助け合い、分かちあいの精神で、次年度の 1

年間が有意義な1年になりますように心から祈念

申し上げまして、私のあいさつとさせていただきます。

●司会 (岡本 厚)

それでは、ただいまより2005～06年度の表彰に

移らせていただきます。

神崎パスト・ガバナー、どうぞ壇上へお進みください。

まず、共同プロジェクト最高賞、他団体と共同で

実施した活動において、見事な成果を上げたロー

タリークラブをたたえ表彰するものです。

続きまして、1人 当たり寄附額の上位3クラブ、

地区内の1人当たりの寄附上位3クラブに送られま
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す。100%財 団の友会員のクラブ、すべての正会

員がロータリー年度の個人的に年次プログラム基

金へ100ドル以上の寄附を行い、1人 当たり100ド

ルの寄附を達成したクラブに対して送られます。

まず最初に、共同プロジェクト最高賞の受賞クラ

ブは、茨木東ロータリークラブです。会長エレクト

北尾 哲様、どうぞご登壇ください。神崎パスト・ガ

バナーより認証状を贈呈させていただきます。

●神崎 茂パスト・ガバナー

大変立派な賞状でございます。

おめでとうございます。

●司会 (岡本 厚)

ロータリー財団、1人当たり寄附額の上位3クラ

ブを受賞されましたのは、千里メイプルロータリー

クラブ、大阪梅田東ロータリークラブ、東大阪ロー

タリークラブの3クラブです。

代表でお受け取りいただきますのは、千里メイプ

ル回一タリークラブ会長エレクトの柳原健治様です。

どうぞ、ご登壇ください。神崎パスト。ガバナーより

認証バナーを贈呈いたします。

●神崎 茂パスト・ガバナー

ありがとうございました。おめでとうございます。

●司会 (岡本 厚)

100%財 団の友会員のクラブを受賞されました

のは、守ロイブニングロータリークラブ、大阪天王

寺ロータリークラブ、大阪城ロータリークラブ

の3クラブです。代表で守ロイブニング回一タリー

クラブの会長エレクト大島栄子様、ご登壇ください。

●神崎 茂パスト・ガバナ…

大変大きな立派なバナーですね。

どうもありがとうございます。

●司会 (岡本 厚)

最後に、毎年あなたも100ドルを受賞されました

のは、ごらんの25クラブでございます。

代表で大阪リバーサイドロータリークラブ会長工

レクト松井素子様、ご登壇ください。

●神崎 茂パスト・ガバナー

どうもありがとうございました。

●司会 (岡本 厚)

受賞クラブの皆様、本当におめでとうございました。

神崎パスト・ガバナーどうもありがとうございました。

それでは、本日ご講演いただきます刀根荘兵衛

様のご入場です。拍手をもってお迎えください。

ご紹介させていただきます。RI第 2650地区手続

規則委員会委員長としてご活躍をされておられま

す刀根様でございます。

●敦賀ロータリ…クラブ(刀根荘兵衛 )

ただいまご紹介いただきました敦賀ロータリーク

ラブの刀根でございます。きょうはお招きをいただ

きまして、まことにありがとうございました。

※20ページに記載

●司会 (岡本 厚)

これで午前中の会議のすべてが終わりとなりま

すが、ここで昼食及び午後の会場などについて

ご案内申し上げます。昼食についてのご案内を申

し上げます。エレベーターをご利用いただき、国際

会議場の10階までお上がりください。会長部門と
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職業奉仕部門は12階です。午後より皆様が出席

されます部門別会場でご昼食のご用意をしており

ます。皆様の名札の色の部屋を明示しております

のでお入りください。また、各部門別会場内は指

定席となっておりますので、ご自分のお席にお着き

ください。なお、リーダー、サブリーダーの方 も々部

門別会場でご昼食をお願い申し上げます。

それでは、午前の部、閉会の点鐘を岩田ガバナー

よろしくお願いいたします。

●岩田宙造ガバナー (点 鐘 )
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2007～2008年度のための地区協議会

部門別協議会

鵞
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会 長 部 門 12階 特別会議場

●新谷ガバナー・エレクト

会長部門協議会を始めます。会長エレクトの皆

様方と親しくいろいろお話させていただける、また

とない機会でもあります。どうぞご遠慮なくいろいろ

なご質問、ご提案等をいただければ非常に幸いだ

と思っております。

司会者からお話がありましたように、本当にこの

会議室は、天丼がドームになっておりまして、本会

議場の一番立派な部屋です。この様な部屋で皆

様と一緒に協議会をさせていただくのを楽しみに

しています。これから後、重要な案件が提出されま

すので、十分ご審議願いまして、会長部門協議会

がスムーズに行くようご協力をお願い申し上げ、ご

挨拶に代えさせていただきます。

本会議場の最初の重要な案件は、2007～08年

度の2660地区の予算案のご説明と審議でござい

ます。私がガバナーエレクトとして責務を果たすた

めの、2007年度国際協議会が2007年 1月 28日

～2月 3日 までアメリカカルフォルニアのサンディエ

ゴで行われました。私ももちろん出席すべく準備し

ておりましたが、1月 始めに肺炎にかかり、急遠入

院いたしました。

私の予定では、20日 には退院して、出席しよう

と思つておりましたが、病気が長引き、国際協議会

に出席できないので、ガバナーエレクトを辞退する

決意をいたしておりましたところ、近藤パストガバナー

からお電話があり、講習会は、日本国内で追って

受けられるようになるとのことで、欠席してもいい

ガノ`先徐 新谷 秀一

次年≦轟
1催
纂 森 茂寛

次年度荘

`1霧

掌 」ヒ野 紀之

が解り
.ラ空≧横山 守雄

<羅1編

姦菫瀧川 紀征
<轟1彬

娑 井上 家昌

(池 田くれは)

(池 田くれは)

(池 田)

(大 阪中央 )

(吹 田西)

(東 大阪東 )

から、病気療養に専念するように指導していただ

きました。

おかげさまで、肺炎も治癒し2月 18、 19日 と二

日間にわたって2007年度RI研修リーダーの安平

和彦様 (姫路ロータリークラブ:職業分類 弁護士)

より講習を11時間30分受けました。また、ガバナー

事務所の大木様より電話で3時間の講習を受け、

合計14時 間30分の研修を終了しまして、本 日こ

こにエレクトとして皆様の前に立つことができました。

そして、もうお一人忘れてはならないのが、京都の

2650地区ガバナーエレクトの橋本様です。橋本様

には国際協議会のお話等をうかがうだけではなく、

その上、いろいろな荷物をアメリカから持つて帰っ

ていただき、国―タリーの友情に感謝いたしており

ます。

神崎パストガバナー、岩田ガバナーのお二人には、

いろいろとロータリー運営に関しましてご指導いた

だきました。また、RI研修リーダーの安平様の講習

を受けて、初めて回―タリーのことが十分理解でき

るようになりました。私がちょうど皆様と同じ会長工

レクトの時は、日―タリーについて十分理解できずに、

前年度の会長の引継ぎのままに運営していたこと

を恥ずかしく思います。皆様はその様なことはない

と思いますが、国一タリアンの手引きである、『手続

要覧』を熟読していただきたいと思います。本日の

会長部門協議会が終わりましたら、2週間以内に

クラブ協議会を開催できるように準備を整えてい

ただきたいと思います。また、クラブ協議会は、最

低年4回～6回 開催されるようにお願いいたします。

クラブ協議会は、クラブ運営において、会長さんが

会員の意見を聞く重要なチャンスでもあり、ぜひと

も実行していただきたいと思います。また、クラブ
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協議会にガバナー補佐の出席依頼がありましたら、

年4回義務づけられておりますので、ご相談の上、

日程の調整をお願いいたします。

さて、先の本会議で次年度地区方針として説明

いたしましたとおり、地区としてDLPの新しい方針

にもとづいて運用することとなり組織の一部変更と

研修委員会の充実、ガバナー補佐の選考方法・

職務の明示、地区委員の全クラブ全選出・委員の

ローテーションの推進などが実施されることとなっ

ております。

そして各クラブにはCLPの積極的な推進を提唱す

ることとなりました。先だって戸田パストガバナーと

のお話しの時、クラブでCLPというのを検討したら

80%ぐらいは整理できるのではないかと。私も、ク

ラブの中の組織を見ておりましたら、ああそうだなあ、

やはリクラブ奉仕をうまくまとめれば、CLPは大方

のことはできるのではないかと踏んでおります。そ

う甘くないと言われるかもしれませんが、よろしくご

協力のほどお願いいたします。

先日も大阪東ロータリークラブの山本さんがガバ

ナー補佐に出ていただきまして、そのお願いに伺

いました。例会にも出席させていただき、こんな立

派にやっておられるところだったら明日にでも移籍

したいなぁ一と思った次第です。どこがいい悪いといつ

ているわけでは決してございませんので、ぜひ会

長皆さんも7月 1日 の始るまでにちょっと大きいクラ

ブに一度訪問していただいたらいかがかな一。そ

して最後の最後までいていただいたら、いろんなこ

とが見えてくるのじゃないかなあと思うわけです。

そうしますと、自分のクラブでこれが足りないなあ、

あれが足りないなあということが、もっもっとお解か

りになることだと思います。

また、RI規定も次々にかわっています。過去から

の惰性でなく、本当にこれでいいのか、ほんとにい

ろんな点で直さないといけない、改良しないといけ

ない、そういう意味合いがCLPのもつ大きな意義

だと思います。どうぞ予算とCLPの取り組みを含め

まして、よろしくお願い申し上げまして降板させて

いただきます。

●北野地区財務委員長

先日のPETSの席上でも一応の予算の概要はご

説明申し上げましたが、きょうはこの協議会におき

まして、次年度の予算を決議ご承認いただきたい

ということで、確認の意味で再度ご説明申し上げ

ます。

予算承認までのスケジュールを、改めて追って

みました。又、予算案策定に当り過去の流れも調

べて見ました。

まず12月 の次期幹事会に一応概要を提示する

ことができました。引き続いて12月 の諮問委員会

で予算編成についての報告をいたしました。そし

て3月 1日 、2日 の次年度の地区委員会の委員長

さんから、次年度の事業計画及び希望の予算額

の見積もりをいただきました。新谷ガバナー・エレ

クト、森次期代表幹事、戸田パスト・ガバナーのご

出席の上でミーティングをさせていただきました。

ある意味では予算折衝ということで、いろいろとこ

ちらも教えられ、委員長さんもいろいろと頑張られ

たところがあります。

それから、3月 10日 の地区チーム研修セミナーで、

地区研修員、地区委員長、地区幹事、ガバナー

補佐、パスト・ガバナー、といった方 に々ご説明、報

告いたしました。

次に3月 24日 に会長エレクト研修セミナーで予

算編成についてご報告申し上げました。そして、

今回の地区協議会が予算承認の場になるわけで

ございます。

予算編成は、基本的に岩田ガバナー年度、湯浅

財務委員長の方針を踏襲するということにしており
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ます。即ち、前年同様会員減少の中、緊縮予算を

継続しなければならないということと、地区会計の

健全化、財務面からの地区活動の効率化と活性

化を図っていかなければならないということでござ

います。

特に主な点として、赤字予算であり、資金を繰

越金を取崩してから使用しているということ、それ

から先ほど申しましたように、合同ミーティングで

希望予算額及び事業計画をヒアリングしていると

いうこと。次に各委員会では予備費を持たないこと、

予備費を持てばどうしてもむだになるということで、

必要であれば本部の予備費を使うということ、又、

地区の活動はあくまでも地区の予算で賄うというこ

と。行事への参加は受益者負担の原則でいくとい

うことです。それから地区の会計、仕組みについて

は地区の運営資金予算、それから地区の活動資

金予算、基金会計、特別会計というものがあります。

私はこれを継続していくことを前提にして、予算を

つくつてきました。

井上パスト・ガバナーのときに予算体系を運営資

金と活動資金に分けられ、非常に明瞭性が高まっ

ています。

さらに会員の減少、資金の危機ということで、安

定した資金を確保しておこうと、基金制度ができ

たということでございます。

後で詳しく見ますが、特別会計というのが次のペー

ジにあります。これは地区大会資金、米山奨学生

活動資金、それから世界社会奉仕基金、それから

RI規定審議会の派遣積立金という項目で成り立っ

ております。

もう一つ、今 日、この会議の地区協議会予算と

いうのがあるわけですが、この部分は各クラブから

13万 円ほど特別に徴収させていただいて、運営が

なされております。86ロータリークラブで計算し、

13万円を掛けると1,118万 円の予算総額になりま

す。別に予算策定をし、剰余金が出た場合、この

剰余金は地区の運営資金に繰入れされます。

予算の編成の前提というのは、会費と会員数の

掛け算ですから、5年前の会員が5,000名 であっ

たのが、今や4,000名を割るかどうかという人数に

なり、予算も縮小し、活動も縮小し、一般管理の

部門も縮小せざるを得ない実態となっているのです。

予算策定に当つて今年度新谷ガバナー・エレクト

の意思決定で会員数を、4,000人を死守しようと

いうことになりました。会員増強をぜひぜひよろしく

お願いしたいということでもあります。

そこにも書いていますように、地区負担金は地区

の運営費として9,500円 、地区活動費を7,500円、

地区大会費を5,000円 、総額で2万 2,000円を皆

様から徴収させていただき、この地区会計が成り立っ

ています。ですから5,000人が4,000人になるとい

うことは、1,000人 、2割の減少です。1,000人掛

ける2万 2,000円 は2,200万 円の減収があった

ということなのです。2,200万 円の減収というのは、

非常に恐ろしいことであり、これを体重でいえば60

キ国の体重が48キロになったわけですから、どこか

体調がおかしいのと違うかと言われるということです。

従いまして予算については、引き続きシビアな管

理のもとで運営していくということでございますが、

前年度からの繰越金をつぶして、地区の活動はで

きるだけ活発に維持しようということできております。

例えば、地区運営予算の収入が、9,500円 の

4,000人ですから3,800万 円、それからRIの助成

金があって、雑収入が先ほど申しました協議会で

の剰余金等を入れて4,220万 円。支出合計が

4,319万 円で、収支差額が99万 円の赤字になっ

ています。

それから、地区活動資金が3,000万 円、これは

7,500円の4,000人分です。それに対して支出合

計が、3,301万 5,000円で301万5,000円 の赤字

になっています。この赤字を繰越金で賄っているわ

けです。

各クラブの負担をおさえ繰越金を費やして活動

を維持していこうという訳です。これから皆さんの

努力で増員、会員の増強もあるでしょうし、合理化

あるいは効率化を図って資金を浮かしていこうとい

うことでもあります。

次に個別予算の中で、地区の運営資金では
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支出合計が4,319万 円、ガバナー事務所経費が

3,134万 円。これはガバナー及びガバナー事務所

に対するもので一般管理費です。この分につきま

して、人員の入替えを図り4名 になり200万円の削

減をいたしました。

それからホームページ等新しく更新していくとい

うので、この部分に150万円の開発費を計上しま

した。これは今回限りですが、維持費として126

万円を入れています。事務用品費20万円、雑費

50万 円を削減し、事務所経費合計で14万 円を削

減しています。その他ガバナー等にかかわる諸経費、

交通費等についても節約しております。

増加部分では、ガバナー補佐の経費としてCLP

で動かれるということで、16万 円ほど上乗せして

おります。

地区の活動資金案につきましても、地区委員長

さんとの予算案を個別にミーティングをして、了解

をいただいた金額が活動費として上がっております。

しかし、どうしても必要なもの又は、重点項 目に

つきまして予算の上乗せというか、クラブ奉仕の20

万円、これはCLP関連、情報広報の10万 円、職業

奉仕10万円、これも研修費用として計上しています。

それから青少年奉仕部門につきましては、これ

はいずれにせよ、将来のために若い人たちの育成、

養成をしていかなければならないということで、金

額は大きいのですが現状を維持しています。それ

からローターアクトあるいはインターアクトについて

の青少年活動の一環として、10万 円、14万 円を

上乗せしております。

今年度特に変わっているのは、日一タリー財団の

中のGSE、 研究グループ交換です。これは今年度

は予定プログラムがないということで、149万円の

減少になつています。すなわち派遣とか受け入れ

がなかつたということでございます。

もう1つ、研修委員会として新しく20万 円の予算

を計上しています。これも新しい時代に対応する

予算ということでございます。

地区の財政の健全化、地区の活動の活性化、

財政基盤の安定確保ということを望んでおります。

以上のことを踏まえまして、ご審議いただき、来

年度の予算をご承認いただきたいということでござ

います。よろしくお願いいたします。

●新谷ガバナ…・エレクト

すぐにおわかりにくい点もあると思いますが、

PETSのときにもお話ししているので、十分検討し

ていただけたものと思っております。

只今、北野財務委員長より申し上げましたことで、

何かご質問はございませんか。

●大阪イプニング(西野博子)

大阪イブニングロータリークラブの西野でござい

ます。この表をPETSのときに見せていただいては

おりますが、理解が悪いのかわかりませんが、基本

方針の3という部分ですね。基本方針3の中の地

区資金とは別に地区協議会会計なんですが、登

録料として徴収することについて、今年度 1クラブ

当たり13万 円の徴収いうことは、クラブ単位の13

万円の徴収なんでしょうか。

私どものクラブは、20何人という弱小クラブに対

して200人もいるクラブと比べて13万 円ずつ負担

するというのは、不公平なように思うのですが。

●北野地区財務委員長

均等割で、負担は大きいと思いますが。

●大阪イプニング(西野博子)

私どもも13万 円負担ということですね。

●北野地区財務委員長

そういうことでございます。金額のウエートという

のではなく、1クラブ当りの負担が13万 円均等割と

いうことです。

●大阪イプニング(西野博子 )

多いか少ないかいうのは一目瞭然ではありませ

んか。単純な算数計算だと思いますが。

●森地区代表幹事

代表幹事の新米でございますが、従来どおり13

万円という予算が取られております。3年ぐらい前

は15万の予算のもとでこの協議会を行いました。

人数が多い、少ないかによつて配分いたしますと、

この協議会ができなくなるように思います。

固定的な負担のものが非常に多く、予算が余り

五
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ましたら一般会計に入ります。これは皆さんのお金

でございますので、ご理解いただきたいと思ってお

ります。

●大阪イプニング(西野博子 )

これは会員増強にもかかわることだと思うんです。

1人 当たりの負担額が多くなると、小さいクラブに

は入りたくないということも起こって、会員増強して、

皆さん一緒にやりましょうよというのには、やっぱり

何かのサポートがないと会員はふえてこない。

●森地区代表幹事

話として承りまして、2008年度に向かつて、横山

ノミニー年度で何とかいい方向づけができることを

期待しております。

●横山ガバナー・ノミニー

私も日ごろから感じていました。地区協議会は

各クラブから会長、幹事他 1人ずつ出られるという

意味で、従来からやってきたと思うのです。ただC

LPが導入されクラブの組織も形態も変わって行く

とこれからの問題として、考えていかないといけな

いと思います。

改善の余地はありますし、やらなければいけない

と感じておりますので、次年度以降そういうことも

含めて検討させていただきます。

●大東 (清水 修 )

ガバナー事務所経費で、給料手当が200万減

額していただいておりますが、社会労働保険料が

反対に40万ふえているというのは、給料が下がっ

て労働保険料がどうして上がるのか理解できない

のですが。

●北野地区財務委員長

おっしゃる通りです。ただ、事務局の方から、現

実は給与総額の14%が実数字ですというアドバイ

スがありまして、2,000万 円の14%という計算をい

たしました。

それで金額が上っています。

●新谷ガバナー・エレクト

先ほどの大阪イブニングRCの西野さんのご質問、

今の大東RC清水さんの質問がありました。国一タリー

としてはその年度。年度で終わってしまいますから、

引き継ぐときには当該年度予算と、これ以上に予

算は使わないようにということだけが引き継がれる

というのが現状です。適正な予算を組むという点

から、岩田G・ 山本代表幹事、次年度として私と森

代表幹事で、次年度各委員長の方との個別面談

を行い予算額を決定したわけです。しかし、一方

を締めれば片方で出て行くというような形で大変

でございました。事務局も人数を減らして、我 で々

処理を持って帰ってやるとか、能力のある人を雇っ

てそれだけの処理をやっていただくとか、いろんな

工夫をしているのが現状です。

DLPをはじめいろいろな面で岩田年度、私、横

山年度と向こう3ケ年の継続事業で計画し、大きな

改善もやってきておりますので、私の足りなかつた

面は横山年度で仕上げていただくことで進めたい

と思います。改善できる予算というのも私も見えて

きていますので、横山年度の予算には少しでも改

善し、結果として発表できるようにして引き継ぎた

いと思っております。どうぞ本日ご出席の会長様方

にもご協力ご支援のほどお願い申し上げます。

国際ロータリー細則第15条第6節第2項の規定

によりまして、本 日ご出席の会長エレクト様の拍手

をもって承認いただきたいと思います。

どうもありがとうございます。

続きまして、地区大会の件ですが、今までは参

加者だけが、受益者負担ということで4,000円 相

当を持つという形になっており、その以前は全部均

等割ということでやっておりました。そういう点で非

常に、逆な、先ほど西野さん言われた反対のこと

がどんどん起こってまいりまして、地区大会が開け

ないと、こういうような数字も出てまいりました。

皆さんが満足していただき、喜んでいただけるよ

うな形を取りたいということで、先ほど申しましたと

おり、ご家族もをご参加願えるような地区大会を

やりたいと願望しております。できる限り努力した

いと思いますし、地区大会委員長を初め関係者―

同努力してもらえるものと期待しております。会員

全員が4,000円の登録という形で、今年度予算は

予算組みがされております。その点もあわせてご
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了解願えたものと思っております。

●司会 (田 中喜佐雄 )

次年度の予算が承認されました。

ありがとうございました。

●瀧川地区研修委員

所属クラブは吹田西ロータリークラブでございます。

朝から難しい話、この後も多分難しい話が続くと思

うのですが、会長エレクト諸氏には3月 の24日 の

PETS、 地区協議会と、日一タリーで一番長い日に

なってるんじゃないかと思っておりますが、会長就

任間近に控えまして、決意のほどが、ひしひしと伝

わってくるような雰囲気でございます。

私がお話しするのは、マニュアルや規約とかとい

うことじゃなくて、会長としてこういうことを気をつけ

た方がいいんじゃないか、心がけた方がいいんじゃ

ないかということをお話をしたいと思っております。

満を持して会長に就任をなさろうという方もおら

れますれば、やむを得ず、あるいは中には、おだて

られてなってる会長さんもおられるかと思うのですが、

この7月 からは、クラブを代表する会長ということで

ございますので、役割と責任を十分に自覚してい

ただき頑張っていただかなければならないと思い

ます。

お集まりの85の会長の方は、数字をみますと、

年齢が47歳という方が一番若こうございます。何

人かおられます。一番上は80歳です。ですからロー

タリーっていうのはおもしろい団体ですね、47歳の

会長さんもおられれば、80歳の会長さんもおられ

るという、これがロータリークラブのよさでもあるわ

けなんですが。

47歳が若過ぎるというわけではございません、

結構若い会長さんもおられますし、また80歳も決

して年がいき過ぎていることはございません。94歳

でやったという会長さんもおられますのでご心配に

は及びません。

平均年齢に直しますと大体63.4歳 、皆さん自分

が若いか年上か、ちょっとまあお考えいただいたら

結構かと思うんですが。

在籍年数が長いのが26年、どうしても大きなク

ラブはやっぱり会長に就任するまでにはかなり時

間がかかるようですね。順番っていうのですか、そ

ういうふうになっていきますと時間がかかるのでしょ

うけれども。新しいクラブであれば、古いクラブから

転籍されなかったら在席年数1年で会長やってる

方がおられるわけですから、決して心配は要りませ

んし、先輩もおられるわけで十分務められると思う

ので、頑張っていただきたいと思います。

平均ロータリー年数が14年、こういうふうな数字

になっております。

この会長研修の目的は、会長としての技能、知

識及び意欲を持てるよう養成します。技能っていう

のは指導力、あるいはその動機づけとかを、きちっ

と伝えなさいということだと思うのです。そんなに難

しいことはございません、やはりその人の持ってい

る個性が大事かと思っております。

2番 目の項に移りますが、会長はロータリークラ

ブの顔であるというふうに私は書いたのです。私も

きょうお話しすることは別に、規約やテーマを何も

なしに私がいろんな経験の中で考えたことを書い

ていたのですが。

やはり何 ロ々ータリークラブの会長はだれですかっ

ていうようなこともよく地域では起こりますし、だれ

だれが会長でありますと言えば、へえという場合も

あれば、やっぱりという場合もいろいろあると思いま

す、どういうふうに皆さん評価なさるかわかりませ

んが、やはり会長さんの名前、ふだんの顔がその

クラブの、ブランドというんですか、そういうふうに

あらわれてくることが多いんじゃないかと思います。

1年間は、やはリクラブを代表して地域の団体と

のおつき合いがあろうかと思いますし、いろんな会

合で各団体が呼ばれたときに、やっばりロータリー

クラブの会長、ライオンズクラブの会長、理事長と

いうような形で呼ばれると思います。できるだけ、

ご出席いただきたい。代理の者に行かそうじゃなくて、

会長が行っていただきたいと思っております。

地域のいろんな団体と交流することによって、地

域のニーズあるいは地域の動静がわかってくるんじゃ

ないかと思います。大阪市内のクラブとは感覚が

■
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違うんですが、衛星都市のクラブとでは地域との

密着性つていうのは相当違っています。衛星都市

では回―タリークラブっていうのは、かなリウエート

が重きに置かれているところがあると思います。

衛星都市の場合は食・住が密着してる場合が多

いです。大阪市内のクラブの場合は企業は大阪

市内にあるのですが、住民としては他市にあったり

あるいは他府県にあったりする場合があるんです。

地方の場合は、やっぱり行政からすべての団体と

の密着性が強い団体にロータリークラブなっている

ところもあろうかと思います。

ロータリークラブの行っていることを、よく広報し

てほしいというのが、若林年度からそういう運動が

強く進められてまいりまして、新聞社5社ほどの主

幹で、ガバナーあるいは広報委員長とが1年に1回

か2回お会いいたしまして、この年度にロータリー、

地区としてやってること、いろんなクラブが、こうい

うことをやってるというようなことを、お互いに情報

交換したり、我々に取材のお願いをしたりしたんで

すが、メディアの方でも、回一タリーが何をしてるかっ

ていうことを案外知らなかったり、こんなにいいこと

をなさってたんですか、一番情報通である彼らが

そういうふうなご意見でございました。

若林年度、宮田年度とそういう会談を進め、そ

の後は地区を離れてましたので、よく存じ上げて

おりませんが、必ず役所には広報室があったり共

同記者室っていうのがございますので、いろんな行

事はできるだけそこに持ち込むということです。

会えなくてもプリントを渡してくるだけでも結構で

ございますから、共同通信社等も入ってますから、

どこかで掲載されたりPRをしていただけます。

そういう結びつきは絶えずやっていただき、会長

さん自身が行うのが最もいいんでしょうが、広報委

員会があると思いますので、広報委員会を通じて、

絶えずそういう報道関係とはお近づきになってい

ただきたいと思います。

他クラブとのつき合いとか、地区、よその地区と

の関連とかいうことも書いておいたんですが、回一

タリークラブ同士はもう義理人情のかけ合いだと、

自分とこのクラブが何か主催するときに、他のクラ

ブからたくさん登録してもらおうと思ったら、よその

クラブがやるときに、絶えず我 も々それに対して積

極的に参画していかなければ、5人登録やったら、

うちも5人登録てな冷たい話になってしまいます。

お互いに義理がけ日和じゃないんですが、やっ

ぱりたくさん来ていただこうと思うならば、ふだんか

らそういうことも絶えず注意をしていただきたい。

これは会長さんがこれだけの人間を動員せえと

いうことをいうべきだと思います。それがクラブ同

士の親密も増しますし、クラブの活性化にもなろう

かと思います。

地区とかRIとの関係もそうですが、クラブの管理

とか運営とかいう面に関して、きちっととられてお

いた方がいいんじゃないかと思います。

会長さんはクラブにおいての回一タリー情報の最

新のニュースを絶えずキャッチしておくようにガバナー

補佐さん、あるいはガバナーあるいは地区委員等々、

いろんな面でご連絡なさったらいいんじゃないかと

思います。

ロータリー博士みたいな人がおりますが、そうじゃ

なくってもいいんですが、やはり何か聞かれたとき

とか、立ち往生することなく、手続要覧とかロータリ

アン必携なんかとかは絶えずよく手元に置いてお

かれて、あんなもんみな覚えたって、覚えられるも

んじゃないんで、手元に置いておかれるということ

は僕は大事かと思います。

大阪南クラブさんおられますね、100周 年のとき

に大阪南クラブさんのホームページに、手続要覧、

日―タリアン必携をアップされていますので、そこか

ら引つ張り出したら最新の分が入っていると思いま

す。規定委員会で変更されたものも、すぐ変更し

て載せているとおつしゃっていました。

会員の拡大、これは一番大事なことなんですが、

会員の拡大に触れますが、これは会長さんの持っ

ている熱意というのが僕は大事だと思います。

会長さんが拡大するのだということで絶えずそう

いうことを申し上げておりますと、会員にもそれが

浸透してまいります。そういう意味において会長さ
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んの拡大にかける熱意が大事だと思うのです。

その次に会長推薦の是非、いいこと悪いこと、こ

う書いておつたのですが。中に会長さんが熱心な

余り自分がたくさん推薦してくることがあるんです。

会長推薦で理事会に出されたら、だれがペケ言え

ますか、難しいと思うんです。クラブによつて会長

は推薦しないというところもあるようです。ある人が

会長さんになつたときに、その人の関連のというか、

下請というのか、10何人入れたという話。そしたら

変な形になっちゃったんですって、当然わかります

よね。それと一緒で余り熱心で、おれのときに20

人ふやすんやとかいうて頑張られた人もおられる

のですが、数では結構ですが、クラブが現形をと

どめない形になったというようなことがあります。

そういうことも気をつけていただいたらいいかと思

います。そのクラブが持っている歴史とか、古いな

にかがあろうかと思うので、古いパスト会長さんに

いろいろお聞きになった方がいいかと思っております。

会長の時間、これは毎例会にあるわけですから、

1分で終わる会長も、3分で終わる会長も5分で終

わる会長もおりますでしょう、皆さん方、どういう会

長の時間にしようかとお考えですか。

頭に回―タリー情報っていうのを入れないといけ

ないんですが、最もいい機会でございますので。会

員の皆さんに会長の思い、あるいは考え方を伝え

るのが会長の時間です。毎回新しいことを考える

ことも大変難しいことなんです、これは柔軟に考え

ていただけたらいいかと思います。

私もいろんなクラブ回っていますが、川柳の得意

な会長さんがおられ、時流に合った川柳を発表さ

れてそれの解説なさって大変おもしろかったし、あ

るお寺のお坊さんが会長さんのときは、法話という

んですか長々しいんじゃない短い法話で、これは

結構いい話していましたね、私も2回ぐらいしか聞

いていませんが、なかなかためになる話もしていま

した。ある会長さんは、しゃべったら会員にどう思い

ますかということをあてて、毎回会長の時間が一

番緊張すると言ついてた例会もありました。いろん

なやり方がありますが、メンバーを一番つかむ時間

でございますので、ぜひともこの会長の時間、頑張つ

てやつていただきたいと思います。

45～ 6回あるかと思うのですが、シリーズでやっ

ていかれるという会長さんもございますし、1年間

の会長卓話を冊子にして出した会長さんは数知

れずあるかと思います。いい記念ですから記録し

て置いておいて、もし、気に入ったらですね、あと

冊子にして出されたらよろしいです。本にするとな

ると緊張するかもわかりませんが、いい記念になる

かと思います。

どの会長さんも終わってから、もう1回させてもらっ

たら名誉会長やったんやけどと。ここの会場に2回

目の会長さんおられますか。ここではないですが、

そういう会長さんも、さっきの朝の話やないけど野

沢温泉、会長と幹事が交代でやったようなことあり
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ましたが。2回 日、多分名誉会長さんになると思い

ます。2回やったら、見事な会長をやるんですけどなっ

ていう会長さんがおられましたが、残念ながらこの

地区は2回やるのは少ないようでございます。1回

しかございませんので一つ頑張って、悔いの残さな

いような会長卓話をやっていただけたらと思います。

一番会長さんの個性が出る時間です。だからそ

のクラブの1年間の例会の雰囲気が僕は変わると

思います。これは大変大事だと思いますし、我 も々メー

クアップに行っても、会長さんの卓話の時間から、

そのクラブの雰囲気がわかります。そういうことは

大事に考えていただいた方がいいと思います。

かたい話ばっかりをしなくてもいいかと思っており

ます。

ロータリー行事への参加要請ですが、きょうは

100%いろんな所も部門も含めて100%でしょうが、

地区大会あるいはいろんなのがありますが、会長

さんは皆を誘って率先して出ていただきたいと思

います。あるいはいろんなプ回ジェクトもそうでござ

いますが、会長さんそのものがしっかり皆さんを鼓

舞し、引き連れて出るというようなことがなかったら、

なかなか皆さんが動かないように思います。

CLPとかDLPの話が出てきます、変わらなきゃな

らないというような話ですが、ロータリーが変わらな

きゃならないっていうのは、昔から言われているこ

とでありまして、世界は変わる、だから回―タリーク

ラブも変わらなきゃならないっていうのは、ポール・

ハリスが言つた言葉ですからね、絶えず時代ととも

にロータリーの活動っていうのは変わっていかなきゃ

ならない。組織のあり方も僕は変わらなきゃならな

いと思っており、決してCLPがきょうに起こつた問

題ではないかと思います。

これを変えることに、決して違巡する必要はない

と思います。思い切って、この1年間自分が会長の

ときに、こうしたいんだと、それがよかったか悪かっ

たかは後から結果が出てきます、やったらよろしい。

こんなことをしやがってという文句はそれはいかん、

会長に選んだおまえらが悪いのだと、開き直るよう

な気持ちで、思い切ってやっていただいたらいいか

と思います。

●井土地区研修委員

東大阪市東ロータリークラブ井上と申します。具

体的なクラブの中での運営の仕方、流れというも

のが変わってまいりまして、ご参考になるクラブが

ありましたらと思いまして、それが第1点です。

第2点としては、PETSのときに皆様の方に、クラ

ブの会長さんのアンケートをいただき、これをもと

に私たちは今後の研修委員会の参考にしながら、

この1年間考えていきたいと思います。

今この席に私は研修委員として座っておりますが、

皆様と一緒に今までの研修のあり方というものに

つきまして十分検討し、1年間をかけまして今後の

あるべき会長の研修プログラムに対する開発とか、

整備とか、それを実施することで、この1年間やろ

うと非常に画期的に今期、岩田ガバナーで、先般

ガバナー月信でご紹介ありましたし、発表されました。

その線に沿いまして今後私たちも皆さんと一緒に

考えたいと思いますので、どしどしとお気づきの点

につきましては、いろんなご意見なりをお寄せいた

だき私たちも一緒に勉強してまいりたいと思います。

3月 24日 会長エレクトの研修セミナー終わりまし

ての印象なんですが、このクラブ役員キット、皆様

と同じものを私もいただきましたが、正直言いまし

て私が会長をいたしました5、 6年前から比べます

と非常に詳細で専門的で、しかもボリュームが大

変にあります。どういうふうにしてクラブで受けとめ

るかというようなことが、大変大事な問題になって

まいります。

こういう資料を、あり余る情報が会長となられた

場合は入ってまいります。これはどういうふうにシャッ

フルするかというのは、会長の仕事としては昔では

考えられないいろんな問題が出ております。

例えばこのクラブ会長要覧は、前年度も私いた

だき検討しましたが、20ページふえております。

当然のことながら皆さん、もう既に見られた方は

CLPにつきまして、詳細に内容は初めて今期の皆

さんのところが最初です。ですから厚さが20ページ

ふえました。この役員キットの他にもちろんRIから
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のCLPに 関する公式文書としては、各クラブにそ

れは送られております。

今年は3年に一度の規定審議会の改正がこの

4月 の22日 から、シカゴで28日 まで井上パスト・

ガバナーが出発の準備をされておりますが、CLP、

CLPと申し上げている中で、この改訂作業が皆様

のクラブの方に就任早 入々ります。

7月 の初めに各クラブに準備いたしておりますが、

幹事それから各クラブの規定情報委員長を集め

まして説明会があるわけなんですが、それをしっか

リクラブに持ち帰り、皆様で早急に、それを検討す

るという体制をやっていただかないと、会社なら営

業方針を誤りますと業績が悪い、利益が落ちると

いうことがありますが、この回―タリーの世界だけは

どこからもチエックされないという状況であります。

ことしは改訂の年になります、手続要覧これはす

べてに精通するのは無理です、ですから、少なくと

も字引のように、クラブと地区の欄だけは、お題目

はどういうものがあるか、そのときに必要なときだ

け見ていただくいう形で、処理していただければい

いと思います。

これだけの膨大な資料を会長がすべて掌握する、

CLPもあり、クラブ定款の細則の改正、さらにはこ

の役員キットに精通するということは、なかなか難

しい。お互いに皆さんが抱えておられる問題つてい

うのは、隣の近隣クラブでも同じ問題を抱えておら

れるわけで、ここのところは、ぜひガバナーさんを

経由し、あるいは親しいクラブとの情報交換をどん

どんすると。今、抱えておられる課題は、ほかのク

ラブあるいは回―タリーが抱えている今の課題であ

ります。

この前のお願いしましたアンケート、全クラブ4問

すべて整理させていただきました。

これを今後参考にさせていただきたいと思います。

想像するに、やはり会員減少、退会防止策、こ

れはどのクラブも今抱えている非常に深刻な問題

であります。先ほど財政の面でも、4,000名 体制を

死守するというようなことで予算を作成されており

ますが、単に会員が減ったという問題は、我 の々社

会的な地位といいますか、存在価値というものが

問われておるんじゃないか。

それからロータリーの魅力はどうかというようなと

ころは、CLPを経由していろいろと皆さんが検討され、

CLPがあろうがなかろうが、今の回―タリーを、各ク

ラブ、RIも我 も々すべてもう一度見直すというのが

今の一番大事な時期じゃなかろうかと思います。

委員会構成を10の委員会を5つにしたからとか、

そんな数で決して今クラブの活性化はできません。

過去よリガバナーがおっしゃっていますように、高

齢化、硬直化、高コストと、これを3Kとおっしゃいま

すが、この研修を含めました会員教育の問題、各

クラブでだんだんとロータリーの話り部がおられな

くなった。

仲よじクラブと、親睦と親睦活動の混同ですね。

飲み会、ゴルフ会、同好会、これいいのですが、本

来の回一タリーの親睦とは何かというものを、会長

を初めとしてしっかり語つていただく。

大阪クラブは親睦委員会じゃなしに友好委員会

とこういうふうにおっしゃつておられるのは、十分に

配慮があるわけです。

そういったところの見直しをぜひしていただきたい。

会員減少、退会防止、これは皆さんのアンケート

から見ますと連鎖反応なんですね。

会員減少、退会防止はやはり残された会員の高

齢化ですね、高齢化になる中でどうなるかといい

ますと、在席されながら長期欠席者、理由はよう

わからないが欠席やと、出席率は落ちてくる。出席

免除、パスト会長になれられたからもう出席免除、

足して85年になれば出席免除というのは機械的

な計算による例会に参加されない。

RIの方の動きにつきましても我々日本ではいろい

ろ批判があります。メークアップの緩和ですね。

Eクラブでインターネットで30分間交信すればメー

クアップにするとか、ああいう規定が前回この2004

年で認められまして、今回はそれが世界じゅういろ

んなクラブから、やめようということで試行錯誤い

ろいろと世界じゅうのクラブが考えておるわけです。

例会に出席されない限られた人数で、新会員が
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入られても全然それは例会の魅力としてつながっ

てこない。こういうところがやはり活性化の一番大

事なことじゃないでしょうか。

まずは入られた新会員に対して、古い一番長老

の会員がよう入って来られましたなあと名刺を持っ

て行くような雰囲気のクラブでなければ入るまで

はいろいろ増強増強と言われますが、今4,000名 、

かつては5,400というような時代もあったわけであ

りますが、私たちが本当に奉仕団体の唯一の誇る

べきものは何か、職業奉仕であるとか、回―タリー

の精神、理念というものをみんなが一緒に勉強す

るということが、今必要であると思います。

先ほど新谷ガバナー・エレクトもおつしゃいました

ように、このCLPは、先ほど2650地区でやられま

したが、2年前にあれだけの準備と地区を上げて

のCLPの取り組み方につきまして感心したわけで

あります。

その会合に、菅生パスト・ガバナーが決定された

CLP導入の、いわゆる責任のお一人でもある菅生

さんが、向こうで講義をやられまして、2650地 区

の会員が感銘を受けたというお話でしたが、その

地区が今、日本全国の中で一番最先端といいま

すか、考え方であります。この地区はこの地区、皆

さんのクラブが主体で、あくまで地区が強制するも

のじゃない、クラブが主体、多様性、それから4大

奉仕、これは基本という大基本のもとに進められ

ております。

各クラブの皆様につきましては、いろんな地区で

も行われているものをよく情報を入れて、CLP検

討委員会を各クラブ立ち上げておられますが、何

のために立ち上げるかというと、他のクラブに入っ

てくるいろんな情報をまず整理することが必要な

んです。

RIから来る、地区から来る、他の地区から来るイ

ンターネットから、各検索すればどんどんCLPに対

する情報はあります、さてそれじゃあクラブの会員

にどういう情報を伝えればいいかというところは整

理しませんと。とにかくこね′にしろCLPにしろ、いわ

ゆる情報過多という時代になります。会長としては、

この時期いろいろとお考えいただく大変一つの大

きな曲がり角、回一タリーの成功、発展、安定のた

めには、過去100年は過去100年になりました。

しかし一寸の分には一寸の影ありと、必ずこの課

題を抱えておるわけでありまして、このアンケート

から見られますように、委員会構成がこんなんで

あるとか、それから財政が逼迫している、女性会

員の入会の問題、奉仕、奉仕事業に関する費用

をどういうふうに負担するか、それから会員への回一

タリー情報が不足しておるとか、年代間の価値観

の相違、新入会員の提携やというようなことが、如

実にご意見をいただきました。

ただ、さあこれをどういうに要約し、今後の我 に々

役立てるかはこの研修委員会がこれから皆様と一

緒に勉強させていただきたいと思います。

最後に、新谷ガバナー・エレクトのお言葉と重複

するようでありますが、一番私が感銘を受けました

のはビチャイ・ラタクルさんの100周 年のお話であ

ります。クラブを充実させる方法は基本に立ち返る

こと、基本に立ち返ること。日―タリーの変わること

のない原則を守る、原則とは4大奉仕だと。原則に

立ち返るとは、ロータリーの心臓の鼓動であるクラ

ブ奉仕に、一心に耳を傾けることだと。

今回のCLPは 、委員会構成は最終的な結果は

そういう形になるかもしれませんが、皆さんの各ク

ラブのロータリーの心臓の鼓動に、一心に耳を傾

けていただくというのは、私は今回のCLPの真髄じゃ

ないかと思うわけであります。

した力ちて、会員数が多いとか少ないとかいうのじゃ

なしに、とりあえず一度自分たちのクラブの、ロー

タリーの心臓の鼓動が、きちんと打ってるかどうか、

健全に打ってるかどうか、この鼓動そのものにロー

タリーの存在、回―タリーの健全さがかかっておると、

これは非常に説得のある言葉であると思っており

ます。

最後に、いつも締めくくりはこの言葉にさせていた

だいております。

ロータリークラブの会員でありましたイギリスの

首相ウィンストン・チャーチルは、「過去を正しく分
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析しなければ未来は語れない。」この言葉を最後

に発表させていただきまして、私のお話とさせてい

ただきます。

●横山ガバナー0ノミニー

午前中に隣の地区の刀根さんのCLPに関するお

話をお聞きになったと思いますが、初めて聞かれ

た方は、恐らく半分ぐらいしか、おわかりにならなかっ

たんじゃないかと思います。

これは昨年の12月 の地区大会で、会長幹事懇

談会というのがございまして、その全体会議の中で、

このCLPに関する議題として取り上げ、パネルディ

スカッションをいたしました。私はその中のパネリス

トの一人として発言させていただいたのですが、そ

のときのことを、繰り返しになりますが皆様にご説

明申し上げたいと思います。

本日お集まりの会長さんは、専門職の方もいらっ

しゃいますが、大半の方は企業の組織、企業と組

織のトップリーダーの方でいらっしゃいます。

皆様は日ごろから、自分の企業業績がこれから

どうしたら安定するか、右肩上がりで発展していくか、

そういうことは絶えずお考えになっていらっしゃると

思います。また組織をどういう形で今後継承させて

いこうかと、お考えになっていらっしゃると思います。

日ごろから考えていらっしゃるのと同じような発

想で、CLPというものが考案され、いろいろと実験

もして考案されて結果がよかつたということで世界

的に推奨していこうと、いうふうに聞いております。

このCLPというものを、皆様の企業の考え方に置

きかえて、1回 いろいろと考えていただきましたら、

CLPっていうのはこういうものかということが、わか

りやすくなるんじゃないかなと思っております。

皆様のクラブにおかれましては、この14、 5年間

の間に、どれぐらい会員さんが減少されております

でしょうか。全国的には大体3割です、当地区もピー

ク時は5,500名の会員さんがいらっしゃいましたけ

れども、現在は4,000名 、ぎりぎりの線まで落ち込

んでいるわけでございます。4,000名 をいつ切るか

なというような話も出ているぐらいですから、その3割、

5,500名から4,000名 っていうことは1,500名 減っ

ているということですね。

CLPという考え方は、どういうことが一番のベー

スかと申しますと、やはり現在の自分たちのクラブ

の問題点は何か。3割減つたクラブさんは、これだ

けになったのかというような現状の問題点をまず

分析するということが第一です。ですから地区で指

導してくれとか、専門家にどうしたらいいんですか

というのではなく、クラブにおかれまして、会員さん

と一緒に何が問題かという現状分析から始まると

いうことになります。

今までのクラブの運営というのは、クラブ定款は

全世界共通のRIの規則です。それとは別に、クラ

ブ細則というものは皆様のクラブで全部お持ちな

のですが、現状では推奨クラブ細則、これをほぼ

踏襲されまして同じパターンのクラブ細則でおやり

になっている。例えばこの地区ですと、大阪クラブ

が最初のクラブさんですから、それから子クラブ、

孫クラブと、今現在86クラブあるわけです、皆様

のクラブができた時点で恐らく親クラブのクラブ細

則を採用され、あるいは、RIも推奨細則というもの

を出しておりますから、それにのっとってやっていらっ

しゃる。ですからほぼ同じようなパターンで、クラブ

運営というのがなされている。そこにやはり問題があつ

たということです。

社会も非常に対応化しておりますから、各クラブ

で自分たちが最もいいと判断される組織運営、ク

ラブ細則をつくっていただき、クラブ運営もこの時

代にマッチしたような形で多様化していこうと、こ

れがCLPの基本的な考え方でございます。

去年当たりから、このCLP検討委員会、準備委

員会というものを設けて検討を始めてくださいと地

区の方でも奨励しているわけでございます。

きょうはその進みぐあいがどれぐらいなってるか

なということで、ご質問したいと森代表幹事にお願

いしておきましたら、早速、質問したいということを

でこの資料をつけていただきました。

これからその点につきまして、皆様にお聞きし、

カウントしてみたいと思います。よろしくお願いします。

質問用紙は皆様のお手元にございますが、既に、

|
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年度のための地区協議会

CLPを導入していると、そういうクラブさん、ちょっ

と挙手をお願いしたいです。3クラブありましたね。

それでは2番 目に、CLP検討委員会、準備委員会、

そういった組織をクラブ内に設けているというクラ

ブさん。21クラブ。今、手を挙げられましたクラブさ

んの中で、このCLPを実際に次年度から実行しよう、

実施しようというクラブさん何クラブいらっしゃいま

すでしようか。9クラブ。

次の質問は、CLPを既に検討中であるが実際の

導入は次々年度以降、すなわち新谷年度以降に

なるというクラブさんはどれぐらいいらっしゃるんでしょ

うか。23クラブですか。

次の質問は若干変わってまいりますが、現在ま

でにCLPの導入に関しまして、クラブ内で組織的

な検討を全然行ったことがないというクラブさんは、

何クラブいらっしゃいますでしょうか。 多いですね、

41クラブ。

では今手を挙げられましたクラブさんの中で、次

年度には一回この検討委員会、準備委員会を設

けてCLPの検討作業に入りたいと、ご計画のクラ

ブさんは何クラブございますでしょうか。34クラブさ

んですね。

最後になりますが、CLPの検討をする予定は全

然ないクラブさんは何クラブいらっしゃいますでしょ

うか。7クラブさんですね。あっ、9クラブさんですね。

ご協力ありがとうございました。今後の研修委員

の皆さんも含めまして参考になるのではないかと

思います。

このCLPを組織的にご検討なさっているクラブさん、

次年度以降そういった作業を開始されるクラブさん、

そのまま検討を続けて行かれたらよろしいのでは

ないかと思います。

本年度の岩田ガバナーに続きまして、次年度の

新谷ガバナーもCLPの推進ということを当地区の

重点活動項目の―つとして掲げていらっしゃいます。

昨年の12月 の地区大会におきまして、各クラブさ

んにCLPを推奨していきましょうということが決議

され採択されております。

したがいまして、CLPの推進ということは次 年々

度も3年連続で、同じ方針で継続していくというこ

とを予定しております。それはなぜかと申しますと、

このCLPを検討するということは、現在のクラブの

組織や運営上の問題点を、会員自身で見出して、

将来クラブが進むべき道を自分たち自身で、決め

られるという絶好の機会が訪れたということでござ

います。今までのワンパターンのクラブ運営ではな

くて、自分たちでクラブ組織も運営も決めていける

という機会が訪れたということでございます。

CLPについて、検討する予定がないと今、おっしゃ

いました9クラブさんにおかれましては、もう一回よ

く考えていただいて、検討した方がいいんじゃない

かな、何か問題があるかなと。そういう観点から前

向きにCLPについては検討をお願いしたいと思い

ます。

その際に必要な資料、情報、支援につきましては、

ご担当のガバナー補佐が皆様のクラブを応援、支

援していくことになっております。

ガバナー補佐がクラブを訪間された際には、いろ

いろとご相談いただきたいと存じます。

このCLPをサポートしておりますのは、DLP、 地

区リーダーシップさんでございます。DLPもこの

CLPと同じような発想法で地区組織の活性化、地

区の発展を目指して、全世界の530地区に対し義

務づけたシステムでして、当地区では2002年度

にDLPを導入済みでございます。

DLPが CLPと違う点は、DLPは全世界共通のシ

ステムでございますが、CLPは世界の3万2,000ほ

どのクラブ、これは千差万別であるわけですから、

それぞれのクラブの状況に応じてCLPの採否を含

めて、その組織編成、運営方法は、クラブの事情

に応じて決めてよいということになっているわけで

して、強制されているわけではございません。

自分のクラブの将来のことを考え、何が一番い

いか、どうしたら魅力あるクラブになるか、活性化

するかという観点から考えていただくことが必要で

はないかと思います。

●交野 (猪奥年紀 )

交野ロータリークラブの猪奥と申します。午前中

一一
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の刀根講師の講演は大変感銘を受けました。今ま

でもいろんな刷り物を読んでいるんですが、読め

ば読むほどわらなくなるという状態だったんですが、

きょう初めてわかった気がしました。

最後の質問集とか、Q&Aがあり、2650地区以外

の他地区の情報も盛られてまして、当クラブの中で

出たいろんな議論が尽くされていたように思います。

横山ノミニーも最後にいわれましたが、基本はク

ラブが考えることだと思うんですが、やはり先進事例っ

ていうのを詳しく教えていただくというのは大変た

めになり、私もメモは取ったんですが、講師も少し

時間を気にされ、早口でお話になったところもある

ので、大変失礼かとは思うんですが、講演録をも

しお配りいただけますと各クラブ大変助かるんでは

ないかと思います。全部欲しいのですが、Q&Aの

部分と他地区の情報の部分はちょっと私も全然メ

モが取れなかったので、お願いできれば大変あり

がたいと思います。

横山ノミニーの質問事項で、何もやってませんと

いうところに手を挙げたんですが、実は16常任委

員会があるんです、それを無理やり合併して5つに

するつもりです。

地区から推薦されているCLPと似た部分と似て

ない部分があるんですが、きょうのお話を聞いて、

できるだけCLPに合うように修正できるものはした

いと考えております。

●横山ガバナー・ノミニー

刀根さんの資料につきましては、ぜひ欲しいとい

う方が結構おられるようですので、地区の方で相

談しまして、特に丼上研修委員さんはいろいろと

資料もお集めいただいておりますし、各クラブの会

長さんにお役に立つような形でぜひ。

●丼上地区研修委員

参考資料につきましては、ガバナー補佐を経由

しまして、地区委員会を積極的にご利用いただく

ということをお願いいたします。

あるクラブは実行されましたが、後でいろいろこ

ちらの方から疑問点を指摘しますと、もう少し手直

しして他のクラブの情報も入れてなかったなという

こともございました。ぜひガバナー補佐、地区委員

会、それからクラブと一緒にお話し合いをさせてい

ただきながら進めていただければ、我 も々勉強に

なるということでございます。

●横山ガバナー・ノミニ…

今いわれましたように、16委 員会を既に5委員

会にしようと、それがCLPそのものだと思います。

そういうふうに捕らえていただき、今後クラブにとっ

て必要な委員会でどういう形で運営したらいいか

ということをご検討されたらいいんじゃないかと思

います。

●箕面中央 (浦川光雄 )

箕面中央ロータリーの浦川でございます。CLPい

ろいろ聞いていますが、やろやろってな話ばっかりで、

伺ってみたら、もううちはやるつもりがないというと

ころが9クラブもあるということを、・今伺いました。

そういう方の意見をしっかりと我 も々聞かせてもら

わないと、それやれ、それやれと、これだけの人数

集めてですね、1回 、2回の説明会で、会長の責

任でやれと言わんばかりにいわれるが、行き届か

ないと思うんです。

これはガバナー補佐に相談しなさいとか、いろい

ろあるのだけれども、これを実際にやるとしたら大

変な作業量と思うんです、クラブでは。3～4年も

続くと思うんですが、いずれにしてもCLPのコンセ

プトの説明を聞いただけで、それをどないしてるとか、

そういう議論も何ないし、これから出てくるのでしょ

うが。むしろ、もうやらない、やる必要がないという

ようなクラブのご意見も、我 と々しては聞かせてほ

しい。そこに何か意味があると私は思います。

●横山ガバナー・ノミニー

CLPの採否につきましては、これはもうクラブの

裁量で決めるということになっておりますから、CL

Pを実行しないということも選択肢の一つであると

いうことです。

CLPなんぞはやらんぞというクラブさんいらっしゃ

いましたらご意見をお伺いしたいと思います。

●吹田(紙谷正行 )

私ところはもう来年、再来年で50周 年迎えるク
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ラブで、チャーターメンバーも1人おられます、現在

50周 年に向けての準備委員会もできました。若干

やめられた方がおられたのですが、増強委員会の

方が頑張られまして、推薦状なり推薦する方をい

ろいろ出し、3～4名 この年度におきまして増強で

きました。

私の考えなんですが、皆さんの協力があって現

在70名 近く会員がおられますので、こういうものが

あるというのはお話ししておりますが、まだせっぱ

詰まってないので手を挙げさせていただいたわけ

です。

●横山ガバナー・ノミニー

ちょっと申し忘れたのですが、私の話の中でいろ

いろと会員が減少して、クラブ活動が衰退してい

るという話の前提でお聞きになったと思いますが、

当地区86クラブの中には会員が逆にふえて非常

にクラブ活動も活性化しているというクラブさんも

幾つかございます。平均的に3割減ってるが、実際

はふえてこのままでいいじゃないかというご意見も

ありました。

きょうの刀根さんの説明の中で、4大奉仕をその

まま残しているという隣の地区のクラブさんが幾つ

かございました。本当にいろいると多様化してくる

のではないかなと。

CLPが導入されますと、勢いのあるクラブ、後退

化していくクラブ、こういう差がだんだんと出てくる

んじゃないかな。これから入る人はどこのクラブを

選択するか。やはりそれは活発で、クラブに入った

ら愉快で、魅力あり、そういうクラブは人数がふえ

ていきますでしょうし、沈滞化してどうにもならんと

いうようなクラブさんは、減つていくかと思います。

一元的なクラブ運営では、クラブが消滅していく

可能性も出てくるということで、当地区におきまし

ても本年度で、消滅というクラブももう既に出てい

るわけでございます。30名以下のクラブさんは年々

ふえております。そういうクラブさんは、どうしたら

会員を引きとめて、魅力あるクラブにできるかとい

うことは、問題点として取り上げて考えていただく

必要があるんじゃないかなと。

●丼上地区研修委員

吹田さんのお話、確かに50周年ということであり

ますと、行事の関係でいろいろと大変だと思います。

クラブ活性化についてのチェックリストを作成いた

しました。これをクラブの中でCLPといろいろ難しく

いわれてますが、このチェックリストに基づいて検

証していただくとわかりやすい。自分たちのクラブ

で欠けてるものがないかというチェックリストを、わ

かりやすくつくりました。

これは、クラブ奉仕拡大委員会がつくったという

よりも皆様のアンケート、各クラブの状況の課題を

いろいろと踏まえた上でつくったリストです。ですか

ら8項 目の中で見たら、この点についてうちは足り

ない部分があるなということを、行事でお忙しいと

思いますが並行して、そういうお時間をおつくりい

ただくことがCLPの導入の過程になるんじゃない

かと今回資料を1枚つけさせていただいております。

●横山ガバナー・ノミニー

きょうのアンケートの結果を見ましても、ほぼ

90%のクラブさんが何らかの形で今後このCLPを

自分のクラブの問題として検討されていくという結

果が出たようでございますから、これから1年間、

いろんな面でご検討いただき、前向きにクラブの

発展についてお考えいただきたいと存じます。

●新谷ガバナー・エレクト

いろんなご意見聞かせていただきまして、私は

先ほどの研修委員の方から、会長エレクトさんの

年齢をお聞きいたしまして、ふっと思い出しました。

青春とは心の若さであると言われた松下幸之助さ

んが大阪クラブにいらつしゃって、私と親クラブであ

る池田クラブの会員とで、大阪クラブさんヘメークアッ

プに行きましたときに、ここへ座れと言われて、はぁ

ツと直立不動で物が言えなかった。

そうすると幸之助さんが、「くん」と呼べ、松下君

と呼べと言われたほんとの話でございます。

ですから大阪クラブは素晴らしいのだと。少し長

くなりますけど、ガバナー補佐さんを選んでください

ということで、大阪クラブさんの担当だったのです。

これだけ歴史もあってすばらしい、しかも一番スター
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卜でございますので、DNAのもとはそこだと言われ

るわけでございます。

ところがガバナー補佐さんが出せないところなの

です。どういうことかといいますと、よくわかりました

奥田さんのお話を伺って。奥田さんは大丸の会長

さんでしかもCEOを務められている偉い方なので

すが、決まりは決まりなんだし、もう少し前向きに

考えてもらいたいということで、大変失礼と思いな

がら大分きつくお話をしたんですけれども、よくよく

お話を伺いますと、こういう古い歴史のあるクラブ

は会長になる順番がなかなか回ってこない、回つ

てきたら相当の年代になるのだ、そうするとガバナー

補佐になるともう1人のエレクトをつけてくれたらで

きるんですが、そうでないとできない、なかなかそ

ういう激務に耐えられないということでございます。

そのときにお話ししまして、奥田さん、そうですね、

我 で々も気づかないことたくさんありますねと、やは

り年齢順じゃなしに、たまには若い人も入れとかん

といけませんねえと、そういうお話で最後は別れた

んです。

やはり古いクラブだから万全だということじゃなし

に、やはり、そのクラブクラブで全体を動かして皆

なでやろうというロータリークラブという形は難しい

のだろうと思います。

老人というのは何なんだという定義づけなので

すが、20歳でも80歳でも働かないのが老人であっ

て、20歳でも80歳でも働く人は若者であると言わ

れています。

我 の々ガバナー補佐さんは、ご出席の会長エレ

クトさんのクラブに相談役を置いたんだというつも

りで、ぜひ温かく、また相談役っていったらやはり

社長なり会長なりして、その次は相談役とこう順番

になっておると思いますが、そういうおつもりで温か

く迎えていただき、また私の分身としていろんなこ

とをお教え願いましたらと思います。

また、日一タリー財団の佐藤さんや、世界社会奉

仕の植村さんのような方もいらっしゃいますし、そう

した立派な方にお願いして、もっともっと財団を利

用してクラブを活性化しようという方法もございます。

ですから、回―タリーというのはどこにどのような立

派な人材がおられるかわからない、また、素晴らし

い人材が埋もれているのだということをお感じいた

だきたいと思います。 すばらしい縁をもって終わ

らせていただきたいと思いますし、大きな重たい荷

物になったか、軽い荷物になったかわかりませんが、

長時間どうもありがとうございました。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
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幹事 e SoA.A部門 10階 1003号室

●山本地区代表幹事

個別の回―タリアンはそれぞれ所属しておられる

ロータリーの会員であり、RIの会員は各クラブです。

RIの 世界本部と書いてありますが、これはイリノイ

州のエバンストンにあるということです。

RIの理事会というのは、RIの管理主体でありまし

て国際ロータリーの定款及び細則の規定に従いま

してRIの業務、資金について指示と管理を行うと

いう役割をしております。

理事会は、各年度4回程度開かれ、決定事項の

詳細は回一タリーの友に掲載されます。日一タリー

の友をご覧いただきましたらRIの理事会でどのよう

な決定がなされたのかがわかります。

理事会のメンバーは19名 で、理事の選挙は世

界中の会員数ができるだけ等しくなるように34のゾー

ンに分けられております。4年おきに各ゾーンから

任期2年の理事が1名 指名されます。日本の地区

は第 1～ 4ゾーンに属しており、―部の都市を除き、

毎年2名 の日本のRIの理事が誕生しているという

ことです。

当2660地 区で言いますと、2002年から2004年

に大阪北ロータリークラブの菅生浩三さんがRIの

理事をされました。

組織規定というのは、RIの定款と細則と標準ロー

タリークラブ定款、この3つをRIの組織規定と呼ん

でおります。

文章は、RIによる日一タリークラブの管理となっ

ており、我 か々らしますと、この管理とか監督という

言葉を聞くと何かあんまりいい感じは持てないので

地≦
1燿
絨 山本 博史 (大阪南)

<黎ゲ椛 金森 市造 (くずは)

%竹端荏橋本 憲之 (大阪南)

炎革乙
1柾
雪 森 純也 (池田)

ありますが、英語を訳したということでご理解をい

ただきたいと思います。RIによる国一タリークラブの

管理の基本原則は、加盟ロータリークラブの大幅

な自治である。ですから原則は加盟されているロー

タリークラブの自治によるものだと、これはもう明ら

かになっております。

この基本原則の上にRIは全世界の回一タリーク

ラブの運営と活動の均一性を保持するためにさま

ざまな方策をとっています。RIと各クラブというのは、

決して上下の関係ではないということなのです。

ただし、RIの組織運営及びクラブの管理上、必

要な事項を先ほど申し上げましたRI定款、RI細則

で定めています。この遵守を各クラブに課しており

ますので、このRIの定款とRIの細則は守らなけれ

ばならないということです。

標準ロータリークラブ定款を採択することも義務

づけておりますので、これも義務であります。

クラブ細則というのは、手続要覧にも記載されて

おりますが、これはあくまで推奨されているにすぎ

ません。そういった意味ではRI定款、RI細則、クラ

ブ定款に矛盾しない限リクラブ自身の事情に応じ

て変更できるものであるということであります。たま

に別にRIなんかどうでもいいじゃないかという非常

に極端なご意見も聞くことあるのですが、ロータリー

クラブという名前がつく限りは、RIの 先ほど申し上

げた定款と細則に矛盾できないということと、標準

ロータリークラブ定款を定めなければならない。

あとは、義務としては人頭分担金、これを支払

わなければならない、これも義務です。

もう一つそれぞれの回一タリアンはロータリーの

情報誌を一冊購入しなければならない。恐らくほ

とんどロータリーの友を取っておられると思うので

すが、これも義務化されております。ですから、各

クラブとRIの 関係といいますと義務というのはそれ

だけでございまして、あとはそれぞれのクラブが自
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主的にご判断されて運営されるべきものであります。

先ほど新谷ガバナーエレクトからもご説明ありま

したように、運動方針を定めるというのは、全世界

の回―タリークラブに呼びかけておられるわけですね。

やはり個々にばらばらにするよりも、やはリーつの

何か大きな方向をみんなが目指した方が、効果が

あるということで、呼びかけておられるわけですから、

この呼びかけの内容を理解し賛同し、ご協力をい

ただくことであります。

もちろん地区も同じでありまして、ガバナーが地

区の方針ということを出されますが、これはあくま

で呼びかけておられるということでありますので、こ

れにご賛同いただくかどうかですからそういったこと

もあって、2月 にはペッツ、会長予定者の勉強会が

ございますし、あと地区の委員長さんをお集まりい

ただいて地区チーム研修セミナーもやっております。

本 日のこの地区協議会で大きな方向性を打ち

出されて、特に12階の会長部門において1年間の

予算、方針、事業等を承認していただいて7月 1日

からスタートするシステムであります。

ガバナーが呼びかけられるさまざまな事柄、例え

ばお金が絡むことでありましたら、例えば財団の寄

付など、あくまでこれは目標で、呼びかけてお願い

をし、それぞれのクラブがどのようにお考えになる

のか、もちろんロータリー精神にのっとってご判断

をいただいて、快く協力してやろうというのがベスト

でありまして。これは義務なのかどうなのかという

話になりますと、義務ではございません。

あとは、規定審議会などがあります。この規定審

議会だけちょっとご説明いたしますと、RIの立法機

関でありまして。3年に一度シカゴで開催されます。

本年がその3年に一度に当たりまして、今年は井

上パストガバナーが当地区を代表してこの規定審

議会にご出席いただきます。

先ほど申し上げました地区の話でありますが、世

界には529地区、日本には34地区あります。

そしてそれぞれが4桁の番号が付されておりまし

て、RIは毎年開催される国際大会で、各地区ごと

に1名の地区ガバナーを選びます。

地区というのは、各クラブの活動をお手伝いする

ことが唯一の目的であります。地区は決してクラブ

の上部機関ではありません。奉仕活動をみずから

行うような組織でもないわけであります。

地区委員会というのがあります。1948年にガバナー

みずから委員長となって、各 1名 の委員で四大奉

仕の委員会をつくったのが最初であります。あくま

でガバナーの諮問機関的なもので運営機関では

なかったのです、1980年ごろからRIの方針が変わ

り、地区組織が飛躍的に拡大をいたしました。

地区の肥大化ということが言われましたので、

2002年、当地区でも2002年から地区のスリム化

を行おうということで、徐 に々スリムな形になってお

ります。

ただ、まだまだ10何委員会ございますし、今後、

各クラブでご検討いただいてるCLPが進展してい

きますと、当然地区の組織も今までのようなペース

以上なスリム化というものが恐らくなされるのでは

ないかと思っております。

幹事さんにお願いをしたいと思いますのは、やは

り幹事さんの手腕一つで、それぞれのクラブの活

動というものが全く変わってまいります。

恐らく幹事さんの役割というのは、クラブにかかわ

るすべてであるという言い方もできると思うのです。

例えば、地区の方で合同委員長会議というよう

なものも行いますし、例えば財団セミナー等も行い

ます。結構豊富な情報をそういった委員会なリセミ

ナーでお出しをしております。

ところが残念なことにクラブの方からは、お金だ

け集めて全然活動内容がわからんとおっしゃるの

ですが、実は情報はお渡ししてるんですよ。

例えば財団セミナーに出られた委員長さんが、

そのまま資料を会社の机の中へ入れっ放しだとか、

クラブでお話にならない。その結果、情報が伝わら

ないということであります。それは担当の委員長の

問題であると言ってしまえばそれまでですが、ぜひ

とも幹事さんがその情報をクラブにフィードバックさ

せ、生かすような働きかけをしていただきたいです。

クラブさんによりましては、ご出席がほとんどない
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クラブもありますし、これも大変残念なことで、せっ

かくのクラブの運動を向上させる機会を逃してると

思いますので、もちろん数多い合同委員会の中では、

土曜日忙しい中、半日使って行ったけど大した内容

じゃなかったというのもあるかもわかりません。

それはそれでご批判を頂戴して、よりよい内容

にしていくという努力を地区も続けていくべきであ

ろうと思いますし、出席されなければそういった改

善もできないということでありますので、ぜひとも幹

事さんは、ご担当の方がそういったセミナー、委員

会等にご出席いただけるようにこころ配りをしてい

ただきたいと思います。

12月 に池田くれはさんが地区大会をホストクラブ

として開催されますが、地区大会等の出席でもや

はりなるべく多くの方に出ていただいて、国一タリー

活動がますます盛り上がるような地区大会にするた

めには、幹事さんがどのような働きかけをクラブで

していただけるかということにかかってくると思います。

地区からは、お願いばかりが多過ぎるということ

になるのかもわかりませんが、これも徐々にあまり

無理なお願いはしないでおこうという方向に動いて

おりますし、ご協力をいただいて、ご意見をいただ

いて改善すべき点は改善していきたいと思ってお

ります。

資料をご覧いただいたらわかりますように、21ペー

ジから後、各委員会からクラブヘのお願いというも

のがまとめてあります。これはちょつと手前みそに

なるのですが、岩田年度からこれを始めました。

各委員会からばらばらにお願いが各クラブに来

るんですね。一体どれだけやらな、いかんねんとい

う話になりますので、まず最初にこれだけお願いを

したいということをまとめさせていただきました。そ

して、委員長の皆様にもここに書いてある以外の

お願いは原則としないでくれるなと。もし書いてな

いことが起こってもあくまでガバナーの了承を得て

から、委員会が勝手にといいますかお願いをしても

らつては困るということで、それは守っていただい

てると思っております。

お願い事項も冒頭にまとめ、皆さんのご協力を

得ようという情報開示の努力もしております。

私はもう2カ 月で終わりなんですが次年度になり

かわりましてお願いをいたしまして私の部分を終ら

していただきます。

●橋本ガバナー補佐

幹事になられたら職務としては、国―タリーは何か、

ロータリーの特色は何なのかという事柄を各 自の

言葉でほかの人たちに伝えることができるように

ひとつ考えていただきたいと思います。

そのためには、改めて回―タリー綱領をお読み

いただきたい。国―タリー綱領を英語で申しますと

オブジェクト。オブ・ロータリーとなっていますから回一

タリーの目的は何かということが書いてございます。

綱領は、目的が何かと書いてございますから、そ

れをひとつお読みいただきたいと思います。そこに

は有益な事業は奉仕の理想の基盤として実施し

ているものである。そのような考え方を事業を通じ

て育成し、あるいは主張して、さらにそれを実践の

中であらわしていくことがロータリアンの務めである。

したがって、職業奉仕というのは、何か自分の職

業で社会に奉仕をするという具体的なボランティ

アの働きが職業奉仕ではなくて、日常の職業を通

して奉仕していくということがロータリーの一番特

色になっています。

国―タリアン個々は、これをもとに同じような考え

方で個人生活においても地域の生活においても、

原文で申しますと、ビジネスライフはもちろんのこ

とパーソナルライフにもコミュニティライフにおいても、

実践をしようという理想を持っておるのがロータリ

アンだと書いています。

職業については、私の職業宣言という宣言書が

ございますから、それをお読みいただきましたら、

より具体的に職場における一つの職業のあり方に

ついて述べられております。そういうことを特色とす

る国一タリーですから、この働きの基本は変わらな

い事柄でございます、しかし、回―タリーの創立以来、

今 日まで100年を経過いたしました結果、いろん

な点において具体的に変化があるべきであると思

います。ポール・ハリスが時代とともにロータリーは
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変わるべきであると言っておりますから、原理原則

はそのままですが、あくまでも変わるべきものは変わ

るという柔軟さを持って措置していくということが今

日の回一タリーにとって必要な事柄であると思います。

職業奉仕は一番大事な問題だと考えます。

金看板というようなこと先ほど出ておりましたが、

最も根底的なもの金看板で職業奉仕をつくる、

その職業は英語でボケーショナルと言います。

ボケーションという言葉を使っております。決して

オキペーションとは言っておりませんで、これは

英語の方がはっきり意味あるわけで、ボケーション

というのは使命という言葉で、あるいはある一つの

使命を持って働くんだというような形のものが我々

のロータリーにあるということでございます。

私の好んでおります一つの格言と申しましょうか、

これは渋沢栄一という実業家ですけど、遺訓とし

て残された言葉がございまして、我 大々阪人には

大変馴染み深い言葉でございますけれども「片手

にそろばん、片手に論語」という言葉があります。

片手に論語、片手にそろばん、この両手をもって

仕事をすると、論語は言うまでもなく人の道を示し

ている言葉でございますし、その人の道に従って、

また片方ではそろばん、損得を計算して仕事をする、

この2つを十分わきまえて仕事をしていくのではな

いかと思っております。

2番に、正しく理解すべき事柄がございます。

これはロータリークラブと国際ロータリーとの関係、

情報の伝達というものは、幹事にとって非常に必

要な事柄でございます。

日一タリーはご存じのようにシカゴに生まれ、やが

てこれがアメリカ中に移ってまいりました。そこでで

きましたのがアソシエーションの回一タリーオブアメ

リカという組織で、このアメリカは北米大陸を意味

しておりますが北米大陸の連合体、回一タリー連

合体というのがロータリーの一番最初の国際組織

でございます。それは1910年に生まれた。最初の

回―タリーができて5年してできたのですが、続い

て1922年になつて現在の回一タリーインターナショ

ナルという国際ロータリーという言葉が生まれてま

いりまして、今日に至っておるわけでございます。

したがって、あくまでも先ほども申しましたように、

回一タリーの組織というのはアソシエーション、連合

体という組織でございます。もちろん国際ロータリー

は、クラブを代表することは当然でございますが、

むしろそれぞれのクラブがRIによって奨励され助け

られ、またクラブの拡大に機能するように働きを持っ

ているのがロータリーインターナショナルでございます。

私は1960年代にロータリーインターナショナルを

訪ねましたときには、エバンストンに小さな個人の

お家がありました。木造の一階建ての家であります。

これが今から20年ほど前に急に大きくなってまいり

まして、今やエバンストンに18階建てのビルを持っ

ております。ビルが世界の本部になりました。

したがって、それができてから世界本部というワー

ルドヘッドクォーターという名前をつけておりますが、

私はおかしいということを直接申しました。最近は
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あんまリヘッドクォーターという字を見ませんけど、ヘッ

ドクォーターは本部ですから本部には支部がありま

す。そうすると我 の々回―タリーは支部になっちゃう。

ぼくはそうじゃないと、これは間違うとる、事務的な

形でいろいろ処置をするために本部であるが、決

して機能的に組織的に本部ではないということを言っ

て、このことは、今や正しく受け止められているよう

で幸いなことでございます。

世界の国際ロータリーというのは、世界的な広が

りをもつて、かつロータリーとして今 日の社会的な

一つの存在であるためにRIが定めた一定の規定

を守り、そのことによって各クラブが承認を受け、

そして情報を各会員に知らしめることが私ども幹

事にとっても非常に大切なことでございます。

一つのクラブだといいますけど、同時に世界的な

ものでもあるわけです。そういう面を持っております

がゆえに世界的なロータリーの動きということに対

しても、幹事の方がよくご注意をいただきたいと思

います。

今年は、シカゴで4月 22日 からだと思いますが、

規定審議会が開かれます。規定審議会が開かれ

ましたら、そこで変更する条項が出てまいりました

ら各クラブでもデスカッションして、そのイエス、ノー

を決めていただくことが必要になってまいります。

今まではクラブ理事会が相談して決めたのですが、

我 が々加盟している、我 で々組織している世界中

のロータリーの規則でございますから、我 が々イエス、

ノーを言うべき場がそこにもあるわけです。クラブ

で十分にディスカッションして、イエス、ノーを言う

ていただくことも必要になつてまいります。

クラブを代表する立場に幹事があるということも

よくご承知おきいただきたいと思います。クラブの

運営の業務は、会長とともに幹事にあることを認

識していただきたい。その内容とあり方については、

クラブの最高決議機関である理事会の決定に従っ

てやつていくのだと。そこで全体的にかかわる事柄

は幹事が取り扱い、特に奉仕のプロジェクトに対す

る事柄は、各委員会にて会員全体が関与するも

のと考えていくようにしたいと思います。

リーダーシップのあり方を戸田パストガバナーは、

会長エレクト研修会で我 の々ロータリーのリーダー

シップというのは新幹線型リーダーシップだ。

それはどういうことかと申しますと、新幹線は

車両に全部モーターがついとると、そして全員が

モーターを動かして一つになって走っていくのだ。

巨大な機関車があってみんなを引き連れていくの

ではないと、みんながリーダーシップを持ってそれ

で動いていくのが新幹線だということを言っておら

れました。

いい例だと思います。と同時に幹事さんは、会長

とともにクラブを代表する立場にございますから、

幹事さんの言動はまさに新幹線の先頭車のような

ものでございまして、特にクラブに対しては、幹事

さんのあり方が、そのクラブの印象にもなっていくこ

とがございますので、よろしくお考えをいただきた

いと思います。

幹事さんの大切な役割は、効果的に各クラブが

動いてくれるようにすることだ。そしてその中心は、

会員の基盤を強化して援助することにある。そし

て地域のニーズを取り上げたプロジェクトを実施し、

これを成功に導くように助けていくことにあると思

います。

自分のクラブのどういうところが長所か短所かと

いうことをよくわきまえていただき、クラブの活動の

方向を見出し必要な援助をしていくようなことをお

考えをいただきたいと思います。

特に、会員の事柄につきましては欠席される会員、

しばしば欠席される会員には、幹事さんがやっぱり

個人的なちょっとはがき一本でも出すというような

ことが非常に会員の活性化につながっていきます

から、ぜひそういう人の問題に対する注意を払って

いただきたいと思います。

つぎに、クラブ全般にかかわること、特に理事会

を重視して理事会の運営をしっかり頑張ってやっ

ていただきたいと思うのです。理事会はやっぱり理

事が皆集まって相談し決める事柄がございますが、

最高決議機関でございますから、そこでは重要な

ことがしばしば決議されるはずでございます。
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きょうもお話がありましたようなCLPの協議など

開いております部門は、必ず理事会に逐次報告を

し、理事会と共同の作業がやはりお互いピンポン

の玉を返していくようなそういう作業が必要だと私

は考えております。

どうかそういう面で理事会の司会役としても会長

を助け、まとめて、クラブの運営にご努力をいただ

けたら大変幸いでございます。

また、ガバナー補佐が皆さんのクラブにお訪ねを

することになっていると思いますが、特に今、第1回

のガバナー補佐とそれぞれのクラブで協議会が開

かれるはずでございます。これはガバナーの内規

と申しますか、手続要覧によりますと、まず会長と

懇談しなさいとRIは言っております。

しかし私は、会長一人ではなしにやはり幹事さん

と会長とできれば副会長、主要な理事会の三役が

集まって、補佐と懇談されることがより有効だと思

います。これは会長というものに対する考え方が、

欧米のものと我 と々若干重なっておりますから日本

の慣習に従って、三役の人たちが一緒に集まって

相談をするということの方がよかろうと思っております。

そういう点も含めて、いつでも何かあれば補佐と

相談すると、これには補佐は4回まわってくることを

決められているようでして、回数だけで勝負をせず、

内容の濃い助け合いをして、必要な助けを得る、

こういう問題があるからどうかという事柄をどんど

ん遠慮なくお話をしていただいて、よいパートナー

を持って進めていただきたいと考えます。

最後にCLPの作業について申します。12月 の地

区大会でCLPを推奨する、導入を推奨するという

決議が行われましたので、各クラブでは必要な場

を設けて検討作業に入っているものと思われます。

内容については既にご承知のとおりでございます

が、先ほども申しましたようにポール・ハリスは「変

わるべきものはどんどん変えていくべきだ」と言わ

れております。100年をたった今日の状況を見て、

我 の々クラブに問題があります。

たとえばあるクラブは15年たって、どんどん衰弱し、

衰死手前というような状況もございますし、あるク

ラブは衰死しかかっておりましたが、10数名しかお

らないところを踏ん張りを入れまして、今度は倍になっ

たというところもございます。

そういうクラブの今ある現状を見まして、クラブを

活性化させるためにはどうするか、委員会は今の

ままでいいのかというところがCLPの問題点でござ

いますから、その点をご関係の方々は十分ご承知

いただき、幹事の方たちはそういう面での牽引役

になって、それをまとめていく推進力としてお働き

をいただきたいと感ずる次第でございます。

CLPは、今年度7月 から始まりまして6カ 月、12

月の末あたりを目標にいたしまして、どう改革を考

えるべきかという点をまとめていただくことがふさわ

しいのではなかろうかと地区でも話し合いをいたし

ております。

その結果それがよしとするならば、それぞれのクラ

ブにおいて、あとの6カ 月にわたってクラブの中の

委員会をどうするかという考えに移っていく、そし

て次の年度に新しい一つのシステムができ上がる

という考えで、行程的にはそのようなことを念頭に

入れて推進していただきたいと思います。

幹事のリーダーシップというものは非常に重要で

ございます。ガバナー補佐が支援をいたしますが、

会員皆様方の支援を得てロータリークラブが本当

に生き生きした、楽しくしかも社会の人たち見てい

いクラブだという評価を得るようなお働きになりま

すように心から願っている次第でございます。

●金森ガバナー補佐

与えられました課題はSAAということでございます。

私も初めてクラブに入会させていただきまして、

いろんな馴染まない言葉がございますけれども、

SAAというのは何ぞやと初めずっと思っておりました。

そのことについて今から皆さんとともにお話をして

勉強させていただきたいと思います。

SAAと 申しますのは、レジュメに出させていただ

きました内容にございますように会場監督となって

ございます。それは、SAAと いうことを略されてこ

のようになっておりますので、ご理解を賜って日本

語では会場監督ということでお願いします。ただ、
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通称はSAAになつております。

したがって、このレジュメのところに書いてござい

ますように、SAAというのは例会の中での秩序を

保つ一番の指揮官あるいは監督、会場監督でご

ざいますので、責任は重いです。

先ほどの新谷ガバナーエレクトのところにも話が

ございましたように、次年度の「分かち合う心」とい

うことで、皆さんとともに和やかに友好に保つこと

がある程度主眼ということになってまいりますと、例

会をどのように、そのように和ましていくかというこ

とはSAAの両肩のかかっておると思います。

例会場における最高の権限を持つ執行機関の

役員であるということでございますから、だれよりも

例会の事情におきましては、一番指揮官として胸

を張ってお仕事を努めていただきたいと思います。

例会がよくなるかは、また楽しくならないのかと

いうさじ加減は、一に会場監督であるSAAにかかっ

ておると申しても過言ではございません。

したがつて、その辺のところをよく理解されました

ら、SAAはすごいなという気持ちになろうと思います。

具体的な職務については、もう常に例会に出席

されておりますのでよくご存じと思いますけれども、

341ページのところの具体的な職務の内容というこ

とに書いてあるような内容でご理解を賜っていた

だきたいと思います。

プログラム委員会との関係ということでございま

すけれども、年間計画が立てられますので、よく

自分の年間計画の中で、例会がスムーズにいくよ

うにプログラム委員会との関係を密にされまして、

直近の例会だけではなしに月間あるいは3週、4週

ぐらいの方までも理解をされて準備をされた方が

いいと思います。というのは、卓話者の問題が直近

になつて出られないというようなこともあるかと思い

ますので、先ほどガバナーのノミニーというのが言

われましたけれども、直近になって卓話者がおら

れないというのが大変困ります。

私自身も先般、自分の体の都合で直近になって、

その日になって卓話をエスケープさせてもらつて申

しわけなかったことがあったのですが、そのときに

どのように対応するかというのもSAAの仕事だと

思います。だからその辺のところもよくご理解され

ましてプログラム委員会等持っていただきたいと

思います。

同じく親睦委員会との関係も重要視を必要とさ

れます。ただ単なる司会進行だけではなしに和む

例会にするために、また来てよかった例会にする

ために、今度も来ようと思う例会にするためには、

やはり手腕にかかってまいりますので、親睦委員会

との関係もよく密にして取り組んでいただきたい。

特にクラブの行事ですね、移動例会とか等 の々と

きにはやはり遺漏のないように十分に密にしていた

だいて、親睦活動の中間を担っていただきたい、

そしてしっかりとクラブの例会が運営できるようにやっ

ていただきたいと思います。

レジュメの中の例会のことについてでございますが、

352ページと353ページには、日―タリーのクラブの

定款の中での標準の内容が書いてございます。

353ページのところには、例会の原則的な運営に

ついて書いてございますので、よくお目通しを願い

たいと思います。特に例会変更等 の々問題につい

ては、会長、幹事、理事会等 を々密にしていただい

て取り組んでいただかなければならないと思います。

353ページのところに、例会は原則として本クラ

ブ会員以外の者の参加は認められないと書いて

ありますけれども、他クラブの会員はメイクアップと

いう理由によって参加されるということです。原則

をよく理解されまして、しっかりとした厳粛な中にも

和やかな雰囲気づくりをしていただきたいと思って

おります。
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SAAの毎週の仕事の例会の運営についての説

明でございますが、354ページのところに書いてご

ざいます開会の点鐘から356ページの閉会の点鐘

まですべて1時間はSAAの力にかかっております。

ある程度なれてまいりますと、その流れに従って流

れていくような雰囲気もあろうかと思いますが、毎

回の例会がやはりSAAの手腕にかかっております

のでよく理解をされまして、やはり楽しく和やかな雰

囲気の中での厳粛な例会運営をしていただきたい。

特に、来訪日一タリアンの紹介でございますが、

遺漏のないようにある程度個 の々決まりがございま

すので、この決まりをよく理解されましてメイクアッ

プに来られた方、またゲストに来られた方、その辺

のところの紹介の順序をお間違えなきようにしてい

ただきたいと思います。

あと、会長の時間とか委員会の幹事報告はスムー

ズに進むだろうと思いますけれども、問題は卓話

者に対してのお世話でございます。また、お客様に

対してのテーブルの問題も理解をしていただきた

いと思います。

お客様がおいでになっても席がうろうろされるよ

うではなしに、親睦委員の皆さんとともにSAAは

気を使って、そのゲストに対してきめ細かい裁量を

していただきたいと思います。

卓話者に対しては、必ず事前に外部卓話者に対

しても内部卓話者に対してもレジュメの問題がご

ざいます。そしてまた週報についての問題があろう

かと思います。週報に記載する内容等 も々事前に

次はだれだれが卓話者とわかっておりましたら、早

いうちにその卓話者に対して卓話の内容の要旨を

入手していただきましたら、週報をしていただく人

については非常にありがたいことでございますので、

そのような気配りもSAAはしていただけたら幸いか

と思います。

そして私語です。最近は和やかなとこにも親睦

も非常に大事ですが、やはり例会はお互いの人生

の道場と先ほども言われましたが、スピーチをする

人たちにとつては、私語が十分耳に入りますので、

私語を慎むような配慮もひとつお願いをしていた

だきたいと思います。

次は、席順についてですけれども、ややもすれば

友達同士、仲良くなった者同士が席を同じくした

いという気持ちはよくわかりますが、年配の方、若

い方、そしてまた異業種の方の限られた時間での

和やかな一時でございますので、どうかその辺の

ところの気配りをしていただきたいと思います。

特によく言われますことは、そこに新入会員に対

しての席順でございます。どうか新入会員が退会

されることも寂しいということもよく言われますけれ

ども、そんなことにならないようにスポンサーの会

員の皆様方、また和やかにできる人たちの隣に座

れるような席順の配慮していただきたいと思います。

そして、隣におられる橋本様からお聞きしたこと

ですが、例えばの例として、12干支の干支がござ

いますね、その干支の人たちを集めて席を、きょう

は干支で集まってる人間やから干支同士で話をし

なさいとかいうようなこと、そして、居住者が家の

近くにおられる方は、その辺のところの居住者の

近くでの集まりを例会のテーブルをつくるとかいう

こと、そしてまた、職業でもよく似た職業の人たち

を席につけるとかいう考え方、一つ目的を持って

4回やる例会を和やかにしていただきましたら幸い

と思います。

先ほど橋本様からもお話ありましたように、欠席

者の扱いについても気配りをしていただきまして年

間によく休まれる方については、それなりに対応を

してSAAとして幹事に報告するなりしていただいて、

欠席者の扱いはお願いします。

一番都合が悪いのは中途退席される方です。

30分おったら例会はそれでパスやと思っておられ

る皆さん方もおられると思いますが、やはりそれは

少し困ります。したがつて、次に申し上げますそう

いう人たちにとっては、エスケープするわけですか

らニコニコ箱に入れていただくような配慮を初めに

していただいたら皆さん方もご理解をされると思い

ます。したがって、遅刻、早退についてもご配慮い

ただいて、卓話者に対して遺漏のない失礼のない

ような対応をできるように、SAAとして初めのときに
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お話をしていただきましたら伝わつてゆくと思います。

続きまして、最近ニコニコ箱については、どうも目

的が逸脱しているようなクラブ運営をされていると

ころがございます。あくまでもにこにこするもの、何

か自分について後ろめたい気持ちがあったときに、

ごめんなさいと言ってやるようなもの、一番の初め

は罰金ということでなっておったようでございます。

しかしながら、最近はニコニコ箱の集金を義務化

しているようなクラブも見られるところでございます。

決して義務化されるものではございません。心から

自分の目的に向かつて、うれしかつたこと悲しかっ

たこと、あるいは後ろめたいこと、そのときにという

ことでございますのでよくご理解をされまして、ニコ

ニコ箱の由来をもう一度再確認していただきたい

と思います。

そして義務化されているクラブにおいては、本会

計にニコニコ箱の金額を計上されて事業計画を取

り組まれているようなところも散見するようになって

まいりました。それもまたちょっと趣が違いますので、

あくまでも使途はみずからの奉仕活動について使う

という本旨に基づいてやつていただきたいと思います。

そのことにつきましては、一番初め、レジュメの初

めの340ページの真ん中辺にニコニコ箱の会計は、

会員が受益者とならない云 と々書いてございます

ので、お目通しをしていただきたいと思います。

いずれにいたしましても、SAAは例会を和やかに

する大きなキーポイントでございます。そしてまたク

ラブ運営、来週も来たいというような雰囲気にする

手腕がSAAにかかっております。どうか和やかな

例会が運営されますように今一度SAAの役目をご

理解していただきまして、次年度楽しいクラブ運営

にしていただきたいと思います。これによってクラ

ブは活性すると思います。

●山本地区代表幹事

金森ガバナー補佐からのお話もございました。今

年1年、少し幾つかのクラブでお聞きしたのですが、

SAAの位置づけが、ごく一部でしょうが現場監督

ではなくて、何かもうほんとの司会者だけというよ

うな位置づけになってるクラブがあるようにも聞い

ております。

やはり現場監督であるということは、金森ガバナー

補佐のおっしゃった和やかな例会のみならず、そ

のクラブとしての品格ある例会にするために、やは

り絶大な権限を持っておられるのがSAAでありま

すので、ただもしそういう認識でないクラブがあり

ましたら、SAAご本人が、私は権限があるのだと

は言いにくいと思いますので、ぜひとも幹事さんが、

SAAというのは権限があるんだよという方に持って

いつていただけたらなと思います。

●森次年度地区会計

それでは、会計の方から予算の編成についてお

話しさせていただきます。

①予算の編成につきましては、会員が年 減々少傾

向をたどり緊縮予算の継続を余儀なくされております。

予算の編成にあたっては、前年並み4,000人 の

会員数が維持できるものとして編成しております。

②この環境下で地区会計の健全化・地区活動の

効率化、活性化を図るものでなければなりません。

編成にあたっては2006～07年岩田年度の方針を

踏襲したものとなつております。

すなわち、28～29ページに予算が載つていますが、

・各委員会がお使いになる<地区活動資金>、

これは委員会、委員長にお願いして事業計画を出

していただき、それを基にミーティングをして予算

編成をしました。そこで、昨年より予算を削減いた

だいた委員会さんにつきましては、委員長と次年

度ガバナーエレクトとご協議いただき、これでやっ

てください…というふうにご納得いただいております。

その報告をもとに予算を組んでおるということでご

ざいます。予備費については、各委員会でとると
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総花的で大きくなるので、地区会計のほうで一元

化して計上しています。

・<特別会計>についても、一部統合された昨

年のものを継承しております。

この結果、各クラブでご負担いただく今年度の

一人当たり分担金は、昨年同様22,000円 。その

内訳は地区運営資金9,500円 、地区活動資金

7,500円、地区大会資金が5,000円でございます。

地区大会につきましては各クラブー人当たり

5,000円 の予算を頂戴しておりますが、登録料は

全員登録の4,000円 でお願いいたします。

なお地区大会は12月 7日 、8日 ここ大阪国際会

議場とお隣のリーガロイヤルホテルを会場にして

開催されます。皆さま奮ってご参加をお願いします。

特に初 日の晩餐会には各クラブの会長・幹事さん

はぜひともご出席いただきますようにお願いします。

・こうして組まれた予算は赤字を前提にした予算

でありますが、各クラブの負担を極力回避するた

めに、それの対価として繰越金の取り崩しを行うこ

とが過年度に決まっております。

。また予算が超過した場合の予備費からの支出

については、ガバナー。地区代表幹事・地区財務委

員会に事前相談をお願いします。フットワーク軽く

運用を図ってまいります。

なお予算は、先ほど山本リーダーの話しの中にも

ありましたように、別室での会長部門でご決議いた

だいて本執行となりますのでご承知おきいただき

たいと思います。

最後に実務的な話しになりますが、資金は該当

時期に口座のほうに振り込んでいただくことになり

ます。18～19ページに記載しておりますので、ご一

読よろしくお願いします。

●山本地区代表幹事

どうもありがとうございました。今年度から、岩田

年度から若干変わった点についてお話をさせてい

ただきたいのですが、先ほど赤字予算というお話

がございました。単年度赤字の予算を岩田年度か

ら組んでおります。

これは、地区の方でいわゆる繰り越されてきた、持っ

ているお金が6,000万弱になっておりまして、幾ら

あれば適正なのかということで、とりあえず2,000

万あれば適正だろうというふうに考えまして、ただ、

ある年でどっと使い切るとまたこれ大変なことにな

りますので、皆さんのご了解を得て6,000万 弱

が2,000万になる。ですから約4,000万ですね、こ

れを5年から8年かけて1人頭の頂戴するお金を上

げることなく、均等に2,000万の基金が残るようにやっ

ていきましょう、運営していきましょうと、その間に

地区の会員人数も変化もあるかもわかりませんし、

また運営もスリム化していく努力をしながら、その5

年から8年の間に考えてまいりましょうと、このよう

なコンセンサスで赤字予算を組んでいるということ

だけはご説明させていただきたいと思います。

地区とクラブの関係を、例えば誤解のないように

ということなんですが、例えばIMありますね。IMを

開催していただくときに、IMはあくまで地区が主催

でありまして、そしてホストクラブに運営をお願いし

ているという行事であります。

場所によりましたら、ガバナーが行かれたときに、

来賓という形で扱っていただくことがあるのですが、

主催者がガバナーでございますので、主催者が来

賓というのはやっばりおかしいです。

そういう意味ではガバナーはガバナーとして扱っ

ていただくことが筋が通っていると思いますし、過

度にお気を使いいただくこともないと思いますし、

公式訪間に行った際にですね、ガバナーがほんと

の5分ぐらいしかお話の時間がいただけなかったと

いうこともあるようでありますが、やはりこれは公式

訪間に行っておりますので、最低30分ぐらいはお

話をさせていただかないとガバナーも行ったかいが

ないということであります。

過度のことも結構ですし、必要なものはお気遣

いいただきたいと思いますし、また社会常識上、当

たり前の敬意はぜひともガバナーもガバナー補佐

に対しても払っていただけたらなと思います。

微妙な言い回しでご理解いただきたいと思います。

●山本地区代表幹事

点鐘いうのは単なる合図かなと不勉強で思って
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おりましたら、点鐘から点鐘というのは、その間に

皆さん出席しなさいよということなのですね。点鐘

が終わったらもう帰っていいよということらしくて、

いろんな会議で不勉強で適当なところで点鐘を入

れておりましたら、点鐘を入れるということは帰っ

てええねんなと言われまして。あとは会長がご欠

席の場合、点鐘を鳴らすこと、ちょつと一言お願い

します。

CLPの導入についてクラブ定款との関係とか、

その辺の扱いについて何か教えていただくことが

ありましたらお願いしたい。

●橋本ガバナー補佐

クラブ定款は変えることができないのです。変え

ることができますのはクラブ細則のみです。クラブ

細則の中で決まっている事柄です。

具体的にはやはり委員会活動、現在の委員会

活動がCLPの 申しておりますようにプログラムは

すべて、今までは、1年計画のプログラムをやると

いうことが奉仕のプログラムやその他運営につい

ても1年で、物事を考えていくというのがロータリー

の特色でございました。

ところが、それは長期になっているものもあるわ

けです。例えばプログラムでもね、国際的な関係

で兄弟関係になるとか、あるいは他のクラブで奉

仕をし、これは3年契約だということで、1年契約で

やっていますが3年も続けるところもあります。

もう一遍見直して必ずしも1年でやめないといけ

ないということはないことが変わってきたわけです。

それで長期計画というわけです。

私は全面的に全部5年計画を、今の委員会が全

部つくって来年か再来年、5年間は理事になっても

会長になっても、じっとしとったら勝手にずっ一と行

くねんとそんなもんではないです。

やはり計画は1年ごとに立てていくのだ。1年ごと

に立てて、日標は何年間計画の長い目標を持っ

てあるが、計画は1年ごとに立てて5年間ぐらいを

一つのプログラムとして長くやるものはやったらい

いと。1年で終わるものは終わっても構わない。

そういう考え方で長期的な計画を策定しなさいと

いうのです。

もう一つは、全員参加と言っています。奉仕プロ

グラムは、委員会がたくさんあり、小さいクラブでも

コミッティな委員会がちょっとしかありませんから、

だから、うちはこんなことしませんと、そういうことで

はなしに、やはリプログラムは全員が参加するのだ

と、大きなクラブはたくさん委員会には属しているが、

委員長と副委員長だけが一生懸命やって、ほかの

軸
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●橋本ガバナー補佐

会長が欠席の場合、元会長、直前会長です。直

前会長がその席を全うされる責任があるわけです。

副会長では、規則でいうといかんそうでございます

ので、元会長、しかも直前会長から順番に直前会

長がまた欠席であればその前の会長という形で、

その任務に当たっていただくという形になります、

そういうしきたりといいますか儀礼的なことがござ

います。

●山本地区代表幹事

点鐘をだれが鳴らすのかとか、点鐘の意味とか

考え方によってはどうでもええやんと。点鐘はだれ

が鳴らすべきで、どういう意味だということを突き詰

めていくと、例会も締まった例会に持っていくことも

可能と思いまして、ちょっと話題を提供させていた

だきました。

●箕面中央 (水谷京二氏)

CLPの現状と課題というお話がございましたが、

これを実行する場合に、今 既にスタートし、旧型

のタイプの組み合わせができている場合、この
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ものは何もせんでも済んでしまうということでは

なしに、全員がそれにかかわっていくようなものを

持つべきやというのが第2のポイントです。

そういう観点から、現在の自分たちのクラブの

運営の仕方、組織それから委員会のあり方を見直

してみようというのがCLPなのです。そういう点

からお考えいただければ結構だと思います。

RIが常任委員会とか言うてますが、常任委員会

とか委員会はどない違うねんということ問題になり

ます。しかし、何も向こうは常任委員会なんかいう

ておりません。日本語で常任委員会と決めたわけ

ですけど、向こうあくまでもコミッティと言っています。

コミッティを再検討しようということが、RIは言つて

いる事柄ですから、それぞれのクラブで今持って

いるコミッティを再検討しようと、全員が参加でき

るように。

そういうような点で委員会をおつくりになって、

それを改正するためには、だらだらやるんではなし

に今年は、今年の半分ぐらいは、どういう具合に

うちは改正しようか、今の委員会でそのままでも

十分に耐えられるかということを検討し、必要であ

れば変え、必要でないと判断すれば、変えないと

いう結論を出した方がいいのではないか。

来年度の前半ぐらいで、そして後半ぐらいになっ

て変えないかんということになったら、全員協議会

を開いて相談し、いよいよ会則の細則を決めていく

と、クラブの細則の変更手続をすると、そして最後

にクラブの総会で会則の変更を決議するということ

で、来年度一年はそれぐらいにかかるではないか。

新谷年度の再来年の年度にはCLPの 問題は一

つの形を持ってそれぞれのクラブがどうなるかは

別として、一応その問題は作業が終わるという

考え方があるということを最初申し上げたのです。

●山本地区代表幹事

それぞれのクラブの、また例会の品格や活性化、

空気そのものをつくられるのがこの幹事さんSAA

の皆さんだと思います。ぜひともすばらしいクラブ

例会になりますようお祈りいたしまして、これにて

この会を開会といたします。

・65
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クラブ奉仕部門 10階 1001号室
<り万灯≧岩田 宙造 (大阪南)

次年度クラブ奉仕ぶζ
l橿
黛 り|1上 善司 (大阪平野)

次年度情報啜鰭黛 瀬戸 孝太郎 (大阪東)

は少しお許しいただいて、地区もクラブもうまくい

けるようにということを考えてやってきました。今日

は地区、クラブとしても非常な重要なポジションで

役割を果たしていただく、クラブ奉仕部門の協議

会をこれから開かせていただきます。私自身とに

かくリーダーの役割をやらせていただいて、今日は

ご紹介ありましたように、強力なサブリーダーに出

席参加してもらってます。きょうは前半、川上サブリー

ダー、川上サブリーダーは地区研修委員も兼ねて

もらっております。大変な役をお願いしておりますが、

まず川上リーダーから組織強化、それからクラブの

活性化、会員増強、拡大について、現状を踏まえ

て次年度に向けてのクラブ奉仕部門の活動につい

てお話をしていただけるものと思っております。

瀬戸さんには、ロータリーの情報・広報について、

特に広報はロータリーとしてIR会長の強調事項に

もなった大変重要な課題であります。

●川上クラブ奉仕・拡大増強委員長

ロータリーの在り方も時代と共に変わりつつあり、

地域社会や国際社会の二一ズも変化してきました。

奉仕の第二世紀において、グローバル化を視野に

入れた回―タリーがその責務を果たし、安定、成長

を成し遂げるにはどのような改革が必要になるの

か「クラブ奉仕委員会」と言うより「クラブ管理委員

会」として今後の活動が重要になってくると考えます。

日―タリーの100年余に及ぶ長い歴史を経た今、

ともすればマンネリ化、会員の減少、形骸化などに

なりがちなクラブにRI推奨の、CLPという新しい息

を吹き込み、21世紀世界の、二一ズに適合出来

得るクラブに改革することであり、より高いレベル

にクラブを導く、ことが求められていると考えます。

2006年岩田ガバナーは当地区としてCLPの推奨

を掲げられ、7月 にCLP委員会を創設され地区と

しての対応について議論を重ね、12月 8日 会長、

幹事会で「CLP討論会」をへて9日 の地区大会に

●岩田ガバナー

今年度ガバナーに就任いたしまして約9カ 月過ぎ

ましたが、地区大会に関しましては皆様方に大変

お世話になり、無事済ませることができ、皆様方の

心温まるご理解、ご支援に感謝いたしております。

就任当時から問題として①地区委員会に関連

すること、②地区リーダーシッププランDLPにつき

まして、今日お話していただけると思いますが、午

前中のお話にもありました③CLPに関し、これをRI

が推奨しているということ等々、いろいろな問題を

引き継いでスタートしました。新谷ガバナーエレクト、

横山ガバナーノミーの―方ならぬご支援をいただき、

また8人のガバナー補佐、地区幹事団の強力なバッ

クアップのもとに、何とかやつてきたつもりです。

最初の①、②ですが地区委員会あるいはDLP、

これに関しまして月信の1、 2、 3月 号にお知らせし

ましたように、ガバナー補佐、地区研修リーダー、

地区委員会について、これまで回頭で色 と々言わ

れてきたものを文章にして、皆さんと同じ情報を共

有し、そして色 と々これからの地区もさることながら

クラブに有効なクラブの活性化ということに努めて

いきたいということで考えました、あるいは話し合い

をしてきたところでガバナー、ガバナーエレクト、ガ

バナーノミニー、3人が常に一緒になつてやってまいっ

たところです。その一部と言いますか、地区委員

会に関しましては、皆さん方にもかなりご無理なこ

とをお願いし、またガバナー補佐さんに関しまして

もかなりご無理をしていただいているところはござ

いますが、過渡期でございますので多少のご不満
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於いて第5号議案としてCLPの導入を決議されま

した。今後各クラブはこの変化に対応していく柔軟

な考え方が必要であり、組織強化の総点検としてロー

タリーの本質、哲学、倫理を考え論議を深めてい

かなくてはならないと考えます。

昨年実施されたCLP導 入について国内全地域

でのアンケート調査では約50%近くが実施段階、

意思決定段階であり今年度は導入に向かつて、全

国的に過渡期の状態にあることが報告されており

ます。現在日一タリークラブが抱えている共通の課

題として「組織強化」と「クラブの活性化」「会員増強」

であります。こうした現状を踏まえ、各クラブ奉仕

委員長の皆様と、クラブ管理や運営について共に

考え、自クラブを見直していただきたいと存じます。

「組織強化」

2660地 区では会員の減少が続いてきました。

86クラブの中で40名 以下が42クラブもあり、実に

48.8%になります。会員に対して委員会数が多く、

クラブの現状にそぐわなくなってきております。各

クラブではすでに委員会の統廃合などによつて縮

小されておられますが、まだ十分ではありません。

効果的なクラブ管理の枠組みを提供することに

よリクラブ強化を図る目的で、RI推奨、クラブ・リー

ダーシップ・プラン「CLP」 の取り入れを考え、より

現実的なクラブ運営を行なえるよう、ガバナー、ガ

バナー補佐と共に地区クラブ奉仕委員会が連携

のもとに、クラブの意向を尊重しながら今後取り組

む事になります。

歴史あるクラブも、短いクラブも,会員数の多いク

ラブも、小人数のクラブも,クラブ組織強化の点検

としCLPの導入を検討し、RI推奨のCLP委員会を

採用するか、又は従来の委員会をベースにより簡

素化するか、現状改革か、自クラブの実情にあつ

た委員会構成の論議を深めていただきたい。

現状で問題がないと思っているクラブや、活動

がマンネリ化になつたり、奉仕活動が低調なクラブ

等も含め、この機会にぜひクラブ委員会構成や、

活動内容を見直し、効果的なクラブ管理の枠組を

検討するための機会としてとらえ、「CLP」 導入の

検討を加える必要があると考えます。

各クラブの理想に合致した独創的な委員会構成

ができ、積極的な委員会活動になれば、結果的に

組織強化と魅力的なロータリーになるのではないか。

運営面では、毎年RI会長のテーマや地区ガバナー

の方針、クラブ会長の目標が年度初めに出されま

すが、これらの各方針が会員によく理解されるよう

広報が出来ているか、週報やクラブ行事を通じて

委員会活動や奉仕活動等を、会員の方々に参加

を積極的に呼びかけているか。

理事会はクラブの要であり当年度の運営につい

て十分見直しをして、前年踏襲にならぬよう委員会

構成や各クラブ行事、例会の在り方など会員が参

加意識、やりがいの持てるクラブ運営になっているか。

会員減少等によるクラブの財政健全化が課題と

なっておりますが、昨今はNPOのような奉仕団体

が数多く有り、誰もが奉仕の選択巾が広くなりロー

タリー活動にも課題が残ります。ロータリーはボラン

ティア団体なのになぜ入会金が何十万も要るのか、

あるいは年会費が高いのではと、会員増強時に聞

かれる事があるそうです。入会金や年会費の見直

しなどを考えておられるクラブや、すでに実行して

いるクラブもあります。今後のクラブの運営にかか

わつてくる問題であり固定経費をいかに軽減し奉

仕活動に生かせるか、絶えず支出内容を見直し

単年度予算だけではなく、クラブの将来を考え長

期的な財政健全化を図つていくべきです。

3年毎のRI規定審議会が、米国イリノイ州シカゴ

で2007年 4月 22日 ～28日 にかけて開催されます。

今回の提出期限は昨年の6月 30日 までに、RI事

務総長に受理されることが条件になっております。

全世界から数多くの案件が、規定審議会において
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議論されると思われます。今年度は当地区から

井上パストガバナーが出席されます。ちなみに3年前、

2004年 度のRI規定審議会では、50の 立法案と

50の制定案が採択されております。

一昨年各クラブにアンケートをお願いして、「3年

毎の改正時にクラブ定款等の整備が行なわれて

いるか」を調査いたしました。3年毎に整備されて

いないクラブ
゛
が相当数あるのには驚きました。改

正年度に当たる今期、各クラブの規定委員長との

委員長会を開催して、理念を共有したいと思います。

クラブ定款・細則は回―タリーのバイブルです、ク

ラブ定款は3年毎 ,細 則は必要に応じて随時見直

しをしていただき、未整備であれば早急に改正を

お願いしたい。

「クラブ活性化」

会員の一人―人とロータリークラブがロータリー

の理念、精神的な核心をしつかり自覚することが

クラブ活性化の最初のステップになります。

例会はロータリーという組織の要をなすものであり、

クラブ活性化は例会出席から始まります。出席は我々

にとって親睦を積み重ねるためにも良い機会であり、

単なる社交だけに留まらず、回―タリーという共通

の目的を目指す、道づれによって友情と信頼が深

められます。ところが何故か、最近はこの例会出

席の重要さに関する認識が徐々にうすれ「都合が

つけば出ればいい」程度にしか理解されていない

会員が相当おられるように思われます。そのため

出席率が90%どころか、70%60%と言う惨状が多

く見受けられます。

魅力ある例会にするには前例重視ではなく、新

しい情報やアイデア、手段や方法を親睦、SSA、

プログラムの各委員会が、その機能を十分に生か

していけるよう理事会と連携を密にしていく事が必

要である。

例会の内容の充実も大切です。会長の時間の

使い方、卓話の在り方や、幹事、SAAの報告内容

の充実、コミュニケーションの工夫など例会が楽し

く心暖まる親睦の場になるような、プログラム作り

を実施することにより出席率の向上が図られ、クラ

ブの活性化にもつながります。

出席率100%が正しくて必ずそれを目指せとは

決して申してはおりません、そんな外形的なことで

はなく出席のもつ重要な意味を正しく理解すべき

です。会員にとって例会出席は基本であり、それ

がなければクラブの活性化が始まらないからです。

日―タリーも新世紀に入り3年になります、今後の

回―タリーを考える中で何を望み何を考えていくべ

きか、クラブの将来の在り方などを考える委員会

の設置も視野に入れて行くべきではないか。

遠い将来の事ではなくクラブの5年先の展望を

考えようと、30周 年を機に「サーテイー5委員会」

や創立50年を何年か先に控えて「21世紀委員会」

を設置され、当面の課題や今後の問題に対処し

ておられます。

クラブとして「奉仕の理想」を鼓舞育成し会員の

自己啓発を図ると共に、回一タリーを理解し、これ

に共感や賛同する人 を々増大させる一助と考え「ロー

タリー大学」を創設し地域の奉仕団体や学校への

出前事業など、その活動も4年 目になり年間行事

として定着しているクラブもあり、又「ロータリー研

究会」や「クラブ改革委員会」を実施されているク

ラブもあります。

CLPの導入を考え「CLP委員会」を創設し、理想

と現状認識のギャップを埋めていくプロセスの中で、

会員の意識向上と研鑽を重ねながら、今後のロー

タリークラブの考察が出来ると、すでに委員会を実

施されているクラブもあり、今年度より多くのクラブ

が取り組んで行かれると考えます。

お互いの個性を尊重し合い欠点をかばい合う寛

容さで、明るくわだかまりのない会員間の人間関

係を構築し、ロータリーの精神とその意義を理解し

親睦を深めることが、クラブ活性化を支える不可

欠の人間的基盤となります。

「会員増強・拡大」

昨今のような情勢もあろうかと存じますが,全世

界の回―タリーアンは168ヶ 国、1,208,562人 で

2000年から2006年の6年間で、29,010名の増加

です。(以下2006年度の統計)逆に日本では退会
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者が17,190名で、99,449人になりました。当2660

地区では5年間で737人の減少です。

今期は岩田ガバナーが、86クラブ純増―名の目

標を掲げられその成果が出てきました。会員は2

月末現在で74人の純増で、全会員は4,170名です。

この予定で行きますと年度末には目標が達成され、

減少に歯止めがかかり,増強に向うのではないかと

大いに期待しております。

いかなる団体であれ、その活力を維持し,発展さ

せて行く為には構成員の自然減、社会減はまぬが

れず常に増強し更に拡大を図ることは当然の勤め

です。日一タリーも同じであり会員増強はクラブ組

織の強化と、運営や奉仕活動の充実に重要なこと

は申すまでもなく、国―タリアンー人一人の責務と

して、会員増強すべきだと考えます。

では具体的にどのような取組みをしていかなけ

ればならないか…

・ロータリーの目指すところを世の中の人に知って

もらうための広報が必要です。

・奉仕活動を地域と世界に広める為に、ロータリー

として何をしてきたかを機会あるごとに伝える。

・21世紀において回一タリーが何をなそうとしてい

るのかを理解していただくことが重要です。

国―タリーも隠匿を美徳のように考える時代では

なく、広報活動が必要な委員会構成になってきま

した。

日 活々動の中での広報活動ですが、それを実行

しておられるクラブの例として、各市町村では市

民祭りや区民祭りか、又はそれに準ずる行事が毎

年行われております。そのような催しではその地

区の代表的な各種団体の活動を、テーマとしたブー

スが設置されてあります。その一ヶ所のブースを借

りて地域の方々にロータリーを理解していただく為

の活動をしておられます。

年度毎の社会奉仕活動や、WCS活動のパネル

を展示しての広報や、職業奉仕として,弁護士によ

る法律相談や、医師による健康相談、税理士によ

る税務相談、環境問題ではケフナの苗木や花の

種を来られた人達に、ロータリー活動を理解してい

ただくバンフレットと共に配布しています。社会奉仕

委員会を中心に、四大奉仕の各委員会が新しい

テーマを決めて,国 ―タリーを認知して頂くために、

毎年区民祭りに参加し広報活動をしておられます。

会員増強には地域で文化活動のお世話をしてい

る会員や、所属業界での各会員の人脈や友人、家

族の知人等を通じ幅広く、勧誘活動を通じて新会

員の発掘を図り増強の促進を図つていくようにする。

21世紀のロータリーは女性会員を考えなくては

成り立たないと言われております。当地区では女

性の未入会クラブは全クラブの中の、40クラブで

まだ半数近くあります。全世界の女性ロータリアン

は13%強であり、日本ではわずか3%にすぎません。

女性会員の入会に異論のあるクラブもあるかと聞

いてはおりますが、男女同権の世であります。クラブ。

フォーラムや協議会などを通じて会員の意識改革

をはかり、女性会員の増強を積極的に行なう。

新会員の増強と既存会員の退会防止や、新クラ

ブの拡大はさけて通れないロータリーの課題です。

ただ新会員の過半が5年以内に、退会していると

いう従来の実情には、反省と対策が必要であり、

2007年度に3～ 5年の新入会員の為の研修会を

計画しております。入会して数年で退会する例は

「ロータリーの素晴らしさが良く分からず離陸」出来

なかった為に『飛ぶ楽しさ』をあきらめてしまう・・・

それこそ本人に取っても、日―タリーにとっても残

念このうえないことです。

国―タリークラブの在り方や、奉仕プロジェクトヘ

の積極的な参加は、会員間の対話の充実になり、

又、豊かで精神的な内容の交流は、既存会員、

新会員の双方が親睦と友情を深められ、楽しい雰

囲気はクラブの魅力を増す基礎です。

絶えず会員一人一人が適格な会員の発掘と増

強を心掛け、そこから共鳴者を獲得し、共感者の

輪の中から新たなロータリアンを育てることが求め

られます。

次年度の新谷ガバナーエレクトも、各クラブ純増

一名の目標の達成を要請されておられます。今年

度に続き地区として86名以上の純増を、クラブ会
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員の協力の元に、クラブ奉仕。会員増強委員会と

して、目指していただきたいと存じます。

会員増強こそ、ロータリー活動のエネルギーでも

あります。

2007～2008年度 クラブ奉仕委員会事業予定

(1)2007年規定審議会決定の説明会

RI規定審議会の決議内容等の、定款、クラブ

細則に関する情報セミナーの開催

8月 4日 (土) ヴィアーレ大阪

(2)拡大・増強委員会 セミナー

クラブ会長、増強委員長と共に会員増強に関

するバズセッション形式によるセミナーの開催

9月 1日 (土) 天満研修センター

●瀬戸情報・公開広報委員長

皆さん こんにちは、情報広報の瀬戸でございます。

と、まず申し上げます。

本日は皆様の前でお話ということで少々心が緊

張しております。そんな時、お互いに打ち解けるの

には挨拶が一番手っ取り早いです。

さて、挨拶について私の好きな文章をすこし引

用させていただきます。神戸在住の現在日本を代

表する俳人の一人である後藤比奈夫氏の朝日新

聞社「俳句の見える風景」の中の一文です。さて

挨拶も、「お早う」「今 日は」「今晩は」の、ごく簡単

なところから始まって、暑い寒いといった季節の挨拶、

それからもう少し改まって、年に一度の年始の挨

拶を交わします。私たちは新年という時に一度の

年始の挨拶を交わします。

私たちは新年という時の切れ目を格別に意識して、

この出発点を殊更めでたいものと信じるのです。

人間の浅はかな知恵かも知れませんが、そう思い

込むことでまたあたらしい気力で一年を迎えようと

いうのです。悲しいこともつらいことも、去年から同

じように続いているのに、正月になって、「新年お

めでとう」は少 お々かしいと思いますが、これも長い

間の習慣なのでしょう。ですから私たちは逆に、

去 年 今 年 貫 く棒 の 如 きもの  虚 子

といった年の改まり方に、大きな魅力を感じもする

わけです。年去り年来るという大きな境界を、大晦

日と元旦の間に屹立させてみますと、このように強

烈な自然や人間の意志が見えてきます。連続して

いる時間を区切って季節を際だたせるもの、言つ

てみれば自然に対する人間からの挨拶とも考えられ、

またその結果として季節ごとに自然が変化のある

姿をみせてくれるのは、自然から人間への挨拶と

いうことにもなります。

今年の「ロータリーの友」1月 号 横組5P-13Pに

わたり回一タリー理解推進月間ロータリーの可能性

を広げる広報活動という特集が掲載されました。

すでにお読みの方も沢山いらっしゃるとは思いますが、

その中でクラブ・地区・RI全ての立場で、広報活動

が重要な課題の一つであるという共通認識は出来

上がっているものの日本に於いてはまだまだかけ

声だけで、その実践を重視しているリーダーが非

常に少ない、陰徳という考えから抜け出していない

のではないかという危惧感を発言された方がおり、

国―タリー広報活動の難しさを実感いたしました。

先ほどの挨拶と広報の関係につきましては、今

のロータリーの広報活動をかんがえまして、又後

ほどお話をさせていただきます。

情報ホームペ…ジについて。

さて、国一タリー1青報については、私は「ロータリー

の友」を特に活用していただきたいと思っております。

実は三年前にロータリーの友地区委員をさせてい

ただきまして、それまでは殆ど自分の興味のあるコー

ナー以外目を通しておりませんでした。

私は、音ですが10年以上地方の情報誌を発行

しておりました事から、若干雑誌の編集に興味を持っ

ておりました。しかしロータリーの友地区委員は編

集に口を出してはいけないと釘をさされまして多少

がっかりした思いをいたしましたが、一般会員より

―週間ほど前に新しい号を配布され、その号の感

想文が義務づけられましたので、おかげさまでじっ

くり熟読いたしました。RIの情報は横組み、国内の

情報は縦組みと従来は縦組みのページをよく読ん

でいたような気がいたしましたが、今では横組み

のページの方が面白い記事が多く、役に立つ様に思っ

ております。RI関係の記事が50%、 各地区に出来
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るだけ公平な記事配分など様 な々制約があります

中で「ロータリーの友」は年々内容が充実してきて

いる様に思います。余談ですが、3年前、大阪でRI

国際大会が開催されました時、国際会議特集に

大阪に来られたロータリアンの経営する大阪の美

味しい食事処を紹介したらどうでしょうかとていあ

んいたし、2Pだけでしたが中央市場のお寿司屋さ

ん、本町のそば屋さん、オムライスの元祖、たこ焼

屋さんと4店掲載したところ、大変各お店ともロー

タリアンで賑わったようであります。

「ロータリーの友」の注目度は想像以上に高いと

思いましたと同時に、今後地区の有意義な事業な

どは是非積極的に掲載努力をいたしたいと考えて

おります。

ホームペ…ジについて、

RI本部では「ザ・ロータリアン」は広報部、ホームペー

ジはコミュニケーション部と完全に分離されており

ます。また特色としてはホームページは全くインナー

向きで、機能性を重視しているように思います。ロー

タリーの友事務所に於いては「ロータリーの友」誌

とホームページの差別化はしておりません。ただ、ホー

ムページの性格上、表現方法に於いては「ロータリー

の友」誌より穏健になっております。たとえば、会

員と一般の人の写真では一般の人がはっきり写ら

ないような写真を選ぶ、というような配慮をしてい

るようです。また、会員外のひとが分かりにくいロー

タリー用語の使用については充分に注意している

ようです。

地区の本一ムページについては、昨年来、木村

情報広報委員様の努力で見やすい充実した本一

ムページが出来上がりました。私はアナログ人間

なので、ホームページについては余り語る資格が

ないと思っておりますが、特にクラブの本一ムペー

ジについてはID、 パスワード等の設定により会員限

定のサイトと外部の人と分けた方がよいかも知れ

ません。例えばクリスマス例会、その他懇親会など

の写真が沢山でていますと一般の人はいつもロー

タリーの会合は宴会ばかりかと誤解をまねくかも知

れません。

幸い次年度も木村委員様に情報。広報副委員長

として残っていただきますので、何かございました

ら木村副委員長様にご連絡下さい。

広報について。

「ロータリーの友」1月 号にロータリーのイメージ調

査の日本での結果が掲載されておりました。674

件の有効回答数の中で聞いたことがない 50.1%、

聞いたことがある32.9%、 わからない16.9%、 この

数字が想像以上か以下か私にはわかりませんが、

私は5割ぐらいの人はロータリークラブの存在を知っ

ていると思っておりまして、ショックな数字であります。

今までの日本の回一タリーは陰徳という考え方で、

きてきたと思っておられる会員の方は、今まで数

多くおられると思います。しかしより積極的な対外

広報となりますと、今の段階では回一タリークラブ

自らが社会に対しても働きかけ巻き込んでいかね

ばならないと思います。永年つちかった地区情報

広報委員会の伝統を継承しつつ、新たな積み重

ねをしていかなければならないと思います。

広報の考え方はPRからコミュニケーションヘと変

わっております。コミュニケーションには双方向とい

う意味も入っております。最初、挨拶ということにつ

いて申し上げましたが、コミュニケーションのきっか

けを作るのに挨拶はなくてはならないものです。優

秀な広報マンの条件として、どれだけの人と挨拶

ができるか、ということが必須条件になっています。

対外広報のすぐに実績を求めることなく積み重ね

の中で、どれだけ地区・クラブのロータリアンが社会・

マスコミにコミュニケーションを取ることが出来るか、

継続的にアプローチをすることが必要だと思います。

人間が新年を作ったようにロータリーもロータリー

―
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新年に自然との挨拶ができるような事業ができれ

ばいいなぁと考えております。

●大阪住之江 (池田淳八 )

先ほどの説明、非常にありがたかったんですが、

プリントされたものを事前に配付をいただければ、

質疑応答等の有効な時間活用ができたんではと

思います。読むだけでは時間がもったいないと思

いますので、事前に配付をいただければありがた

いと思います。

世界では拡大されているのに日本では減少して

いる、その中でも2660地区はかなりのメンバーの

減少になっているという理由、退会者の理由の把

握をされているのか。それに対する対策を委員長

として何かお考えをお持ちなのか。

ロータリーは今の時代にマッチしていない。ロータ

リーに入るメリットはないのではないかということと、

高齢化し団塊の世代以上の方 で々実際に各事業

場の中心になっておられる方が団塊の世代、その

下の方々とロータリーとの時代的な差がかなり乖

離し、クラブの活動の魅力的なものがなくなって、ロー

タリークラブに入らないのではないかと考えますが、

その辺のお考えもお聞きしたいということと、拡大、

拡大と常に言われているのですが、拡大よりもメン

バーが激減をしており、一時60名 が今28名 になっ

ております。活動しろといっても活動できない状態、

活動するには適正メンバーが何人いればいいのか

としうことと、今は拡大よりも合併の推進役をガバナー

はじめ地区で。これでは会費がどんどん上がって

いくと。まともな活動ができる適正なクラブに合併

をする、それの旗振り役をやるときではないのか。

中身もないのにどんどん拡大し、片やどんどん退

会者がふえていってるということでは、いつまでたっ

ても魅力のあるロータリークラブには生まれ変わら

ないように思います。

ロータリークラブは政治活動をしてはならないと

よく言われますが、先日の東京都知事選を見てい

ますと、東京と大阪の政治家のレベルはかなり落

ちておるように思います。例えば、大阪都市再生

プロジェクトを回一タリークラブで立ち上げ、大阪の

再生を回一タリークラブが目指す。それを大阪の

府民に訴えていくというようなものは考えられない

のかなということです。

広報の瀬戸委員長にお願いしたいのですが、国―

タリーの友で毎月分厚いのが配付されるのですが、

日一タリークラブのホームページにのせ、必要な場

所はプリントアウトする。そうすると紙代がゼロにな

りますし、アナログ人間なのでホームページを開け

ることすらできないという方だけアンケートを取つて、

その方にだけ配付をするというような方法を回―タ

リークラブで研究されたらいかがでしょうか。

資源もかなり浪費していると思いますし、1回も

見ないでごみ箱へ捨てている方もたくさんいらっしゃ

ると思いますので、こういうアナログからデジタルの

時代になり、せっかくロータリークラブの本一ムペー

ジもあることですから、.見たい方はいつでもホームペー

ジをクリックしてそこから閲覧するというような時代

にマッチしたような方法を考えられないのか。

●川上クラブ奉仕・拡大増強委員長

資料につきましては、地区協議会用の資料とい

うのは、もう半月ぐらい前ですか、1カ 月くらい前に

池田くれはロータリー様の方にお渡しをしております。

その資料を事前に各委員長さんにお渡しをされる

のか、本日資料としてお渡しされるのかというのは、

よくわかりませんが、例年はお越しになって、その

資料を見ながらお話をさせていただくということが

通例のように感じております。

地区として減少しているのをどのように考えてい

るのかということでありますが、これは時代の趨勢

というのもありますし、最大4,600ぐらいになったの

はバブルのさなかでありまして、そのバブルとともに、

会員が減少してきているのが現状であります。現

在は高齢化でおやめになられる方、病気でおやめ

になられる方が10分の3ぐらいだと思います。転勤

をされるとか、そういう企業も結構ふえているとい

うことで、クラブによってはそういう形で退会なりほ

かのクラブにおかわりになられるとか、そういう方も

10分の2ほどあります。あと所業が忙しくなってきた、

理由がわからない、一身上の理由でやめるという
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方もおられ、ちょうどおやめになられるバランスとし

ては、極端に偏ってということはなく、おやめになら

れるのが多いような気がいたします。

それと入会される方ですが、先ほど申しましたよ

うに74名 は純増なのです。245名くらいは新入会

員に入られまして、148名ぐらいおやめになってお

られるのです。ちょっと計算が違っているかもわか

りませんが、大体それぐらいの大枠として入会と退

会をされております。純増は74名 になっていまして、

これが期末にどれだけの数字になるかという1つの

問題はあるのですが、結構入会もたくさんしていた

だいているんですね。年寄り。ご年配の方がふえら

れているというクラブもあります。全然若い人が入

らんというクラブもありますし、逆にですね、40代の

方がたくさん入っておられるクラブもあるんです。

やはリクラブの考え方とか、皆さんの増強に対する

認識が相当影響しているんじゃないかと思います。

きょうお見えになっておられるかと思いますが、先

ほど申しました29名のクラブが14名 純増されて42

名のクラブになられたというお話をさせていただき

ましたが、やはり危機感を持たれ、このままではク

ラブの存続も危うくなるというぐらいの危機感をみ

んなが共有されて、グループごとに分けて必ず今

年何名入れるよという強い意識と認識と、それに

かかる時間をみんなが共有されて、責任を果たせ

るかどうかと思います。

その14名 入れられたクラブの元会長さんにお聞

きしたのです、秘訣あったら教えてくださいって。そ

んな秘訣があったら私が教えてほしいですわとい

うようにおっしゃいまして、各自がどれだけそのクラ

ブに対する思いで増強を1年間費やしてくれた。そ

ういうお話でした。

あと増強と同時に少なくなっているクラブは合併

をしようかと、2つを1つにしようかということで、実

は私ガバナー補佐をさせていただいたときに1つ相

談を受けまして、何度か両方の会長さん、幹事さ

んとお話をさせていただきました。ところが皆、歴

史が違うのですね。それと一番問題は、クラブによっ

て持っておられるお金が違うのです。片方はほと

んど赤字に近いと、片方は1,000万近くあると。そ

ういうような状況の中で対等合併というのはなか

なかできにくいのです。何とか1足す1を2にしたい

なということでお話をされてたんのですけど、結局

1足す1は2にならずに1.5とか1.3とかになってしま

うんです。大阪城クラブさんがうちの地区で消滅し

てしまったんです。最終的には13名 ぐらいはおら

れて、その後どうするかという話になったときに、多

数決でこれ以上存続はやめようではないかという

のが多数派を占めたと。やむにやまれず泣き泣き

消滅というか、おやめになられることになったと聞

いております。小さいクラブでも、存続してやってお

られるところもあると思います。やはりこつこつと皆

様1人でも多くクラブの活性化のために入れようと

いう認識を持っていただいたら違った展開になるん

じゃないかと思っております。

選挙はロータリーとしては、宗教とか政治色は一

切ゼロでありますので、そのようなことは不可能と思っ

ております。

あとロータリーとしてということですが、きょうです

ね、こうして地区協議会での講演からガバナー・工

レクトさんのお話とか、またこういうものを持ってい

ろいろと勉強されたことをクラブで少しでも生かせ

るようにしていただければ、きょう来ていただいた

価値といいますか、有意義なひとときになるのでは

ないかと思っております。

●瀬戸情報・広報委員長

ロータリーの友といいますのは、地区ガバナーの

委嘱を受けた機関誌でありますが、今はRIの広報

部に直結しています。1952年に、ロータリーの友を

作ろうと。そのときはガバナーの委嘱した機関誌だっ

たのですが、それがようやく1977年にザ・ロータリ

アンを取らなくても日本の広報誌でいいですよとい

う指定を受けたわけです。

これは日本の回一タリーの友事務所にとっては感

激的な事実だつたわけです。要するに日本語で機

関誌が読める。ロータリーの友というのは、国一タリー

のバッジと一緒で、1人ずつが絶対に取らなければ

いけないという義務があるのです。ですから、その
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辺をRIがどのように考えるか、RIが全部それをイン

ターネットでやろうというふうになりましたら変わる

と思うのですが、国―タリーの友の方から日本はこ

うしますということは、今の段階では全く言えない

と思っています。

私はアナログなので、本を読むのと、ホームペー

ジで感動を受けるのとが、どうもよく理解ができて

いないのです。

●大阪難波 (夏 明義 )

1つ合併のことでちょっとお話があるのですが、2

年前に幹事をさせていただいて、そのとき宮田ガ

バナーであつたと思うんですが、7組の幹事会の中

で、いろいろ増強の問題が出たとき、合併するベ

きではないかというのを私自身がずっと申し上げ、

それでガバナー訪間のときに宮田ガバナーにもそ

の話をさせていただくと、非常にいい話であると。

バブルのときに非常に多くなったし、クラブ数も多

くなったと。今はこういう時代だから、また減少じゃ

ないが、充実する時期じゃないかというお話も聞き

まして、東京では2つのクラブの合併があり、名前

は忘れしましたが、2つの名前のロータリークラブ

ができたように聞いております。

大阪ではそのような例はあまりないということで、

会長、幹事で進めていただければいいのではない

かと。というのは、バブルのときに親クラブ、子クラブ、

また多くなって、またその孫クラブとかいろいろで

きた経緯があるように思います。そして見てみます

と、子クラブがほとんど衰退して人数も非常に減っ

ております。そういうとき、また吸収するか合併する

かいろんな形をとっていただいて、今住之江の方

も言われたように、旗振り役をどうか何かしていた

だければ、もっともっと充実したクラブ運営ができ

るのではないかと。ただ増強だけに頼るのではな

しに、内部的な充実も図っていっていただくような

お考えを、この地区のクラブ奉仕委員会で何かで

きないものかなという質問でございます。

●川上クラブ奉仕・拡大増強委員長

昨年6月 だったと思うのですが、全国の増強委

員長会議というのが東京でございまして、そのとき

にその話が出まして、去年 日本で3つのクラブが

消滅しています。何とか消滅せずに今おっしゃった

というように、1つになるとか、吸収のような形にな

るのか、名前を2つにして1つの回―タリーにするとか、

いろんな案を模索されたそうですが、実質的には

話がまとまらなかったというか成就しなかったと。もっ

と身近な問題で言いますと大阪城ロータリークラブ

さんのさっき話が出ましたが、親クラブが東ロータリー

クラブさんです。何で吸収を親クラブさんとしてお

考えにならなかったのですかと元会長さんにお聞

きいたしましたところ、そういうアプローチはしたんだ。

でも、大阪城ロータリークラブさんとしては、親クラ

ブに吸収されるというのは、皆さんの意見の統一

が図られず、親子クラブでも難しいというのが現状

なのです。

8組でも先ほど少し申しましたが、クラブ会長さ

んとか幹事さんはお考えになっておられるのですが、

だれが鈴を付けにそのクラブヘ行くのという話になっ

たら、皆しり込みされるのです。何考えとんねんと

いうのがまず古い方から言われるだろうなあという

のと、それからあとのクラブの中のぎくしゃくした部

分をどういうふうに解消していけるのかなとか、そ

こまで考えられますと、なかなか踏み込めないとい

うことで、結局話は相当盛り上がったのですが当

事者だけで、クラブには、そういう形では還元でき

てないというのが現状です。何か名案なり、こうい

う方法があるということであれば、また今後地区と

しても前向きな検討課題としていければと思って

おります。

●岩田ガバナー

川上委員長、瀬戸委員長にはそれぞれの分野で、

川上委員長には幅広く詳しく、また瀬戸委員長に

は非常に博識、文化の薫りの高いお話を、私ども

にはなかなかできないお話を聞かせていただきま

した。本日はありがとうございました。
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職業奉仕部門 12階  1202号室

`
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●村木職業奉仕委員長

活動奉仕の一つ目。職業人の不祥事が非常に

多発している現状に鑑み、今一度職業並びに、職

業奉仕の意義の再確認を各クラブにおいてお願い

したいということです。ご存知のように、回一タリー

が他の奉仕団体と異なっているところは、ロータリー

が職業人の集まりであること。そして、職業奉仕と

いう奉仕部門を持っているところにあります。職業

を持つ、仕事をするということそれが社会に奉仕す

ることであり、したがって個 の々ロータリアンは自ら

の職業に対し、まずは誇りを持ち、そして昨今コン

プライアンスつまり、法令遵守ということをよく言わ

れておりますが、ロータリアンの行動基準はこのよ

うな法令遵守ではなく堀江さん、村上さんなどの

法令に違反するかどうか、我 の々行動基準にはな

らないのです。我 の々行動基準は、もっと高いとこ

ろにある職業倫理あるいは商道徳に基づいた行動

を我 の々基準とし、それを実践する。つまり、l serve

としての職業奉仕の再確認をお願いすることであ

ります。この点につき、次回の委員長会議にて、講

師をお招きじ十分時間をとって、お話をしていただ

く予定でございます。

2番 目が、出前授業の推進であります。近年教

育界においても規制緩和が見られ、今や先生以

外の者でも教壇に立つことが可能になっております。

多彩な職業人の集まりである我 が々、直接小学校

に出向き、小学生に対し、自己の職業を通じての

<リーダー>
パスト・ガバナー

<サプリーダー>
次年度職業奉仕委員長

<サプリーダー>
次年度職業奉仕副委員長

<サプリーダー>
地区研修委員

戸田 孝

村木 茂

畑田耕一

岩本 洋子

(八 尾 )

(新 大阪)

(豊 中)

(大阪そねざき)

さまざまな経験をお話しして、職業の意義を子供

たちに伝えていこうということが、この出前授業の

考え方であります。地区では数年前から、各クラブ

にこの出前授業をお願いしております。第2660地

区においては、約3分の1のクラブがすでに行って

いただいております。次年度では、何とか大多数

のクラブが行っていただきたいと考えております。

3番 目が、職業奉仕です。皆さまからいろいろな

職業に関してのお話を聞かせていただき、それを

小雑誌につづるものでございます。皆さま自身の

職業を通じてのご感想でもいいし、他のロータリア

ンでもいいし、それ以外の人でも結構でございま

すので、何か職業に関してのいいお話が耳に届き

ましたら、ご連絡いただきたいと思います。これは

数年前から行っており、もっともっといいお話をつづっ

ていきたいと考えております。この点につきまして

次回の委員長会議において時間をかけてお話さ

せていただきます。

まず皆さまのクラブにお願いしていたアンケート、

その結果について戸田孝パストガバナーからお話

をしていただき、その後皆さま方に早急に取り組ん

でいただきたい出前授業について約1時間、畑田

耕一次期副委員長にお話していただき、その後質

問の時間を10分間ほど取らしてていただく予定です。

なお職業奉仕月間の前、8月 25日 10時～12時

まで、職業奉仕委員会会議委員長会議を予定し

ております。皆さんのご出席よろしくお願いいたし

ます。

●戸田パスト・ガバナー

アンケートのプリントがありますが、まず一番最後

を見ていただきたいのです。これは、国一タリーは

何やわからんと言う人がたくさんおられるなかで、

記憶にとどめるための最良の研修方法というのが載っ

ております。一番左が読んだ結果記憶にどれだけ

自購目

質
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とどまるかといいますと、10%しかとどまりません。

聞いた結果は20%しか記憶にとどまらない。そして、

その次にある見て聞いた結果、即ち私の原稿を見

て、私の話をよく聞いていただきますと50%が記

憶に残ることになつております。さらにそれを皆さん

がクラブヘ帰って、このいろんな工夫をし、アレン

ジしてクラブの皆さんに発言をして教えてあげると、

その記憶にとどまる率が80%になる。

さらに皆さんがそれを実行すれば90%まで記憶

にとどまる。記憶にとどめるにはこういう形が一番

良いのだということになっております。

アンケートに答えるには項目がたくさんありますの

で、私がまず疑間・質問という最後のところを整理

をいたしまして、お話ししたいと思います。第1番 目

に池田ロータリークラブさんと大阪北ロータリークラ

ブさん、12と39ですね。「外部への職業奉仕として

出前授業以外に有益な方法はあるでしょうか」とい

うこと、北クラブさんも「今後どのようなテーマで展

開されるか知らせてほしい」ということでありますが、

回一タリアン各自が職業倫理を高めて人のお役に

立ち、多くの人に喜ばれる技術や仕事を長年続け

ることで取引先や一般の人 か々ら信用を得て、何

回も注文をいただける、このことが職業奉仕の具

体的な―つの説明でありますが、現在行われてい

ます出前授業とは、若い小学生。中学生も含めて

でありますから、その人たちに、人のために尽くす

ことがどのように大切であるかということを若いうち

に知らせていくことが将来への布石になるというこ

とであり、これが非常に有効であると考えられます。

しかし、これだけかといわれますと、回一タリアン

の大切な仕事の一つに地域社会への貢献があり

ますから、ロータリアンはできるだけ機会をつくって、

事業の永続的繁栄は取引にかかわるすべての人

にサービスの理念を適用することであり、これが各

自の事業の成功と発展が得られるということを機

会あるごとに伝えていただくことが大切であります。

これを伝える場として、商工会議所、同業組合、ロー

タリークラブの例会もあるのです。これを伝えるこ

とで同業者の職業倫理を向上させることが、回―

タリアンの事業経営にも役立つことになり、そういう

ことを皆さんで具体的にやっていただくということ

が大切なのです。取引にかかわるすべての人に、

即ち、お客さん。仕入れ先。社員。同業者と取引に

かかわる多くの人に満足を与えることが、事業の

永続的な繁栄につながることになる。事業の根底

にサービスの心を定着させ実践することが、人に

喜ばれ、事業が永続発達するという職業奉仕の原

理がロータリーの基礎となったのです。

20世紀初頭のシカゴは大変混乱した経済情勢の

中にあつて、ロータリークラブは1業種1人で選ばれ

た会員でありますから、お互いに事業経営のアイ

デアの情報交換が盛んに行われました。

アイデアの交換というのは各クラブに在籍する異

なった事業人のアイデアは、お互いにとって大変

有益である。このことが一つの基礎となり、事業の

基礎にサービスという理念が導入されて職業奉仕

が形作られたのです。お互いの事業上のアイデア

の交換などは皆さんのクラブでやつたことは、あま

りないと思います。そういうことが、第1番のアンケー

トの答えであります。出前授業は大切だけど、こう

いう大切なことがありますよという1例です。

2番 目ですが、大阪難波ロータリークラブさん、

それから高槻ロータリークラブさんの職業奉仕が

原点であるという認識をする人が少ない、だからそ

れをどのように認識させるか。高槻さんは職業奉

仕がロータリーの原点と理解しているが、企業活

動として利益を求めることとサービスとどんなかか

わりがあるかという疑間ですね。

ここに書いてありますが、1908年にシカゴクラブ

に入会しましたアーサー。フレドリック・シェルドンは、
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「商売はもうけなければ成立しない、経営者が利

益を上げるのに真剣になるのは当然のことである。

しかし、一体どうすれば永続的な利益が得られる

のか、それは常にお客の身になって考え、お客の

お役に立つ、いわゆるサービスの心を適用して取

引を続けることで徐 に々信頼関係が深まっていく。

このような心で取引を長年にわたって続けることで、

信用という精神的なものが築かれ、それが繁栄ヘ

の基礎となる。繁栄は永続的なサービスによっても

たらされるのである。」とあり、永続的な繁栄には、サー

ビスを第 1に取引を続けることであり、お金を儲け

るのもサービスに徹することであるといえるでしょう。

シェルドンは商業道徳が混乱しているシカゴの街

にあって、例外として正しい考えで経営しているビ

ジネス商社が繁栄している様子を調査し、「繁栄

への道はただ一つしかない。それはサービスの道

である。」の結論を得た。即ち、サービスに徹した

事業が成功することを確認したのであります。

そして、「He profits rnost who ser∨ es best」

「最もよく奉仕する者に最も多く報られる」というこ

とがここに書かれております。そして、1911年のポー

トランドの全米国一タリークラブ連合会でミネアポリ

ス回一タリークラブのフランク・コリンズは、演台に立っ

て話します。「我 の々クラブは創立以来守りとおし

た原則があります。それは利己ではなくサービスで

ある。即ちService not selfで ある。」と演説したの

です。のちのnot selfというのは、自己を否定する

響きがあるので、Service above selfに 変更され

たのです。米山梅吉翁は、「超我の奉仕」と訳され

ているが、「サービス第 1、 自己第2」 のほうが分か

りやすく、これが事業の大きな足がかりであると述

べられています。

このシェルドンとコリンズの2つの演説は、参加者

に大きな感動を与えた。1950年のデトロイトの国

際大会で「ロータリーの2つの標語」と決定されまし

た。職業奉仕なくして永続的な商売繁盛は難しく、

商売繁盛なくしてロータリアンにはなれないでしょう。

職業奉仕が回―タリーの根幹であるというひとつの

証左です。

ロータリーの奉仕の原点である職業奉仕の考え

方は、東洋思想に基づく日本古来の道徳観である。

「積善の家には必ず余慶あり」は最もよく奉仕する者、

最も多く報いられる」につながるものであります。ま

た「情けは人のためならず」、「善因が善果を生む」

という思想が日本でも事業発展の基礎になってい

るのですね。

このようなことが、第2番 目の質問に対しての考

え方であり、皆さんでよく検討していただきたいと

思います。次の職業奉仕委員長会議でもう少し具

体的なお話をすることができると思います。

3番目ですが、高槻東ロータリークラブはロータリー

の綱領に準拠したCLPは、細則8条に確かに4大

奉仕を掲げ、職業奉仕に積極的に取り組むことが

書いてあるが、今のCLPは職業奉仕観念が希薄

となり、日一タリーの奉仕の特徴を失い、現実的に

は他のクラブと変わらないのではないかと、提言を

しておられます。

こういう意見があるのが非常にいいんですね、私

も同じ考えであります。

ロータリーの綱領に基づく4大奉仕部門はやはり

私も堅持したいと思って、書いています。

私のクラブで、CLPの説明をしてくれというので、

現在の組織とCLP案を示しました。何を変えたか

と言いますと、クラブ奉仕は11の小委員会がある

のです。クラブ奉仕委員長は副会長が担当してお

られますね。

副会長が11の委員会をみな掌握できるか、これ

は無理であります。だからこれを3つに分けたのです。

一つはクラブ管理、二つ目は会員組織、これはRI

も提唱しており、大切なものであります。会員増強・

退会防止。会員研修委員会を独立させ、三つ目に

は、RIの要望である広報であります。

広報というのは、今まで回一タリークラブというと、

お金持ちの食事会というようなイメージがあるので

ないか。しかし、本当は高邁な精神に基づいて、

実践的な活動を行っていることを地域社会に正し

く広報し、国―タリーヘの理解をしていただく、これ

が第3番目であります。あとは職業・社会。国際、日一
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タリー財団という常任委員会を配したのがCLPの

一つのパターンであります。

それで、今、職業奉仕がおろそかになっているの

ではないかという質問は、以前と同じだと考え、こ

のような案をつくったわけであります。

きょう第2650地 区の講師によるCLPの説明があ

りました。あの方は大学の後輩で挨拶に見えまし

たが、解りやすく詳しく話をされましたが、ちょっと

早口でしたが私の説明と同じ考えを持っておられ

る説明もありました。だから、クラブの実情に合わ

せて皆さんで、よくお考えいただくことが大切と思

います。高槻東ロータリークラブの職業奉仕はどう

なるのか、という疑間について書いたのです。

その次、豊中千里さんでありますが、本日欠席し

ておられますね。皆さんの参考になると思うので話

したいと思います。

「We serveを否定するものではないが、l serve

を中心とした職業奉仕はロータリアン個々人に精

神的支柱、言語による表現範囲を超えた思想の

領域、したがつてロータリーの哲学といわれるが、

このベーシックなところをよりご指導いただきたい」

とありますね。

第1に、ロータリーが成り立つ基本とするのは、回一

タリーの綱領であります。ロータリーの綱領は、

「The(Dbject of Rotary is to encourage and

Foster the ideal of service as base Of、 vOrthy

enterprise」 これが本文であります。

「ロータリーの綱領は有益な事業の根底に奉仕

の理想を定着させ、それを力強く育てあげることで

ある。」とあり、「ロータリアンが携わっている事業は

社会に役立つ有益な事業である。その事業の根

底に、奉仕の理想をしっかり定着させ、それを力強

く育て上げることである。」これがロータリーの目的

であります。

目的と言うと怒られますが、綱領であります。こ

のことが最も大切な基本であります。そのこの綱領

を成し遂げる4つの分野をこう書いています。

①、奉仕の機会として知り合いを広めること。こ

れは親しい友人を得て、奉仕の機会を広めようと

いうこと。

②、事業及び専門職務の道徳的水準を高める

こと、有用な職業には貴賎がないという認識を持

つこと、日一タリアン各自が職業は天から与えられ

た天職であるという認識を持って職業倫理を高め、

社会に奉仕すること。日一タリアン各自が奉仕の理

想「他人に対する思いやりの心、助け合いの心」を

家庭生活に生かして、温かい家庭を、事業生活に

生かして人から信頼される事業の繁栄を、社会に

適用して住みよい社会に実現を目指すとあります。

次は、1921年のエジンバラの国際大会で、「相手

の身になって考え、相手のお役に立とうという奉仕

の理想の心で結ばれたロータリアンのつながりから、

国際間の理解と親善と平和という理想を実現しよ

うという壮大な奉仕」であります。ロータリーの綱領

は難いものではなく、私たちが普段より実践すべき

ロータリーの最も大切なものであります。

もう一つは、「ロータリーの綱領」の本文と、「決議

23の 34」 であります。ロタリー不減の原理です。第

1に「ロータリーとは何か」が書いてあるのです。こ

れは職業奉仕にとって最も大切であります。「ロー

タリーは一つの人生哲学であり、それは利己的な

欲求と、他人のために奉仕したいという感情との

間に常に存在する矛盾を和らげようとするもので

ある。この哲学は超我の奉仕の哲学であり、最も

よく奉仕する者、最も多く報いられるとする実践倫

理の原理に基づくものである。」

現在では後段の、「最もよく奉仕する者が最も多

く報いられる」が消えています。

2番 目に「ロータリークラブの役割は何か」とあり

ます。「ロータリーの奉仕の哲学を受け入れ、奉仕

の理論が職業及び人生の成功と幸福の基礎であ

ることを団体で学び、個人としてその理論を日常

生活に実践し、個人・団体とも地域社会にその実

例を示していくことである。」とあり、大事なのは、1

と2と4であります。

4番 目は「奉仕する者は行動しなければならない、

ロータリーは単なる心構えのことをいうのではなく、

ロータリーも哲学も単に主観的なものではあっては
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ならず、それを客観的な行動に移さねばならない。」

とある。1、 2、 4が回一タリーのバックボーンであります。

6番 目にロータリークラブが団体活動する場合の

指針が述べられています。一番最後のg項に、「ロー

タリークラブが一回まりになって行動するだけで足

りるような事業よりも、広くすべてのロータリアン、個々

の力を動員するものの方がロータリー精神によりか

なっていると言える。ロータリークラブの行う社会

奉仕はロータリアンに奉仕の訓練を施すためにの

み考えられた、いわば研究室の実験と見るべきで

ある。」ここは、団体で活動しているように見えるけ

れども、それは一人一人に奉仕の訓練を施すため

の活動であるのだよと書いてあるのです。

だから、皆一緒になってやっているWe serveで

はなく、参加した各自がその経験を生かし、あくま

で個人として社会に尽くすことを基本にしているの

です。だから、We serveに 見られがちであるが、

個人でサービスするための訓練であることを認識し、

各自が学び達成感・感動を受けて、あくまで個人

として、人の為に尽くすことを回一タリーは目指して

いるのです。

このような質問がありましたので、ここに書いた

のですが、次の社会奉仕委員長会議では、40分

ほど時間をいただきますので、次はもう少し系統

的に、実例を入れて話したいと思います。欠席し

ないで参加されますことを願っています。

●畑田職業奉仕副委員長

今日は「出前授業のすすめ」という題でお話をさ

せていただきます。この地区では、出前授業を10

年間のプロジェクトとして始めて今、5年 目ですが、

出前授業をこういう長い期間のプロジェクトにした

理由は、いろいろあるでしょうけれども、一つはこの

出前授業のような教育支援が、今、日本の学校

教育で非常に必要になっているということであります。

それから、こういう教育支援を回―タリーで始めた

その根底には、国一タリーの奉仕活動にはいろいろ

ありますけれども、最後に残るものの重要な一つは

文化的な奉仕活動ではないかという考えがあると

思います。その文化を支える根底は教育ですから、

そういうことで教育支援としての出前授業が選ば

れたと考えることもできようかと思います。

私自身は1975年ごろから小学校、中学校、高

等学校、それに大学、これは出前ではなくて本職

でありますが、それと生涯教育、こちらは80数歳の

年輩の方もおられるところでお話をさせていただい

ております。そういう経験も踏まえて、きょうは出前

授業を皆さんにやっていただきたいとお願いしてい

る学校は、今一体どういう状況にあるのか、なぜ出

前授業が必要なのかを、皆さんに知っておいてい

ただいた方がいいと思われるその他諸々のことも

含めて、お話をさせていただきます。

|.学校現場の状況
一

学校は悲鳴を上げている

●教育の個別化、多様化

最初に、私の感じております日本の学校の現状

ですが、これは、一言で言うと「学校は悲鳴を上げ

ている」というような状況に近い気がいたします。な

ぜそんなことになつてきたかという話ですが、日本

の国は戦争後の非常に混乱した状況からどんどん

と立ち直ってきて、集団駆け足教育といいますか、

全員が一斉に同じ方向に向かってどんどん進んで

きたわけです。そのおかげで日本はここまで来た

のです。ただ、そうやつて日本人が日本の発展の

ことだけを考えてやってきた時代から、今、日本は

世界のことを考えないといけない時代に入ってきま

した。それを象徴する言葉の一つがグローバル化

かもしれません。グローバル化というのは世界の基

準みたいなものがあって、それに合わせて仕事を

しなさいというわけではありません。ましてや、アメ

リカの通りにしなさというわけでもないのです。日本

がしっかりした個性を持つて、世界の中で、日本人

も含めて世界の人 が々幸せになれるような仕事を

していくのがグローバル化だと思います。そのため

には日本の国民すべてがしっかりした個性を持って、

個性豊かな日本の国をつくるしか方法がないわけ

です。そういう国民をつくる最初の段階が学校教

育です。「個性ある子供を育てよう」、これを言うの

は非常に簡単ですが、実行するのは大変難しいの

です。個性ある子供を育てようとすると、教育は個
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性化しなければならず、当然非常に多様なものと

なります。1人の先生が、クラスの子供の―人一人

に、それぞれの子供に合う教育をするというのは、

大変なことであります。これが、学校が大変になっ

ている一つの理由です。

●教育課程の大きな変化

それでは、どのようにして個性豊かな国民を育て、

国の個性を確立するかということです。それを目

指して新しく新設されたのが、総合的な学習です。

これは、子供がそれまでに学んできた知識をもと

にして、自分で問題を発見して、自分でその解決

方法を計画して、それを実行する、先生はそれを

支援するという授業です。これからの日本を引っ張っ

ていける若者を育てようとして、計画された授業で、

わが国にとって非常に大事なカリキュラムの変更

であったといえます。残念ながら、その高邁な理念

を国民がよく理解できなかった。あるいは、ときの

文部大臣や文部省が、国民にわかりやすく、繰り

返し説明する努力を怠ったのかもしれません。そ

の結果、総合的な学習の所為で、学力が落ちたと

いうような議論が出てきて、先生が一所懸命やっ

ておられるのに、なかなか効果上がらないという場

合もあるようです。

その次は情報技術の授業です。今日ここにお越

しになっておられる方は、どちらかというと年配の

方が多いのですが、それでもコンピューターを使わ

ずに仕事しておられる方は、まれだと思います。小

学校で少なくともコンピューターの使い方と情報科

学の根本的な精神だけは学ばせておく必要がある。

これも総合的な学習と同様に小学校の先生はそ

れまでやったことない授業ですから大変な努力が

いります。

それからもう一つ、英語の体験学習がこのごろど

この小学校でも行われております。これについては、

いろいろ議論もあるようですけれども、英語そのも

のに堪能になれというのではなくて、世界には日本

語の通用しない国がいっぱいあるということを小学

校のときに教えるのは大事なことです。英語はか

なり多くの国で一応は通用する言語ですから、こ

れを体験的に学ばせておくというのは、大事なこと

だと思います。でもこれも、小学校の先生にとって

はこれまでやったことのない大変な仕事になります。

●家庭や地域の教育力の低下

それから、先ほど職業倫理の話もありましたけれ

ど、狭い意味でも広い意味でも、道徳が問題にな

るような事件が多発しております。これを、学校教

育で道徳をきっちりと教えないからだとおっしゃる

方もありますが、以前はそんなことは、大部分、家

庭と地域社会がやったのです。最近、家庭と地域

社会の教育力が弱ってしまいまして、学校の先生

が簡単な躾けまで、教えねばならなくなってきた。

戸を足で閉めたらいかんとか、障子を後ろ手で閉

めるなとか、そんなことまで学校の先生が言わな

いと家で言ってくれない。学校の先生はますます

忙しくなる。

それから、保護者の方が学校にいろいろ興味を

お持ちいただくのは有難いことなのですが、それが

非常に視野の狭い興味の持ち方の保護者が割合

おられまして、極端なことをいえば自分の子供と

自分しか視野に入ってないというような方が先生

にいろいろと要求される。このあいだも私のロータリー

クラブの会員のお医者さんから聞いたのですが、

あるおばあさんがやって来て、「先生今日うちの孫

が学校で熱 出しまして、先生が迎えに来てくれと

いうのですわ。たまたま親がいなかったので私が行っ

たのですが、行くなり校長室に入って、怒鳴ったり

ましてん。何で校長送ってこんねん」という話です。

学校には生徒がたくさんいるわけですから、一人

の子供が熱出したときには、保護者に迎えに来て

いただくのが普通だと私は思います。こういう保護
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者への対応に、先生が大変苦労しておられます。

また、校庭の草引きとか、トイレの掃除とか、給食

やクラブ活動の世話など、先生のおやりにならね

ばならない本来の授業以外の仕事も増える一方

なのです。それにもかかわらず、政府は先生の定

員を減らすとか、給料を見直す(上げるという見直

しではなくて)と言っている。学校やめてほかの仕

事をしようかなと思うような先生の数が増えてくる

前にしかるべき対策を立てる必要があります。

‖.学校教育の支援

そのようなわけで、学校の外の人間が、自分に

できることで学校教育を支援するということの必要

な時期に来ていると私は思います。学外からの教

育支援にはいろんなことが考えられるわけですけ

ども、国一タリークラブの方 が々割合簡単にやって

いただけて、しかもクラブの予算は殆んど使わない

で、実行できる奉仕活動の一つとして、出前授業

があります。いろいろな分野の専門家が沢山居る国―

タリーにとって出前授業は極めて適切な奉仕活動

の一つだと私は思います。地区の職業奉仕員会で

もそういうことで、出前授業を10年のプロジェクト

に選ぶことになったのです。

●教育支援の種類

学校教育支援にはいろんなタイプがありまして。

出前授業はその一つです。あちこちの回一タリーク

ラブでやっておられる職場体験学習も教育支援の

―つです。これも以前は家庭や地域社会でできた

のです。家が商店であれば、子供は自宅で職場

体験ができる。普通の家でも庭の草むしり、風呂

の水くみ、かまどで飯を炊くなど職場や社会の実

生活を体験する機会は家の中に一杯あったのです。

この頃はこの様な仕事は子供がやらなくても、機

械がやってくれるようになってしまいました。私が

子供の頃はラジオの修繕なども自分でやりましたが、

今のラジオはなかなか難しくて子供では修理でき

ない。そんなことで職場体験学習いうのが始まっ

たのだと思います。これは沢山の回―タリー会員の

方がおやり頂いていると思います。

次にPTAによる教育支援を考えて見ます。PTA

というのは、保護者と先生が一緒になって教育の

事をいろいろ考えていきましょうということで、結成

されました。最近は、PTSAといいまして、Sという

のはステュウデンツのことですが、学生や生徒も一

緒になって教育のことを議論していこうという考え

もあります。PTAが、いまはやりの言葉で言えば教

育カフェのような雰囲気で教育のことを語りあえる

場になればよいなと私は思います。これがPTAの

重要な教育支援だと思うのです。PTAが保護者と

教師の対立の場になったりしてはいけません。

●出前授業の種類

さて、出前授業の話に入りますが、出前授業にも

幾つかあって、皆さんが今頭の中に描いておられ

るような、誰かが学校に出かけて行って行う出前

授業のほかに、幼稚園から大学の先生までが互い

に連携をとって、大学の先生が幼稚園に教えに行っ

たり、小学校の先生が大学で教えたり、あるいは

中学校の先生が小学校に行くというような、そうい

う出前授業もあるのです。私がアメリカにおりまし

た1970年代にはこれが盛んに行われておりました。

もう一つ、博物館・美術館などへ生徒の方が出

かけていくそういう出前授業もあります。今日は最

初にお話した標準の出前授業のお話、それも主と

して小学校への出前授業の話をさせていただきた

いと思います。

‖L小学校への出前授業
一

小学生に鋭い観察力、

豊かな感性、好奇心を育てよう

先ほど戸田パストガバナーから小学校のときに

たたきこんでおくのが一番よろしいというお話があ

りましたが、私も常 そ々う思っております。私自身の

ことを考えても小学校のときの印象というのは非

常に強いことが多いのです。小学生というのは鋭

い観察力と好奇心を持っている。感受性も非常に

高い。小学校に出前授業に行って、子供からいろ

いろな質問を受けますけれど、びっくりするような

質問がよく出ます。一つ例を挙げますと、皆さんよ

くご存知のゴムに関する質問です。「ゴムを引っ張っ

たら伸びて、手を離すと元の長さに縮む。このゴム

をそこらに放置しておくと、だんだんと、引っ張った
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ら伸びるけれども、手を離しても元の長さまで戻ら

なくなる。もっと時間が経つとネチャネチャになって

くる。もっと放っておくとネチャネチャになっていた

ものが、手にねばりつかなくなって、ボロボ回の砂

のようなものになる。先生あれは何でや」という質

問なのです。皆さん答えられますか。ここまでゴム

の一生を詳しく見ている方がここに何人おられる

か分りませんけれど、小学生の観察力というのはやっ

ぱりすごいなと思いました。

ところで問題は、この質問を小学校の先生に子

供がしたときに、小学校の先生が答えられるかと

いうことです。これはゴムという高分子の根本原理

にかかわるゴムの哲学の問題なのです。今の小学

校の先生には困ったことに自然科学専門の先生が

非常に少ない。私共のクラブのある豊中でも、一つ

の小学校に5人以上 自然科学専門の先生おられ

ることは滅多にないのです。それで、このゴムのよ

うな質問は先生が答えられないで、飛ばされてし

まう可能性が高い。そうするとどんなことになるか。

この間、私の羽曳野の家でノーベル化学賞の自川

先生が、子供に話をして下さったときに自川先生

が言っておられたことなのですが、白川先生が中

学校の先生に「雲は何故落ちてこないのか?」 と質

問されたところ、その先生は「それは雲をつかむよ

うな話だ」と冗談でまぎらわされたというのです。「質

問しようかどうかとかなり迷つたあげく勇気を出し

て質問したのに、こんな答え方をされたので、物理

が嫌になり、化学を選んだ」と白川先生は言つてお

られました。先生の不用意な一言が子供に好奇心

を失わせてしまったということです。先生にとっては

大変答えにくい難しい質問だったのでしょうが、こ

こで先生が、「それは非常に難しい質問で先生も

よく分からないので一緒に調べてみようか」と言わ

れたら、自川先生は物理に進まれたかも知れません。

そういう場合に、先生を非難しても仕方がないの

で、こういうところを回一タリーの専門家が出前授

業で補えればよいということです。ロータリーには、

雲の専門家もおれば、ゴムの専門家もおると思い

ます。年に一度か三度何かの専門の方が学校に行っ

ていただいて、学校の先生が通常の授業で対応

できないような問題を解決していただくと有難いと

思います。自分にも分からないようなことを聞かれ

た時は、はっきり分からないと言って下さい。わから

ないことをごまかしますと、子供は敏感に感じ取り

ます。ロータリーの方は、親睦のネットワークをお持

ちですから、家に帰ってから電話で知り合いの専

門家に聞いて答えを得ることも出来ます。広い分

野にわたってそういうことやっていただけるのがロー

タリーの方の出前授業の強みの一つです。

●小学生に難しい話は無駄にはならない

出前授業をやつて頂けませんかとお願いしますと、

自分のやっていることは難しいので子供なんかに

は到底分かってもらえませんと言われる方がありま

す。阪大の元総長の金森先生は、自分の専門の

内容を子供に分かるようにしゃべれない人は自分

が分かってないからだ、とよく言われました。これ

はかなりきつい言葉ですが、その通りだと思います。

だけどそんなこと言ったら、だれも出前授業に行っ

てくれません。ただ、私がここで言いたいことは、

子供はどんな難しい分かりにくいことを聞かされても、

それを頭の中に入れて置いてくれる。そして、だん

だんと勉強を重ねていって記憶したことが分かる

ようになったときに、それを頭の中から引つ張り出

してきて、改めて理解してみようとする能力を持っ

ているということです。これは大事なことです。だか

ら、自分のやっていることが難しすぎて、子供に分

からないのではないかというような心配はしないで、

どんどんと出前授業をやっていただきたいと思いま

す。子供のときに聞いた大事な話は、しっかりと頭

の中に残っているのです。

私が小学生のときに聞いたことでいまも強い印

象とともに思い出すことができるお話を一つさせて

いただきます。私が小学校5年の8月 に戦争が終

わりました。その2ヶ月ほど前のことです。当時、海

軍体操と言って、海軍の兵隊さんがやる体操を子

供向けに作り直した体操があって、それを僕らは

朝から晩までやらされていたのです。それで大変

上手になったので、校長さんが周りの学校の先生

，
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方を招いて参観授業をやられました。梅雨の雨の

日で、体操ですから傘をさしては出来ませんので、

ずぶ濡れになってやりました。終わったときに、そ

の集まりの監督に来ていた陸軍の中尉さんが前に

立ちまして、先ず、「君たちは今日非常に上手に体

操やった。私は心強く思った」と言われました。そ

の中尉さんは、恐らく、この子供たちは勉強せんと

体操ばかりやっておったなと思ったのです。それで

こう続けました。「だけど、戦争はわしら兵隊がやる

から、君らは小学校の生徒だから、体操も大事だ

が勉強も一所懸命やってくれよ」と。しかもそのあ

との一言がすごかつたのです。「戦争が終わった後

の世界の平和のために勉強してくれ」と。この言葉

の哲学は、小学生の私には、はつきりとは分かりま

せんでした。ただ、私自身は海軍体操があまり好

きではなかったので、「兵隊さんがもっと体操せよ」

と言うかと思っていたら、勉強せよと言われた。こ

れが非常に嬉しかったのです。この「世界の平和

のために勉強する」というのは、職業奉仕の精神

の根本にも通じると思います。この兵隊さんは、終

戦の2ヶ月前のことですから、恐らくは日本の負け

ることは分かっていたと思います。それを何かの形

で子供に伝えたいと思われたのかもしれません。

だけど、この時に、この兵隊さんによつて私に注入

された「世界の平和のために勉強する」という哲学

のおかげで私は今こうして出前授業をやらせてい

ただけるのだと思います。子供には先端の技術と

か何とかいうことよりも、その根本にある原理・哲

学をドカンと伝えてやっていただきたいと思います。

子供はそれを、きちっと体のどこかへおさめている

ということです。

小学生の教育を通して社会の文化力を向上さ

せる それからもう一つ大事なことは、小学生に話

をするということは、社会に向かって話をするという

ことでもあるということです。小学生は、学校でい

ろいろなこと聞いて、家に帰って、「お母ちゃん今

日学校で、こんな面白いことあつたで。よそのおじ

いちゃんがやって来てこんな話したで」などと言う

わけです。そうするとその話はその母親や父親を

通して地域社会にも伝わっていくということになり

ます。あるいは、そうなるような社会をつくっておく

べきだということかもしれません。これもロータリー

の責任の一つでしょうか。

:V.教育の効果はいつ現れる?

●長期的影響

出前授業と直接関係があるかないかは別として、

教育の効果はいつ現れるのかということも慎重に

考えて置くべき重要な課題の一つです。教育効果

の現れ方は2つありまして、一つは長期的影響です。

「今の子供がこうなったのは教育が悪いからだ」と

いわれる方は、いつ、どこで行われた教育が悪かっ

たのかお考えになったことがおありでしょうか。そ

れは今の教育だけではないのです。今、子供を教

えている先生が教育を受けたのはずっと前のこと

です。その子供の親や保護者もずっと前の教育を

受けて育ってきたわけです。その効果が、今、子

供を通して現れているとも言えるわけです。学校

教育を受けて、学校を卒業して社会に出て、それ

から大抵の人は結婚をされて、子供ができて、と

いうふうに、一人の個人の受けた教育の効果は社

会に影響を与え続けます。学校教育を終えるまで

の期間は一応決まっていますが、学校を出てから

結婚するまでの年月は人によって違いますし、結

婚してから子供が生まれるまでの年月もまた様々

です。その間に住む場所も移動するわけです。し

たがって、教育の効果は、非常に広い時間・空間

の範囲にわたって影響を及ぼすことになります。こ

れは教育のことを考えるに当たって頭に入れてお

かなければならないことの一つです。

●短期的影響

次に、短期的影響ですが、これは小学生6年で

の教育は1年経てば中学校に影響を与えるし、10

年経てば、社会に強く影響を与えるようになるとい

う話です。この様な効果については、畑田家住宅

活用保存会のホームページに文科省の小谷利恵

さんが書いておられます。いずれにしても、教育の

ことを考えるのに、今の子供がおかしいからといって、

今の教育のやり方だけを早急にいじくりまわすと、
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教育現場が混乱するだけで、問題の解決にならな

い場合があるということです。昔の教育がよかった、

と言っている人の受けた教育の所為で、今の子供

がおかしくなっているということもあり得るのです。

V.総合的な学習はなぜ導入されたか

ここでもう一度総合的な学習のお話をさせてい

ただきたいと思います。この授業は先ほど言いまし

たように、子供が自分で問題を発見して、自分で

考え、自分で答えを出すという授業です。自主的

な問題解決能力を養わせるための授業で、日本

が個性的な国になるためにはどうしても必要な授

業なのです。この授業が成功するためには、もちろ

ん基礎的な勉強は欠かせません。総合的な学習

をやつてみて、初めて基礎的な勉強の必要性が

わかるということもあります。ここにおられる皆さん

方でも学校時代の授業がすべて面白くて仕方が

なかったという方はほんの少数だろうと思います。

大抵の方は、割合苦痛に思いながら授業を受けて

おられたのではないでしょうか。でも、大人になっ

てから、あの時あの先生があれだけ厳しく教えてく

ださったから今の自分があるのだということをお分

かりになった方は、沢山おられると思うのです。学

校時代には基礎的な科目の重要性がなかなか分

からないものなのです。そういうことに、生徒に気

付かせて、学習意欲を高めようというのも、この総

合的な学習のねらいの一つです。

日本の国は民主主義国家で、これを捨て去るわ

けにはいかないのです。そのときに大事なことは何

かと言えば、国民のすべてがきっちりと自分でもの

を考える能力を持っているということです。この民

主主義国家が成立するための条件が必ずしも満

たされていない。これを何とかしなければいけない

ということで、文科省が一生懸命考え出した教育

方法の一つが総合的な学習だと思います。今、格

差の問題がいろいろと議論されていますが、今、日

本の国で一番大きな、しかも大事な格差問題は何

かと言えば、私は1票の格差と違うのかなと思うの

です。lヶ月も2ヶ月も考え抜いて、投票した1票と、

殆んど考えることもなく適当に投じた1票とが全く

同じ価値で扱われています。だけど、一票の価値

を見分けて重みをつけるというようなことは不可能

です。解決する方法は格差を出来るだけ小さくす

ることしかない。そのために大事なのは教育です。

根本的には教育がしっかりしていなければ、民主

主義は成り立たないのです。大抵の人にとっては、

民主主義でなくて、国の方針は総理大臣が決めて

くれて、自分達はその通りにやる方が楽なのかもし

れません。でも、それではもう日本の国はやってい

けないのです。このことは総合的な学習と一緒に

頭の片隅に入れておいていただきたいと思います。

VL出前授業の目標

●好奇心旺盛な子供の「何故?」 に答える

ここでもう一度、出前授業の目標の話に戻ります。

―番大事なことは、先ほども言いましたように旺盛

な子供の好奇心を大事に育てるということです。

好奇心旺盛な子供はしばしば、あちこちで「何でや」

と思います。「何でや」と思ったときに子供は先ず

周りの人に聞きます、「お母ちゃん何でや」と。子供

が「お母ちゃん何でや」と聞いたときに、「お母ちゃ

んはそんな難しいことわからんわ。お父ちゃんに聞

いてみ」となることもある。お父ちゃんは帰りが遅く

て聞く機会がない。そこで、学校の先生におそるお

そる聞いてみたら、「いま忙しいから一寸待ってくれ」

と言われたきり、返事がない、というようなことが続

くと、子供はだんだんと好奇心を失つていきます。

そんなことになっては非常にまずい。国―タリーの

専門家が出かけて行つて、本領を発揮して欲しい

と思うわけです。学校の先生は、教科書に書いて

あることはきっちりと教えて下さいます。でも学校、

特に小学校では、教科書に書いてない質問が、いっ

ぱい出るのです。何故、小学校のことばかり言うか

いうと、中学校は専門教師制で専門家の先生が

沢山おられるからです、

●子供が「何故?」 の答えを自分で考える習慣を

つける手助けをする

次に大事なことは、子供は、いつまでも、「何でや」

思つたときはすぐ人に教えてもらえるというのでは、

総合的な学習の精神に反するということです。こ
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れではいつまで経っても考える力は身につきません。

でも、考えるというのは、自分の頭で考えるのだから、

自分でやってくれ、ではいつまでたっても子供は考

える力を獲得出来ないのです。典型的な考えるパター

ンというか、考え方を、ある程度は教えてもらわない

と、考えられるようにはならない。子供は周囲の一

寸した支援があれば考える力を獲得する能力は持っ

ているのです。たとえば、生まれたときには、言葉が

しゃべれません。それがどうして言葉が話せるように

なるのかということです。何年か前の話ですが、うち

の孫が、大人同士の会話の中で非常にうまく、適切

なところで、「ばれたか」を言ったのです。「ばれたか」

などというのは、かなり難しい言葉です。小さな子供

が辞書を引いて調べるわけにはいきませんので、最

初は誰かが「ばれたか」と言うのを聞いて、これは何

だろうと思いながら覚えておいて、どっかで「ばれ,たか」

と言つてみるわけです。その時、大人が手たたいて

喜んでくれたら、正しく使えたなと判断する。大人

が変な顔をすれば、また次の機会を待つ。小さな子

供はこんな風にして、言葉を覚え、それを使う能力

を身につけ、考える力や判断力を養っていくわけです。

子供は、このようにして思考力、判断力、想像力を

身につけていく力を持っている。こういう力を大人に

なるまでずっと持ち続けられたら、すばらしい大人に

なるのですが、どっかで少しずつ消えていくのです。

それを消している一つの大きな要因が大学入試

であることは間違いないのです。とは言っても、大学

入試をやめるわけにはいかない。でも、入試の方法

をいろいろと工夫することは可能でしょう。子供の持っ

ているそういう力をもっと伸ばしてやる努力も必要

です。それどうやってやるかですが、私自身は、後

でお見せしますけれども、思考実験も含めていろい

ろな実験をしながら、子供にものを考えてもらう、あ

るいは、子供と一緒になって考えるという方法で努

力しております。

●自分の専門分野の根本原理、哲学を語る

それから、自分の専門分野の話をするときに、そ

の専門分野の根本的な原理、難しい言葉を使えば

哲学いうことになるのですが、それを話してやってい

ただきたいのです。私は専門が高分子化学です。

高分子化学というのはプラスチックとかゴムとか、繊

維とかそういうものの化学を研究する分野ですが、

その根本哲学は何か言えば、高分子とは、紐のよう

な非常に長い分子だということです。これが分かっ

ていれば、先ほどの小学生のゴムについての質問に

は簡単に答えられます。

小学生に、「プラスチック知っているか」と聞くと、皆、

知っている、と答えます。次に、「プラスチックとは何か」、

と聞くと、なんと答えると思われますか。「燃やしたら

ダイオキシンが出るもの」という答えが非常に多いの

です。これ間違いではないのです。確かに、そういう

プラスチックもあります。でも、すべてのプラスチック

が燃えたときにダイオキシンを出すわけではない。

子供の答えは、事実ではあるけども、真実ではない。

小学生には真実を教えてやっていただきたいのです。

皆さんが小学校に出向かれる場合には、真実を教

えてほしいのです。この場合の真実、根本原理は、

高分子は細くて大変長い紐のような分子だ、という

ことです。このことを教えておけば、さっきも申し上

げましたが、ゴムの一生に起こる変化は酸素や光の

影響で、ゴムの分子がブツブツ切れていった結果だ

として説明することができます。ただ、ゴムの一生の

最後で伸び縮みしない砂のようなものになる理由を

小学生に説明するのはかなり難しいのです。それで、

これは、君たちが高校生か大学生になった時によく

勉強したうえで、本を読んだり、先生に聞いたりして、

理解してくれるように頼みます。

●演示実験をしながら子供と一緒に考える

もう少し時間がありますので、私が小学校の出前

授業でやることの一部を実験を交えてお話します。

ゴムはなぜ伸びたり縮んだりするのかという話です。

これ、皆さんお考えになったことありますか。考えて

みたことあるという方、ちょっと手を挙げてみてくださ

い。ほとんどないですね。それで、私が今手に持っ

ているこれは何かと聞いたら、皆さんはプラスチック

だとお答えになるでしょう。引っ張っても、伸びも縮

みもしない。これを魔法瓶の中の熱湯に入れますと、

やわらかくなるのはともかくとして、このように、伸び
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縮みするようになります。つまり、プラスチックのある

ものは、温度を上げるとゴムになるのです。それで、

今日は充分な時間がないので実験はやりませんが、

ゴムで錘をぶら下げておいて、そのゴムに熱湯をか

けると、伸びるか縮むかということです。これどう思

われますか。伸びると思われる方が多いようですね。

これ、小学校で聞いても、伸びるという答え非常に

多いのです。ところが、実際は縮むのです。この二つ

の実験結果を見せて、ゴムが伸び縮みする理由が

分かるかと子供に聞いても、これは、分からないと答

えます。皆さんも多分お分かりにならないと思います。

それで次にこんな実験してもらうのです、頭の中

での思考実験です。細い糸を100～200m買ってきて、

そこへ20～40匹のカナブン、ブンブンの足1本を5m

程度離して瞬間接着剤で付けるのです。ブンブンを

全部つけたところで、糸つきのブンブンを部屋の中

へ放します。この場合、部屋の一方向から光が射し

ているようなことがあってはなりません。ブンブンが

光の方向に一斉に飛んでいく可能性があるからです。

さて、問題はブンブンが喜んで自分の好きな方向に

飛んで行つたときに、その足についている糸が絡み

合わなければ、どういう形になるかということです。

これを小学生に聞くと、先ほどの錘をつるしたゴムに

熱湯をかける実験の場合とは異なり、50%以上の

子供が正しい答え、すなわち、ピンと張るような規則

正しい形ではなく、ゴチャゴチャの形と答えます。ブ

ンブンが激しく飛び回ると直線にはならないで、ラン

ダムなゴチャゴチャの形になる。そのときにその糸の

両端を手で持って引っ張ると、ブンブンの力より人

間の力が強ければ、糸は伸びます。手を離すと、

またゴチャゴチャの形になる、すなわち縮む。ゴム

は先ほども言いましたように、細長い分子です。そ

の各部分がブンブンの足についた糸のように激しく

動くと、ゴチャゴチャの形になって縮むのです。室

温でゴムでないものでも温度を上げると、ゴムになっ

たでしょう。あれは、ゴムになる素質は持っている

けれども、室温ではあまり動いていない分子の温

度を上げると、分子の部分、部分が激しく動き出

してゴムの性質を示すようになったのです。錘をブ

ラ下げたゴムに熱湯かけたときは、皆さんも冬より

は夏の方がよく動くように、温度が上がることで室

温の時よりも、分子の各部分がもっと激しく動くよ

うになり、丁度ブンブンが激しく動けば動くほど糸

を引くのに強い力を必要とするように、ゴムの力も

強くなつたということです。おもりの目方は一定で

すから、ゴムの力が強くなれば、ゴムは縮むのです。

こういう思考実験を子供と一緒にやって、「ゎかっ

たか?」 と聞くと、40人のクラスですと、5、 6人は分

かったあるいは分かったような気がすると言います。

本当にわかったかどうかは別として、わかったよう

に思うのです。それから、少なくとも半分くらいの子

供は、なるほど考えるということは、しんどいけれど

も面白いなあ、と思ってくれるようです。そうなれば

しめたもので、そのうちにだんだん考えるようになっ

ていきます。なお、思考実験とはいえ、実験が終わっ

たら市販の「はがし液」でブンブンの足と糸をはが
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して置くことを忘れてはなりません。

こういう実験は学校の先生でも、材料さえあれば、

できることはできます。でも、その分野の哲学をわき

まえた専門家がやると、ひと味違います。どこか違う

のです。そこを子供達は敏感に感じ取ってくれるの

です。ここで、先ほどの温度を上げるとゴムになる材

料を使つて出来る別の実験をお見せします。まず、

この材料を熱湯に入れてゴムにしてから、伸びると

ころまで引つ張ります。引つ張ったままで、室温まで

冷やしますと、この様に最初よりずい分長い材料に

なります。これをピンセットではさんで、もう一度熱湯

に浸すと元の長さにかえります。これは形状記憶材

料でもあるのです。この実験はゴムの伸び縮みと、

直接は関係ありません。でも、この面白い化学手品

をここで見せておくと子供はゴムの伸び縮みのこと

もよく覚えておいてくれるのです。

VL「密度」から哲学・根本原理の教育を考える

次に密度を中学生に教えることを、根本原理の教

育という観点から少し考えてみたいと思います。

●密度の定義とその応用

密度とは皆さんよくご存知のように、物体の質量

を体積で割ったものです。これを中学校で教える

時には、まず密度の定義を教え、そのあと応用と

称して、「質量 1グラムのものの密度が8g/cm3で

あればその体積はいくらか」とか、「体積が5cm3の

物体の密度が1.4g/cm3であれば質量はいくらか」

というような計算をさせます。それ以上のことは、

今あまり教えないようです。

●密度という概念の必要性

でも、密度というのは本来何のためにあるのか、

はもっと大事なことです。100キ国もあるような材

木を池へほうり込んだら、ドボーンと大きな音を立

てて水しぶきが上がりますが、沈まない。ところが、

4.5グラムの10円硬貨をポンと池にほうり込むと、シャ

ポッと沈んでしまう。こういう現象は密度と深く関

係しています。こういうことを考えるうえで密度とい

う概念は不可欠なのです。

●密度の概念の根本原理

もう一つ面白いことをお話します。この水に浮いて

いる木ですが、これをのこぎりで切ると、切り屑とし

て木の粉が出来ます。この本の粉は水に沈むのを

ご存知でしょうか。木の本当の密度は大抵 1より大

きいのです。だから木を粉にすれば、水に沈みます。

大工さんは皆よく知っています。では何故材木は水

に浮くのか。これはそんなに難しいことではなく、材

木の顕微鏡写真を見せれば子供は納得してくれます。

もう1つ密度のことをお話しておきます。銅貨が水に

沈むのは銅の密度が水の密度より大きいからなの

ですが、このような物質による密度の差は何に起因

しているのかということです。一つは銅と水を構成す

る原子または分子一つ一つの質量の差で、重い原

子や分子で出来ている物質ほど密度が大きくなる

のです。あと一つは、分子の集まり方です。物体の

中で分子がギュウギュウに詰まっているほど密度は

大きくなります。構成分子は全く同じでも水蒸気は

気体で密度が小さく、水は液体で密度が1に近いの

は、水の方が分子と分子との距離が近いためです。

したがって、密度の話の前に、分子の概念とその集

合の仕方のことを教えておかないと、根本原理の教

育は出来ないのです。国によっては、中学校の理科

の教科書で分子と気態・液態。国態の章の中で密

度のことを教えるようにカリキュラムが組まれています。

今の日本ではそうなっていないのです。根本原理を

重んじるか、小手先の技術のみにこだわるかの違い

でしょうか。本当の学力とは入試技術にたけること

でも、応用問題を解く能力でもなく、物事の根本原

理に深くかかわって、考える力だということを国民は

分かって欲しいと思います。こういうことを一寸子供

に教えてやると、いろいろ考え方が広がっていくので

す。子供に教えるのによい材料です。

日本の古い伝統的住宅には、音の道具や工夫で、

自然科学の根本にかかわるものがいろいろと残って

おります。たとえば、これはうちの家に残っている薬

用の竿秤です。この皿に目方をはかる物を乗せ、こ

の分銅の位置をかえてバランスをとることによって、

日方を、正確にいえば質量をはかることができます。

竿を吊り下げる位置を変えて皿に近いところにすると、

もっと重いものまではかれます。この竿秤を一度でも
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使っておれば、物理で「てこの原理」が出てきた時に

は、その根本が簡単に理解できる筈です。これが重

量秤ではなくて天秤で、質量をはかっているのだと

いうことも含めて理解できます。普通の天秤はこの

竿の長さが同じで、左右の皿に、質量の分かった分

銅と質量をはかりたい物体をのせて分銅と比べるの

ですが、さお秤の場合は分銅はいつも同じで支点と

分胴の位置を変えて、てこの原理によって質量をは

かるわけです。このように、古いものをちょっと持って

行くだけで、小学校では実にいろいろな話ができます。

Ⅵll.学校教育法小学校の章

最後にもう一つ、小学校に行かれるときに、頭に

入れておいていただきたい法律があります。学校

教育法の小学校の章です。その18条に、小学校

における教育の目標について、1項から8項まで8

つのことが書いてあります。第1項には「学校内外

の社会生活の経験に基づき、人間相互の関係に

ついて、正しい理解と共同、自主及び自律の精神

を養うこと」と書いてあります。したい放題してはい

けないときっちり書いてあります。それから、第2項

には「郷土及び国家の現状と伝統について、正し

い理解に導き、進んで国際協調の精神を養うこと」

と書いてある。ロータリー精神を言いかえたような

ことが書いてあるのです。

小学校へ行きますと、お世辞かもしれませんが、

「私もよく勉強して大きくなったらおじいちゃんみた

いにロータリアンになって、社会のために尽そうと

思う」などと言ってくれることがあります。小学校で

の出前授業は、非常に長期的な会員増強なのです。

小学校で回―タリークラブの宣伝をするよりも、将

来ロータリークラブの会員になってくれるような子

供を育てるというのは大事なことです。そういう観

点からも出前授業は必要です。

ところで、この「郷土及び国家の現状と伝統につ

いて正しい理解に導き、進んで国際協調の精神を

養う」という目標が達成されておれば、愛国心、愛

国心と騒ぐ必要もないような気がします。しかも、日

本のことが良く分かつたうえで、世界の国の人たち

と一緒になって、仲良く仕事が出来るような心を養

えと書いてあるわけです。でも、これは日本の小学

校ではかなり難しいことです。アメリカの小学校など

ですと、場所にもよりますが、クラスの生徒の半数

近くが、アメリカ人でないこともある。こんなところで

は国際協調の精神を養わせるのは比較的容易なよ

うに思えます。学校生活の大部分が国際協調です。

それでも、私の子供達がアメリカの小学校に1年い

たときのことで、今から30年以上前のことですが、

年に4、 5回異文化を勉強しましょうという授業があっ

て、うちの子供は折り紙をみんなに教えたり、日本

の菓子をつくったりしていたわけです。その模様が

大抵は翌日の朝の新聞に写真入で報道される。ア

メリカの小学校でもこれほど努力しているのですから、

日本の小学校ではもっと努力しなければと思います。

第3項は、「衣、食、住、産業等について、基礎

的な理解と技能を養わせる」ということです。こうい

うことが小学校の章にきっちりと書いてあるのです。

そのあとは、国語、算数、理科、社会、保健・体育、

音楽、図工などの授業を一所懸命勉強しなさいと

いう意味のことが8項から8項までに書かれています。

ここで、衣、食、住、産業というのは非常に大事な

ことです。衣、食、住、産業という人間の日常生活

の根本にかかわることを通して教育して欲しいとい

うことで、これが書いてあると思います。

IX.衣育、食育、住育を考えよう

この間テレビを見ておりましたら、あるお母さんが、

うちの子供は朝、昼、晩、スーパーで買った菓子パ

ンとジュースとゼリーを食べさせています。すごく喜

んで食べますので、と平然と言われたのです。―

遍や二遍ならともかく、そんなものを毎日食べさせ

続けたら、精神・神経状態までがおかしくなるので

はないかと思います。

アメリカ合衆国上院栄養問題特別委員会が人間

はどのような食事をするべきかを徹底的に調べて、

食育の重要性に気づいたのは有名な話です。この

結果が犯罪者を立ち直らせるのにも活用されている

という話も聞きます。食育は健全な心身の発育に大

変重要であるということで、そのことが、先にもお話

したように、学校教育法にも記載されているのです。
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次に、「住」の問題ですが、私は今、大阪府の登

録有形文化財所有者の会の会長をやっておりまし

て、住育の重要性を提唱しております。私共の言

う住育というのは、快適な生活をするためにはどん

な家を建てたらよいかとか、子供が使いやすい勉

強部屋はどんなふうにつくるのがよいか、というよ

うなことではなくて、もっと根本的に、日本の伝統

的住宅は潜在的な教育能力すなわち住育の力を

持っているということなのです。時間がないので、

今 日は詳しい話はいたしませんが、子供たちが伝

統的な木造住宅で生活する機会が大変少なくなっ

たことが、先生方が一所懸命努力しておられるに

もかかわらず、日本の教育が大変やりにくくなって

きた一つの原因ではないかとさえ思うのです。木

の家の教室があったらよいな、とも思います。木の

ぬくもり、温かさ、力強さ、したたかさをもっと大事

にしたいと思います。本来、家は木であろうが石で

あろうが鉄筋コンクリートであろうが、その家をつくり、

そこに住んできた人達の歴史を担っているのです。

今、そこに住んでいる人たちは昔の人たちの歴史

を体験しつつ、自分達の新しい文化をつけ加えて、

家を後世に継承していくのです。家は文化・伝統

を継承する文化財であって、単に雨露をしのぐ箱

ではありません。ましてや消耗品ではありません。

何百年も生き続けるべきものなのです。こういうこ

とも出前授業で子供に伝えていただければ有難

いと思います。

日本の古い家は屋根の葺き替えの方法、古材

の利用から火消しつばにいたるまでいろいろな点で、

勿体ないの心を宿しています。もったいないという

考え方は日本固有のものといわれますが、最近、

アフリカのケニアの環境副大臣のワンガーリー・マー

タイさんが、この勿体ないの心を日本独特の精神

として世界中に知らせて、本まで書いて下さいまし

た。田中耕一さんが勿体ないの精神を発揮して実

験を行い、その結果がノーベル賞につながったとい

うのも有名な話です。こういうことも含めて、この「勿

体ないの心」も「住育」とともに小学校の出前授業

の題材の一つとしていいのかなという気がします。

X.おわりに

最初にも申し上げました通り、出前授業は回一タ

リークラブにとって、非常に簡単に始められて、や

りやすい奉仕活動の一つです。ただ、始める前に

学校とよく相談していただいて、できるだけ教育委

員会を通して実行して頂きたいと思います。

それから出前授業をおやりいただいたら、できる

だけその内容あるいは成果をクラブのホームペー

ジで発信していただけるとありがたいのです。他の

クラブの参考になります。私共の豊中国―タリーク

ラブでは、出前授業の主題、講師名とその内容を

すべてホームページに公開しておりますので参考

にしていただければ幸いです。

将来のささやかな夢としてロータリークラブが中

心になって、出前授業をやれそうな組織・団体のネッ

トワークをつくることができればよいなと思っており

ます。出前授業が、できそうな組織はいろいろあり

ますが、その一つは教師の集団です。特に総合大

学は非常に多くの深い専門家をかかえておられます。

しかし、専門分野の広がりでいいますと、大学より

もロータリークラブの方が広いかもしれません。こ

の二つが連携するだけでも、出前授業というより

学校教育支援のための素晴しいボランティア集団

ができると思うのです。

以上、多少急ぎましたが、私の話を終わらせて

いただきます。少し時間が残っております、皆さん

からご意見、ご質問をいただければ有難いと思い

ます。どうもありがとうございました。

●村木職業奉仕委員長

どうも先生ありがとうございました。

出前授業の推進ですが、7月 から動いていただ

いたのでは、間に合わないことがあります。すぐに

でも動いていただきたいと思っております。それで

今先生からお話ありましたように、どんな質問でも

結構でございますので、いろいろなお話がありまし

たので、ご質問していただけたらと思いますが。

●畑田職業奉仕副委員長

理想的には、2月 ごろに計画をつくっていただいて、

それを教育委員会に提示していただきますと、4
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月の中ごろぐらいまでに教育委員会が学校の意

向をふまえて計画をつくってくれます。それができ

た後で、学校と講師が直接コンタクトされるのが一

番理想的だと思います。学校の年度とロータリー

年度とが若干ずれておりますので、継続性を考慮

した計画をお願いします。

●高槻 (浜田厚男)

さつきのゴムの話をもう一度詳しくお話いただけ

ませんか。ゴムは何故ネチャネチャになるのですか。

●畑田職業奉仕副委員長

この質問にほぼ完全にお答えするには、もう一つ

ゴム分子の架橋 (橋かけ)の話をせねばなりません。

先ほど形状記憶ポリマーの話をしましたが、皆さん

が形状記憶ポリマーを、昔よく使っておられたのは、

さお竹の被覆です。竹そのままでは、使っているう

ちに、表面が汚なくなるので、少し太目の形状記

憶ポリマーのチューブをかぶせておいて、湯をかけ

るときゅっと縮んで表面がポリマー膜で覆われたさ

お竹になる。それから、最近どこでも使っているのは、

電線の被覆です。昔は絶縁テープというのがあって、

それを電線が裸になった部分に巻いたのです。こ

れはだんだんとネチャネチャになつてきて、ほこりが

ついて汚くなる。今は電気工事を見ておられたら分

かりますが、電線が裸になったところに少し太目の

ポリエチレンチューブを入れまして、それをヒーター

で温めるときゅっと縮まって絶縁膜になります。これ

も形状記憶ポリマーです。どちらも、室温で作った

高分子の細いチューブの分子間に化学的に橋架

けをする、すなわち、化学結合の橋を作って、その

形を記憶させたうえで、高温にしてやわらかくして

から高圧ガスで膨らませ、そのまま冷却したものです。

このとき材料の高分子は伸びたまま冷やされて動

かなくなったので、チューブは膨らんだままなのです。

それを再び高温にしてやると分子の各部分が動き

やすくなって縮み、元の細い形にもどるのです。

この話を頭に入れていただいたうえで、ゴムのネチャ

ネチャの話に戻りたいと思います。ネチャネチャの

次に砂のようになる理由もお話します。これはかな

り複雑な話です。先程、ゴムがネチャネチャになる

のはゴムの分子鎖が切れて短くなり、折角の橋架

けの効果が無くなってくるからだと言いました。分

子鎖の切れたところは、切断直後は非常に反応性

の高い状態で、酸素などの働きで安定な構造に変

わつていくのですが、場合によっては切断直後の活

性部位が原因となって、新しい橋架け結合の出来

ることがあります。ゴムの劣化の初期段階では分子

鎖の切断の効果が優先するのですが、ゴム本来の

分子鎖がどんどん切断されて短くなってくると、こ

の再架橋の効果の方が大きくなって、最終的には

橋架け密度の高い金網のような構造を持ったもの

が出来上がります。このような分子は、ゴムとは違っ

てその部分、部分が非常に動きにくく、砂のように

硬いものになるのです。

ただ、これを小学生に完全に理解してもらうこと

は不可能なので、小学生に話すことは滅多にあり

ません。小学校では「君たちには難しすぎるので、

これからよく勉強して、大学あるいは大学院に入っ

た時に、思い出して考えてくれるように」と言ってお

ります。そうしますと、感想文に、「おじいちゃん、私

―所懸命勉強して大学に行くから、そのときまで

大学で待っててね」などと書いてある。これも、小

学校への出前授業の楽しみの一つです。

●戸田パスト・ガバナー

職業奉仕というのは、日一タリーの基本でござい

ますから、次年度どうぞよろしくお願いいたします。

本 日は畑田先生の大変珍しく、またああいう話を

小学校でされ、驚きと関心を持つて皆さんは聞くと

思います。

私もインターアクトクラブで言舌をしたことがありますが。

そのときの話は、元京都大学の総長をされた平澤

興先生がガバナーをされた時に私たちに話された

ことでありまして、「ベートーベンの声が聞こえた」と

いう話でありました。それを聞いた会員みんなが感

動したことを思い出します。感動することで自分の

心が前向きになつて、やろうという気持ちになる。

次の職業奉仕委員長会議でそういう話もまじえて

いきたいと思います。 皆さまどうもありがとうござい

ました。
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そして、カーターさんという人が誘われて、そういう

クラブのあり方を聞いた上で、それならば当時の

シカゴの町にいっぱいありました社交クラブと何ら

変わらないと、そして何か会員、相互の利益であ

るとか親睦であるとか仲間うちのことだけでは、

この組織は発展しませんよという発想をしたわけ

です。何か公の、世の中のために尽くすようなことが、

そういう活動があれば、そういう考え方があれば、

入会してもよろしいよと。今の大阪でも、そういう

反論をする勧誘された人がいるかもしれないですね。

日一タリークラブって何か余裕のある人が1週間に

1回 集まって御飯を食べて、お互いに便宜を図り、

いろんな意味で親睦を図っていると。それじゃあ、

余り興味ないよという人がいてもおかしくない、

同じようなことをいうカーターさんという人があらわ

れまして、それもそうだと、ポール・ハリスは素直に

それを認めまして、そして、3番 目の柱、ロータリー

クラブの、当時、綱領といっていたかどうか知りま

せんけれども、目的の一つに、シカゴの福祉に

貢献をするという3番 目の目的をつくり上げたわけ

でございます。

そして、最初にとりあげたプロジェクトが、これも

皆さん御存じの公衆トイレを、当時シカゴの町にそ

んなものはなかったのですね。公衆トイレをつくれ

ばみんなが助かるだろうというふうな発想でもって、

結果的にはシカゴの町、歩道の下に、二つの公衆

トイレを設けたという話は、もう皆さんが御存じの

話でございます。

写真なんかで皆さん御存じですが、あれは歩道

の上に、工事の何か小屋みたいなもの建っており

ますが、あれは実はトイレじゃなくて地下へ下りる

入り口なんですね、あの写真は。歩道の下に、そう

いう空間を設けて、公衆トイレをシカゴの町でつくっ

たという話は、皆さん御存じだろうと思います。

そういう社会奉仕的なシカゴ市の福祉に貢献す

●神崎パスト・ガバナー

次年度の委員長の皆さんにお集まりをいただき

まして、きょうの協議会で、勉強なさったことを材

料にされ、7月 1日 から始まります次年度の社会奉

仕の活動計画をじっくりおつくりをいただくという役

割が、きょうの協議会にはあります。

100年 前のシカゴの回一タリークラブが設立された

時点から、活動委員会として最も歴史が古いのが、

実は社会奉仕委員会だと思います。

御存じのように4人が、ふつうのごくありふれた社

交クラブとして、まずロータリークラブを1905年にポー

ル・ハリスさんの発想で始められたということ、それ

らのことについては皆さんもよく御存じのことでご

ざいますが、発足早々に、一生懸命、会員増強、

会員集めをしなきゃいかんということで、活動して

いた中で、ドナルド・カーターという人がロータリーク

ラブに入るように誘われまして、入ってもいいです

よという言舌になりました。

話を聞くと、ふつうのシカゴには何百とあったよう

でございますが、ふつうのいわゆる社交クラブ、会

員の親睦を図る社交クラブであると。その上に、し

ばらくすると、お互いに商売の便宜を大変経済的

にも厳しい時代でございましたので、お互いに知り

合いを広めて、お互いに信頼できる関係でビジネ

スを相互にやっていけば好都合であると、親睦と

同時に、お金もうけの足しにもなるという考え方、

相互扶助といいますか、親睦と相互扶助という二

つの柱で回一タリークラブが始まったという話です。

パス諮灯≧神崎 茂 (大阪西)

次年度逓導
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るという趣旨で、身体障害者の福祉活動なんかに

一生懸命、この活動を展開をしていくということが

ございます。

この公衆トイレをつくったという話は、有名な話な

のですが、これはそう簡単にはいかなかったんで

すね。発足当時の回一タリークラブは、そんなに会

員がいるわけじゃありませんで、寄附が集まるわけ

がございません、お金も何もないと。そしてそのシ

カゴの町のいろんな団体に話しかけをいたしまして、

そういう人たちを糾合してそういう雰囲気を盛り上

げていったら、公衆トイレをみんなのためにつくろう

という運動を始めたわけです。

その場合に、いろんな地域社会のいろんな団体

に話をして、一緒に巻き込んでやっていったと。結

果的には、2万ドルかかっとるのですね。一つ1万ド

ルかかつたのです。今から100年前の2万ドルです

から、恐らくこれ、大金だろうと思いますね。それも

また障害が起こりまして、そう素直に、あぁ、そうだ、

そうだ、いい、いいということにはなったわけじゃご

ざいませんで、まず反対運動が起こったのですね。

どこから起こったかといったら百貨店組合が、ま

ず手を挙げて、そんなものは反対だというわけです。

それから、酒場組合も反対をいたしました。なぜな

らば、当時、シカゴの町でトイレの必要、生理的に

必要な場面では、まず女性は百貨店にかけ込む

のです。なにがしかの物を当然買うことにつながる

と思いますが、そして百貨店のトイレを借りると。

今でも多少そういうことあるだろうと思いますが。

男性はどっちに行くかというと、酒場へ行くのですね。

昼間から、朝から酒場があいているのかどうか、私

はその辺のことはわかりませんが、酒場へかけ込

むのです。ビールの1杯も飲んでトイレをお借りす

るというのが当時の習慣だったみたいでございます。

したがって、商売のチャンスが薄くなるということで、

二つの組合が大反対運動を起こしたということです。

これ、実際でき上がったの1906年から7年の話で

すけれども、実際には2年間かかって、ようやくでき

た。その2万ドルというのはシカゴ市が出したという

ことであります。

ロータリークラブは、最初からそういうどんどんお

金をそういうプロジェクトに出していくというような、

今日では、日本の回一タリークラブは、平均年齢も

高くなっているんで、体は使いたくない。お金ぐら

いは出してもいいよというようなことで、お金は出

すが、余り身体は動かさんというような場面もかな

りあるように思います。平均年齢が高いところは、

そういうことだろうと思うのです。

私は、去年86クラブ、皆さんのところ、全クラブ

回らせていただきまして、クラブの大小にかかわらず、

大変熱心に社会奉仕活動をおやりになっていると

いう事例を、これはもうクラブが大きいから立派な

ことやっているとか、クラブが小さいから、会員数

が少ないから大したことがやれないとか、そんなこ

とは一概には言えないです。各クラブの歴史、伝統、

リーダーの考え方、それらによって、大変すばらし

い社会奉仕活動をやっておられるという場面がた

くさんございます。

昨年、もう引退をされましたが小泉総理は、会社

もいろいろある、人生もいろいろだと言ってひんじゅ

くをかっておりましたが、私の体験からしまして、国一

タリークラブも本当に大中小、サイズはともかく、取

りまぜて、さまざまな立派な奉仕活動が存在する

ということを再認識させていただきました。

まず社会奉仕、これ社会奉仕っていうコミュニティー

サービスつていう言葉そのものが、じゃあ、その

カーターさんがそういうことを言い出して、でき上がっ

たときに、これ社会奉仕つていう言い方をしておっ

たんかどうかですが、実は、先ほどもCLPのところ

で話が出ておりましたが、1927年、これロータリー

財団が立ち上がった年でございますが、このときに

ベルギーのオステンドというところの大会がござい

まして、大体、今のように規定審議会があって、そ

こで決議をして物を決めるというふうなルールがま

だなかったころには、国際大会の席上での決議が、

今の決定事項になったと。このオステンド大会、

1927年のときに、四大奉仕という言葉ができ上がっ

たのですね。それまでは、それはどうしていたかといっ

たら、そんな言葉も何もないですから、社会奉仕と

192



いう言葉も使われな力つたわけです。当然、アーサー。

シェルドンの職業奉仕っていうことも、当然、シェル

ドン自身は、職業奉仕、ボケーショナル・サービス

なんていうことは、一言も言っておりません。27年

になって初めて四大奉仕で、クラブ奉仕、社会奉仕、

職業奉仕、国際奉仕という四大奉仕っていうこの

言い方が生まれまして、今日に及んでおるというこ

とであります。

じゃあ、それまではどうしていたかというんですが、

lnternal actMtyと いうような言葉を、これはクラ

ブ奉仕のような内部、回一タリアンの間でのいろん

なお互いの助け合いサービス、必要な仕事をお互

いに分担してやるという、lnternal activityと いう

ような言い方、内部での活動というような言い方。

それから、External acti∨ ltyというのは、クラブか

ら外に対する活動という言葉があったぐらいです。

lnternal acti∨ ityとExternal activityと いうような

言葉の中で、今のコミュニティサービス、社会奉仕

というのは、考え方も進められていったということで

ございます。CLPのお話がございますが、ある意味

で奉仕プロジェクト委員会というようなものでまと

めようというのは、そういう今の27年よりもっと前の、

もとの、最初のころの回―タリーの姿に、ある意味

で戻る考え方が出てきたんではないかというのは、

私の感想でございます。

これ、今の四大奉仕といいましても、もう今や、

コミュニティという言葉を、つい最近まではテリトリー

と言っております。大阪でも何区と何区が私の

テリトリーだという。これもう、テリトリーという言葉

が消滅いたしておりまして、我 大々阪市内のような

大きな区域の場合は回一カリティーというような

地域といいますか、そういう言葉に実は英語の

表現も変わっておりますのです。ですから大阪

市内全域どこからでも、この86クラブは会員を

募ることができる。市内どこかに住んでおられるか、

職場を持っておられれば、それが音でいうところの

テリトリーになるんだという考え方で、このコミュニティ

という言葉は、もともとは村とか町とか、せいぜい

小さな町シティーぐらいの区域のことをコミュニティ

という言葉で表現したと思うのですが、御存じのよ

うに国際奉仕の分野で、WCSっていうような考え

方がございます。ワールド・コミュニティ・サービス。

コミュニティっていうのは世界がコミュニティなんだ

というような言葉がどんどんしておりまして、どこか

らどこまでが、いわゆる社会奉仕で、どこからどこ

までがWCS、 国際奉仕なのか。あるいは青少年の

問題にしましても、いろいろ非常に混乱といいますか、

区別がなくなりつつある。

そして、いろんな奉仕プロジェクトが単年度単位、

RIの会長を初め地区のガバナー、クラブの会長、

幹事も、1年で任期が終わることになっておりますが、

最近、特に去年のステンハマーさんあたりからは、

プロジェクトは継続性が必要だっていうような、

きょうのCLPの話でも委員会は3年単位の委員会、

3年ぐらいの経験が必要だというような考え方で、

そこでリーダーシップを確立しようじゃないかという

考え方で、ロータリーも日々変化をしておるという

気がいたします。

今 日の手続要覧では、1923年 に始まりました

職業奉仕に関するステートメントが、一つの基本に

なっておると思います。それから、1923年の決議

23-34っていう有名な決議がございますが、これ

は単なる決議の一つなんですけど、これは一つの

大きなルールということになっております。

ぜひ、社会奉仕活動をお考えになる場合、当然、

立案される場合、手続要覧5ページほどの文章で

すけれども、一応 目を通していただくということが

必要だろうと思いますね。思いつきでおやりになる

のではなしに、こういう原理、原則がありますよとい

うことの上に立って、ひとつお考えをいただきたい

というふうに思います。

そのほか社会奉仕に関する文章もいろいろござ

います。それらのものも参考にしていただきまして、

これから皆さんの中から具体的な事例について、

ケースについて発表があると思います。大事なこと

は、他の団体と協力をして目的を果たすといいま

すか、去年のステンハマーRI会長がそういうことを

言い出しましたですが。国―タリークラブとして
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社会奉仕を考える場合、イニシアチブはクラブが

お持ちをいただきたい。どこかの市役所、区役所

のできなかったようなプロジェクトを下請のような

形で区役所からもらってくるというような考え方は、

日一タリーの社会奉仕の基本的な考え方ではない

んだと。人のやっていることに乗っかっていくという

ような、これ一番安直といいますか、やりやすいや

り方なのですが。極端なことを言えば、お金だけぱ

んと20万とか30万とかクラブから出して、そして

私どもはこんな社会奉仕をやりましたというような

考え方に、やっぱり問題があると思うのです。

先ほどのCLPでも出ましたクラブ会員全体のコ

ンセンサス、委員長と副委員長が勝手に決めると

いうんじゃなくて、複数のプロジェクトの中から、皆

さんで議論をして、できるだけ多くの回一タリアンが

参加をして、全員参加というのが理想ですけれども。

委員長さんの思いつきでばっと決めてしまうと、いっ

たん決めてしまったら、それはひとり歩きしてしま

いますから、そういうことではなしに、やはりもともと

ロータリーの活動の目的そのものが、やはりl deal

Of Ser∨ lceつていいますか、奉仕の理想っていうふ

うに翻訳されておりますが、サービスっていう理念、

考え方を実行に移す。

回―タリークラブは総称してサービスクラブという

言い方をされておりますが、皆様御存じのように、

クラブはいろんな種類のクラブがございます。その

中で回一タリーはサービスクラブという種類のクラ

ブの元祖的存在だと思いますが、サービスクラブと

しての回一タリーはそういうサービスの理念とともに、

それを実行する、実施することによって体験を得る

ことが、サービスの体験を得るということが非常に

尊重されなきゃならんのです。

私も大した奉仕活動をやった経験もございませ

んが、例えば御堂筋、掃除して歩くというような

ことをしましても、初めは寒い日であったりしますと、

おっくうなんです。本当、正直言つておっくうなので

すけど、日一タリーとして参加して、人の落としたご

みであるとか、御堂筋あたりは、ごみなんか割合な

いのですが、やっぱり目につく、多いのはたばこの

吸殻ですね。たばこの吸殻を拾って歩くと、私の

古い友達の回―タリアンは、私はもくひろいする

ためにロータリアンになったん違うぞといって文句

言っていましたが、そういうことも実際には、やった

ことない方は抵抗ありますよ。ごみ拾いなんて、

私も75年生きておりますが、そんなことをやった

経験ないわけですから。回―タリーで、みんなで

やるからできるのです。

やりますと、やっばりさわやかな体験ができますよ。

御堂筋の両側を1キ回ずつぐらいですが、全体とい

うわけにはいきませんから、それぐらいごと、二、三

時間かかって、もう目の前で、若者はアベックで石

の上へ座り込んでプカプカたばこ吸ってる、その下

には、たばこの吸い殻いつぱい落ちているわけです

よ。その目の前へいってたばこの吸殻を拾いますと、

いかにも皮肉なおじさんやなと、嫌みなおじさんや

なというような顔して見ていますけど、「ここへ捨て

ないでね。ごみ箱へ捨ててね。」と言うたら、「はい。」

といって割合素直に返事されて、何か文旬の一つ

も言われるかと思いました。そういうことも、つまら

ん話ですけれども体験として持ちますと、何時間

保つか知りませんが、たばこの吸殻が一つもなくなっ

てスカッとしました。

これは後 日談もあるのですが、東警察署で、

その活動の届けをしに行きましたら、道で店出した

りして営業活動すると、手数料っていうのですか、

3,000円 とられるんですけど、我 の々回一タリーが

やりまして、何と3,500円 とられましてね。奉仕活

動だといっても警察は回一タリーがよくわからない

ですね。3,500円 とられまして、これを新聞社に言

いましたら、大変な記事になりまして、毎日新聞が

夕刊で1面だぁんと、ロータリーがこういうことをやっ

たら東警察署は3,500円 手数料をとったといって

大きな記事になりました。後で、天下の警察も、

済みませんと。今後 は奉仕 活動 については、

この3,500円 は頂戴いたしませんって警察が言い

ました。要するに、そういう体験を通じて、我 社々会、

世のため人のためにつくす、ささやかな経験でござ

いますが、それはやはり、さわやかな気持ちを我々
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は体験することができます。

実際に何もしないでサービスの理念、l deal of

Service、 よくわかりましたといつてじつと座ってい

るんじゃなくて、回―タリーが活動するということは

そういう意味であります。

皆さんはもっとすばらしい立派な奉仕活動をやっ

ておられるということは、私はよく存じ上げておりま

すので、どうぞこれからの時間、その辺の、実際に

おやりになっている話を聞かせていただきたいと思

います。それらの話を参考にされ、各クラブで次年

度の社会奉仕プロジェクトをお考えいただきたいと

思います。

●畑田地区研修委員

研修委員会というのは、今年度初めて生まれた

委員会でございまして、国一タリー研究会というの

がございましたが、この二つを合体させて、それぞ

れ各クラブのお手伝いをし、あるいはロータリーそ

のものの活性化を図るための勉強会を開いていこ

うということで生まれたのではなかろうかと思うわ

けでございます。

私はどちらかと云いますと、文系で、理論の方は

弱いのです。それで過去30数年間、実践、前に立っ

ていつも先頭切って走るというふうにロータリー

活動をしてまいりました。

きょう、ここにお集まりの皆さん方は社会奉仕

委員会で、各クラブには四大奉仕がございます。

とりわけ私は社会奉仕が、クラブの活性化というこ

とでも、あるいは各クラブの名を上げるにも、社会

奉仕委員会の果たす役割は大きいと思っております。

国際奉仕 ,職業奉仕も大切でございますが、限ら

れた部分、限られたことしかできません。日一タリー

の基本はやはリコミュニティサービス、先ほど、テリ

トリー、コミュニティという二つの表現が出てまいり

ましたが、私たちの住む町、住む国をよくしようと

いうのがロータリーの本質であるとするならば、

その目的に向かって、その地域が何を求めている

のか、そして求めていることにどう応えるのかが我々

ロータリアンの使命ではないかと思っております。

私は、古い表現でありますが、「温故知新」という

言葉が大変好きでございます。故きを温ねて新し

きを知る。

それぞれの各クラブで、毎年会長が、社会奉仕

委員長が頭をお悩ませになるのは、「ことし何しよ

うか」、「いや、もうあれやったで」、「もう、あんなの

あかんで」とか、そういうふうな表現がよく聞かれる

わけでございます。私も過去長い間に、ほとんどの

委員会の委員長を経験いたしました。さらには、

皆の嫌がられる委員長を何度も受けました。「もう

受けるのおらんから、助けてえな。」と言われると、

「よっしゃ、ほな、おれやったろか。」というような

ことで、やってきたわけでありますが、社会奉仕

委員会は嫌がられる委員会ではありません。

むしろ、各クラブの花形委員会。委員長になれば、

もちろん理事でもございますし、クラブの中枢を
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いくわけでありますから、花道を行くのであります。

そのかわり、できが悪いと、後に悔いを残すことも

人一倍大きかろうかと思います。

何をやったらええんやろうと。どうですか、私は今、

「故きを温ねて」を申し上げましたけれども、5年前、

あ、まだ記憶にあるな。10年前、それぞれの委員

長さんは何をなさつたか。当然、皆さん委員長にな

られたら、せめて各クラブの20年は20年、30年は

30年の歴史をひもといて、社会奉仕委員会が何

をしてきたかということを、全部一遍調べてみてく

ださい。それだけのことをおやりになった委員長さん、

何人いらっしゃるのかなと私は考えたときに、余り

いらっしゃらないと思う。

私は、今 日ここでちょっとお話するだけで、昨日、

わずか半日でありましたけれども、8組、10クラブ

ございますが、その10クラブの5年間の社会奉仕、

全部読んでまいりました。いやあ、これ何んでやめ

たんやろう、ことしもおやりになったらいいのになと、

沢山ございました。先ほど、神崎パスト・ガバナー

からお話がありましたように、日一タリーは単年度

で終わるということがそのひとつでありましたし、あ

るいはサービスはl serviceであってWe ser∨iceで

はないと、いうふうなことでしたが、時代はどんどん

と変わっておりますし、社会のあるいは国の求める

ところ、ニーズも変わってきております。それに対

応していかなければどんどんと退化していくだろう

と思います。

先ほど、CLPについてもいろんなお話がございま

したが、私なりに申し上げますと、ちょっと前部分

が多くて、もう一つポイントが絞り切れなかったの

ではないか。簡単に言いますと、CLPなんて難しく

考える必要はないのであります。要するにクラブの

活性化を図るために、出るをおさえて入るを図ると

いいますか、会員の増強でありますとか、収入面の

方を考えていくということが一番の大切な要点で

ありまして、会員を増強するためにどうしたらいい

のか。あるいはクラブの簡素化のためには委員会

の編成をどのようにしたらいいのか、それを考えて

いかなければならないんではないか。

私たち研修委員会の委員は、それぞれのクラブ

のCLPだけじゃないのです。CLPは、一つのパーツ

にしかすぎないわけですが、それぞれ皆さん方が

思い悩み、どうしたらよかろうかという部分が、もし

あるとするならば、そのことを申し出ていただいて、

研修委員を派遣するなり、ガバナー補佐のアドバ

イスによって、それを補つていくことが私たちの

使命であろうかと心得ております。ただ、申し上げ

ましたように、なにぶん、まだ3月 にスタートした

研修委員会でございまして、恐らく、神崎ガバナー、

ほかのパスト・ガバナーも、どないしようかなという

のが本音のところではないかと思うわけで、私が

猫の首に鈴をつけるように、嫌な事をいろいろ言い

まして、それはそうやないで、ああやで、こうやでと

いう試行錯誤を重ねながら、皆様と一緒に悩み、

考え、進んでいきたいと思っております。

社会奉仕といいますと、今、大きな問題に取り

上げておりますのは、環境問題であります。環境と

いいましても、空気が、水が、あるいは緑がある。

きょうのこの資料の中にも淀川のクリーン作戦の

問題でありますとかが出ておりますが、大阪は

摂河泉といいいますが、和泉は別にいたしまして、

皆さん摂津と河内の人たちばかりでございます。

河内には大和川が流れておりますし、摂津には

琵琶湖から淀川が流れております。それからBY

運動といいまして、琵琶湖と淀川の環境をよくしよ

うというグループもございます。南の方では、

大和川を美しくしよう。真ん中には寝屋川、玉串川、

平野川、猫間川もございます。この川の浄化を

いかにして「いくか。

ここで水問題でありますが、水は、ふんだんに

日本にはおいしい水がございますが、世界どの国

でも、水は大変な問題であります。この水をよくす

るためには、どうしたらいいのか。まず山の緑を

保たなければいけない。そうしたら植林をしようや

ないか。いや、本を植えたら、後は間伐もしないかん、

草抜きもしてやらんといかん。そういうように、いろ

いろと社会奉仕をする部分では、数多くの問題が残っ

ております。
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問題がないとするならば、世の中は万々歳でご

ざいますが、皆様方、周囲をごらんになって、いい

ことと悪いこと、どっちが多いでしょう。何となく1青

けないような部分の方が多い。その情けないよう

な部分の改善をしていこうというのがロータリーの

果たす役日ではないかと思っておりますし、そのこ

とを世の人たちの先駆けになってやっていけばロー

タリーを認知していただけるだろう。

そのことが、皆さん方の活動が広報につながります。

新聞社、テレビ局を呼んできて、これ撮してんか、

これ書いてんかというのでなく、まずみずから、

皆さん方それぞれが努力して実践して、そのこと

に評価を得てPRされれば、そんなええ団体やった

らいれてもらおうかと、決してごちそう食べて、ある

いはお金を使ってのんびりお話を聞く、もちろん

社交団体としてスタートはしたが、今は奉仕団体

として立派なロータリーでございますので、そのこ

とが両立できるようなクラブ運営ができるように、

それはひとつに社会奉仕委員長を承られた皆さん

方の双肩にかかっているんではないかと思います。

私は、一研修委員でございますが、各クラブから

お呼びがございましたら、どこへでも参りまして

ご相談に乗ります、お手伝いもさせていただきます。

私は去年、各クラブをきょうのお話以上に回数を

周りましたし、あるいはそれぞれのクラブでご活動

になった活動には全部参加させていただきました。

まず、実践すること、行動すること、それがロータリ

アンの要諦ではないかということを申し上げます。

●江土地区社会奉仕委員長

本年度、地区社会奉仕委員の委員長を仰せつかっ

ておりますが、実は、次年度も地区社会奉仕委員

長を拝命いただきまして、これから皆様方と一緒

に手をとって、次年度1年間事業を進めて参りたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。

社会奉仕といいますと、ご経験もあるかと思いま

すが、社会奉仕にはまず社会奉仕活動、二つ目は

環境保全活動でございます。三つ目は交通問題、

交通安全活動。四つ目は社会奉仕関連活動の

四つに分けられると思います。そこで、まず社会

奉仕の活動といいますと、先ほども地区研修委員

の畑 田様の方からお話がございましたように、

国一タリークラブは、私の経験では70%ぐらいは

社会奉仕の仕事だと思っております。現実に私は

この1年間、そのように感じました。ということは、

あらゆる部門に首を突っ込まないといけないわけ

です。だから、広域奉仕活動とも言っているわけ

です。笑い話で失礼ですが、社会奉仕というより、

肉体労働委員会やないかと笑ってましたんですが、

あつちこつち飛び回らないといかんということでござ

います。

まず、社会奉仕活動でございます。これは、皆様

も御存じのように、ダメ・ゼッタイ運動の展開ですね。

麻薬、覚せい剤の乱用防止活動、青少年なんか

は最近減少しておりますが、いずれにしても多く

ございます。そこで、これは大阪府・薬務課の方で

取り扱っておられますので、私たち、大変、協力

させていただいております。

2番 目の血液の充実、運動ですね。これは日本

赤十字血液センターとロータリークラブ、これももう

広く協力させていただいています。特に血液につき

ましては、大変少ないのです。ラジオでも放送して

おりますが、非常に血液が不足しているのです。

これも危険な状態だということらしいので、日本

赤十字社の方から私に直接電話ありまして、何と

かしてほしいとおっしゃるんで、大学生とか各企業

にお電話いたしまして協力していただいているん

ですが、日一タリークラブといたしましても、皆さん

献血にご協力をいただきますようお願いいたします。

また、ダメ・ゼッタイ運動を大阪府が 10月 か

11月 に大キャンペーンをされるそうです。これに

私、先 日会議に出ていただきたいとのことで、

出席してまいりました。ぜひ協力してほしいとの

ことですので、またご案内申し上げますが、一大

キャンペーンに参加させていただこうと思って

おります。

次には、環境保全の問題でございます。環境

保全は、とにかく大変な地球全体、世界じゅうに

環境問題というのは、協力しなければいけないと
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いうことで、私たちもできるだけエコ生活について、

できるだけ倹約したり節約したり、例えばゴミ問題、

自動車の排気ガス、工場の排気ガス、これをグッ

と減らすことによって、大分違ってくるのではない

かと思っております。

私たちもこれから公害に関しては、できるだけ

企業、また企業だけではなく、個人としても取り

組むとで、国―タリークラブもクリーン作戦をやって

いきたいと思っております。

環境問題につきましては、地区の環境委員が

次年度も委員会の方で各担当を決定させていた

だいております。環境問題を担当していただく方の

方からいろいろとお話があるかと思います。環境

問題、大阪府ですばらしい環境を、いわゆる環境

の問題をクリアした企業を表彰しています。そこで

回―タリークラブは表彰されている企業をお呼びし

ています。11月 ごろには皆さんお集まりいただくと

思います。環境問題にどのようにして取り組んだか、

クリアしたか。お話に来ていただくということで、

11月 に予定しております。また詳しいことはご案内

したいと思います。

「おおさか環境賞」大賞クラブということなのです

が。うちの方が推薦するということもあるのです。

それから世界環境デー、6月 にございますが、

この運動への参画。それから「なにわエコ会議」

にも参画、環境保全セミナーの開催と、いろいろ

連絡が参っておりますので、また皆様にご報告

させていただこうと思っています。

次は交通問題でございます。これは1人 1人が

交通にお気をつけ、安全に取り組んでいただきた

いと思っております。

本年度の社会奉仕委員会ですが、来月の11日 、

春の全国交通安全週間です。このときは大阪城

公園のところに集まって、大阪府知事・市長、府警

本部、学校関係でしたらPTA、 それから回一タリー、

ライオンズ、各代表の皆様が集まります。皆さんも、

お集まりいただき、キャンペーンをおこないます。

これは30分ぐらいで終わるのですが、大阪府知事

の話がございまして、最後に必ず女優さんがキャン

ペーンのため来られ、最後にオープンカーに乗って

いただいて、その辺をパレードし、解散となります。

皆さんもそういつた行事を行い、交通事故防止を

お願いしたいと思います。

社会奉仕関連活動、皆様も御存じだと思いますが、

これは災害に対する義援金というのが今までござ

いました。災害の義援金。よくお願いいたしまして

お世話になっておりますが、ことしは能登の方の

地震がございまして、皆様にご案 内申し上げ、

大変ご協力いただき、この場をかりまして厚く御礼

申し上げます。

ここで申し上げたいことは、本年度から自殺防止

につきまして取り組んでおります。皆様、御存じだ

と思いますが、自殺防止、去年の7月 ぐらいに急遠、

飛び込んできた話です。大阪ビフレンダーズクラブ

大阪センターが自殺防止のセンターで、その理事

長が、RIの元理事の菅生パスト・ガバナー。理事に

戸田パストガバナーなのです。社会奉仕委員長、

ちょっと話しがあるのでとのこと、私に話が参りまし

て、すぐ取り組んで頂きたいとのこと、7月 も入って

すぐで、どうしていいのか。とりあえず義援金を

集めようと、そうしますと各クラブの方から、これは

人頭分担金でやるのか、浄財でやるのか、何で

やるのかという話が参りまして、私、もちろん分担

金なんてとんでもない。これは、自分の心の気持

ちです。100円でもいいのです、200円 でもいいの

です。少しだけ、いわゆる災害の見舞金のような

形でしていただいたら結構ですと言っておりました

のですが、卓話に来てほしいということで、2クラブ

ほど参りまして、いろいろとお話しさせて頂き、また

お電話でお話ししたこともあるのですが、最初は

後手ゞゝ でした。私にすれば大したことないと思っ

ていたのですが、不手際なことがあり申し訳なく思っ

ております。

やっと落ちつきまして、次年度は継続するのか、

しないのか、ということがございますが、私は継続

をしていただきたいと思っております。

これは継続でさせていただくように、次年度新谷

ガバナーには申し上げております。本当に、心、
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気持ちでいいのです。100円でもいいのです。そう

いう形で取り組んでいただければと思っております。

よろしくお願い申し上げます。

広域活動は、ユネスコの寺子屋の協力によるユ

ネスコ、寺子屋の運動の協力とか、書き損のはが

きの、1円 の募金なども取り組んでおります。社会

奉仕というのは、本当にいろんなところに活動と

取り組み、とにかく社会奉仕というのは、府庁ヘ

行ったり市役所行ったり、次はちょっと来てくれと

いわれ、日本赤十字社大阪支社へ行ったり、いろ

いろ飛び回っているのですが、本当に社会奉仕って、

何でこんなにあちこち走り回らなければと思うぐらい、

いろんなところに突っ込むのです。

社会奉仕というのは、回一タリークラブで本当に

重要な委員会であると私は思っております。これ

からは、皆様方と私と、楽しくいろいろ1年間やって

いきたいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。

それから社会奉仕の場合は、クラブそれぞれが

皆様独 自で自主的にいろいろ奉仕活動を行って

いただきたいと思います。

委員会としては、バックアップをいたします。

以上で社会奉仕の次年度事業計画を立ててお

りますが、急に何が入ってくるかわかりませんので、

それはまたそのときに取り組みさせていただこうと思っ

ております。

とにかく四つです。社会奉仕活動、二番 目には

環境保全活動、それから二つ目は交通安全活動、

四つめは社会奉仕関連活動と四つ、私は四つに

して分けておりますので、そのような形で進めて

まいりたいと思います。

●枚方 (新庄幸―)

枚方ロータリークラブの来年度、社会奉仕委員

長をさせていただきます新庄でございます。皆さん

のお手元に配られている資料は、本年度2006年

度の実績として直前のクラブの例会で配布しまし

た淀川河川敷のクリーンハイクの写真をプリント

アウトしたものです。クラブとの連絡の行き違いで、

ここへ来てテーマを確認したところ「しだれ桜の植樹」

という、おととし私どものクラブが行いました事業

がテーマになっておりましたので、資料とは違いま

すが「しだれ桜の植樹」のお話をさせていただきます。

この事業は、おととしのこの地区協議会がきつか

けとなっております。おととしの地区協議会の中で

ここにおられます神崎パスト・ガバナーがRI会長賞

にチャレンジすることを推奨され、昨年度の私の

クラブの会長が強く感化され、RI会 長賞への

チャレンジを会長方針の中心とされました。その

一環として会長になったときにはぜひ行いたいと

考えておられ、市民のためにそしてまた会員のき

ずなを深めるために、桜の植樹の提起をされました。

この考えを受け、担当の社会奉仕委員長を含め

協議をいたしました。

私も、そのとき幹事をさせていただいており

ましたので、担当委員長さんとお話をさせていた

だいている中で、この年が枚方回一タリークラブの

45年 目の年になっており、クラブとしては何の

事業も式典も行わないのですが、50周 年にみんな

で桜のもとで周年式典をしようじゃないかというこ

とで、「50周 年に向けた植樹」を基本コンセプトに、

またクラブとして45年の記念事業として桜の植樹

を考えました。

当初は、淀川の河川敷に桜の植樹を行いたいと

いう希望を持っており、淀川の河川敷でお花見が

できる環境をつくりたい、市民のためにそういう

環境をつくろうということで働きかけたのですが、

淀川工事事務所が頑として受け付けていただけま

せんでした。淀川河川敷堤防には計算上計画され

たもの以外、決して植えてはいけない、持ってきて

はいけないというお話でした。そしてまた、私たちに

「あなた方には植樹の実績もないじゃないですか」

という話もされました。それならば、まずは実績を

つくらなければいけないという考えが出てまいりま

した。

そこで、私たちは淀川への植樹という夢を胸にし

ながら、枚方市行政が行う植樹計画に協力してい

こうという考えを持ち、公園課及び土木課と協議

を繰り返してまいりました。その中では関西外大が
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移転をした跡の公園、第2京 阪国道への新道、

そして天野川が候補として挙がったのですが、

関西外大の公園はオープンが来年度のオープン

になっておりまして、当年度ではとても事業として

は完成をしないということで断念いたしました。

また第2京阪国道への新道につきましては整備が

おくれていることと、実際に植樹に至るかどうか

すらわからないということで断念いたしました。

天野川は他の団体が既に始めておられることから

クラブの事業として成り立たないということでこれ

も断念し、再度、枚方市と候補を打診しました。

そこで枚方には枚方八景というのがあるのですが、

その一つでもある万年寺山に大阪ガスとN丁丁から

枚方市に寄贈された土地があり、その土地に公園

が整備される計画があり、桜が植えられることが

計画されており、協議の結果、その桜を枚方

ロータリークラブが寄附し植樹することとなりました。

植樹式は会員参加のもと、1月 20日 に行われ、

その直後、例会で、記念プレートに載せる標語を

メンバー全員で考え53のアイデアの中から、「咲か

せよう奉仕の輪 桜と共に」という文字を刻むこと

に決めました。

クラブとしましては地区補助金の申請が長年

行われておらず、今後のためにも活用しようという

考えから、地区の補助金の申請も行いました。3月

4日 には御茶屋御殿展望広場としてオープニング

セレモニーが行われ、枚方ロータリークラブも

枚方市から感謝状をいただくことになりました。

枚方ロータリークラブの活動を広く広報していくと

いう目的もあり、この御茶屋御殿展望広場への

しだれ桜寄贈が朝 日新聞3月 2日 大阪東部版に

取り上げられ、京阪ケーブルテレビジョンという

地域のケーブルテレビにも取り上げられ、枚方の

防災放送でもあるFM枚方にも取り上げられました。

まさに今、植樹された桜は満開とは言えませんが、

愛らしい花を何輪かつけております。予定どおり

4年後の50周年には満開の桜の下で50周年が

奉仕の輪を広げながら花咲いていることと祈念

いたしております。

●大阪中央 (西日)

岩田年度の社会奉仕の委員会の委員長をさせ

ていただいております。

ことしのお正月に、震災孤児で里親事業を

やっております小島さんというご家族のおうちに

1月 13日 の土曜 日に伺つたのですが、12日 の

新聞に出たよということで、新聞記事を下さいまして、

それをコピーさせていただきました。もう一つの

記事は、この1月 17日 に関連しまして、小島勝人

君の妹さんの汀ちゃんという方が、学校の何かの

原稿を書いてほしいと言われて、投稿した原稿

らしいです。それをお母さんのお許しをちょうだい

しまして、我がクラブの例会で皆様方にお配りした

資料でございます。

この里親事業と申しますのは、震災が起こったの

は平成 7年の 1月 17日 でございますが、当時、

熊澤ガバナー年度かと思います。そのときに、

ガバナーの二大重点 目標の一つとして、阪神

大震災への長期的支援を掲げられました。

大阪中央ロータリークラブにおいても、フォーラム

を開催いたしまして、いろんな意見をいただいた中

から、里親クラブ事業について、地区の奉仕に

積極的に加わつていこうではないかということで、

声屋市に住む、当時8歳の小島勝人君の支援を

決定いたしました。

当クラブは、お兄ちゃんの小島勝人君なのですが、

妹さんの小島汀ちゃんの方は大手前日―タリー

クラブの方で支援いただいているかと存じます。

支援の内容ですが、当時、地区から100万 円と

いう資金をちょうだいいたしました。それから大阪

中央ロータリークラブが姉妹提携をしております

台北園山ロータリークラブというのがございまして、

そこから50万円、それで150万円ですね。それに

大阪中央ロータリークラブの資金を幾らか出して

おりますが、トータルで400万円前後になろうかと

存じます。

具体的な支援の内容ですが、里親ということで

毎年度の当クラブの社会奉仕委員長が中心に

なりまして、小島勝人君のご家庭に定期的に訪間
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したり連絡してあげたり、それから大阪中央ロータリー

クラブの家族が参加する行事には積極的にお越し

いただいたりと、本当に父親がわりになって、いろ

んな相談に乗ってあげるという里親事業でござい

ます。国一タリークラブの事業と申しますと、大体、

単年度 1日 か2日 で終わってしまうのが多いかと

思いますが、本当に気の遠くなるような述べ12年

にまたがる事業となってしまいました。小島勝人君

は現在大学の2年生になっておられます。それで

サークル活動は、現在 、国一タリーの精神が

入ったのかどうかわかりませんが、ボランティア

活動のサークルをされているようです。ことしの

10月 に小島勝人君が20歳になられますので、

それを記念いたしまして、我がクラブで積み立て

ておりました、定期預金として残しておりました

100万 円を贈呈する予定でございますが100万 円

プラス、どのようなものをやって終了しようかと

次年度の当クラブでの検討課題となっております。

通常短い期間で終わる社会奉仕の事業なので

すが、気の遠くなるような10何年という事業、よくまぁ

続いたなと思います。私 自身は、熊澤ガバナーの

ときにロータリーに入ったのですが、入ったときから

ずっと続いているなと、そういう気の遠くなる作業

でございました。

小島勝人君のお母さんも、すごくお元気になられ、

一生懸命働いておられますし、息子さんもアルバ

イトでも頑張っておられます。

これでロータリーの精神の一つでも生かされたの

ではないかと、ささやかながら喜んでおります。

なかなか表には出ない事業なのですが、地味な

事業として継続できたという事例でございます。

●大阪そねざき(宮 田日出美)

こちらに書いてありますとおりの盲導犬育成支援

です。初めは10周年という事業でやろうかというこ

とで、そのときの親睦ゴルフの委員長さんがゴルフ

の親睦と一緒にやらないかということで、10周年

事業として始めたのです。それはいいことやってい

うので、ことしで4年 目になるのですが続いており

ます。

ロータリーのクラブの人たちっていうのは、いいと

ころでプレーしたいっていうのがあれなのですが、

その分、育成事業の方にお金を入れてくださいっ

ていうことで、約3万 円ぐらいですかね。1万 円ぐら

いの寄附をお願いしまして、初めての年度は一応

80万 円。それから2年 目が50万 円。これ50名

参加ですね。それから、去年3回 目が65名参加で

50万 円ですか。1頭育てるに当たって、盲導犬と

いうのは300万かかるそうなのです。

だからまだ全然1頭にも満たない、1人にも当て

られないというぐあいになっているのですが、いろ

いろやっていくうちに、いろいろ見えたものがありま

した。日一タリークラブの広報活動になると思うよう

になったのです。

人が人を呼んでメンバーさんがゲストを呼んで

くれるということで、そのゲストが去年、おととしとで、

そねざきロータリークラブの会員になっております。

それとともに、これはうれしい誤算なのですが、

やめられた方、やむを得ずやめられた方、退会者

の方のなんかにもゴルフやられる方にはお声かけ

させていただいているのですが、それが2名 ほど、

これによつて帰ってきていただいています、だから、

そういう意味ではすごくいいかなと思っております。

若い世代のゴルフをする人たちなんかを呼び込む

ことにもあれしてまして、日一タリーに入っても30代

前半ですね、そういう方でもちょっとロータリー

クラブに興味があるっていうふうに思っていただく、

こんなことをしているのだということで、すごく興味
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を持っていただけるようになったことです。

次回5月 の29日 火曜 日なのですが、どれだけ

集まるかどうかわからないのですが、これはずっと

やつていきたいなと思っております。だから、先ほど

の大阪中央さんですか、そちらの方のすごく永い、

うちも頑張つてやっていけたらなと思っております。

●八尾 (小林茂禎 )

八尾ロータリークラブの事業といたしましては、

曽爾高原での自然の中の宿泊体験学習という

活動事例を発表させていただきます。

八尾市小、中学校教員が生活指導上の問題解決

に向けて研究推進を図ってこられました。この

激変する社会の中でさまざまな困難な事態を

抱える児童や生徒が学校や家庭を離れて宿泊し、

自然の中で共同生活を体験する、自己変革や

社会生活への適応を試みる場を提供するという

趣 旨で、具体的には学校になじみにくい児童・

生徒を中心に参加を促して、平成9年 8月 に第1回

自然の中で奈良曽爾村にある国立曽爾少年センター

で開催されました。その後、平成 13年度からは、

リーダー研修も開催しております。主催はこの

八尾市の小、中学校の指導研究協議会と共催と

いたしまして、八尾の校長会、そして八尾ロータリー

クラブでやつております。

八尾市教育委員会では、この取り組みにおける

成果としては2点あるのではないかと考えております。

第一に、ふだん余り接することのない自然の中で、

多くのことを学んで、その中から育つていく子供

たちの姿です。確かに自然が少なくなつたことも

ありますが、社会全体が人の触れ合いが少なく

なつて、自然と直接触れ合うさまざまな体験の

機会が乏しくなつていることから、取り組みの大き

な成果を上げております。野外炊飯、夜間のハイ

キング、スイカ割り大会、キャンドルファイヤー、

全員によるレクリエーション、川遊び、竹細工の

一輪挿しづくり、その残りの竹で竹トンボづくりを

しました。そして、天体望遠鏡のすばらしい景品も

いただいて、竹トンボ大会などを本当にさまざまな

体験が行われました。同じ御飯を食べ、また一緒

におふろに入り、一緒に寝るという共同生活を送る

ことで、協力することや思いやりの心など、教室や

家庭では味わえない体験をしたと思います。

ただ、友達をつくるのが苦手な子供たちなので、

最初は大変ぎこちなく、打ち解けるのに時間が

かかりましたが、多くの大人たちやほかの学校の

子供たちの支援で、人間関係ができると、ずっと

友達だつたかと思うぐらい笑顔を見せ、成長した

ことが見られました。そして、第2に成果としまして、

学校への登校を渋つていた子供たちが、この自然

の中で参加することで、少しでも登校できるように

なったという報告も来ております。

子供の作文を一つ紹介させていただきます。

小学校6年生です。

最初はこれに参加する気持ちはなかったが、

先生が強く勧めてくれたので参加しました。1日 、

2日 日と、みんなと一緒に楽しく遊んだりしていると、

初めて会った人とも仲よしになりました。一番印象

に残ったのは野外炊飯です。帰ってからは料理の

ときにお母さんのお手伝いをできるようになりました。

何か今までの経験したことのない気持ちで、本当

に楽しかつたです。今でもそのときの友達と文通

しています。今まで共同生活が苦手で学校への

興味もなかつた私ですが、これからは先生、仲間

に溶け込んで、残り少ない小学校生活を楽しもう

と思うようになりましたと。

そして、先生の方からも、すこし作文書いて

いただきまして、中学生の教員の先生からは、

「全体を通して感じたことは、教師が必死になれ

ば子供も必ず必死な表情を見せるということだ。

竹トンボづくりで見た表情、野外炊飯で見た表情は、

本当に生き生きしていたと思う。それは、すぐそば

で大人が見本となって必死になっているからでは

ないだろうか。大人が必死さを忘れてしまい、それ

を子供に望むのは酷なことだ。あの表情を忘れな

いようにしていきたい。」と、このように先生方も

評価されております。

大阪府教育委員会もこの取り組みが子供たちの

健全育成に成果があると認めています。団塊の
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世代の大量退職を控え、平成 14年から八尾市の

新任者研修会としての側面も持っているということ

があります。最後に八尾ロータリークラブ社会奉仕

委員会といたしまして、多くの人たちのご支援を

いただいて、本当に事業が継続して、これを行うと

なっております。私たちも、子供たちが別れるときに、

初め嫌々参加したものが、最後に本 当に手を

振っていい顔で帰ってこられたことを覚えています

ので、これを続けていきたいと思います。

●交野 (金光次郎 )

去る2月 10日 、IMで交野ゆうゆうセンターにて、

第3組、四条畷、門真、香里園、寝屋川、枚方、

寝屋川中央、守回、守ロイブニング、大東中央と

大東、合計 11回一タリークラブがご参加いただきま

して、岩田宙造ガバナー。ご来賓の皆様も多数

ご来場していただき、「水と環境保全」というテーマ

で、各ロータリークラブから、環境。水について発表

願い、滞りなく終了させていただきました。

生駒 山系のおいしい水、私も引っ越して、

何十年いただいておりますが、まずコーヒーが

一番うまかったと、今でも思っておりますが、この

おいしい水をどうすれば長く続けられるか、私自身

も事業も含めて水を汚染しないように、環境保全

のことを私なりに、また企業として少しでもお役に

立てるように取り組んでおります。

●江上地区社会奉仕委員長

地区の補助金の問題ですか。私も財国の方は

直接余り関係ないのですが、実は皆様の方から、

こういうことをやりたい、ああいうことを企画したい

というときには、地区の補助金としてご用意してい

るわけですね。これは地区補助金って、皆さん

御存じだと思います。

今のところ、2,000ド ル、2,000ド ルの予定でござ

います。2,000ドルといいますと大体今の評価で

いえば22、 3万ですか。そんなもんですね。その

ぐらいを補助しているわけです。

もう年度が迫ってきて、資金的に余りますと多少

なりとも少し出ても、それはもう大 目に見ている

みたいですが、私も審査委員の1人として出させて

いただいているんですが、できるだけ皆さん、地区

の補助金をご利用なされることをお勧めしたいと

思います。一応、審査がございます。全部書いて

いただくしおりがございますので、それを出して

いただいても、皆さん御存じだと思いますけど、

ただそれで、どんどん補助金をお使いいただき

たいと思っています。

皆様にここでお願いがあるんですが、最初に

申し上げたように8月 の4日 第1土曜日、第 1回の

地区委員長会議がございます。そのときに、どうし

ても話させてほしいと、財団の委員長がおつしやつ

ていますので、初めておいでになります。私は

よろしいでしょうということで、私、お願いいたし

ました。それから、そのときにまたどんどんご質問

していただいたら結構です。

地区補助金は申請を出して承認をとらないこと

には絶対おりてこないです。2ヵ 月に1回の審査

だったと思います。事前にそれがもらえるものだと

いう動きをしないで、できるだけ早く相談とか、

準備とか、余裕を持って動いてもらったらと思います。

●宮田地区社会奉仕副委員長

委員長が申しましたとおり、地区の社会奉仕

委員会としましては8月 の4日 に第 1回 目の委員長

全体会議、それと11月 に環境 問題に関する

研修会という勉強会を行います。そして第2回 目に

委員長全体会議、3度、全体の委員会を行います。

委員会としては、「ダメ・ゼッタイ」とか、献血とかを

行っております。

交通安全につきましては、各クラブでもされて

いると思います

ので 、時 間 が

あれ ば 参 加 し

ていただいたら

と思います。地

区の社会 奉仕

委 員会 は事業

を行いません。・
ぽ
「
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●井上パスト・ガバナー

まず私の方から10分程度、最近の青少年にかか

わる情報をちょっとお伝え申し上げまして、その後、

4人の委員長さん方からお1人 15分ずついろんな

インフォメーションをしていただき、これで大体 1時

間10分でございますので、あと20分をフ回アから

の発言あるいは御質問等に当てたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

国際ロータリーのプログラムは今、一般プログラ

ムとしてはただ一つ、ポリオの撲滅、これが一般プ

ログラムとして国際ロータリーのプログラムでありま

すが、実は常設プログラムというのがございまして、

これにインターアクト、国一ターアクト、青少年交換、

ライラ等のいわゆる新世代にかかわるプログラム

が国際ロータリーの常設のプログラムとしてござい

ます。国際ロータリーがいかに青少年を重視してい

るかというあらわれかと思つております。皆さん方

は各クラブにおかれまして、1年間青少年の奉仕

委員会を御担当ということで、RIが、大変重要視し

ております新世代のいろんなプログラムについて

御理解をいただきたいと思つております。

最近のニュースでありますが、実は青少年交換

におきまして、外国のロータリアンによるセクハラ問

題が起きまして、RIが告訴されるという事態になり

ました。RIの方は、各地区においてその問題を処

理をしてほしいというところから、各地区にそういう

危機管理に関する問題を処理する危機管理委員

会を設置をしてほしいと。その前提となる危機管

理規定がない限り、今後、青少年交換活動はその

地区には認めないというような大変強硬な姿勢に

<リーダー>
パスト・ガバナー

<サプリーダー>
次年度青少年活動委員長

くサプリーダー>
次年度ローターアクト委員長

<サプリーダー>
次年度インターアクト委員長

<サプリーダー>
次年度青少年交換委員長

<サプリーダー>
地区研修委員

井上 咲夫 (千里)

西上 博幸 (吹田江坂)

湯木 尚司 (大阪)

田中啓之 (大東)

作ま、|ヨ]日召七良F(大阪天満橋)

松井 隆夫 (大阪天王寺)

出てまいりまして、私どもの地区の方も急速、次年

度からこの危機管理委員会を立ち上げることにな

りました。

発端は青少年交換でございますけど、地区の事

業としまして、例えばライラとかあるいはインターア

クト、ローターアクト、いろんなことでいろんなことが

起こり得る状況はもちろん想定をされるわけで、私

どもの危機管理規定は、そういう新世代にかかわ

るすべてのプログラムについて、今後、起きる問題

について、この委員会が対処するという姿勢で臨

みたいということでございます。これは、皆さんの

年度、この7月 から始まりますのでよろしくお願いを

申し上げます。

地区では、独自でありますが、青少年奉仕部門

の四つの委員会、米山奨学生、GSE、 それと財団・

学友と、この二つの委員会を加えまして新世代の

合同委員長会議というのをもっております。これは国一

タリーがかかわる青少年の委員会は、この青少年

奉仕部門だけにとどまらず国際奉仕とか、そういう

部門にもやっぱりあるわけでありますので、この七

つの委員会が情報を交換しながら、いろんなこと

を進め、独 自の調整機関と申しますか、そのよう

な委員長会議を持つております。実はこの新世代

の合同委員長会議の中から、かつてプログラムに

かかわった人たちのOBを中心に新しいロータリー

クラブをつくってはどうかといぅ件が出てまいりまして、

新しい新世代による国―タリークラブを、今、設立

の準備中というところに来ております。このクラブは

全く今までの、私どもが想像する、例えば例会で

すね、ホテルで食事が出て、そういう例会スタイル

ではなくて、こういう会議室を借りて、食事を出さ

ないロータリークラブ、ですから比較的新世代の皆

日
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さん方に安い会費でロータリーをやっていただくよ

うなところを今考えております。2年前に神奈川の

方でかながわ湘南クラブというのはもう既に立ち

上がっておりますし、そういうことに刺激されて西

日本で初めてかなと思っておりますが、今そういう

状況にあるということをお話を申し上げたいと思い

ます。

きょう午前の部でガバナー・エレクトがお話しになっ

たように、この青少年奉仕部門に新たに国際奉仕

部門にありました青少年交換が私どもの部門に加

わりました。このことは先ほど申し上げました危機

管理規定の関係もございまして、同じグループと

いうことで青少年奉仕部門に新たに加わったとい

うことでございます。

●西上青少年活動委員長

我々委員会は17名 のスタッフで運営をいたして

まいりますので、スタッフー同どうぞよろしくお願い

いたします。

青少年活動委員会の役割について少しお話をさ

せていただきます。地区ではロータリーの活性化と

地域のつながりを達成するために、DLP、 CLPの推

進がなされているわけですが、RIの提唱事業のラ

イラの実施とともに少年少女ニコニコキャンプを実

施してまいります。また青少年活動正副委員長様

を通じまして、各クラブに地区の方針及び青少年

活動の情報交換また研修を行う活動をいたします。

委員会の年間の主な行事は、まず少年少女の

ニコニコキャンプそしてライラ、また正副委員長会

議と、大きくは3つの行事があります。

この少年少女のニコニコキャンプにつきましては、

ことし8月 に池田ロータリークラブさんのホストにより、

府立青少年海洋センターにて実施をいたします。

小学生の高学年、つまり4年生から6年生を対象と

した2泊 3日 のキャンプの実施でございます。この少

年少女たちがキャンプの共同生活を通し、友情や

心の豊かさを養い、自然に触れ、そしてチームワー

クの大切さや奉仕の精神等を体験学習することを

目的といたしております。同時に、ホストクラブさん

が提唱されるローターアクトのメンバーが、プログラ

ムの企画、立案、実施に至るまでの、直接、児童を

お世話することにより、リーダーとしての研修を積

む場としての役割も担っておるわけでございます。

また、ライラでございますが、これは秋と春がござ

います。秋のライラにつきましては、初級、上級のコー

スがございます。この10月 に大阪梅田東ロータリー

クラブさんのホストによりまして、府立少年自然の

家で実施をいたします。また、春のライラにつきまし

ては、来年5月 に大阪中之島ロータリークラブさん

にホストをいただきまして実施をいたします。このラ

イラは当地区では18歳から30歳の青少年を対象

とした2泊 3日 の集中研修プログラムでございます。

1971年 にRIの理事会は青少年活動プログラム

の一つとして、このライラを採択したわけで、この

プログラムは地区全体にわたり青少年とロータリア

ンを参加させる地区的な計画でございます。青少

年の指導者及び善良な市民として資質を伸ばす

ことを目的としたプログラムで、日本では1976年 6

月に大阪羽衣青少年センターで初めて開催され

ております。

言うならば、日本のライラは大阪から始まったと

いうことになるわけですが、その後、1982年 83年

度におきまして、ライラ委員会が廃止されております。

青少年活動委員会の中でライラを実施していくと

いう形になってございます。また、この機会に地区

主導型の運営からホストクラブ主導型の運営へと

移行しております。

国一タリアンが青少年の模範のモットーに従い、ク

ラブをあげてライラを実行し、地区青少年活動委

員会がアシストをして今日まで運営をしております。

正副委員長会議でございますが、これも皆様方

に今までアンケートやいろんなことでお世話になっ
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ているわけですが、各クラブにおいて実施、または

計画されている青少年活動の具体的なプログラム

内容を事前にアンケート収集をいたしまして、各ク

ラブヘの情報として提供し、意見交換をし、地域

の活性化、また青少年活動のよリー層の反映を求

めることを期待しているわけでございます。

7月 早々に、また皆様方にこういった青少年活動

の取り組み等についてのアンケートの御依頼をい

たしますので、よろしく御協力をお願いいたします。

お手元の資料の中に一番下の表のところに、ク

ラブさんへのお願いということで、今、私が申し上

げました青少年活動委員会の役割とか、事業の

目的内容を御理解されていると存じますが、いま

一度、新たに認識をいただき、本日ここにお越しの

皆様方には、各クラブヘ帰られて、そして各ニコニ

コキャンプ、秋のライラ、春のライラには、ロータリ

アンの登録、また児童、青少年の参加をお願いし

たいと思っております。

この秋と春に正副委員長会議を予定しておりま

すので、正副委員長様はぜひその場にご参加をい

ただきまして、地域の情報や、また地区の方針とか

そういったものの研鑽を含めた意見交換、情報交

換の場として活用いただきたいと思つております。

ここで次年度のニコニコキャンプ、それと秋のライ

ラ、春のライラのホストクラブをしていただきます各

クラブから簡単で結構です、PRをお願いいたします。

●松尾副SAA
ニコニコキャンプを

担当いたします池田

ロータリー青少年奉

仕委員長の松尾と申

します。よろしくお願

いいたします。短くと

いうことですので、

キャッチフレーズだけ

でも申し上げたいと思います。「ギラギラ太陽、キ

ラキラ海、ニコニコ笑顔で楽しもう」覚えていただき

ましたでしようか。どうぞロータリアンの皆様、参加

児童、男女の御推薦等、よろしくお願いいたします。

●大阪中之島 (中道正伸 )

次年度、春のライラを担当させていただきます大

阪中之島ロータリークラブ青少年委員長の中道で

ございます。来年の5月 3日 から5日 までの間、2泊

3日 で大阪府立青少年海洋センターにて行います

ので、ぜひ、回一タリアン2名の登録と青少年18歳

から30歳の方の御参加をぜひよろしくお願いいた

します。

●西上青少年活動委員長

本年度、少年少女ニコニコキャンプをホストいた

だきました寝屋川ロータリークラブさんに、終えら

れてよかったことと申しますか、また皆様方に御参

考になるようなこと等がございますれば一言お願

いいたします。

●寝屋川 (畑 山 勇)

去年のニコニコキャンプについて何も用意してい

ないのですが、昨年の8月 の4日 、5日 、6日 と思う

んですが、金、土、日で場所は寝屋川市の野外活

動センターで行いました。これは寝屋川市の隣の

四条畷市にある山の中にあり、1年ほど前に依頼

いただいた時点で実行委員会を立ち上げまして、

たくさん参加いただくよう、みんなで一致協力いた

しました。

寝屋川ロータリークラブでは、寝屋川市民支援

基金というのをニコニコ箱の一部を利用して、いろ

んな奉仕活動をされている団体に毎年支援をする

のですが、そういう団体の中に青少年の健全育成

ということで、軟式野球連盟とかソフトボール協会

とかあるいはレスリング協会など、いろんなところに

しているんですが、IMの 3組の例会に行って協力

いただくようにお願いし、そういう団体の方にもたく

さん参加いただいて協力をいただきました。おかげ

でたくさんお越しいただきまして、夜の昆虫の観察

とか自分たちで炊いた御飯で食べたとか、いろん

な新しい経験をしたということで、父兄の方からも

いろんな感謝のお言葉をいただきました。

●西上青少年活動委員長

秋のライラをホストいただきました大阪そねざき

さん、ライラのお話しいただきますでしょうか。
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●大阪そねざき(鶴田正信 )

去年、秋のライラを担当させていただきまして、

いわゆる琵琶湖バレイで、初めて大阪の地区を離

れましてやらせていただきましたのですが、参加青

少年の評判も好評であつたし、そのほかロータリア

ンの方にも高い評価を受けたと思っております。私

たちが去年担当させていただきまして特に感じた

ことは、やはり、まず企画が大事であろうということ

です。参加青少年を多くスムーズに集めるかという

点がやはリポイントになるのではないかと。そのた

めに各クラブに早期に参加をお願いし、何回もお

願いしていくということです。私たちの方では、国一

ターアクトクラブにも積極的に例会があったときに

は呼びかけさせていただきました。各国一ターアク

トクラブの世話されているクラブのご都合もあると

思いますが、たくさんの会員の参加を、青少年の

参加を働きかけるということが、やはりこのライラの

成功のかぎになるのではないかと思っております。

●西上青少年活動委員長

そういう行事を終えられたクラブさんにとつては、

やはリクラブが一丸となれる一つのきっかけでもあ

り、また、参加される児童や青少年の方々につきま

しても、行ってよかった、参加してよかったという言

葉がほとんどでございます。今までIM単位で実施

をしていたわけですが、本年度から地区全体にと

いうことになっておりますので、本 日お見えの委員

長様を通じまして、各クラブでこういつた行事に向

けての登録及び参加の申し出があるようお願いし

たいと思います。

●丼上パスト・ガバナー

CLPについて、これはクラブを活性化する一つの

プランではありますが、この青少年のニコニコキャ

ンプあるいはライラ等、スポンサーいただくクラブの

皆さん方、本当に御苦労でありますが、これを終え

られますと本当にクラブが一つにまとまりますので、

当たりましたら積極的に御尽力をいただきたいと

思います。

この青少年のニコニコキャンプでございますが、

これは地区独自の事業でありまして、RIのプログラ

ムにはないのであります。実は数年前にこのニコニ

コキャンプをもうやめたらどうかという意見が一部

出ましたが、回―ターアクトの皆さんがこれは国一ター

アクトの活動の大きな場になっていると。ですから、

ぜひ続けてほしいという要望で、またそれぞれ今

まで努力いただいたホストクラブの皆さん方のニコ

ニコキャンプが本当にすばらしい成果を上げており

ますので地区としてはやはり継続したいと思ってお

ります。

●湯木ローターアクト委員長

次年度ローターアクト委員会の地区委員長の大

阪ロータリークラブの湯木でございます。 私自身

が26歳から30歳までの5年間、当2660地区の回一

ターアクトのメンバーでございました。中川パスト・

ガバナーが、ガバナーでいらっしゃるちょうど10年

前の96年から97年度には地区代表を仰せつかり

まして、非常に有意義な経験を積んだ思い出がご

ざいます。7年ぶりに現場復帰ということで、勉強

を仕直し次年度につなぎたいと思っております。私

自身、ローターアクトにめぐり会えたことに非常に

喜びを感じております。またローターアクトのメンバー

であったことにも誇りを持っておりますし、回―ター

アクト、本当に心から愛しております。そういう経験

をもとに、現在の現役のメンバーにも何かそういう

ものを感じてもらえるように進めていきたいと思っ

ております。

現在、次年度は、私どものローターアクト委員会

は14名のロータリアンの方 で々構成し進めてまいり

ます。現在、当地区のローターアクトは21のクラブ

がございまして、会員は18歳から30歳までの学生

さんから社会人の方まで約300名が私ども地区に

はおられます。きょうお配りしました資料の方に、左

側に例会日一覧表が、これが現在21クラブの各ク

ラブが、大阪市内、北部ですね。池田・池田くれは

さんや守口さんや各地区で例会を行っております。

また右側の方には、これはもうローターアクトの目

的であり、六つの目標という、これがテーマといい

ますか、これをもとにしながら、日標に、目的にしな

がら活動をするということで、これも私どもの回一ター

107



アクトの会員名簿の巻頭にこのように添付して、常

にローターアクターはこれを意識して活動できるよ

うな状況で進めております。

若い方とともに活動するわけで、私自身がローター

アクトのときに申し上げました四つの力っていうも

のがございまして、一つ目の力が気力という、よく

門はたたかないとあけてはもらえないと言います、

自分自身が立ち上がろうとする思い、強い勇猛心

といいますか、まずやる気を持つて活動に参加して

ほしい。見切り発車は脱線につながります。骨折り

損に終わることもしばしばある。二つ目には知力、

考え、しっかりしたビジョンを持って活動してほしい。

私が地区代表をしましたときの国際ロータリーの

会長のルイス・ビセンテ。ジアイさんという方がおら

れまして、「Bu‖ d the future with actiOn and

vision、 築け未来を行動力と先見の目で」というテー

マで、まさしくこのアクションとビジョンが伴なってい

ないといけない。

考えて動く力の行動力という言葉をテーマにして、

この気力と知力という二つの力、そして三つ目の

力が協力でございます。やはり300名というメンバー

がおります。その1人 1人が共存、共栄といいますか、

そういう精神を持ってそれぞれが助け合い活動を

進めていく。そして四つ目の力が、好きな言葉で、

魅力という言葉があります。魅力ある人が集まれ

ば魅力あるクラブができ、そして魅力あるクラブが

集まれば魅力ある地区ができるという、そういう

四つの力というものを、まずローターアクトの皆さん

にも感じていただいて、何をするにしても一つの

物差しにしていただきたいなと思つています。

この魅力的な人をつくるには自己研鑽といいま

すか、自己を磨くということが非常に大事かと思い

ます。こういう自己改革の場がローターアクトには

たくさんございます。よく知育、徳育、体育とかいう

ような言葉もございますが、知育といったら勉強す

る知識ですね。体育というと身体、健康とか体を

動かす、そしてこの三つ目の徳育という、これが非

常に今、欠けていると世の中でもよく言われており

ますが、道徳心と申しますか、こういう部分の私ど

もも、何かアクターの方たちも何か勉強できる場が

ないかと、当たり前のことを当たり前にすることが

一番難しいといいますが、基本をしっかりとまず、

私の活動計画の一番にございますテーマでござい

ます。ローターアクトの会員であることに誇りを持ち、

常日ごろから行動や言動、考え方によリフォーマル

性を高め、世代を代表するマナーのある紳士淑女

の育成に努めると読んでいると非常に難しいと思

います。具体的にアクターの人たちに感じてもらい

たい。

私は実は商売は飲食の仕事をしているのですが、

店の方、会社の方でもちょっと最近おもしろい試み

をしまして、若いスタッフが多いもので、いろんな

人たちがいますが、品格向上委員会つていう委員

会を店の内部でつくりまして、社員教育の一環とし

てそういう委員会をつくりました。品のある人、ない

人、いろいろおりますが、そういう人をみんなうちの、

まあ品が悪いというわけじゃないのですが、すごく

品のある接客する女性であったり、まだ新入社員

の入つたばっかりのそういう若い男の子なんかもい

ろいろ集めまして、そういう委員会をつくりまして、

その中で皆それぞれスタッフが考えて、マナー講座、

マナー教室を開いているのです。

これが非常にスタッフにも好評で、一つの例を

言いますと、話し方ですね、会話術。例えば言葉

遣い、立ち居振る舞い、それの延長線に物事の

考え方とか進め方、そういうところにもマナーって

いうものがやっぱり必要であると。そういう部分で

非常にこういう試みが社内でもヒットしているのです。

これをぜひローターアクターにもこういうふうな身近

な部分でマナーつていうものもわきまえてもらいたい。

もう一つはあいさつですね。笑顔徹底 福がくる、

あいさつ徹底 人が来るつていうような標語もござい

ますが、あいさつも徹底しないといけないと。徹底

することによってその物事の本質が見えてくるのじゃ

ないかなと思います。あいさつが飛び交う職場とか

環境というのは、明るい空気が流れていると思い

ます。このあいさつというのも相手につながらないと

意味がない。そういう意味で日々の暮らしの潤滑
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油とも申しますか、こういうあいさつとか礼節という

ものをしっかりとマスターする、これによって、さらに

フォーマル性高い環境が出されるのじゃないかと。

特にロータリーという世界も、ロータリアンの方は

もちろんですが、非常にフォーマル性の高い団体

でもあると思いますし、それだけにローターアクター

にもそういう部分はじっかりと認識してもらって、逆

にカジュアルしか知らない若い人は、フォーマルの

世界へ行くのが非常にこわくてしようがないのです、

知らない世界ですから。

でも逆にフォーマルな環境をしっかり知っとけば、

カジュアルな世界にも十分対応できる素養はある

と思います。そういった意味で回一ターアクトにも

ぜひそういうフォーマル性を持ってもらいたい。

「ロータリーは分かちあいの心」っていうのが、次年

度のウィルキンソン会長のテーマでございますが、

私は分かちあいの心という言葉を感じたときにどう

いうキーワードが出てくるかなと思ったら、何か分か

ちあうっていうのは譲り合う心とか優しさとか人道

的な考え方とか、やっぱり究極は愛という言葉じゃ

ないかなと思うのですが、そういう部分も、より

フォーマルな中で、教育の中でまた活動を通して

感じて築いていきたいと思います。

ここの活動計画の中には、この辺のテーマで書

かせていただいているのですが、共通にして言え

ることは学ぶということなのです。

この第2660地区ローターアクトという団体でござ

いますので、回一タリーを知る必要性がローター

アクターにも大いにあると思います。私 自身も

ちょうどポール・ハリスという、この回一タリーの

創始者の方の没後50年の時にも国一ターアクト

の会員でしたのですが、そのときに私どもの地区

では、ポール・ハリスの没後50年、ポール・ハリス

氏について学ぼうというテーマで勉強した記憶が

ございます。このポール・ハリスさん、もちろん

ロータリーを知るにはポール・ハリスさんを知って

おかなければと思いますが、それとともにRIの組織

について、この回一ターアクトについてもまだまだ

認識の薄い部分が多いかと思いますので、そうい

う部分をここに、特に3番に掲げていますローター

アクト必携、国―ターアクトガイドブックという、言う

なればローターアクトの法律書みたいなものがござ

います、こういう分をきっちりと勉強する機会を持っ

て、まずは学んで自分はどういう立場で、どういう

組織のメンバーであるかということをしっかり認識

した上で活動すると、活動にも幅ができて、より

認識が深く、思いも寄せる部分が多いんじゃない

かなと思います。

そう学んだ上で、ビジョンを持ったアクション、

それを起こさなきゃいけません。そういった意味

ではまずはこの6番ですね。活動の基盤をやはり

回一ターアクトもロータリーと一緒で、各クラブの

例会にあります。月に2回 、各クラブがそれぞれの

場所で例会をしております。例会内容の充実、

特に卓話の内容であるとか、私はいつもおみやげ

を持って帰ってもらうような例会をしなさいとよく言っ

ています。何も物じゃございませんで、その例会の

出席者、あぁ、よかったな、こんな話聞けたな、

こんな友達とこういう喜びを分かち合えたなとか、

そういう何かおみやげを持って帰れるような、そう

いう例会を築いてもらえるように各クラブの会長

さんなんかにはお話をしていきたいと思っております。

このアクションの中では地域社会、この回一ター

アクトの目的や日標の中にも地域社会との密接な

関係、地域社会とのかかわり合い、二―ズという

ものをやっぱり知らないといけない。商売でもそう

ですが、御用聞きという部分、やはり世の中で今

何を求められているかっていう部分をいち早く察知

して、それにかなったようなものを、例えば商売で

したら商品をつくり上げて提案してという、そういう

流れがありますが、やはりローターアクターも地域

に密着して地域で、どう今二一ズがあるのかという

ことをまず知って、それを一度みんなで検討した

上で活動のプロセスを通して実際に本番を迎える、

これはまた一つの回―ターアクトの広報にもつなが

るお話かなと思っております。

現在、回一ターアクトがしております地域社会と

の奉仕活動ですが、一つはまず献血活動がござい
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ます。そして老人ホームや孤児院の訪問もいたし

ております。また、バザーを開催しまして、そこで

収益として上がりました物を寄附したり、植樹なん

かもして地域のそういう部分に役立っております。

また各地域のお祭りなんかのお手伝いなんかも

活動しているという報告を聞いております。

国―ターアクトならではの活動で、国際奉仕、

海外との触れ合い、国際交流っていうものもござい

ますが、まず大きなローターアクトの活動の中では

海外研修が毎年秋に3泊 4日 で海外に参っており

ます。海外研修の目的と申しますのは、まず一つ

がその地域と都市です、海外の国の歴史や文化

を学ぶというのが一つの大きな柱でございますし、

海外の回一ターアクターとの交流、そしてもう一つ

が海外国―ターアクターとの共同奉仕作業、こうい

う部分の二つの柱をもちまして海外研修を行って

おります。その他ユニセフでございましたリセーブ・ザ・

チルドレンという団体がございますが、それに対し

て先ほどのバザーなども通しましてそちらの方に

寄附をしたりという活動もございますし、里親運動

もしております。

海外の子供たち、学校へ行きたくても行けない

ような子供たちに、1年間1万 円で1人の子供さん

の学費になるのです。そういう活動をして里親

運動なんかも展開しております。また、クラブに

よっては海外との交流で姉妹提携を結んだりも

しております。

私自身も地区代表のときに、タイ国で海外物資

支援活動というのを行いまして、当時、そろばんが

足りないと、タイの国の子供たち、東北部の貧しい

国の子供たちは学校に行きたくても行けない。

ただ、学校へ行っていなくても年をとったときに

必要な知識というのが識字能力と計算能力である

と。計算能力の向上のために当時タイではそろば

ん教育が普及していたのです。数の原理を知るに

は一番いいということで。ただ肝心なそろばんを

教える人は日本人がタイの人に教えて、それで

教える人はいるのだけども肝心なそろばんがないと。

それでたまたまその情報を知りまして、マスコミ等

にかけ合つて告知しましたところ、一月で1,300

集まりました。これを、当初はお送りしようと思った

のですが、やはりいろんな御提供いただいた方

からのメッセージや思いを募られたものを送るだけ

では申しわけないと思い、私はそれを持つてタイに

飛びました。そして、タイの東北部の田舎町でござ

いましたが、ロイエットという町に参りまして、向こう

の学校に訪問し、学校といいますか村の子供たち

が集まる場所に行きまして、そこでそろばんを手

渡し、そのときの子供たちのまなざしというのは

何とも言えない感激する部分に、非常に感動的な

思いをいたしました。その後そろばん授業を拝見

しまして帰ろうとしたらある子供たちが僕の手を

引っ張りまして、彼らにとっては初めて見る外国人

なのです。そろばん授業数時間を通して、非常に

心が触れ合いまして、ランチをごちそうしてくれる

という話になり、そして自分たちの食べる食事も

ままならない、そういう環境の中で私どもに食事を

ごちそうしてくれる。一生懸命向こうで子供たちが

なれない手つきで料理をしてくれるわけです。

出てきた料理が一杯のベジタブルスープだった

のです。野菜だけの一杯の、タイの香草なんかを

使った料理で、シンプルな料理だったのですが、

私は最高のごちそうと感じました。その子供たちの

思いを感じて、心からのもてなし料理をいただいた

ような、そういう思い出になっております。

本当にそのときに、国一タリーの活動の原点と

いうのは愛、喜びを分かち合うつていうのは、こう

いうことかなって実際に自分の肌で感じた思いが

ございまして、ぜひこの感動を回一ターアクターに

も何か伝えることができて、実際アクションを起こ

してどんどん感動するアクトライフを感じてもらいた

いなと思っております。

国一タリーとローターアクトっていうのはこちらにも

表記しておりますように、共同奉仕者という位置

づけで考えていいと思います。そういう意味でも

共同奉仕活動、ちょうどロータリークラブさんが

主催されました橋の掃除がございましたね。中之島

の橋の掃除がございましたが、あのときもローター
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アクターのメンバーが参加させていただいて、そし

て共同清掃作業を行った思い出もございます。また、

国一タリーとローターアクトの交流会というのもござ

いまして、各地区の各クラブのロータリアンの方に

も来ていただき、提唱、未提唱ともに皆さんお越し

いただきまして、ロータークラブとともに、数年前の

1例でいいますと、皆でお昼に手話を学びまして、

その手話を通して身近に経験することのない手話

でともに歌を歌いまして、午後からは円卓にいろん

なロータリアン、国一ターアクター、米山奨学生、

いろんな方々に来ていただいて、円卓に座って

交流会を持ったような思い出もございます。

また専門知識開発というローターアクターの一つ

の委員会がございますが、これは、やはり知識と

経験豊富なロータリアンの方々にお話をいただく

卓話の機会なんかも多く取り入れて、せっかく

ロータリーとローターアクターの特権として、それか

らロータリアンの方 と々の触れ合いは非常に大きな

ものだと思います。日ごろなかなか経験できない

ことですので、そういう専門知識の分野からお話を

いただく、そういう場も各クラブにも進めていただき

たいなと思っております。

インターアクトという団体、後ほど委員長様の

お話ございますと思いますが、このインターアクトの

皆さん、高校生の皆さんなんですが、インター

アクト卒業された方に、ローターアクトにそのまま

エスカレーターで入会していただきたい、そういう

ふうな部分も含めてインターアクターの皆さんとの

触れ合う機会も、ローターアクターからアクションを

起こしていきたいなとも思っております。

他地区との交流というのもあります、他地区との

交流は全国RAC研修会というのが毎年行われます。

2月 に行われるのですが、次年度も仙台で行われ

ます。こちらの方にも多くのメンバーが参加し、また

近隣の2640、 2650、 2680の皆さんとも、年1回 は

大きな交流会を開き、いろんな活動をしていきたい。

その上にこの回一ターアクトの会長賞、RI会長賞と

いう部分にもこういう活動を通して一番自信のある

大きなそういう活動を、RI会長賞にも、皆さん大い

に出していただきたい、各クラブにも申し上げてい

きたいなと思っております。

私自身が感じたことを回一ターアクトに喜びを感じ、

誇りを持って、そしてローターアクトを愛してくれる

ようなローターアクターを大いにつくっていくように

次年度1年間頑張ってまいりたいと思います、どう

ぞロータリーの方 に々も御支持、御支援いただきま

して、また未提唱のクラブの皆さんにもぜひ、新し

いローターアクトクラブ、これも会員増強の大きな

一環と思いますので、ぜひ、お考えいただきたいと

思っております。

●丼上パスト・ガバナー

ローターアクトクラブというのは30歳で卒業いた

します。ですから絶えず新しいメンバーの補充をし

ないとすぐ消滅するという運命にありますのでよろ

しくお願いしたい。

私は2人の子供を持っておりまして、所属します

千里には残念ながらローターアクトクラブがなかっ

たのですが、親クラブの吹田さんにローターアクト

がありまして、2人の子供を回一ターアクトに行かせ

ました。そうしたら2人ともローターアクターを伴侶

に選びまして、4人にふえました。どうか皆さん方、

お知り合いで適齢期の青少年がおられましたら、

ぜひ近所のローターアクターに御推薦をいただき

たいと思います。

●田中インターアクト委員長

熱気あふれる国一ターアクト委員長のお話を

ちょうだいしまして圧倒されておりますが、その

お言葉に出ました14歳から18歳までの中学、

高校生を対象にして、活動しておるのがインター

アクトクラブでございます。学校主体の活動をして

おりまして、この資料に書いてございます七つの

クラブが推薦しております。高校名が書かれて

ございませんが、上からいきますと、大東ロータリー

クラブが提唱しておりますのが大阪桐蔭中学、

高等学校。

それから谷野さんが副委員長で大 阪阪南

ロータリークラブが提唱されております、四天王寺

高等学校、中学校です。それから庄野さんと松岡
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さんの属しておられます大阪ロータリークラブが

提唱されております、相愛中学、高等学校です。

それから大阪南ロータリークラブさんが提唱されて

おります清風学園です。大阪南西ロータリークラブ

さんが提唱されておりますのが、四天王寺羽曳が

丘高等学校、中学校です。それから大阪住吉

ロータリークラブさんが提唱されております浪速中学、

高等学校です。それから八尾さんのロータリー

クラブさんが提唱されておりますのが金光八尾

中学、高等学校です。

以上7校でクラブに属しております生徒が100名 、

顧間の先生が約20名 、提唱ロータリークラブの

インターアクト委員会のメンバーさんが合計で

約40名、合計160名がかかわつて活動しております。

活動テーマとしては、インターアクトのそれぞれ

テーマをこれまで決めてきておったのですが、やっ

ぱり国際ロータリーが掲げておるテーマを継承する

のがいいんじゃないのかということで、次年度

は「Rotary Sharesロ ータリーは分かちあいの心」

を意識しながら、地域社会への奉仕と国際理解を

深める活動を推進したいと思つております。

活動方針なのですが、言いましたように学校を

基盤としておりますので、それぞれの提唱クラブと

学校の実情を考慮しながら学校長あるいは顧問

の先生方と連携、協調して、インターアクトクラブ

の活動を支援していきたいと思っております。

近年、勉強が非常に優先しておりますので、

クラブ活動が少し圧迫されている状況ですが、こう

いつた環境だからこそ、クラブ活動に時間をくださ

いということで推進していきたいと思っております。

少子化とか教育環境の変化が、そういつたクラブ

活動がだんだんやりにくくなり、勉強勉強と言って

おるのですけど、少なくともやっぱりそういった勉強

の合間に、人間味のある活動をする時間がとれる

ということが必要なんじゃないかということで活動

をしていきたいと思っています。実際の活動計画に

つきましては、提唱クラブでありますとか担当の

インターアクトクラブさんの意見を尊重して中身に

ちょつと個性の入ったもので支援していきたい方針

です。具体化する活動計画なのですが四つの

活動内容が地区の主催としてあり、地区主催以外

にも学校で、例えば募金活動とか周辺の道路の

掃除とか、施設の慰間といつたことは各学校で

やつていただいております。地区が主体の内容と

しては海外研修です。海外にもインターアクト

クラブがございますので、そこと交流をするという

ことで、先方の学校でありますとか、施設、あるい

は史跡などを訪問して国際理解と親善を深めよう

という活動をいたします。次の年度の提唱は大東

ロータリークラブでして、担当は大阪桐蔭さんと

いうことになります。8月 8日 から11日 の予定で、

次年度は香港になると思います。

それから二つ日、年次大会ですが、インター

アクトクラブの年間の活動報告と社会奉仕の

イベントを行うというのが原則的で、年に1度の

活動報告会へ皆様方御案内差し上げますので

ぜひ参加いただき、インターアクトクラブがこんな

活動しておるのだと、そして生徒たちが活動して

いる様子というのもはっきり見るということもできま

すので、ぜひ参加してほしいと思います。提唱は

大阪阪南ロータリークラブで、担当は四天王寺

高等学校、中学校です。11月 4日 日曜日でござい

ますので、ぜひお願いしたいと思います。場所は

四天王寺高等学校、中学校を予定しております。

それから3番 目、スクラムという活動誌33号の

発行を予定しております。年に1度ですから、これ

33年たっているという意味です。インターアクトの

年間活動記録をまとめたスクラム33号を編集して

発行するということで、提唱が大阪ロータリー

クラブさん、担当が相愛中学、高等学校さんの

インターアクトクラブになります。発行予定は来年

の3月 ごろという予定です。非常に活動内容がよく

まとめられておりまして、ぜひ機会がございました

ら各クラブにも配信しておりますので、ごらんいた

だけましたらと存じます。

4番 目に新入生歓迎会。インターアクトクラブの

新入生というのは、まさにロータリークラブの入り回

に差しかかっておるというようなことで、ようこそと
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いうことで、インターアクトクラブの新入生を歓迎し、

各校のクラブ全員が交流する。各クラブは入りまし

ても横のつながりが表面的にありませんので、この

新入生歓迎会というのが、それぞれの学校のクラ

ブの生徒たちの初めて出会う交流の場ということ

になります。ことしは大阪阪南ロータリークラブさん

の提唱で四天王寺高等学校、中学校さんが担当

いたします。来年の6月 の予定でございます。

なお今年度、この年度は6月 3日 の日曜 日に

大阪府立総合青少年野外活動センターで交流

することになっておりますので、参加をお願いした

いと思います。

この四つが年間の大きな活動内容なのですが、

もう少し、新しいクラブが一つ、二つ欲しいなと、

新しいクラブの設立に向けて地区内のインター

アクトの活動が、いろいろな事情で減少傾向に

あるので、皆さん方のお力添えをいただきまして、

新クラブ設立というようなにおいがしましたら、ぜひ

お声かけいただきまして、こんな活動しておるんで

すよといった説明とか、費用はどのぐらいかかるん

でしょうかとかいった情報、ご説明させていただき

ます。

なお年間の会議なんかですが、リーダーシップ

フォーラム、これは海外研修へ行く前にどういう

行動をするのだ、どんなことをやるのだ、そういつ

たリーダーシップフォーラムという時間をとっており

ます。あと地区委員とか正副委員長、クラブ顧問

の合同会議を年に3回 、9月 、3月 、6月 に開きます。

その他個別の会議につきましては随時開く予定に

しております。近隣地区との合同委員会、これも

随時となっておりますが、近年開かれておりません。

必要に応じてこれは開催するということになって

おります。

以上が定期的な予定でございまして、もう四つ

活動したらいいということではなくて、地区が推奨

するのがこの四つの活動内容、このほかに学校

独 自で月次例会を開いて活動されておるという

ことでございます。参考までに2枚ほど2006年

から2007年度の活動内容に参加した生徒の声を

つけてございます。

まず海外研修ですけど、昨年はタイ王国に行か

せてもらいました。清風学園の生徒の生の声です。

久しぶりに早起きをして身支度を調え、大きな

荷物を転がし、早朝から大騒ぎ。いよいよきょう

から待ちに待った海外研修です。思えば用意に

何 日もかかり、ずっと前から心はせた海外研修。

やっと海外に行く実感がわきました。

タイでまず初めに驚いたことは、タイの学生が

とても積極的に僕らに話しかけてくることです。

タイも英語は母国語ではないのに、英語を怖が

らずに使っているところは圧倒されました。日本人

ではなかなかできないことだと思いました。どうし

ても僕らは自分の英語に自信が持てず、人前で

話すのに抵抗があります。しかしタイの学生は学ん

だ英語を必死に伝えようと話してきます。これは

タイ人のすばらしいところであり、僕らも少し見習

わなければいけないと思いました。英語はややこし

い文法よりも、相手に言いたいことを伝えることの

方が大切であると思いました。

次にタイで驚いたことは町の様子です。路上に

たくさんの屋台があり、野良犬もたくさんいました。

それなのに、日本でも珍しい超高層ビルもありまし

た。あと、タイには川が多く、それを生活に利用

している人もたくさんいました。バンコクで印象に

残ったことは、とにかく明るく活気があることです。

日本では見ることができないものをたくさん見ました。

タイにはたくさんの日本語の看板があり、日本の

製品があります。日本の会社もたくさんありました。

タイの学生は日本の有名人のこともよく知っていま

した。しかし僕らは日本でタイの看板や製品を

見かけることは少ないです。そう考えると、やはり

国際社会において日本の方がタイより進んでいる

のは確かです。しかし、タイの学生と交流して、

人間の中身は日本人の方が劣っているぐらいに

感じました。日本人はもっと人間として大切なこと

を学ばなくてはとこの海外研修で思いました。

下の写真は交流をしている写真、真ん中の下側、

これ、アサンプション高校へ行つたときに教室へ
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入って、全員ではないですが、―部の生徒が写真

撮ったスナップです。ステンレス製の机に座って、

いすもステンレス製です。後ろ側は勉強の何か

張り紙がいつぱい貼ってありまして、前の方に

座っているのは向こうの生徒です。後ろ側の

ティーシャツを来ているのがインターアクターたち

です。もう交流する気分になっていますが、日の

輝き、動き、これが全然違うのです。

日本の学生たちは勉強疲れして、ちょつと元気

がないのですよ。ところが向こうへ行って交流して

いると、だんだん目の輝きが、ぐんぐん、ぐんぐん

目が輝いてくる、動きが活発になる、勝手に自分

の意思表示をする、そういうのが出てきましてね。

交流しているときの目の輝きというのが向こうの

生徒と同じように輝いてきている。これは非常に

いいことと思いました。

勉強疲れがどこか飛んだのじゃないのか、そういっ

た勉強、勉強、勉強、これ必要なんですが、こう

いう時間を学校でもとつていただいて、短い時間で

はあっても人間性を養うという時間があつていいの

じゃないか、そんなことを感じさせられた内容でした。

1人の生徒がこんな感じ方、いろいろな感じ方ござ

いますが。

それから最後です。「年次大会を終えて。」これ

去年11月 に大阪住吉ロータリークラブの提唱で、

浪速高校さんの生徒の分です。

「年次大会前 日は緊張して開会式で皆さんの

前でうまく活動報告が言えるかどうか不安でした。」

というのは、ホスト校ですから、いろいろ準備、気を

使ったのだと思います。「でも、失敗してもという

気持ちで当日を迎えて、活動報告は僕なりにうま

くいつたと思いました。

その後の共同作業で僕たちは車いすの体験、

アイマスクの体験、風船バレーボールをしました。

その中で最も印象に残っているのは車いす体験

です。毎日、講習が夜遅くまであり、」これ、勉強の

方です。「遅くまであり、忙しくてなかなか車いすの

練習をする時間がとれなかつたので、当 日の

車いすの説明はうまくできませんでした。でも
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車いすに乗ることはとてもいい経験になったと

思っています。車いすに乗っている人を押したり、

また自分が車いすに乗ったりすることによって、

ふだん車いすに乗っているお年寄りや障害者の方

の苦労が少しわかった気がします。

アイマスク体験は少しこわかったです。暗やみの

中をだれかに頼りながら歩くっていうのはとっても

難しいし、付き添いの人を信頼していないと絶対に

できないと思いました。年次大会に参加するのは

今回で2回 日ですが、参加するだけの前回と違い、

今回は幹事校だつたので、かなり前から準備を

して大変でした。その分、終わったときは前回より

も充実感を感じました。この年次大会を終えて、

僕は大切な経験ができたと思つています。僕は

3年生で浪速高校のインターアクトクラブはこの

大会で卒業ですが、また機会があればこのような

活動に参加してみたいと思います。」

行動して、参加して、自分たちで何かやった、やっ

たことの思いというのが残っています。非常に、私

もマスクして歩きましたけど、階段なんか怖いですね。

ここ階段ですよと言われても、もう進みにくいほど

怖いです。だからそういう体験することで苦労して

いる人たちの心をわかる、相手に対する思いやり

を感じるということも必要なんじゃないかなという

ことで、いろいろ多感な年代を迎えておる中学、

高校生たちに人間の生き方を少し学んでほしいな

というところがインターアクトのねらいでございます。

送り出したら今度はローターアクトというのが待って

おるようでございますので、そういうルートにのっか

ればというように思っていますが、皆さん方のお近

之
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い年度のための地区協議会

くでもそういってインターアクトの活動に参加しよう

というような機運がございましたら、ぜひ御協力

お願いしたいと思います。

●丼上パスト・ガバナー

昨日、私、回一タリーの回座をつくりにある銀行

へ行きましたら、その窓回の女性がロータリーに

インターアクトクラブってあるのですねと声をかけら

れまして、本当にびっくりしまして、あなたインター

アクターですかと言ったら、いや違うと。私の卒業

した学校もインターアクトクラブはなかったのだけど、

友達から聞いたって言っていまして、日ごろのこつ

こつした活動がやはり大事だなというふうに思いま

した。

●徳岡青少年交換委員長

The most wonderful program、 楽しくやらな

いかんので、いつも一番初めにこれを言うことに

しています。4番 目になりますと、お先の方の話に

聞きほれて、私は何を言えばいいのか、わからな

いような状態になっています。

英語でYouth exchange program、 私らは、

いつも丁he most wonderful prOgramと、こういう

ふうに言っています。何でWonderful program

かというと、これは交換なのですね。留学じゃない

のです。

15歳から18歳までの非常に感受性の強い女子、

男子が、日本からはあっちの国、あつちの家庭の

子供になるんです。向こうから来る子は、ついた日

からこちらの家庭のお父さんお母さんというふうに

しつけていますから、それで1年間、日本へ来て

日本の子供になって、そこから日本の高等学校へ行っ

て、そしてほとんどの高等学校では修学旅行の

楽しみを体験させてあげようと2年生に入れてくれ

ます。このごろ海外も行ったりしますね。

来た子供に大変な体験なので、日本から行つた

子供、我 や々ってますのは、言葉の関係で北米と

ヨーロッパを主体にやっています。ヨーロッパにもっ

と力を入れているのは、次の世紀でヨーロッパの

世界での立場、力ということを考えて、ヨーロッパ

ヘ行くことを、北米よりもヨーロッパヘ行くことを、

ヨーロッパも東ヨーロッパを含めてヨーロッパヘ行く

ことを進めていますが、北米へ行った子供たちは

1年 間の交換滞在の中で、最後の lヶ 月ぐらい

ロータリーの交換で行った子供たちばかリバスに

乗りまして、20日 間ぐらい北米を横断するのです。

それはもう楽しい、後の報告にいっぱい書いてあり

ます。

ヨーロッパヘ行った子供たちは、同じように

ロータリーの交換で行ったいろんな国の子供たちと

一緒にバスに乗ったり、電車に乗ったりして1カ 月

ぐらいヨーロッパ 中、ドイツに行っている子も

イタリアも見た、ギリシャも見た、スウェーデン見た、

スペインも行ったと、そういう最後の修学旅行を

して帰ってくるわけです。

何でWonderfulかというと、ほかのロータリーの

委員会の行事と違って、季節がきたら行事をやるっ

ていうふうじゃないんです。365日 、しかも24時間

子供を中心にして、そして回一タリーの人の

カウンセラーさん、アテンドする方、ホストファミリー

が24時間ついて、子供と一緒に喜怒哀楽を分か

ち合うのです。そして外国へ自分が送った子供たち、

来た子供たち、そういうホストファミリーをひっくるめ

てロータリアンが本当のロータリーファミリーになる

のです。だからWonderfulの 上に、丁he mostを

つけて宣伝しています。

ことしは9月 から12人、北米とヨーロッパのいろん

な国へ、私行きたい、僕行きたいと言う子が行くこ

とになります。そうすると、その先の国、家庭からも

来ます。大方、女の子を出したところには女の子と

いうこともありますが、別にそうとは限らないわけで、

いつも問題になるのは、こつち側で受けて立つ方

のホストのことですね。

ホストされる人が、子供を出したけれど、マンション

なので、よう預かりませんというて。マンションだか

らええんです。来た子は、何も変わった 日本の

特別の風景、様子、文化を見ようとして来 日する

のではない。ベッドないからベッド買いますというて、

それもいらんわけです。往復の飛行機の切符、

それと何かあったときのための保険、それだけを
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子供の家庭にもつていただいて、向こうへ送った

場合、向こうの家庭であと皆見てもらうわけです。

逆に、向こうから来る子もそういうRIのルールで、

同じ条件で来日します。

学校代も要るし、制服代も要るし、交通費も要る

し、基本は各交換したロータリークラブがもって

やるわけなのですが、むこうの個人の人が、うちの

子出しとんやから、うちが皆見ますと、そういう

感覚と、中に、寄附という概念が日本と違いますか

ら、どかつと出たりするわけです。

1人預かったら年間90万 円ぐらい要る。基本は

各国一タリークラブでお願いするわけです。だけれど、

地区に5,000人足らずの会員がいるわけですから、

その皆さんにいくらかお願いして、そこから割り当

てていただくということでずっと来とったわけです。

それがこのごろ減っております。お金がなかったら、

No money no honeyで 、お金がなかったら何もう

れしいことないわけです。今のガバナーさん、ノミニー

さん、エレクトさんとで、侃 謂々 や々っているわけで

すけれども、地区からなにがしかの援助をいただ

いて、そして交換する各国―タリークラブの負担を

減らしてもらつて、このすばらしいプログラム、行き

たいという子供たちは毎年ふえています。初め、

錯覚して留学やと思いますが、留学と違う、向こう

の子になって、向こうの言葉を通じて向こうの文化

を覚えて帰ってくるのです。

下向いて、物もよう言わんかった子が大方です、

日本の中学、高校生の子は。1年たって帰ってき

たら、しゃきつと胸張って、人の前で堂々と自分の

意見言うようになります。そしてはっきり自己主張

をするようになります。1人で行っているわけですか

ら、黙っていたら誰も構ってくれません。黙っとった

ら生きていけない。誤解されるから、はっきり言うよ

うになって帰ってくる。向こうから来ている子もそう

いう子供はそういうことになります。

言葉はどうですか。全然心配要りません。もう、

学校で言葉習わんかった方がよかったかも。

向こうへ行ったら、その国の言葉を着いた日から、

ファミリーから言われ、やわらかい脳が全部それを、

もう即吸収する。その子は1人やから必死になっ

て覚えるわけで。

別に本を読むのでないけれども、3カ 月もたった

らまわりの皆が言うてること、教室で言うてること

わかるようになります。ドイツ行った子でもフランス行つ

た子でも、アメリカ行った子はアメリカなまりの言葉

しゃべるようになり、6カ月たったらもう堂 と々やって

います。帰ってきたらもう向こうの子です。こっちヘ

来た子も全く一緒。でこばこありますが。

井上パスト・ガナバーは我 の々このプログラムの

最大の理解者です。我々の委員の中では大体

10年ぐらいやっている人は多くいますし、20年やっ

ている人もいます。それはこのプログラムの、そう

いう毎 日の感激に魅せられた人ではないかと私は

思いますし、若い人に渡す仕組みをつくっていくと

いうことが我々のクラブの中でもありますけども、

若干抵抗しているんですわ。外とのつながりがあり

ます、一朝―夕にできません、何かあったというとき、

きのうやった人で、どないしてしまんねん。頭おか

しなって送り返したり暴れる子もおったりします。

井上パスト・ガナバーおっしゃったように、ハラス

メントが発端でNPO法人にする最初の委員会とし

て青少年交換委員会になっているわけですが、我々

から見たらアメリカの悪い文化の端が入ってきたな

と思うのですが、いずれ 日本でもそういうことが

起こるようになると思いますからそういう構成はす

べきであると思います。

子供たちを交換した時点では1軒で面倒見ると

いうのは約11カ 月ですが、これは大変なことですし、

子供にとってもせっかくのチャンス、不幸ですね。

大体3軒ぐらい回します。向こうへ行った子もそう

ですわ。3軒ぐらい回します。それで皆さんのクラ

ブの中の回一タリアンの家庭で3軒ぐらい見てもら

うのが一番いいのですが、うちはもう年よりばっかり

でよう面倒見んわということ、よくあるんです。

それは、それでその周りのお知り合いの方とかあ

る場合には、ボランティアでやっていただくお方も

おられます、きょう御出席の中には御子弟を送ら

れた父兄の方もおられるわけですが。子供たちは
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手を挙げる。手を挙げるのですが、お金のこと

それからホストファミリーの数というところが日本の

場合は障害になっているのです。

どうかこれを機会に、私どもの方もいろんな

機会でお話をさせていただきますが、よくこのプロ

グラムを理解され、そしてこのプログラムに参加し

ていただくクラブがもっとふえてほしいと思います。

実は今、来ている子供たち、2人ほど連れてきて、

そして、向こうへ行って帰ってきた子供たち2人ほ

ど連れてきて、こんなおじいちゃんが話するよりも

その子らに話さそうかと思っていましたが、学校が

もう始まっていて、土曜日でも来れなくなりました。

別の機会に、よくそういう子供たちを目の当たりに

ごらんになって、本当にこれはすばらしいプ回グラ

ムだということを理解していただきたいと思います。

そして、今年度は9月 末まで皆さんにお知らせしま

すが、こういう形で子供たちを推薦してくださいと

いうお願いを出しますので、できるだけたくさん参

加していただきたい。

そして9月 末で決まりましたら、今度出発は8月

です。向こうの学校は9月 です。この約11カ 月の間

に、委員会でお世話させていただき、オリエンテーショ

ン、向こうへ行くためにこんなことを気つけなさい、

こんな準備しないかんよ、行くのには国際的であ

るということは、日本的でないといかんよと、日本

のこといっぱい知っとらな国際的になれないよと、

こういう考え方で、8回ぐらいガバナー事務所でオ

リエンテーションをやって、相撲の仕切りみたいに

出発前には心の準備も、気持ちもすぐ外国へ行け

るような形に仕上げて行かすことにしています。

向こうから来る子も同じように来ます。それで、

守らなければいけないこと、薬飲んだり、乗り物に

自分で乗ったりしたらいかんとか、そういうこともしっ

かり何回も繰り返して仕込んで出しますし、向こう

からもそういう子供が来ます。

本当にすばらしいプログラムで、皆さん自身が

この辺が本当の回一タリーのサービスと思われるよ

うな企画ですから、ぜひともいろいろ御配慮願つて

参加いただくようにお願いいたします。

●丼上パスト・ガバナー

この青少年交換プログラムは唯一ロータリーの

子弟も参加できるということと、交換学生が自分の

子供になるということであります。

●松井地区研修委員

各委員長さんがお話しになり、未来をたくす青少

年の育成という非常に大事な活動ですが、この活

動をいかに受けとめるかということで私が今感じま

したのは、委員会の活動に参加することで、その

活動の重要性ということがわかると思います。最後

にお話しになりました徳岡委員長さんの青少年交

換委員会ですが、実は私の娘も交換学生として力

ナダの方へ行かせていただきまして、当クラブも本

年、4名 の交換学生を受け入れております。経験

をさせていただくことによつて、今、徳岡委員長が

お話になったことが非常によく理解できると思います、

●井上パスト・ガバナー

ポール・ハリスが始めましたロータリーというこの

運動が、もう100年以上続いているわけで、このす

ばらしい運動が、やはり次にたくす新世代の皆さん

方を育てないと、この回―タリーっていう運動は継

続していかないわけで、そのことを十分御理解を

いただいた4人の委員長さん方が本当に熱く語つ

ていただきました。

ただ残念なことは、私どもの地区からの一方的

なお話に終わったことを、大変申しわけなく思って

おりますが、来る7月 から始まります新年度、どうか

頑張って新世代のためにご尽力をいただきたいと

心からお願いを申し上げまして、部門別協議会を

終わりたいと思います。
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万灯≧若林 紀男 (大阪東)

次年度国際奉仕.磁委黛 宮里 唯子 (茨木西)

<梶1罷
業 居相 英機 (八尾)

要請され、受け皿として国際奉仕委員会が担当し

たことがあります。

新谷ガバナー・エレクトは、地区の国際奉仕部門

について、もう少し具体的な奉仕活動を中心にす

えたいとお考えになり、本年度より国際奉仕WCS
委員会とされました。

四大奉仕の中で、近年一番守備範囲の広いのが

国際奉仕と言われております。綱領の第4番 目に

書いてあります「国際間の理解と親善と平和を推

進すること」、これを実践するためにはその奉仕活

動の分野というものが大変多岐にわたっております。

特にRIは貧困を最大の要因と考え、その上に疾病、

飢餓あるいは人権侵害、環境破壊があり、この大

きなテーマを救済、解決することこそが綱領の実

現につながると考えております。

どれ一つとっても大変ロングランの奉仕にならざ

るをえません。その奉仕が回ングランというだけで

なく、我 が々国際奉仕を行う時に、様 な々壁に直面

するのです。

言語。習俗・経済・教育・宗教。文化などそれぞ

れの国が独 自に持っているのです。、この壁を理

解した上で、奉仕に入つて行かなければならない

ことを国際奉仕を行う際に十分注意することが肝

要であります。

それでは、国際奉仕の何にどう取り組めば良い

のか、回―タリアンとしてクラブとしてどの問題に力

を注ぐべきなのか大いに迷うところであります。そ

こで、その糸口を見つけるためには、回―タリー国

際親善奨学生に代表されるような各種の奨学金

を付与して応援するブログラム、同額補助プログ

ラム、古くは3Hプログラム、継続しておりますポリオ、

こういった回一タリー財団プログラムが用意されて

おり、更に米山記念奨学会であったり、世界社会

奉仕あるいは国際交流、青少年交換と多種多様

な国際プログラムも用意されております。きょうお

●若林パスト・ガバナー

まず、皆様方には今日の地区協議会・部門別に

ご出席頂く目的は、7月 からスタートする担当部門

の指針をお考え頂くのに役立つ勉強会であるとい

うことをご認識ください。 本日は次の方法で進行

したいと思つております。

まず、私の方から国際奉仕全般をお話し申し上げ、

次に国際奉仕WCS委員会の委員長さんからWCS
に関する考え方・方針並びに最近の実践されまし

たことを映像で説明いただきます。

国際奉仕部門ご出席の方 の々中には、ロータリー

財団のことを十三分に勉強しておられる方も多い

かと思いますが、国際奉仕とロータリー財団は切っ

ても切れぬ関係にあります。そこで居相さんから回一

タリー財団の真近の情報等も含めて御参考になる

お話をさせていただきたいと考えております。

そのあと、少し時間を多くとり、皆様方から御意見、

御質問をお受けすることにいたします。

私の方から少し国際奉仕全般について、お話し

申し上げます。

当地区の国際奉仕委員会は、10年来国際大会

への参加推進、世界各国のクラブから当地区クラ

ブとの姉妹クラブ提携の申し出、当地区クラブの

外国クラブとの提携の要望に対する仲人役を果た

す、そしてRI関係者の来阪に対する接遇役を行う

内容でありました。

昨年だったかと思いますが、水をテーマとしたゾー

ンフォーラムが開催され、そのホスト役を当地区が
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集まりの85ロータリークラブの皆様方がクラブ独自

のアイデアで奉仕されるのもいいことだと思います。

でも、いま一度ロータリーが持っている様 な々プ

ログラムに目を通していただいた上でそれぞれの

クラブの目的、クラブのサイズにあった奉仕活動を

お選びになり、その結果が理想の世界平和への一

歩となれば、素晴らしいことだと思っております。

リーダーとして簡単に国際奉仕について申し上げ

ました。次は、より具体的なお話を国際奉仕WCS

委員長・宮里さんよりしていただきます。宮里さん

は優秀な方であると同時に大変魅力的な女性で

もあります。皆様には興味を持って聞いていただけ

ると思います

●宮里国際奉仕・WCS委員長

来期国際奉仕。WCS委員会の委員長を務めさ

せていただきます茨木西ロータリークラブの宮里と

申します。

委員会の名前が2つが引っ付きました。というこ

とは、私ども委員会で国際奉仕活動それから世界

社会奉仕活動、地区内の85クラブの皆様のため

に活動を進めていかなければなりません。

若林パスト・ガバナーがおっしゃいましたように国

際奉仕というのは非常に広義ですし、また範疇も

広うございます。国一タリーのウェブサイトで定義を

見てみますと、「世界における国一タリーの人道的

援助活動を拡大し、世界理解と平和推進のため

実施する方策を包合する」というふうに書かれてお

りまして、読みましてもよく何のことかわかりません。

ただ、私どものホームクラブで、男性会員が毎夜

この国際奉仕活動をしているというふうに申してお

りました。よく内容を聞いてみますと、皆様ご存じ

かどうかわかりませんが、最近の夜の街は随分イ

ンターナショナルになっていると。ロシアの女性の

方だとかフィリピンだとかいろいろな方がいらして、

いろいろ話をしている、これはまさに国際理解では

ないかと。国際親善奉仕活動を身をもってやって

いるのだというようなお話を伺いました。確かにそ

うかもしれませんが、もう少し進めてロータリアンら

しい活動をお願いしたいと思っております。

私は世界社会奉仕活動の方に軸足をおいてお

話をさせていただきたいと思っております。

世界社会奉仕活動はこれも定義がございます。「二

カ国以上の回一タリークラブが地域社会奉仕活動

を達成するために力を合わせるときWCSが生まれ

る」こういうふうに定義されております。英語で申し

ますと、ワールド・コミュニティ・サービス。この前のワー

ルド世界を取りますと、コミュニティ・サービスいわ

ゆる社会奉仕活動でございます。これが私たち日

本から申しますと、地域を越えたとき、国。国境を

越えたときに行う社会奉仕活動がいわゆる世界社

会奉仕活動、WCSでございます。

私ども委員会では、年に2回から3回皆様にアンケー

トをお回しておりまして、どのようなWCS活動をさ

れましたか、というアンケートを皆様に記入してい

ただいております。そのときに、国内で海外の留学

生に奨学金を渡したと、こういうWCS活動をしまし

たというお答えが時 参々ります。けれど、今の定義

から考えていただければ、三カ国以上の国 の々ロー

タリーが力を合わせて地域の社会奉仕活動をしま

したというのが世界社会奉仕でございますので、こ

ちらは国際奉仕あるいは社会奉仕活動ということ

になろうかと思います。

WCS活動の条件というのがございまして、先ほど

と重複する部分もございますが、このWCS世界社

会奉仕のプロジェクトはまず、人道主義的であること。

つまり、人間愛とか人として行うべき正しい道を

踏み外さない。当然のことだと思いますが、こうい

う奉仕活動であること。2つ 目はニカ国以上の回一

タリアンが参加していること。それから3つ 目が二カ

国以上の回一タリーが一緒に協力しますが、そのう

ちの一カ国がプロジェクトの実施国であること。

この定義を、お書きとめいただいてお帰りくださ

いますようお願いいたします。今の定義をもう一度

読み直していただければ、次回お願いいたします

アンケートの回答が、間違いなくWCSのプロジェク

ト報告になってこようかと思っております。

それから、多くのクラブさんの中には、うちは社

会奉仕活動に力を入れるのだと、何でわざわざ外
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へ出て行ってWCSをしなきゃいけないのだ、日本

のこの地域でもたくさんやることあるんだとおっしゃ

るクラブさんがございます。私も確かにそうだと思

います。けれど、ロータリーは世界最大の、世界有

数の奉仕団体でございます。私たちロータリアンは

この世界で奉仕活動することが可能で、それが私

たちの勉強の機会になると思っております。

私はいつも申し上げるのですが、この世界社会

奉仕活動をすることによつてどういう恩恵があるのか、

まさに国際奉仕の定義と重なってまいりまして、地

球規模で奉仕と親睦がはかれます。そして国際理

解がはかれます。そして3つ 日、国際親善がはか

れます。親善というのは難しいことではなくて、先

ほど申しました1つのプロジェクトを立ち上げるのに、

ニカ国以上の回一タリーが協力するわけですから、

海外の回一タリアン、海外の回一タリークラブと強い

きずなが生まれるということだと思います。

私ども地区委員会としましては、来期引き続きク

ラブ主体独自のプロジェクトをしていただきたい。

すべて85クラブの皆さんに意義のある人道的な世

界社会奉仕活動をしていただく、これが目標でご

ざいます。

今年度は、ほぼ80クラブの皆様に既にWCS活

動を実施していただいております。そして2つ 日、

補助金を活用していただきたいということ。補助金

の活用は非常に面倒くさい手続もございます。けれ

ど、これは私たちが自分たちが寄付したお金を自

分たちの手で意義ある奉仕活動にもう一度引き出

す作業でございます。ぜひ御活用いただいて、さら

に意義あるWCS活動をしていただきたいと思います。

中にはWCS活動のできないクラブさんがおいで

になります。理由を伺つてみますと、だいたい3つに

分けられるかと思います。

1つ 日、海外にネットワークがない。要するにプロジェ

クトが探せない。2つ 目が会員が非常に少ないの

で予算が小さい。そして3つ 目はコミュニケーション

がはかれない。要するに、英語ができないとか、現

地とのコミュニケーション会話、意思疎通がはかれ

ないということだと思います。

1つ 目2つ 目の問題については、後ほど御説明さ

せていただきます。まず、このコミュニケーションが

はかれないという問題でございますが、皆様のクラ

ブの中に必ずおひとりぐらいは英会話がお出来に

なる、若干お出来になる方がいらっしゃると思います。

世界社会奉仕委員長もしくは国際奉仕委員長、

単年度で替わっているとは思いますが、こういった

方にぜひ、コミュニケーションの窓口になっていた

だければと思います。

それから、財団の奨学生を利用するということも

可能でございます。もと奨学生が日本でたくさん

活躍しておいでになつて、ここにコミュニケーション

の窓口をお願いするということも可能です。それか

ら、案外現地には、元日本留学生だったというロー

タリアンの方がたくさんいらっしゃいます。私も東南

アジアたくさんの国 を々訪問してまいりましたけれど、

ほとんどの国 で々日本語ができるのですという会

員さんがいらつしゃいました。こういう方と出会える

と本当にしめたもので、後は非常にスムーズにいく

と思います。

最後の手段としまして、私ども委員会にお知らせ

ください、コミュニケーションのお手伝いをさせてい

ただくことも可能でございます。

さて、プロジェクトができない理由の1番 目2番 目

に戻りたいと思います。

まず、海外にネットワークがない、プロジェクトが

探せない。これにつきましては、いつも言われるこ

とですが、日―タリーのウェブサイトにプロジェクトの

交換データベースというのがございます。これ私も

実際に検索してみましたが、非常に便利です。ま

ず国を決めていただく、国を入力します。タイ、ベト

ナムというふうに入力します。それから種類を入力

します。例えば、今期は水プロジェクトをやりたいと、

そうすると日本語で水というふうにいれていただき

ます。それから、規模別というところがございます。

うちの今期は、10万 円の資金があるということであ

れば、その10万 円というふうに打つていただきます

と、そういつたプロジェクトが出てまいります。そこ

からまず選んでいただいて、そこに必ずコミュニケー
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ションを、プロジェクトの担当者のメールアドレスな

り何なりがございますので、そこからスタートされる

のも非常にいい方法かと思います。

また、国際大会でいろんなロータリアンと出会って、

プロジェクトを提案いただく。そして皆様ほとんど

のクラブさんがお持ちだと思います姉妹提携クラブ、

ツインクラブ。特に東南アジアのクラブさんと姉妹

提携を結んでいるクラブさんにおかれましては、こ

ちらのクラブに今期WCSプロジェクトをやりたいの

で提案してくださいとおっしゃっていただければ、そ

ういつた国 は々社会奉仕活動が非常に活発でござ

いますので、必ず協力してくださいという御返事が

くると思います。

それから最後、これ私がよくやる手なのですが、

海外の出張先、皆さんは割といいホテルにお泊り

だと思います。ホテルの回ビーで回一タリーマーク

を探してみてください。もしロータリーマークがなけ

れば、フロントにロータリーのミーティングはありま

すかと聞いてみてください。私たちが宿泊する90%

のホテルにはロータリーの会合がございます。日程

が合えばそこでメークアップしていただければ、そ

こからやはり親睦が始まり、WCS活動につながっ

ていくと思います。

2つ 目の問題点、予算がない。たくさんの回一タリー

財団の補助金プログラムありますが、きょうは一つ

だけマッチング・グラント、DDFだけ御説明させて

いただきます。もし、皆さんのクラブヘことし10万

円予算を取ってらっしゃるクラブがございましたら、

120万 円規模のプロジェクトをお探しになってくだ

さい。必ず予算は調達できます。私ども委員会が

お手伝いさせていただきます。

マッチング・グラントをしてください、DDFを申請

してくださいって言いますと、皆さん英語じゃないか、

手続時間かかるし、よくわからないとおっしゃいます。

そこのところを私ども委員会でお手伝いさせていた

だきます。10万 円予算があるクラブさんは120万

円のプロジェクトを立案してください。20万 円の予

算をお持ちのところは130万 円、3,000ドルの予算

をお持ちのところは150万円規模のプロジェクトを

お探しください。必ずできます。財団の補助金を利

用して必ずやることができます。私どもでお手伝い

させていただきます。

次に私ども委員会の活動を簡単に申し上げてお

きます。

先ほどパスト・ガバナーから御紹介いただきまし

たように、クラブ委員長会議これを年2回やってお

ります。きょうは詳しいことは御説明できませんが、

WCS活動の意義でありますとか、補助金の活用

方法そういったものを御説明するとともに、85クラ

ブの中から大変感動的なプロジェクトをされたとい

うクラブさんに発表いただいております。これはこう

いった地区内の資産を皆さんと共有して、皆さん

に感動を若干味わっていただいて、うちのクラブも

ぜひやってみようというお気持ちになっていただく

ために、こういった発表をしていただいております。

それから、私どもはプロジェクトのパートナーやプ

ロジェクトそのものの御紹介もさせていただいてお

ります。補助金申請書のお手伝いもさせていたしま

すし、世界理解月間なんかには、よく卓話の御依

頼ちょうだいいたしますが、ガバナー補佐制度と同

じくして私どももIM単位で担当委員がおります。御

連絡ちょうだいできければ必ずはせ参じて卓話を

させていただきたいと思っています。

それから、私どもにとってはメーンイベントでござ

いますが、年に1回もしくは複数回視察旅行をして

おります。これは、プロジェクトの発掘と立案と実施

でございます。後ほどスクリーンの方で見ていただ

きたいと思います。

それで、第1回のクラブ委員長会議を7月 に開催

いたします。また後日、御案内が参ると思いますが、

ぜひ御参加ください。このときには、来期に準備し

ております地区プロジェクトを発表させていただき

ます。これに興味を持たれたクラブさんについては、

一緒に企画・立案から進めてまいりたいというふう

に思っております。先ほど申し上げましたIM担当の

委員も紹介させていただきます。ぜひ名刺交換い

ただいて、気軽にお声をかけてください。それから

補助金の活用についても、人道補助金委員会の

，
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方から細かい説明をさせていただきます。

では、私どもの視察旅行についてちょっとスクリー

ンの方で御紹介をさせていただきます。 昨年一

昨年度のものを含めまして、私たち委員会が本当

に自分たちで現地を訪れて、調査してまいりました。

御存じのようにRIの四大協調事項のうち3つ、水・

飢餓・識字率の中で、第3ゾーンの水のリーダーが

2660地 区でしたので、特に水プロジェクトに絞り

込んで調査をしてまいりました。回りましたのはタイ、

カンボジア、ミャンマー、インドネシア、モンゴルでご

ざいます。

まず、タイについてですが、もちろん気候は亜熱

帯でございますので、水はないことはないのですが

雨季・乾季がございます。地方によりましては乾季

には干上がってしまいます。

―番の問題は、水を全く浄化せずに飲んでいる

という状況です。数力月前水質調査をしましたが、

飲める水ではないというのが大半でございました。

スクリーンを見ていただきます。

これはタイの小学校でございまして、タンクが2

つございますが、これは雨水をためて使っております。

これは校舎の状況、教室です。これはシロアリに食

われてしまって柱 自体が危ない教室です。これは

畑を耕しているのですが、これもロータリーのプロジェ

クトの1つでして、給食を自給 自足させようというこ

とで、子供たちみずから畑を耕しています。少し大

きな学校になりますと、こういうコンクリートの貯水

タンクがございますが、これもやはり井戸水ですと

か雨水をためております。全く浄化装置なしにこう

して、水を飲んだり給食用の食器を洗っております。

これは現地ロータリアンが調査をしているところです。

これは、井戸水でございます。井戸水もくみ上げ

てはいるのですが、ふたのない状況で非常に汚の

うございます。

次はモンゴルでございます。モンゴルは御存じの

ように放牧民族の国なのですが、数年続きました

大寒波でほとんどの家畜が死んでしまいました。

地方では、遊牧民としての生活が成り立ちません

ので、ウランバートル都市部にかなりの方 が々流入

してきています。貧困層と富裕層の差がどんどん

開いてきている。勝手にそのウランバートル周辺に

ゲルをたてて集落をつくって住んでおりますが、や

はリインフラが全く整備されておりません。これは

冬のゲルの集落でございまして、電気もなければ

ガスもない。ガスもなければ水もないという状況です。

ほとんどこれ凍土。私たちが行きました11月 の上

旬でしたが、これはまだ冬に入ったばかりです。こ

こからドンドン凍りついていきまして、女性。子供が

何キロも歩いて、水をくみに行く。これが水をくん

でいる状況です。これも湧き水で一体どこから水

がきているのかわかりません。現地ロータリアンに

目の前で水質調査をしてもらいましたが、まあまあ

飲めるのじゃないかというようなことでした。

カンボジアでございます。もうここは本当に貧困

の最たるもので、非常に子供たちの死亡率が高く、

恐らく大半がこの水の問題だろうと思っています。

非常に美しい国でございますけれど、調査の折も

このように道なき道を進まなければいけません。

まだ雨季でございますので、水は割と豊富にござ

いますが、ごらんのように非常に濁っております。こ

れは乾季、干上がつた場合にこうなると。乾季は

特にこういった牛車、まあ彼女なんかは牛に乗って

いますからまだいい方で、皆バケツ2杯の水をくむ

ために何キロも何キロも歩いて行きます。こういう

汚れた水を、生活水、飲料水として使っています。

もうこうなりますと、浄水器以前の問題でございます。

こういうふうに牛、家畜や動物と共存、水源地を利

用しておりますので、当然ながら家畜からのいろん

な細菌の汚染も考えられるだろうということでござ

います。

ミャンマーについては、別資料がございますので

本 日は御紹介しておりませんが、私たち委員はこ

ういうところに実際にみんなで足を運んでプロジェ

クトを立案しております。クラブ委員長会議の折には、

皆様に御紹介させていただきながらぜひ行ってみ

たいというクラブさんがあれば御一緒していただき

たいと思っています。

本当に貧困なところばかりですので、大変だなあ
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というふうに思われるかもしれませんが、今申し上

げましたタイでもこの視察後1万 5,000ドル規模の

水プロジェクトを実施いたしました。浄水器を幾つ

もの学校に全部で11校だったと思いますが浄水器

を設置しましたし、モンゴルにつきましては1件は

貯水タンク、1件は井戸を掘りました。約2万ドル規

模を実施しました。

カンボジアにつきましても2万 2,000ド ルかけて井

戸を掘りました。ミャンマーも9,000ドルをかけて井

戸を掘りました。子供たちの笑顔ですとか農民の

笑顔を本当に日で見て肌で感じる、すばらしい事

業だというふうに思っています。

85クラブのクラブの中には、本当にすばらしい事

業をしてらっしゃるところもございますが、やはり世

界社会奉仕委員長、国際奉仕委員長が単年度で

かわつていきますので、年度ごとの取り組みに温度

差のあるクラブさんもあるように感じております。こ

の世界社会奉仕活動というのは、私は回一タリー

の本当に根本的な精神を発露させる大変すばらし

いやりがいのあるプ回ジェクトだと思っていますし、

またこういういろんな辺境の地を訪れることによって、

いろんな勉強と経験をさせていただきます。

私もモンゴルに参りました折に、生まれて初めて、

物心ついて初めて、草原の中でおトイレをせざるを

得ませんでした。本当に恥ずかしかったですし、つら

いなと思いましたが、それがあって大きなプロジェク

トができたということで非常に感激をいたしております。

私の話の最後になりましたが、神崎パスト・ガバナー

からぜひ御紹介しておいてほしいということでした

ので、1件プロジェクトの報告をさせていただいて、

私のお話を終わらせていただきます。

覚えておいででございましょうか。

2006年にインドネシアで、インドネシア・ジャワ島

中部南西沖地震という非常に大型の地震がござ

いました。その直後、皆様のクラブで義援金を寄

付していただいたと思います。地区内で約400万

円集まりました。パスト・ガバナーのお話では、通

常はこういった義援金はロータリー財団に贈るのだ

そうです。けれど、パスト・ガバナーがせっかくWCS
活動の活発な2660地区なので、皆様からいただ

いた浄財を目に見える形で何かプロジェクト、被災

地の救援をしてくれないかというご依頼がございま

した。そこで、倒壊してしまいました小学校を建て

ることにいたしまして、もうそろそろ完結していると

思います。全体には4万3,000～ 4,000ドル規模の

プロジェクトでございましたが、私たちはそのうち3

万4,000ド ル、つまり皆さんからいただきました義

援金をそっくりあちら、ジャク・ジャカルタロータリー

クラブにお贈りして、あと不足分の9,000ドルを現

地の回一タリークラブもしくは諸外国の回一タリーク

ラブから援助を受け、すばらしい校舎が建っていま

す。中間報告もいただいております。完成の暁に

はガバナー月誌の方で皆様に御報告させていた

だきます。

●若林パスト・ガバナー

大変内容のあるお話を伺えたと思っております。
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最後に神崎パスト・ガバナーからのメッセージあり

ましたが、要は神崎年度で集められた義援金は、

地区内の特定クラブのプロジェクトに使用されたの

ではなく、地区WCSプロジェクトに使われ、現地の

クラブ等からのお金も加わり、大きな意義ある内容

に地区内86クラブの義援金が役立ったと言うこと

であります。

●居相サプリーダー

お話をするに当たりまして、日線をどこに置けば

いいだろうかなとなかなかわかりません。それで本

日は、私の独断と偏見を持って進めさせていただ

きたいと思います。まあそんなこと知ってるよとか、

あるいはまた失礼なことを申し上げるかもしれませ

んが、同じロータリアンとしてお許しを願いたいと

最初にお断りを申し上げます。

温故知新という言葉がございます。古きをたず

ねて新しきを知るという、これ私たちは今こうして

おられるのもそういう先達のおかげです。また、す

べてのものにはそれぞれ歴史というものがあると

思います。物事を判断するときには、歴史的な目

を持たないと本質を知ることができないと言われ

ます。歴史から多くの教訓を得て、それを鏡に世

の中の移り変わりを洞察することで、自分のあり方

進むべき道が見えてくるのでは。何事にも道という

ものがあるということだろうと思います。

時は明治23年 1890年といいますから、今から約

120年前9月 16日 夜半の出来事です。和歌山県

の串本沖ここ航行中の、今トルコ当時のオスマン

帝国の軍艦エルトゥールル号が折り悪く台風に遭

遇しまして、この大島樫野埼岬沖合にて座礁沈没

しました。さらに旗艦が爆発し、504名 の乗組員が

死亡するという大変痛ましい海難事故が起こりまし

た。このときに流れ着いた生存者の人たちに、村

民は村中総出で救出に当たり、食料も蓄えもわず

かだったにもかかわらず、えびとか卵とかサツマイ

モとかそれに非常用の用意していた鶏をも供出す

るなどして献身的な生存者の回復に努め、その結

果、69名が救出されて生還することができたのです。

このニュースは国交が樹立されていない、まだ日

本ではほとんど知られていないこのオスマン帝国

でしたが、新聞が大々的にこれを報道しまして国

中に伝わり、そしてまた世論の力が強い後押しとなっ

て政府を動かし、また義援金活動でも成功をおさ

めたのです。

で、エルトゥールル号の犠牲者の遺族に向かっ

ての義援金を集めるキャンペーンが行われて、こ

の義援金を持参したとき、日本の善意がオスマン

朝に伝わり、熱烈な歓迎を受け、オスマン帝国の人々

は熱狂したと記録されています。この事件は、トル

コ人が公的公の場で日本とトルコの友好の歴史に

ついて語るとき、必ずといつていいほど、第一義的

に持ち出されるエルトゥールル号遭難事件です。

現在に至るまで記憶され続けているということは、

串本町そして現在の今のある樫野埼灯台のそば

には、このときのエルトゥールル号の遭難慰霊碑と

そしてトルコ記念館が建ち、串本町と現在、在 日

日本トルコ大使館の間において、慰霊祭が5年ご

とに今も行われているというお話です。御存じの方

もあると思いますが。

そして現在、2430地区トルコのアンカラ、アンカ

ラにある国一タリークラブからアリ・バケルさんを団

長とした4名 の団員を連れたこのGS巨研究グルー

プ交換で来日されておりますね。皆さんの各クラブ

でも歓迎会、あるいはまたメンバーの1人がホーム

ステイを受けておられると思うのですが。

我 2々660地 区との間でこの研究グループ交換

が行われるのは大体 1カ 月。1週間単位で回一タリ

アンの自宅にホームステイして、それぞれが職業

研修を受けるということになっております。で、来週

21日 に帰国をされます。

そしてまたこの研究グループ交換。ちょっと触れ

ておきますと、原則として国を異にする2つのロー

タリー地区がペアを組み、お互いにロータリアンをリー

ダーとする専門職業人のチームを派遣し合い、相

手国の諸制度やホスト家庭の生活様式を研究し

たり、知識を自国内で広め。生活様式を研究し、

また体験し、これの相互理解を深めるということで

ございます。
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そしてまた、GSEのチームが帰国後はこの訪問

より得た知識を地区内の回一タリーの回覧にそれ

を皆さんに報告をするという形で、またこのプログ

ラムというのは、お金的に予算的にはどうなってい

るのかと申しますと、往復の運賃はロータリー財団

が負担します。国―タリー財団の中にはWFってい

うのがこうあるわけですね、国際活動資金っていう

のがありますね。

そしてまた、地区に戻ってくるお金があるのです、

DDFっていうのが。これが財団地区活動資金って

いうのがあるんですが、地区に戻った金ではなくて、

国―タリー財団が預かっているところからこの往復

の運賃が出てきます。そして滞在は、原則としてホー

ムステイをするということになっております。これは

地区内の今、もう現にホームステイをしていただい

ているメンバーの方があると思いますけれども。そ

の現にトルコからそういう方たちが来ていると。で、

二国間においての往復ですから、実は来月5月 に

2660地 区からこのトルコ2400地 区に向けて、こち

らから団長及び4名の団員が出発をするということ

になっております。

この2430地区が、我 の々2660地区にグループ

交換をするきっかけとなったといいますか背景がご

ざいまして。今から6年前のことです。両地区がロー

タリー財団活動の人道的補助金プログラムの先ほ

ど宮里さんからもございました、同額補助金のマッ

チング・グラントを利用しましてですね、トルコのア

ンカラ市にあるこの盲 目の子供たちが通う視力障

害児学校にこの盲人用の自動点字プリンターの贈

呈をしたといういきさつがあるわけです。この自動

点字プリンター、日本でも―時はやりましたね、手

で1つずつ打っていくっていうやつ。それがトルコの

方で、日本から贈った自動点字プリンターこれが

あることで、大変喜ばれたというお話でございます。

この事業はアンカラの市長からもはじめトルコの

文部大臣からも、大変我 2々660地区の人道的委

員会そして世界社会奉仕委員会そして窓口となっ

たのはその時、大阪柏原ロータリークラブです。感

謝と称賛の意が表明されたと。そしてこれには、ま

た後 日談がございまして、当時の国際ロータリー

のデブリン会長です。RIのデブリン会長がトルコの

アンカラを訪問した、その2400地 区の地区大会に

出席したそうです。

この地区大会において、先ほど2660地 区が

2430地 区に贈った盲人用の自動点字プリンター

の贈呈、これに対してですね、大変喜ばれたとい

うことと同時に地区大会で財団活動の代表例とし

て紹介されたわけなんです。そしてこのときに、視

力障害児学校のこの教頭先生が出てみえまして、

このプロジェクトにどれほど目の不自由な子供たち

がこの目の不自由な子供たちの教育にとってとっ

ても重要で、本当に本当にありがとうございました

というこの教頭先生は実は教頭先生みずからも盲

目の方なのですけども、本当に熱い熱いメッセージ

を贈ったということでございます。

これを聞きましたデブリン会長はですね、彼のスピー

チに非常に感動と感銘を受けまして、その盲 目の

教頭先生を壇上にまで上げまして、あなたはロー

タリーの名誉会員ですと、かたく手を握りながら紹

介され、そのときもう涙なしに会場を後にした人は

ひとりもいなかったと、という心に届くお礼の言葉

が我 2々660地 区に届いたのです。で、何か盲 目

の教頭先生の顔を通して子供たちの喜ぶ姿の顔

が浮かんでくるような気もいたします。

話変わりまして、回一タリーの誕生というのは皆

様御存じのとおり、この20世紀初頭アメリカ、シカ

ゴの町。当時著しい社会経済の発展の影で、商業

道徳の欠如が目につくようになっていました。ちょう

どその頃、ここに事務所を構えていた青年弁護士ポー

ル・ハリスは、この風潮に耐えかねて友人3人と語らっ

てお互いに信頼のできる公正な取引をし、仕事上

のつき合いがそのまま親友関係にまで発展するよ

うな仲間をふやしたいという趣旨で、ロータリークラ

ブの会合が考え出されたわけです。

そして、1905年 2月 23日 シカゴロータリークラブ

が誕生しました。

それから、志を同じくするクラブが次 と々各地で

生まれて、そして国境を越え今では世界168カ 国

，
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の地域に広がり、地区の数は530またクラブ数は

3万 2,554、 会員数は120万 8,562。 これは実は

2006年9月 30日 現在ということで公表されている

数字なのですが。この世界中のこのクラブが集まっ

てきたと、現在この連合体が国際ロータリーと言わ

れるわけですが。

このように歴史的に見ましても、日一タリーってい

うのは職業倫理を重んじる実業人、専門職業人の

集まりなのです。そしてこの組織が地球の隅 ま々で

拡大するにつれて、国一タリーは世界に目を開いて

幅広い奉仕活動を求められるようになり、現在は

多方面にわたって多大の貢献をしています。

それを成文化したのがロータリー綱領といわれます。

御存じのことと思いますが、ロータリー綱領は4項

目ございます。そしてこの4項 目が四大奉仕につな

がっているわけですね。きょう午前中にお話を出て

きたDLPありし、あるいはまたCLPこれから皆さん

が各クラブで御検討なさる上においてにも、先ほど

温故知新といった意味合いですね、最初のスター

ト時点をよく理解をしておいた上で、あとまた小題

を考えていく。 そんな意味で御存じと思いますが、

国―タリー綱領の第1項これは奉仕の機会として

知り合いを広めることです。またこれは、奉仕部門

に当たります。ロータリーが自分たちのクラブをうま

く機能させるために必要な活動のすべてが含まれ

ています。

綱領の第2は、事業及び専門職務の道徳的水

準を高めること、あらゆる有用な業務は尊重され

るべきであるという認識を深めること、そしてロータ

リアン各 自が業務を通じて、社会に奉仕するため

にその業務を日にあらしめること。少し長いですが、

これが職業奉仕部門に当たりますね。日一タリーの

本筋といいましょうか。この職業奉仕は、クラブと

会員の両方の責任だと思います。今日では、国一

タリーの基本理念の1つになっておりますし、4つの

テスト、ハーバード・テーラーこれも職業奉仕の精

神が生きていると思います。

綱領の第3項というのは、回一タリアンすべてがそ

の個人生活、事業生活及び社会生活に常に奉仕

の理想を適応することとあります。これは社会奉仕

部門をあらわしています。ロータリアンが自分の地

域社会の生活の質を向上させるために、行うよう

な活動に関係するものです。それはしばしば、若

年層や高齢者への障害者などよりよい生活への

希望を求める源として、国―タリーに期待をよせる人々

への援助も含んでいます。

最後は綱領の第4項ですが、奉仕の理想に結ば

れた事業と専門職務に携わる人の世界的振興によっ

て国際間の理解と親善と平和を推進することとあ

ります。これが、ここ今取り上げている国際奉仕部

門になります。国一タリーの国際奉仕は、ロータリア

ンが国際理解。国際親善。国際平和を推進するた

めに、実施できることすべてであります。その方法

は他の国の人 そ々の文化・慣習・抱負・問題いつも

そんなものを知ることであるわけですけども、個人

交流の方法もあれば、あるいはまた読書とか文通と、

これもございます。

さらに、他国の人 の々役に立つクラブ活動。そして、

国一タリー財団を含むプロジェクトすべてに協力す

ることです。ロータリークラブの活動はひとりの会

員―人一人のロータリアンが原点となって、究極

的には国際奉仕が目的であると言われますけれど

も、国際奉仕っていうのはひとりではできません。

国際奉仕としてロータリー財団活動が重要である

といわれるゆえんではないかと思います。

以上、回一タリー綱領に載られた4項 目を、そし

てこの目的を推進するために四大奉仕部門があ

るというお話をいたしました。

次は、日一タリー財団について少しお話をしたい

と思います。

平均的なロータリアンは国際ロータリーとロータリー

財団というのを混同される、同一視したりされる場

合がありますが、けさの新谷次年度会長の方にも

ございましたけども、ガバナーからも説明ございま

したが、国際ロータリーの傘下のもとにロータリー

財団というものがあって、独立性は強い組織といえ

どもその目的。使命・活動は両者一体のものである。

ロータリー財団は13人の管理委員によって運営さ
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れておりますが、そのうち4名までがRI会長経験者

ですね。ですから今はジアイさん、次年度はリチャイ・

ラタクルさんになっておりましたね。

この財団の創設というのは今から100年 前、

1917年当時国際ロータリー6代 目会長アーチ・ク

ランフによって基金の創設が提唱されました。そし

てその10年後にロータリー財団と命名されたのです。

そして1947年今から70年前ロータリーの創設者

であるポール・ハリスが亡くなりました。それを期に

多額の寄付金が世界から寄せられ、そしてその金

額は100万ドルを超えたそうです。そしてその翌年

に大学院生を対象に高等教育を受けさせるため

の奨学金制度が発足しました。

1947年といえば、日本は終戦を迎えてまだ2年

目の社会も経済も混乱していた時期と思います。

当時の100万ドル、例えば1ドル360円 で換算する

ならば3億6,000万 円の、今よりももっと価値があつ

たのではないかと想像できるわけですが。このとき

以降に国際親善奨学金制度というのは、今日まで

年 と々続いております。日本では緒方貞子さんを

始め、多数の優秀な方がこの国際親善奨学生に

利用されて学び、そして世界に社会に御活躍をさ

れております。2006年この10月 末時点でこの利

用した学友数は世界で10万 1,785人。日本では

9,500人に上ると報告されています。現在、大学レ

ベルで国際的奨学金を提供している団体としまし

ては世界で最大の民間基金になっております。

ロータリーのこの財団活動というのは、3種類ご

ざいます。教育的プログラム、そして人道的補助

金プログラム、そしてポリオプラスこの3種類ですね。

教育的プログラムは、今お話しした国際親善奨

学金プログラムこのほかにトルコのお話を加えた

GSE研究グループ交換プログラム、そして財団学友、

世界平和へローシップそしてロータリー平和及び

紛争解決研究プログラムの5つになっております。

この辺がなかなか理解しにくいところになっていますが。

次に、3種類ある2種類 目が人道的補助金プロ

グラムですが、これは今から42年前1965年に財

団への年次寄付が100万ドルを超えるようになり、

人道的テーマである保健の増進、飢餓の追放及

び人間性の尊重を目的としたプログラム、これが

新たに開始されたのです。

そして、この人道的補助金プログラムには4つご

ざいます。先ほど御説明のあったWCS世界社会奉

仕のプログラム、これを支援するマッチング・グラ

ント同額援助金です。そして、地区補助金という言

葉は御存じでしょうか。ここもう3年 目をことしで迎

えると思いますが、この地区補助金またあと説明

したいと思いますが。その後にまたボランティア奉

仕活動補助金、そして一昨年復活したのが3Hプ

ログラムっていうことで、ここに実はここ次年度も本

年も取り上げております。

この水保全であり、あるいはまた飢餓追放であり、

識字率の向上こういうところがでてくるわけです。

先ほど言った地区補助金、これはことしで3年 目

になると思うのですが、地区レベルで決済しますの

で手続も簡単で大変使いやすい補助金です。皆さ

んのクラブでは、既に使われたクラブも多いと思い

ますが、内容が異なればこれ毎年申請することが

できます。手続については財団部門の協議会が別

室で今行われておりますので、事務的なものはそ

ちらの皆さんのクラブの財団委員長からお聞き願

えればいいかと思うのですが。ぜひともこの地区補

助金っていうものをお使い願いたいと思うんですね。

どのぐらいあるのかと申し上げますと、例えば

2007年 8年度の予算としましては、地区補助金が

5万 5,000ド ル用意されております。これを、仮に

115円で換算いたしますと、630万超える。だいた

い1,500ドルとか2,000ド ルとかですね、それくらい

が地区補助金として出ます。自分負担は、クラブ

負担は確か変わっていなければ約半分ということ

になります。

そしてまたついでですから、このWCSというマッ

チング・グラントという同額援助金は6万ドルを用

意されております。これ690万ぐらいになります、日

本円に換算しましてね。また、国際親善奨学生を

送るためのこの奨学金、これは7名を用意しており

まして、18万 2,000ドルっていいますから約2,000
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万ぐらいになるでしょうか。

三種類の今、教育的プログラム並びに人道的補

助プログラムそして3つ 目が、実はポリオプラス。こ

のポリオっていうのは御存じと思いますが、小児麻痺。

このウイルスに感染いたしますと、大変こう手足が

麻痺してしまうという怖い病気でございます。5歳

未満の子供たちが最もかかりやすくて、手足の麻

痺を起こす病気であり、このポリオを一掃しようと

いう運動が始まったのです。これは、始まるその当

時世界の情勢はどうであったかというのが、125カ

国でこれポリオが蔓延していて、恐らく推計ですが、

35万人のポリオ患者が存在していたと。

それから10数年にわたって、日一タリーのポランティ

アたちが命をかけて世界の隅 ま々でこのポリオワク

チンを届けて、20億人の子供たちに予防接種が

行われました。この国際ロータリーはロータリー財

団を通じて、かつて人類のなしえなかつた世界の

子供たちからポリオを追放する運動を提唱し実践し、

今も推進しています。

このポリオ撲滅運動の今日の主なパートナーとい

うのは、国際ロータリーが提唱し、かつまた資金的

も出しておりますが、世界保健機構WHOあるいは

ユニセフ、また米国失業対策センターこういうとこ

ろが、今手を差し伸べております。

この壮大なプロジェクトを発足させるきつかけとなっ

たのは実は、日本の回一タリアンなのです。大正

13年3月 生まれの東京麹町ロータリークラブのクラ

ブ会長を務めていた山田ツネさんっていう方がお

られます。この山田さんが、ポリオ免疫プロジェクト

を始める動機とこうなったのは、1981年ボランティ

アとして4週間インドに滞在されたときのことです。

夜遅くまで続いた会合の帰りに、がさがさという

音がして、ぎょっと立ち止まりました。犬か猫か何

かえさをあさっているのかなと、その音のする方を

じいっと見ると、月の光で私が見たのは芝生の上

をやせ細った少年が手とひじを使つてはっている

姿でした。多分幼いころにポリオにかかり、足が麻

痺してしまったのでしょう。この少年の姿を見たと

きに、山田ツネさん、みずから自分の心の中には

日本人の手でこのインドの子供たちをポリオから救

いたいものだと心からそう思われたそうです。そし

て翌年に、南インドのポリオ免疫プロジェクト、3つ

の回一タリークラブと共同事業が推進しました。東

京地区の100以上のクラブの協賛を得て活動の

幅が広がつていったのです。そしてこの山田さんの

人道的な心を打つ暖かい活動が多くの人々の共

感を呼び、奉仕の幅が拡大するとともに拡大。

当時効果が上がっていった1985年国際ロータリー

は創立100周 年に当たる2005年、もう2年前にな

りますね100周年。この2005年までに地球規模の

記念すべき奉仕事業として、このポリオを取り上げ

たのです。そして国際ロータリーの記念事業として

ポリオプラスキャンペーンというのが、大々的にやり

ました。

でも残念ながら、この2005年にポリオ撲滅はで

きなかったのです。まだ今も進められております。

ポリオウイルスの根絶というのはできずに。

2006年 10月 31日 現在全世界で、一時はもう

250件という報告を受けていたのですが、2006年

の去年の10月 では1,526件の症例が報告されて

おります。これを国別でみますと、ナイジェリアが

544件、イエメンが473件、インドネシアが283件こ

の3国で1,526件のうち、1,300件 の症例を占めて

いる。それ以外の8カ 国つていうのはほとんどひと

けた台です。かなりいいところまでいっておりますけ

ども、このポリオの撲滅は国際ロータリーが国際レ

ベルの団体や機関と協力して行う最優先の目標

であると今日もまだ決議されております。

私たちはロータリーの創立以来初めて取り組ん

だ地球規模の壮大なポリオ撲滅が達成し、全世

界からポリオウイルスが根絶され、ポリオから開放

された世界を祝うことができることを願ってこれは

やみません。

ロータリー財団が行っている3種類のプログラム

についてお話をしました。

要して、財団活動を支援しこの推進していくには、

お金がかかります。資金がなければ事業はできま

せん。財団に対する寄付金というのは、御存じと思
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いますが、年次寄付というのと恒久基金というこの

2つがございます。毎年ロータリアン全員にお願い

しているのが年次寄付です。きょうも何か発表ござ

いましたね。生活水準から見れば、その100ドルの

日本は少ない金額で、過去の実績からいきますと

だいたい200ドル近くです。そういうものが日本人

の回一タリアンの年次寄付となっております。一人

一人の回一タリアンの善意がこの財団に惜しみな

い寄附として寄せられれば、この年次寄付があれ

ばこそ教育的あるいは人道的そしてポリオプラス

プログラムを展開していくことができるわけでござ

います。

まあ、年次寄付というのはロータリー財団の礎となっ

ております。この年次寄付のおかげで毎年繰り返

してプログラムを実施するために必要な資金を確

保できていますが、今後も考えたときに増大してい

く費用これを目指すためには、もう一つの基金恒

久基金がこれ必要なんです。

恒久基金っていうのは、元金は使いません。恒

久基金で集められたお金はそのままこう運用します。

だから、運用益だけが財団プログラムに使われる

というシステムになっております。

これは、インドのグチャラープロロータリークラブ

のカリアン・ベネルジさんは次のように言っております。

ポリオプラスプロジェクトがロータリーを永久にかえ

ました。私たちができるという確信を持つに至りま

した。私たちはインドで一度に8,700万人の子供た

ちにポリオプラスの予防接種を行ったのです。

現在さらに多くの国際プロジェクトがロータリアン

によって、熱心に開発されています。その活動を維

持するためのより強力な財政基盤が必要となりま

した。これを支援するのが恒久基金ですと。

またアメリカ、ネブラスカ州のオマハロータリーク

ラブのハワード・バンさんは年次寄付はロータリー

財団の中枢でありますが、もはやこれだけでは十

分ではありません。年次寄付は毎年使われる基金

です。一方、恒久基金の元本はそのままで収益だ

けがプログラムに使われます。私たちの目標は将

来のプログラムの拡充に備え、十分な資金を備え

なければなりません。恒久基金は年次寄付を補う

という点をお忘れならないようにお願いします、と

いうメッセージです。

また、フィリピンのネトロマニラロータリークラブ、

ラファエル・ヘチャラドさんは日一タリーとロータリー

財団は飢える人 へ々のきれいな水と食べ物、病を

病む人 へ々の医療、子供たちへの明るい未来そし

て人生のたそがれ期にある人 へ々の慰安とケア。国一

タリーのあすは回一タリアンの今日の行いに左右さ

れることをお忘れならないようにしてくださいと述

べています。

最後に、次年度国際ロータリー、ウイルフリッド・

ウイルキンソン会長が、日一タリーは分かち合いの

心ですときょうも発表ございました。そしてその分

かち合いとしてなおかつ、お互いに助け合う心こう

いうものを実践する。これは実は回一タリー財団が

かなり資金的援助プログラム等をやっているという

ことをきょう知っていただければ、いいと思うのです。

国際奉仕の中にあって、当初は国際交流っていう
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のがございまして、国際大会に参加していただくと

いうのが、国際奉仕の中の国際交流テーマでござ

いました。

例えば、国際大会の今後の予定、手元にありま

すので、ちょっと申し上げますと。ことしはソルトレ

イクシティー、アメリカで開かれます。2008年は口

サンゼルス、2009年は韓国ソウル、2010年はカ

ナダのモントリオール、2011年は米国ニューオリン

ズ、2012年 はタイのバンコクとこのように国際大

会が開かれる予定がもう決まっております。

どうかこのポリオプ回ジェクトを発足されるきっか

けとなった、山田ツネさんのような人のために尽く

す人 の々ことを決して忘れてはならないと思うのです。

この言葉を最後にして、本 日お集まりの国際奉

仕委員会の委員長の皆様方がロータリー財団に

ついて理解を深め、クラブヘ持ち帰ってメンバーー

人一人へ正しく周知、徹底されることを期待いたし

まして私のお話とします。

●若林パスト・ガバナー

大変感動的で、しかも格調あるお話をいただき

まして、居相さん本当にありがとうございました。

それでは、ここから皆様方より、WCSあるいは財

団その他のことでご意見あるいはご質問ございま

したら、ご遠慮なく発言下さい。

●大阪なにわ(吉川仁育)

過去にWCSを 2、 3回やらせていただいていると

思うのですが、そのときに1回 目と2回 日とその同

じ内容ではだめだということで、2回 目が危ぶまれ

たということがあつたのですが。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

2年にわたって同じプ回ジェクトがいけないという

ことはないと思います。ただ、マッチング・グラント

を申請とか補助金の折には、少し制約が出てまい

りますので、その辺で何かが問題があって、そうい

うお答えだつたのではないかと思います。けさ方も

クラブのCLPの話で継続性というお話が出ており

ましたし、本質的にはプロジェクトが継続するという

ことは間違いとは言えないと思っております。

●大阪なにわ(吉川仁育)

タイの姉妹クラブと一緒にそのマッチング・グラ

ントをやって、向こうの病院に何かを贈ると。1回 目

贈って、来年も同じような継続でということで、タイ

の方から言ってこられたのですが、何か同じような

ことを続けてやるのはだめだということで。本の表

紙だけ、カバーだけかえて出したように聞いて。結

果的には、OKになつたのですが、

●宮里国際奉仕・WCS委員長

恐らくそれは、問題なかったと思います。例えば、

全く同様のプロジェクトであっても、どちらかのパー

トナーがかわるということであれば、マッチング・グ

ラントに申請していただけます。万が一同じそのホ

ストクラブ、インターナショナルバートナークラブ、そ

れからプロジェクトの内容も同じ、それから寄贈先

もしくは実施する先も同じということであれば、間

違いなくマッチング・グラントは難しいと思います。

テクニカルな部分もありますので。例えば、幾つか

のクラブがプロジェクト参加されいれば、パートナー

をちょっとおかえいただくとかですね、そういうふう

なことでクリアできると思います。

●大阪東 (藤村達夫)

私どものクラブで、今まで国際奉仕委員長は何

をやってこられたかというと、国際、世界大会の参

加それから姉妹クラブとの交流、それを私どもの

場合はマネーラルロータリーと1年ごとに交互訪問

をやっておるわけです。それと姉妹クラブまではいっ

ていないのですが、交流クラブとして韓国モアクク

ラブとの交流があります。そういう国際交流のこと

をフォローするだけで目いっぱいかなと、その中できょ

うお伺いして、WCSがメインでその本当のその国

際奉仕っていう意味が、私はWCSだと思うのです。

きょうビデオを拝見して、すばらしい活動をされ、

それが各クラブ単位でどこまでできるのか非常に

疑間に思いまして。

きょうのCLPの話をお伺いし、やっぱりCLPが国

際奉仕の活動については、やっていかないととても

できない。継続性の問題ですね。それから皆さん

の合意を得るっていうかそういうことが導入されな

いと、1年単位で委員長が替われば、基本的に
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WCSの活動はできない。

当面は、今の地区協議会のWCSの活動にクラ

ブ単位で参加させてもらった方がよいのでないか。

このような活動を多分私どものクラブの皆さんほと

んど知らないです。だから我 が々PRしなければい

かんでしょうね。

例えばクラブのメンバーで、そういうところへ参加

していただく道をつけていただくと。今、基本的に

私自身が、国際奉仕委員長で果たしてどこまでで

きるかというときに、非常につらい思いをしております。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

この世界社会奉仕活動というのは、決してほか

の奉仕部門も同じだと思いますが義務ではありま

せん。きょういろいろ私の活動報告を聞いて、つら

い思いをされたというのは、私が意図するとこでは

ありませんので、非常に申しわけない気持ちでいっ

ぱいでございます。いろんなやり方がありますし、

私たちほとんど99%がやはリビジネスの世界におり

まして、これで食べているわけではありませんので、

本当に難しいことだと思います。

国―タリーは世界的な組織であり国境を越えて

WCS活動もしくはその他の活動で本当に国際理

解ですとか親睦が推し進められるということを実感

していただきたいと思っています。

今のような御意見がございましたら、ぜひ私ども

地区のプロジェクトにのっていただいて結構です。

なるべく感動を現地に行かずしても感じていただ

けるようなファイナルをお届けするようにしています

し、きょうは時間がなくてはっきり御説明できなかっ

たのですが、すべてのプロジェクトの資金は皆様の

浄財でございまして、私たちは各プロジェクトに、

今期プロジェクトができないというクラブさんの資

金をお預かりして、プロジェクトのスポンサーになっ

て頂きます。

たとえば、モンゴルに行かれたら、プロジェクト実

施先で、ご自分のクラブの名前を発見されることも

あります。

また私の報告書や委員会のこの度の様なプレゼ

ンの機会に少しでも見ていただいて、現地の人が

こうして助かっているのだという実感を少し共有さ

せていただければ、ことし無理でも来年、来期無

理でもまた再来年、新しい委員長さんにお考えい

ただけると思います。

それから、確かに継続性がないと難しい部分が

たくさんございまして、私たちはWCS委員会と呼

ばれているときから、世界社会奉仕はぜひ皆様の

クラブで3年委員としていただきたい。委員長さん

が3年継続される必要はありませんので、補助金

の手続きなど、いろんなテクニックの部分もありま

すので、継承していただけるような委員会構成に

していただければと思っております。

お答えになっていないかもしれませんけど、もし

何かやりたいというお気持ちがおありになりましたら、

ぜひ御相談くださいませ。一緒に考えさせていただ

きたいと思いますし、何らかの形で実績を残してい

ただけるように全力を挙げて、協力させていただき

たいと思っております。

●門真 (大竹洋一郎 )

WCS活動で、現地視察の費用についてはどのよ

うに考えればよろしいでしょうか。

そのプロジェクトの予算に対して、現地視察の費

用というのは非常に高くなると思うのですが。その

プロジェクトの予算の中に入るのか、クラブ持ちなの

か個人持ちなのかを教えていただきたいと思います。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

私ども委員会もそうです、私どものホームクラブ

もそうです、ほとんどのクラブさんがそうだと思います、

個人持ちでございます。私たちはボランティアでご

ざいますので、やはり個人持ちになろうかと思います。

●大阪ちゃやまち(戸田和孝 )

地区補助金についてお伺いしたいのですが。私

どもの地区である福祉施設にささやかな寄付とか

あるいはチャリティーとかそういつたものでやってい

るのですが、2年続けて同じところに同じプロジェク

トはまかりならんという規定があるのですが、地区

に密着した奉仕活動というのをやっておる関係上、

2年続けて同じことはいかんという規定を弾力的に

運用していっていただかないと、その施設から、こ
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としどうなりますかって尋ねられたときに、いや2年

続けてはできませんからお断りせざるを得ないと言

うような答えはつらいものがあるんですが。

●居相サプリーダー

そのお言葉にはなかなか返事が困るのですが。

いろんなプロジェクトあるなかにあっても、同じものに

はお金を出さないというのは原則になっているのです。

この地区補助金も2660地区の中で手続がとら

れて、決定されております。恐らくちゃやまちの方

にも1回 目か2回 目のときに出されましたね、何か

過去の歴史的なものを掘り起こすということで記

念碑的なもの。それをある継続的にしようとすれば、

お金がまたかかるということではないかと勝手にちょっ

と推測してみたのですが。例えば目的であり、また

資金の使途を別な切り口でできないでしょうかって

いうのしかアドバイスできないのです。同じような

目的で同じものを繰り返してやりますということで

あれば、現時点においては無理だというお答えに

なると思います。

●大阪なにわ(吉川仁育)

先ほどの交通費の件で自前っていうことがあった

のですが、私の記憶だけで話をして申しわけない

のですが。WCSのマッチング・グラントのときに、交

通費が出るっていう話があつたのですが、

●宮里国際奉仕・WCS委員長

いえ、それはマッチング・グラントではなくて、ま

た違う補助金でございます。昔でいう個人向け補

助金、今は、ボランティア奉仕活動補助金と名称

がかわりましたが、これは視察行かれるときに、こ

の視察費用に対して出る補助金が別にございます。

マッチング・グラントだとか世界社会奉仕活動する

ために現地視察に行きたいということで出る補助

金がございます。

●大阪なにわ(吉川仁育)

マッチング・グラントが終わつて、タイにそのもの

を持つていくときに補助金が出ると聞いたのですが。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

それは恐らくやはリボランティア奉仕活動補助金

のお話だと思います。

●大阪なにわ(吉川仁育)

そうですか。そのときにその何力月前に言わなくちゃ

いけないのだが、始まるときにはもう間に合わない

ようなことが。使えないというのが現状なのですね。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

使えないっていうか、非常に使いにくい。

●大阪なにわ(吉川仁育)

使いにくいですね、7月 に年度が始まつてさあ出

そうと思ったらもう申請の期間が過ぎて、前の年か

ら出しとかないとできないような。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

いえ、そうではないです。出発の3カ 月前までに

申請を出し、2ヶ月前までに必ず承認を受けないと

いけないという規約がございます。私ども委員会で

も、皆さんにいろいろお手伝いしないといけませんで、

私たちも申請いたしました。それがあって極寒のモ

ンゴルに、11月 にしか行けなかったのです。

●大阪なにわ(吉川仁育)

それは前年度に出すことは、例えばきょうすぐに

前年度のこととして出すことは可能でしょうか。今

から出せば、例えば8月 9月 とかも可能だということ

ですね。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

可能です。

●大阪なにわ(吉川仁育)

それは始まっていなくても構わない。

●宮里国際奉仕・WCS委員長

構わないです。

●若林パスト・ガバナー

皆様にはまだまだご質問がおありでしょうが、こ

れをもちまして終わらさせていただきます。

本日の部門別は素晴らしいサブリーダーのお陰で、

リーダーの私自身もサブリーダーのお話に感動し、

良い勉強が出来たと感謝の念でいっぱいであります。

7月 1日 から、いよいよ本番で登場されますが、今

日の地区協議会のこの部門別で何かヒントを得ら

れましたら、ぜひとも皆様方の年度に生かしてい

ただき、実りのある1年間となりますことを祈念申し

上げ、閉会といたします。
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に行うということです。

お隣りの佐藤さんはそれを束ねられる委員長さ

んで、それから情報増進です。こちらはお金を集め

る方の委員長さんです。そしてあとの委員長さん

はそれぞれの奉仕を具体化させる委員長さんです。

きょうは、どうすればクラブとして財団から補助を

もらえるのか そしてお金を使えるのか、そうしてそ

れがクラブの活性化に役立つわけです。地域にも

使うし、海外とのシスタークラブと一緒になって、

発展途上国に何か奉仕をするというようなことです。

各クラブが行動を起こせるような補助金をもらう、

そして使うわけで、どういうふうにしたらいいのかを

勉強していただきたいと思います。

奉仕のために随分使わせていただいて、いろん

なことでき、だから寄付するのだというようなふうに

財団を見ていただきたいものです。

寄付した、そして大いに奉仕に使わせてもらった、

だからまた寄付しようというそういう発想で、きょう

1時間半聞いていただけたらと思います。

●佐藤口…タリー財団委員長

ロータリー財団というのは一般的に難しいと言わ

れているのですが、最初お聞きしたいのは過去に

会長、幹事、ロータリー財団委員長を務められた

方は何人ぐらいおられますでしょうか。ちょっと挙手

をお願いいたします、やっぱり半分以上おられますね。

それ以外の方は初めてで、全く初めての方はちょっ

とわかりにくく、一方何回もやっておられる方はこ

んな話はもういいということになるかもしれませんが、

いろんな方向からロータリー財団についてまた一

緒に皆さんとともに勉強していきたいと思います。

年度予定として、8月 末に、クラブの会長・幹事。

財団委員長が集まって財団のセミナーを行います。

●宮田パスト・ガバナー

初めての方はきつとロータリー財団を理解するこ

とはなかなか難しいと思われていることと存じます。

ほかの地区でもそうなのですが、財団のすべてを

理解している方は少ないと言われています。財団

いうのは幅が広く、そして奥行きが深い。そして細

かい箇所が毎年変わるのです。財団の本部の方

でたびたび用語を変えたりするわけです。財団の

独特な用語いうのもあります。わかりにくいというこ

とは事実でございます。しかし当地区では、年に3

回ほど会議を持ちますので、大まかのところをつか

んでいただけるのではないかと思います。

一言だけ申し上げたいのがロータリーの歴史です。

とのようにしてロータリー財団が出来たかであります。

1917年まだロータリーができてから年が浅いころ、

社交クラブみたいな感じでやっていた頃に、社会

奉仕として公衆便所をシカゴ市内に作つたとか、やつ

と個人で奉仕をしたとか、クラブでもやり出したと

いうような頃に、アーチ・クランフという方がもう少し

財源を集める方法をつくり、ある程度の規模の奉

仕が出来るようにすることができないだろうかとい

うのを提唱されたのです。

そして28年に財団という言葉ができ、そして47

年にポール・ハリスが亡くなった翌年に世界中から

約130万 $が集まり財団として資金的な大きな規

模に確立された訳です。

現在の財団の目的を一口で言いますと、地域的、

全国的、日本でいえば、日本の皆さんの地域で、

日本の国全体で、それから国際的、人道的な、教

育的なそして文化交流の奉仕を世界平和のため
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それから、秋にクラブの財団委員長会議と年に3

回ありますので、皆さんとは本日を含め3回顔を合

わせることになると思っております。

地区財団委員長いうのは3年間やらないといか

んことになっております。ことしもやりまして、横山ノ

ミニーの次年度もう1年やらないかんいうことで、よ

ろしくお願いします。

先ほども言われたように財団は難しいということと、

もう1つは何か財団は寄付集めばっかりだというイメー

ジがありまして、わたしのクラブなんかでも会長、

幹事経験者が財団委員長になると、その方が会

員ににらみが利いてお金が集めやすいというような

こともあるようですが、中には委員長になれば、人

に頼んでお金集めるため、頭下げるの嫌やなとい

う方もおられるようですが、それやったらいっそのこ

と、クラブ予算の中に財国の寄付金組み込んでし

まおうかというのも聞いているんですが、場合によっ

ては、必要悪としてクラブが財団に上納するという

やくざの世界か暴力団の世界のようなイメージで思っ

ておられる方もあると思うのですが、先ほど何遍も

宮田さんが言われたように、なぜそうなってくると

いうと、寄付集めしてそのお金がどうなっているか

ということがわからないからです。お金ばっかり集

めて後どうなっているのだと、それは財団のプログ

ラムが場合によっては身近でないから各クラブ奉

仕とか関係ないような遠い世界の話でありますね。

例えば世界社会奉仕、どこかで井戸水を作るとか

そういったところの話とか、財団の学生を派遣する

とかGSEをやるとか、関係してる人はすごく関係し

てるんですが、知らない人はまるっきり知らないと

いうことで、そうすると先ほど言いましたお金ばっか

り集めて後どうなっているのだろうということになる

と思うのです。でも本当言えば、その財団のプログ

ラムというものをよく知れば、これはお金を納めな

いといかんなということになると思うのです。

古い仏教の言葉で「喜捨」喜んで捨てるという言

葉がありますが、タイにはお坊さんが多くおられて、

一般庶民の方は、あまり裕福でないのにお坊さん

には、お金差し上げる。差し上げることによって自

分の徳が増えるということで喜んでお金をあげる。

国一タリー財団の理想的なのは、プログラムがあっ

てこのお金を払うことによって自分も良かったと、

得したというものになれば一番いいかなと。ですか

ら皆さん方クラブに帰られてクラブ協議会でお話さ

れるとき、皆さんにそういうふうに説得される内容

の話をお話ししていただいて、決して上納金じゃな

いと、財団プ回グラムに感激してお金を納めるのだ

ということが基本だと思います。

集まったお金をどう流れていくかということなんで

すが、ご存じのように2種類ありまして、1つは年次

寄付、毎年1人当たり幾らと午前中も新谷ガバナー・

エレクトがおつしゃったように130$以 上払ってほし

いということの目標がありますね。それが年次寄付

です。もう1つは、恒久基金ということで2種類ある。

寄付金額云 と々いうのはどちらかというと年次寄付

でありまして、年次寄付は後でまた地区に返って

きたり、財団プログラムに使われるお金です。恒久

基金は使われないでそのままプールするというお

金なのです。よく例えられるのは、年次寄付という

のは回―タリーのプログラムという花を咲かせるた

めに毎年、水をやっていく、その水が年次寄付です。

恒久基金は水を溜める貯水池である。だから花を

咲かせるためには、そういった毎 日の水が必要で

あると同時にそれを必要なときに溜めておくプー

ルが必要だということで恒久基金ができていると

考えられたらいいと思います。

寄付金はRIのロータリー財団の財団管理委員会

というところで、お金が管理されるのですが、皆さ

ん方はそのまま見過ごされる。中にはあのお金は

一体ちゃんと使われているのかどうかとか疑い深

い人もあるかもしれませんが、2年間投資して、投

資したお金の半分はまた地区へ返ってきます。
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詳しくインターネットで見ていただくとロータリーの

財団報告というのがちゃんとありまして、どんなお

金に幾ら使って投資した額の何割がプラスになっ

たとか非常にきちっと報告されていますので、疑り

深いか、より深く研究したいという方はインターネッ

トを調べますと、公明正大に公表されております。

不透明でなく必ず信用を置けるというか、確実に

運用されていると私は思います。

年次寄付の半分は、WFといいまして世界の基

金に残りまして、あとの半分が地区へ戻ってくるわ

けです。それがDDFというもので、戻ってきたお金

をこの地区委員会でどうやってお金を使うかとシェ

ア会議というのを開きまして、戻ってきたお金をつ

まり我 の々3年前のお金ですね、そのうちの半分が

戻ってくると、利息がついて、それをどういうふうに

使おうかということになっております。かつては60%

地区へ戻ってきたわけですが今は50%になったので、

お金が20%減っています。一番被害を被っておる

のが財団奨学生の奨学金なのですが、かつて私

も財団奨学金の委員長やってましたが、そのころ

は奨学生を20人以上派遣することができたのです。

今はもう10人に減っていまして、半分以下になりま

した。つまリパイの大きさが減ってきたということで、

パイの大きさ減っている中で、分配をいろいろ考え

てるんですが、小さくなっているパイはどうしようも

ないので、パイの大きさを増やさないといかんと考

えております。

財団プログラムの目的が非常に重要であるのに、

身近でないのは結局、世界理解とか平和を達成

するために使うんだというロータリーの歴史上、一

番進化した形でのプログラムであるからだと思うの

です。親睦団体とか地域の奉仕からはじまり、だん

だん世界的に規模が広がり、そういう中でなじみ

が浅くなるということになるんですが、私が個人的

に思うのは、日一タリーというのは大きな意味の平

和団体だと思うのです。平和団体である側面とい

うのがあって、幾らいろんなところにお金を費やし

ても結果は、なかなか出てきませんが、平和と世

界理解は永遠の課題だと思うのです、それがロー

タリアンとして夢と希望を持ち続けられるのではな

いかと。

クラブ管理だけに集中しますとマンネリになると

思うんですが、クラブ活動から離れて回―タリー全

体の世界の動きとか、国一タリー財団のそういった

プログラムをよく考えてみますと、我々の夢とか口

マンとかそういうものを追い続ける、そういった立派

なプログラムであるということで、私も10年以来ずっ

とこの財団に関係しているのです。

きょうはオリエンテーションですので、これから4

人の委員長の方が話をされますが、いっぱいプロ

グラムもあると思うんですが、クラブに帰られてお

話されるときは、きょうの話と、それともう1つお勧

めしたいのは地区の本一ムページがあります。こと

しは非常に上手に地区のホームページができてお

ります。ホームページをパッと開いていただきますと、

今年の財団委員会、委員長はじめ、4人の委員長

の活動内容が載っております。

それから、CSEで今、トルコから来ておりますが、

活動内容はホームページに写真で載っております

ので、ぜひホームページを開いていただいて、きょ

うのお話の後、補足するなり勉強していただきたい

と思います。

私もロータリーの知識はあまりありませんが、疑

間に対して、質問に対してどこを調べたら答えが

出てくるかはわかるかも知れません。例えば、お金

がどこへ行って、返ってくるのがどういう流れとか、

そういうロータリーの財団報告書が出てまいりますし、

ホームページの中で回一タリーの友とかあるいは回一

タリージャバンウェブとかそういつたいろいろなロー

タリーに関する情報というのがいっぱい載っけてあ

りますので、そういうことをあわせて見ていただいて、

これから1年一緒にロータリーについて考えたいと

思います。

●北村財団情報・増進委員長

今リーダーと佐藤委員長が話されましたので重

複することが多いと思うのですが、財団情報・増進

委員会と言いますのは、財団のことをよりよく理解

していただいて寄付の増進につなげていく、そうい
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う委員会であります。お配りさせていただいていま

す資料見ていただきましたら大体わかるんですが、

歴史。歩みにつきましては、出ておりますのでそれ

をご覧なっていただければありがたいと思います。

宮田パスト・ガバナーがおつしゃいましたように、

1916年、17年の第6代 RIのアーチ・クランフ会長

が提唱されて当初出発をした。初めのころは全然

お金も集まらなくて、ポール・ハリス・フェローさんが

亡くなられて初めてお金が集まって財団の形を成

してきたというふうなことであります。

ロータリー財団委員会には、4つの委員会、私達

の担当しています寄付を集める財団情報。増進委

員会そして奨学生、学友とか世界フェローシップと

かをお世話をする財団奨学金。学友委員会、そし

て先ほどお話がありましたGSE研究交換グループ

のお世話をされたり学友のお世話をされたりする

研究グループ交換委員会、そして補助金を出され

る事などを担当される財国人道的補助金委員会

があります。私達の情報。増進委員会以外は皆さ

んお金を使われる方、そして情報・増進の方は寄

付金を集める立場というふうなことになつております。

使われる方のことはこれからまた説明をされます

ので理解していただけると思うのですが、財団ヘ

の寄付というのは、先ほどお話がありますしたよう

に年次寄付と恒久基金、使途指定寄付という3つ

があります。

年次寄付につきましては、各クラブで会員の方

に毎年1人いくら以上というようなことでクラブで決

められて、それを寄付していただくのですが、これ

は先ほどお話がありましたように、当年度に集まっ

たお金は当年度を含め3年間留保されまして、4

年目に初めてその50%が地区の方へ返つてきまし

て、地区財団活動資金DDFとなります。残りの半

分は、財団本部に残されまして、国際財団活動資

金WFとなります。年次寄付で集まったお金は、3

年の間にいろいろ投資されて、金額が増えます。

その増加した金額もトータルされた50%が各地区

に返ってくるということです。

恒久基金につきましては、集まったお金について

は―切、手をつけないで、元金については永久に

貯蓄され、運用益だけが財団プログラムを遂行し

ていくために使用していくというようになっております。

恒久基金に1,000$以上を寄付されますとベネファ

クターの称号が与えられるということになっております。

それから使途指定寄付というのは、一番代表的

な例としてポリオ・プラスですが、何に使うかという

指定をして寄付をする、そういう寄付のことです。

上記のような寄付の種類があります。次に過去に

どういうふうな形で年次寄付されてきているかと言

いますと、私の資料にも書いておりますが、10年ぐ

らい前からこの2660地区の寄付もだんだんと人数

の減少もあり寄付が減ってきておるという現状であ

ります。ただ、世界の平均からいきますと、2005年

度で世界では平均 1人 当たり70$という寄付なん

ですが、日本の平均は107$ということになっており

ます。ただ、地区の目標額が131.89$に 対して結

果 136.84$、 1人当たり平均寄付をされています。

ですから日本の平均よりも30ドルほど多く我が地

区では集めていただいております。2006年度につ

きましては、日標額 123.88$に対して結果として

136.21$と 若干0.6$ほど減っておりますけれども、

136$以上は平均寄付されています。そのときの日

本の平均が112.58$と いうことで、その前年度より

も5$ほど増えています。世界では、77$と 1割ほど

増加をしております。2007年度は目標額につきま

しては119.45$ということになっております。まだ6

月が終わっておりませんので結果が出ておりませ

んが恐らく昨年度と同じぐらいにはなるのではない

かなというところです。

冊子の方にもクラブヘのお願いということで、書

かせていただいているのですが、財団に対する1

人当たりの平均年次寄付の目標額が毎年低下し

ております。年次寄付についての1人当たりの寄付

と言いますのは、寄付総額を会員数で割ったもの

ではないという点にご留意いただきたいと思うので

す。そのようなことで各クラブの会員の皆様が漏

れなく年次寄付をしていただけるようお願いしてい

ただきたいなと思います。
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例えば今期は1人当たり100$以上の寄付というこ

とで、メンバーが50人ですと、100掛ける50で、

だれかが1人でポーンと一括して全額寄付したら

平均 100$以上だということではなく、全員の方が

100$以 上していただくということであります。なお

かつ、エレクトがおっしゃっていましたように日本の

平均所得GDPからいきますと、世界でも1、 2を争

う非常に高いGDPでありますから、平均 100$とい

うのは世界の平均100が$ということで、当然皆さ

んご存じのように、50$とか60$できないところと、

また150$するところもあわせての平均です。だか

ら日本では、少なくとも1人当たり、前年度より少し

でも多くしていただけるようにお願いしたいと思う

のであります。

それから先ほど話がありました、8月 の25日 の土

曜日が財団セミナーの予定となっております。これ

は会長、幹事、国一タリー財団の委員長さんが出

席していただくセミナーであり、8月 の25日 の土曜日、

場所はYMCA、 予約を入れておりますので変わら

ないと思います。13時、登録受付の13時 30分開

始です。会長、幹事、日一タリー財団委員長さんの

ご出席をお願いします。

それから10月 の27日 土曜日ですね、これは財

団委員長会議、これもYMCAで 1時受付の1時30

分開始です。この2日 間は、地区協議会にいらして

いただいているような内容をもう少し掘り下げたこ

とになると思います。

●簡財団奨学金・学友委員長

お手元の資料は国際親善奨学金と学友につい

てという題で書かせていただいておりますので、詳

しい内容はこれを読んでいただければご理解して

いただけると思います。

財団の国際親善奨学金というのは、先ほど情報

委員長からお話がありましたように、いただいた寄

付の半分が3年後にこの地区に戻ってきまして、

それを奨学金として支給しています。今までは 1

人当たり2万 6,000ドルですが、次々年度からは2

万3,000ドルになります。大体 1ドル 120円 で計算

すると276万 円になりますが、当地区の回―タリア

ン1人 当たりの寄付額が130ドルくらいですから、

その半額が返ってくるということです。1人の奨学

生を送り出すのに350人以上の寄付が集まってやっ

と、1人の留学生を日本からそれぞれの国に送り

出している状況です。

以前はロータリー財団の資金のほとんどが、奨

学金に使われていたのですが、最近はそれ以外に、

世界社会奉仕とか国際奉仕、社会奉仕などに使

われるようになってきています。

次年度は教育的なプログラムより人道的プログ

ラムの方に多く使われると思います。例えば、2人

奨学生を送り出すと、インドネシアで多分、小さい

小学校ぐらいが建ってしまう。私が委員長の立場

であんまり言うべきことじゃないと思うのですが、こ

の教育的プログラムを、どの比率で実行していく

かというのが、委員会の課題になると思います。

小学校を建てるとか、井戸を掘るということも重

要なことだと思いますが、次世代を担う若者たちを

育てるのもまたロータリーの目的の1つだと思いま

すので、バランスをうまく取りながら皆さんからいた

だいた寄付を使っていきたいと思っています。

この奨学生は毎年、試験があるのですが、12月

ごろ、それぞれの大学、本―ムページ、それからも

ちろん皆さんのクラブに募集要項を提示しまして、

3月 中にそれぞれのクラブから推薦をしていただき

ます。そして、4月 に論文のテスト、5月 6月 にかけ

て最終面接をして毎年選ばれるのですが、1年間

に8人から9人ぐらい、それでもですね、20万ドル

以上ですから、2,400万 円近いお金を奨学生に使っ

ていくわけです。

そういう中で奨学生の選考基準も、かなり難しくなっ

てきまして、今までは大体英語圏は丁OEFLのスコ

アが550点、それ以外の語学ですとベルリッツのレ

ベル5から6だったんですが、次年度からは、英語

圏で587点、英語圏以外の語学が、レベル7以上

ということで、私は専門家じゃないんでわからない

のですが、たまたま奨学生のOBの英語の先生に聞

いたところ、留学経験がないと、これからはロータリー

の奨学金を取れないんじゃないか言われました。

一一

137



傾向としては、RIの回一タリー財団に確かめていか

なきゃいけないのですが、私の個人的な感じとして

は、日本からはなるべく優秀な数名にして、あとは

違う国から取り、日本の回一タリー財団のお金は人

道的目的に使いなさいという意図が多少入ってい

ると思います。

ロータリー財団のこの地区のお金というのは奨学

生に、もちろん優秀で海外に行けない子がまだ日

本にもたくさんいますので、何名かは選抜していき

ますが、大きな流れとしては、人道的目的に使い

なさいという流れは止められないと思っています。

国際親善奨学生の選考及びお金の使い方について、

簡単に説明させていただきましたがそれ以外の教

育的プログラムといいますと、まずロータリー世界フェ

ロー、それから昨年新しく新設されましたロータリー

平和及び紛争解決研究フェローという2つのまた奨

学生制度があるんです。これは地区には関係なく、

全世界から選ばれていきます。

ロータリー世界平和フェローというのは、全世界

から約70名 の学生を募集しまして、世界各国にあ

る5つの大学の教育機関で勉強するというプログ

ラムです。これはワールドファンドで行われるもので

すので、ある意味では募集して受かれば、誰でも

行ける奨学金制度です。

この回―タリー世界平和フェローというのはもう5

年前から、すでに5期生が誕生していますが、日本

からはなかなか選ばれなくて、今まで日本で選ば

れたのは14名ぐらいです。当地区からは一昨年、

茨木東さんが推薦された寺西悦子さんが合格しま

して、今オーストラリアのクイーンズ大学で勉強し

ています。これには人数制限がありませんので、ど

んどん募集をしていただきたいと思います。

今度、新設されたロータリー平和及び紛争解決

研究フェローは、タイのチュラロンコーン大学で3カ

月から6ヵ 月ぐらい勉強するプログラムですが、こ

れも人数制限がありませんのでどんどん募集をし

ていただきたいと思います。

ロータリーの国際親善奨学生というと、日本から

出ていく奨学生のことで、日本へ来るのは米山の

奨学生ということで、一般的にはそういうふうにとら

えられていますが、日本から海外へ留学生を出す

ということは、当然ほかのヨー回ッパとかアメリカとか、

ほかの回―タリーの地区からたまたま日本へ来る

学生もいるわけですね。今までは大阪は人気がな

くて、久しぶりですが、次年度は韓国とアジア系の

アメリカ人の、2名 の国際親善奨学生がこの大阪

を希望しています、2人とも女の子です。初めての

ことで、ちょっと戸惑っていますが、受入地区として、

2人の国際親善奨学生の、世話クラブ、また1年 間

その子たちの面倒を見ていただくカウンセラーを決

めさせていただきたいと思います。

うちのクラブはやつたことないんで受けてあげよ

うという方がいらっしゃって、ガバナー事務所に連

絡していただけると一番いいんですが、それぞれ

の経歴を皆様のクラブにお流ししますので、もしそ

ういうクラブがありましたらぜひ募集をして、面倒を

見ていただきたいと思います。それが1年の受入

国際親善奨学生です。

それ以外に、あと3ヵ月と6ヵ月の文化交流で日

本へ来る学生がいます。3ヵ 月の子が韓国の男の

子1名、それから回シアの女の子1名 、6ヵ月が、オー

ストラリアの男の子 1名 、次年度は、計3名 の文化

研修生が当地区に勉強に来ますので、国際親善

奨学生をこちらから出してないクラブに重点的にお

願いすることになると思いますので、次年度は、な

るべく地区のDLPの方針に従って今まで経験して

いないクラブの方にそういう経験をしていただきた

いということで今、進めております。

詳細については1、 2ヶ月中にクラブの回―タリー財

い
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団委員長あてに情報を流させていただきますので、

ぜひクラブの理事会等でご検討願いたいと思います。

それ以外に国際親善奨学生として留学から帰つて

きた学生さんたちをそのままで、ロータリーとの関

係を絶つということじゃなくて、長くロータリーに協

力していただきたいということで、当地区ではPSC

という名称で国際親善奨学生のOB会、学友会を作つ

ております。主な役目というのはこれから行く国際

親善奨学生の候補者に先輩としていろんなアドバ

イスをしたリオリエンテーションに参加したり、ロー

タリー財団月間、11月 でしたか、多分、クラブの財

団委員長さんはそのときに卓話をしなければなら

ないと思うのですが、そのときに国際親善奨学生

を出してないクラブでどういう子たちがどういう経

験をしてきたということをもし要望されれば、できる

限り国際親善奨学生のOBをそれぞれのクラブの

卓話に派遣させていただこうと思っていますので、

なるべく早めにお申し込みしていただければ、対

応させていただきますのでよろしくお願いいたします。

●田中研究グループ交換委員長

研究グループ交換 (GSE)は、ロータリー財団の

教育プログラムの一つであり、異なる二つのロータ

リー地区が組み合わされ、回一タリアンではないチー

ムメンバー4～6名 及びロータリアンのチームリーダー

1名 から成る専門職業の研究グループを、お互い

に派遣し、受け入れ合うものです。旅行期間は4～

6週間で、チームは可能な限り地元の回―タリアン

の家庭に滞在します。

GS巨に関わる費用については地区ガバナー。工

レクトと地区のロータリー財団委員長により、正規

のGSE補助金申請書を提出し、承認を得て行い

ますが、ロータリー財団への地区による寄付の如

何にかかわらず、毎年、1組のチームを派遣するた

めの資金を国際財団活動資金 (WF)に 申請でき

ます。

研修の内容は、国、行政、司法、教育、社会事業、

農業、工業、研究、宗教及び文化、レクリェーショ

ンなどの―般研修と、各 の々団員の専門職に関連

した職業研修をミックスして、受け入れロータリー

クラブが立案することになります。通常の観光旅行

では得られない素晴らしい研修と人生経験が待つ

ていますので、皆様の関心を集めて行きたいと考

えます。

このプログラムは、原則ロータリー財団のWF(世

界基金)から往復の航空運賃を負担してもらいます。

又 (派遣メンバーの出発前の語学研修を行う場合

は、地区DDFよりその経費が負担されます)プロ

グラムを受け入れた地域のロータリアンの善意と

情熱で支えられるものです。団員の一人一人が親

善大使であります。地球上にありますロータリー地

区は、530ほどあると思います。毎年一つの地域か

ら5人研究グループとして派遣されますと、2650

人の人たちが世界中のロータリー地域とそれぞれ

のガバナーを代表して交流に出かけることになりま

す。当地区 (2660地 区)のガバナーを代表して、

今年はトルコの2430地区にまいります。

トルコからはすでにチームが大阪に来ておりまして、

全てのクラブの皆様に大変お世話になっておりま

すが、彼らは、今、真剣に日本事情について勉強

をしている状況です。日本人はあまりトルコのこと

を知りません。また、同じようにトルコの人たちも日

本のことをあまり知らないのが現状です。相互に合っ

て話をすることが相互理解に役立ちます。彼らが

関西空港に到着しました際、私は空港に出迎えま

した。そして団長さんを車に乗せ、大阪市内まで

来る途中、話をしましたが、それでも多くのトルコ

のことが分かります。トルコは海に囲まれて、南北

に山脈があり、山の間は高地だが、盆地や平原が

多く、素晴らしい農地になっているので、トルコは

自給自足である。国土は東西に長く、日本の九州、

北海道を含めた日本列島の長さに近いが、南北

の幅が大きいので、日本の2倍あり人口は日本の

半分ぐらいである。などいろいろな情報を聞くこと

が出来ます。

現在滞在中のトルコチームの日程表及び名簿な

ど、本 日お渡し申し上げました封筒に入れており

ますので、彼らの動きに合わせて日本事情につい

てご教授してあげてください。

０
′

■
●



又、GSEは世界的相互理解と、友好親善を推進

するために、国を異にする個人と個人が親しくふ

れあい、意見を交換するユニークな機会を提供し

ています。彼らが皆様のクラブを訪間の折りには

充分に話をしてください。

この5月 7日 から約lヶ月、当地区から派遣いたし

ますグループの人選も終わり、現地でのプログラ

ムについて準備を整えておりますが、団長が決まら

ず私に委員長から団長としてトルコヘ行くよう氏名

されておりますので、この地区の大使として大いに

がんばらなれければと思つています。

私がお願いしたいのは、皆さんのクラブから参加

者の推薦をお願いしたいので。

皆様の会社には、優秀な社員が沢山おられるは

ずです。

将来彼らが会社のリーダーとなり、活躍される頃

には参加された経験が大いに役立ちます。参加者

には経済的負担はありません。

私は今までのように一般募集するのではなく皆さ

んのクラブから、皆さんの会社からご推薦いただき、

より効果的なプログラムにしたいと念願しています。

来年度の募集要項が出来上がりしだいに、クラ

ブに配布いたしますので、ご検討下さい。なお募集

要項が多数必要な場合にはお申し出下さい。

なお、CSEのプログラムに参加されて帰国されま

すと財団学友として、また、アルムニ会の会員とし

て活躍いただけます。CS巨学友との連絡を維持す

ることは、このプログラムの目標の重要な一環です。

CS巨メンバーがこのプログラムを満喫し、体験を活

かすことが地元地域のロータリーの業績を広めて

いくと考えられますので、今後もCS巨のプログラムで、

何かとお願いを申し上げますがよろしくお願い申し

上げます。

●横丼財国人道的補助金委員長

今までは、我 が々お金を払う話でしたが、これか

らは我々がクラブで奉仕事業をするときに逆にお

金をいただける話ですので、今まで補助金申請さ

れてるクラブもかなり多いとは思いますが、まだ一

度も補助金申請をされていないクラブがありました

ら、今期は絶対するぞというつもりでこれからの話

を聞いてください。

日一タリー財団には、大きな3つのプログラムがあ

ります。教育的プログラム、人道的補助金のプロ

グラム、ポリオ・プラスのプログラムです。回一タリー

財団から3つの大きな流れがあり、その1つが人道

的補助金プログラムです。

人道的補助金プログラムの中にはまた4つのプ

ログラムがあります。地区補助金、マッチング・グラ

ント、ボランティア活動の補助金、3-H補助金の4

つです。これを理解していただいて、これからの話

を聞いていただけたらいいかと思います。

我々が使える補助金の財源は年次寄付です。

3年 間運用され、それと恒久基金の利息、これが

3年後に戻ってきます。戻ってきたお金はシェアシ

ステムというものによつて、どういう比率で分配す

るのかを決定する会議があります。それによって、

国際財団活動資金 (WF)、 それと財団活動資金

(DDF)の 2つに分けます。

今年度と来年はWF,DDFの比率は50%、 50%

です。WF,DDFとも我 が々申請すると使える財源

です。次年度の人道的分野で使えるDDFは 11万

5,000$です。

マッチング・グラントに使えるDDFのお金が6万

5,000$です。地区補助金、これは自分のクラブが

あるところで社会奉仕活動する場合、使えるお金

が5万$です。1事業に申請出来る金額は、マッチン

グ・グラントは5,000$、 地区補助金の方は2,000$

の補助金が申請できます。大きいプロジェクトをさ

れる場合は、委員会で予算の残額を見まして柔

軟に対応させていただきます。

人道的補助金には4種類あります。

この4種類のうちで、実際使えるものは1番、地

区補助金それから2番のマッチング・グラント、この

2つと考えてください。ボランティア奉仕活動補助金、

それから3-H補助金の申請をどうしてもチャレン

ジしたいというクラブがありましたら、前もって我々

人道的補助金委員会にご連絡ください。

地区補助金、これは主として、国内の地域社会ヘ
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の奉仕活動、社会奉仕に対する補助金で、マッチ

ング・グラント、これはロータリーの存在する国にし

か使えない補助金ですが、もしロータリークラブの

存在しない国への支援をする場合、地区補助金

の申請ができます。ただし、米国資産管理局制裁

下にある国、ミャンマー、北朝鮮、これに対しては

使えません。今現在使えるのは、ベトナムぐらいだ

と思います。カンボジアも最近ロータリークラブが2

つぐらいできたそうで、この地区補助金の申請は

できないということです。これは先ほど言いました

ように、それぞれ皆さんのクラブで使えるお金です。

地区補助金を利用しようと思われているクラブは

早い時期から社会奉仕部門と財団の委員長が連

絡を取り合つて早くに立案していただいて、なるべ

く早い時期に申請を出すことをぜひお願いいたし

ます。これがおくれますと最終報告書がある時期

を越えて出ないと、地区に対しての補助金が下り

なくなってしまいます。皆様のご協力をよろしくお

願いいたします。

マッチング・グラント、これは外国に対する国際

世界社会奉仕活動、WCSに対して申請できる補

助金です。もしある国の回―タリークラブが奉仕活

動したくてもお金もない、専門知識もない、そうい

う場合は海外に援助を求めます。逆に、日本のロー

タリークラブがどこかの国へ援助活動したいと思っ

ていて、どこかないだろうかと探しているときに、こ

れがうまく合致したとき、マッチング・グラントが成

立します。利用できる補助金の財源は、ワールドファ

ンドです。MGに対しても、地区財団活動資金

(DDF)を利用できます。利用すると非常に大きな

財源になりますので、マッチング・グラントをお考え

ているクラブはDDFの使用というのも考えてください。

地区補助金のプロジェクトの申請と報告について

の説明です。まず第 1にロータリークラブが存在す

る国、もしくはロータリークラブの存在しない国の

人道的補助金の二一ズを調査してください。これ

は非常に時間かかりますから早い時期から立案し

ていただいて、早く実施していただくということが

大切です。

2番 目にプロジェクトの立案。このときはロータリー

財団の地区セミナーハンドブック(各クラブに3冊配

布)を、必ず内容をよく読んでください。RIのウェブ

サイトにも地区補助金の関連解説記事がたくさん載っ

ていますので、立案するときに、そのプロジェクトが

実際地区補助金の事業を受けるに適しているかど

うかという判断の基準にしていただけたらいいかと

思います。

2660地区のウェブサイトには、地区補助金の事

例集も出ておりますので、ぜひご覧ください。それ

と同時に予算について検討してください。地区補

助金の申請可能な金額はクラブが負担する額の2

分の1が支払われます。ただし1クラブ当たり補助

金の限度額が2,000$となっています。4,000$の

奉仕事業しようと思うと2,000ド ルは地区補助金

に申請できます。ただし大きなプロジェクト、たとえ

ば1万ドル、2万ドルの事業をする場合、補助金の

残額を見て柔軟に対応します。

本日の資料の中に財団地区補助金の申請書、

これが地区補助金の申請書になります。書きやす

いようにフォームを変えまして、7月 1日 改訂版と書

いておりますが、最終報告書を書きやすいフォーム

に変えておりますので、これを簡明に書いてください。

箇条書きですべて結構です。署名をする前に申請

書が出来ましたら一度、人道的補助金委員会に

見せてください。もし何か不備がありましたら、我々

で訂正あるいはアドバイスさせていただきます、そ

れから署名をしていただいて提出していただいた

方がスムーズに申請は通ると思います。

人道的補助金委員会では、補助金申請は、RIの

ルールにのっとって行わないといけないので、その

お手伝いをさせていただきます。もし何かわからな

いことがありましたら、ぜひとも我々委員会に早目

にご相談いただいたら適切なアドバイスをいたします。

申請終わりましたら、7月 から奇数ごとに、年5回

地区補助金の審査会をおこないます。それに承認

されますとクラブに通知されて、補助金がクラブの

回座に振り込まれます。社会奉仕事業をおこなっ

たクラブはプロジェクト終了後、2カ 月以内に最終
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報告書を地区あてに提出していただきます。この

とき、プロジェクトの模様がわかる写真あるいは領

収証のコピーを添付していただきます。それらの書

類はクラブに必ず保管をしていただきます。

マッチング・グラント申請と報告です。これはロー

タリークラブまた地区が被援助国の二一ズをよく調

べるとことが必要です。プロジェクトがマッチング・

グラントの条件を満たして2カ国のクラブが合意す

ることから始まります。援助の内容が決まれば、ま

ず予算書を作成していただきます。このとき補助

金を有効に利用するための計算ルールを理解し

ていただく必要があります。地区財団活動資金

(DDF)を使用すると補助金は大きくなります。国

際パートナー、日本はこの国際パートナーとして援

助を提供する側になります。援助を受ける側、これ

はホストパートナー、要するに実際その奉仕活動

が行われる国です。

ケースA、 これは国際パートナーが3,000$現金

を出します。DDFの 申請はありません。ホストパー

トナーが現金1,000$出 します。DDFの 申請はあり

ません。そうしますと、合計4,000$の事業資金が

集まります。事業を行うお金ですね。

財団から補助金がそれぞれの2分の1、 これです

と国際パートナーが1,500$、 ホストパートナーが

500$、 合計2,000$出 るはずですが、実は補助金

の今最低のリミットが5,000$になっています。です

から5,000$以 下のこういう申請は未承認になります。

少なくとも補助金の額が5,000$になるように予算

書を組んでいただきたいです。

ケースBです。国際パートナーが現金で8,000$、

相手国が2,000$、 この場合合計1万ドルになります。

DDFの使用はありません。現金に対して50%出 ま

すからそれぞれ4,000$と 1,000$が 出て合計

5,000$です。DDFはありませんのでゼロです。そ

うしますと補助金の合計がこれで2分の1の5,000$

になります。これは承認されます。現金は実際1万

ドル出ているだけですが、補助金が5,000$追 加さ

れますから、事業資金としまして1万 5,000$になり

ます。

ケースCです。国際パートナーは現金0です。た

だ地区のDDF申請5,000$。 ホストパートナーこれ

も現金の持ち出しゼロです。DDFの申請2,000$

です。そうしますと、合計7,000$です、現金はゼロ

ですから現金に対する補助金は、ゼロです。DDF

に対しては100%財 団から補助金が出ます。この

場合は7,000$出るということです。これは承認さ

れます。合計1万4,000$の事業ができるということ

です。DDFを 申請すると非常に大きな補助金額が

獲得できます。

ケースD。 これは国際パートナーが現金8,000$、

DDFが 5,000$申請です。相手国が現金1,000$、

DDF2,000$です。これ合計しますと1万 6,000$で

す。現金に対して50%出ますので4,000$と500$

で4,500$、 DDFの補助金は5,000$と 2,000$が

出ます。100%出ますから7,000$です。そうしますと、

補助金だけで1万 1,500$になります。現金と補助

金を足しますと2万7,500$と 非常に大きな事業が

行えるということです。

この1つ下、Eですが、国際パートナーが現金

2,000$、 DDFの申請なしです。ホストパートナー

現金が8,000$、 これもDDFなしです。現金の合計

金額は1万ドルです。これは横を見ますと、補助金

が2,000$しか出ません。これはなぜかといいますと、

ルールがありまして、ホストパートナーの30%以上

を国際パートナーが支出しないと少ない方、要す

るにこれは国際パートナーの現金、2,000$に対し

ての50%の 1,000$しか出ないということです。だ

から補助金合計2,000$になります。この場合は

5,000$以下ですから補助金は出ません。

Fのケース。これは国際パートナーが現金3,000$、

ホストパートナーが現金7,000$、 これは30%超え

ております。この場合はそれぞれの50%ずつ補助

金が出ますから1,500$と 3,500$、 補助金合計

5,000$になります。この場合補助金5,000$以上

になりますので承認されます。そうしますと1万

5,000$の事業資金ができます。このような複雑な

ルールがあります。これはまたRIのウェブサイトに

出ていますが、もしご不明な点がありましたら我々
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委員会にご相談いただきたいと思います。

ここに世界社会奉仕活動へのDDF使用願いの

資料を出しています。例になる数字が入っています

ので、このようなフォームで書いて提出してください。

MGも先ほどの地区補助金と一緒で、まず地区

の人道的補助金委員会あるいはWCS委員会に

DDFの使用願いの承認とマッチング・グラント申請

書のチェックを受けていただいた後、申請書をRI

事務局、これは日本ではRI日 本事務局財団室に

提出していただきます。提出後 lヵ月ぐらいで受理

番号が来ます。MG何番というものです。申請書は

11枚つづりの資料になっていまして、RIのウェブサ

イトに出ています。ただし、すべて英文です。記載

はすべて英文でしてください。簡単な英語で結構

ですので書けると思います。ウェブサイトには日本

語訳も載っています。申請書は11ページつづりで

すが、最初の2ページ、これは説明文です。こうい

うケースはできますとかマッチング・グラントの説明

文になっておりますので、残り9枚を埋めてください。

申請書には、第1連絡者と第2連絡者、第3連絡者、

3名 の名前の記載が必要です。すべて第1連絡者

に巨メールで返ってまいります。第1連絡者になる

方は必ずメールアドレスをお持ちになっている方に

お願いします。

承認されますと、認知通知とともに同意書、それ

から拠出金書式、送金書式が送られてきます。す

べて記載していただいて、日本事務局財団室に送つ

ていただきますと、送金場所にその補助金が下り

ます。これも必ず事業終了後2カ 月以内に最終報

告書をRI事務局に提出しなければなりません。最

終報告書がOKであれば財団本部からファイルを

とじるファイルクローズという連絡が入ります。

これがないと次の申請は絶対できません。すべ

ての事業がクローズにならないと、そのクラブが次

の申請を出しても受け付けてくれませんので、気

をつけてください。

申請額ですが、5,000$から2万 5,000$、 これが

一応現実的な額です。それ以上超えますと競争

制になりますので非常に通りにくくなります。もし申

請を考えられている方は2万5,000$までの額で考

えてください。

適切な補助金の使用方法ですが、これも申請

書を読んでいただいたらわかりますし、ウェブサイト

に詳しく出ています。それと財団セミナー・ハンドブッ

クにも出ていますので、よく熟読していただいて、

申請を出してください。

何かありましたら我 人々道的補助金委員会に連

絡していただいてもいいですし、事務局の方にも

優秀なスタッフがそろっておりますので、質問して

いただいたらいいかと思います。

●佐藤ロータリー財団委員長

我 の々話の中で1つ抜けておりましたポリオ・プラ

スですね、あれはどうなったのだということですが、

実をいうと世界の中で4カ国ほどポリオが終結して

ない国があるようです。ナイジェリア、アフガニスタン、

インド、パキスタンでそこが完全に終結しない以上、

ポリオ・プラスは続けてやることになってるんですが。

そしたら皆さんで募金するのかということですが、

一応DDFで我 が々シェアの中で地区から毎年ポリオ・

プラスとしてRIに 出しております。ですから皆さん

の浄財の中の一部がまだポリオ・プラスにも流れ

ているということで個人個人の方にはお願いはじ

ておりませんが、まだポリオ・プラスは引き続き、世

界でポリオがなくならない限リポリオはまだ終結宣

言が出ていないということになっております。幸か

不幸かポリオが終わらない以上、世界的な大きなキャ

ンペーンで、例えばエイズをやるとかはまだ先の話

だということでありますので、ポリオはどうなってい

るのだというご質問に対しては現状そういうことで

あります。
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もう1つ補足させていただきたいのは、財団学友

という名前で先ほど簡さんの方でお話されたんで

すが、財団学友というのは実は財団奨学生だけで

はなくてGSEを経験をした団長も含めて、要する

にロータリー財団で何かプログラムに参加して帰っ

てきた人がロータリーの財団学友という形になって

おりまして、非常に優秀な方 で々すので、将来のロー

タリアンとしての希望も持てますし、それぞれのク

ラブの活動の中でそういつた推薦して帰ってこられ

たCSEのメンバーとか国際親善奨学生なんかをい

ろいろ呼んでいただきたいと思うのです。

帰つてきてあまリクラブに顔を出さないでそのま

ま消えてしまうような人もおられるのです。先ほど

も言いました多額の我 の々お金で行ってそれきり

消えてしまうのはほんとにもつたいないと思うのです。

RIでも次年度、財団管理委員長 ビチャイ・ラクタ

ルさんが来年ロスの世界大会には財団学友を呼

んで、学友大会をしようというようなことの計画も

あるようです。ですから我々の委員会としても、そ

ういった過去の回―タリー学友の方をいろいろまと

めていきたいと思っております。

CSEは CS巨アルミナ会というのを作っており、財

団奨学生の方はPSCいうのを作っているのですが、

もう少し名簿整理をきちっとまとめて組織を発展し

ていきたいと思っております。

そういった方を中心にしてロータリークラブを地

区でも作ろうという動きになつております。ですから

若い人だけの回―タリークラブができますので、そ

ういった方のためにも、財団学友の組織化が非常

に必要だと考えております。

各クラブで推薦されて帰つてきて行方知らないと、

我 地々区がいろいろPSCの人にお願いして、どこ行っ

たか探してもらっているのです。皆さんにお願いが

ありますのは、1年間ロータリー財団の委員長にな

られて、ぜひコミュニケーション・連絡取っていただ

いて、おい、どうしてるんだ、どこにいるんだという

ことで、クラブで財団学友のリストを作っていただ

きますと、また地区全体のリストを作る場合に非常

にありがたいです。

確かにロータリー奨学金で外国へ行ったけれど

まるっきり音沙汰ないと、けしからんと怒ってる方も

おられますが、別に悪気があって連絡してこないん

じゃないと思うんです。こちらから呼びかければ反

応してくれると思います。たとえば阿倍野ロータリー

の方が非常に多くの財団奨学生を推薦しておられ

て、リストはちゃんとあるんですね。各クラブでも皆

さんそういった財団の学友、GSE関係とこれから

連絡取つてクラブとコンタクトしていただけるように

お願いしたいと思っております。

●宮田パスト・ガバナー

各委員長さんは長い間、地区の方で財団をやっ

ておられますので、私から見ると、すばらしい説明だっ

たと思いますが、ちょっと疲れたなという方もおら

れるかと思います。きょうは最初の日なので、これ

を1つの契機にしまして、この「ロータリー財団地域

セミナーハンドブック」というものをよく読んでいた

だきたいと思います。

このハンドブックは11月 にいつも改正され、内容

がちょつとずつ変わりますが、何度もよみかえして

いただきたいと思います。そして本年8月 、10月 の

財団会議にご参加いただけたらより理解がすすむ

と考えます。

午前中の講師のお話の中でCLPの新しい細則で、

5常任委員会とかいうのがありました。これにも財

団が一つの委員会としては入っています。しかし

四大奉仕の方は1つにまとまつた委員会になってし

まいました。これについて不満の質問もあったとか

いう話もありました。しかし、財団に協力することによっ

て自動的に世界的な地域的な奉仕が実行出来る

わけですね。もしここに世界地図があつたとしますと、

財団の運営によって世界中のクラブがお互いに交

差しながら奉仕を行い、GSEも留学生交換も、こ

の何十年間の間にものすごい勢いですすんできた

わけですから、この世界地図は交差の線で、いっ

ぱいになります。どうぞ財団に対して深いご理解の

ほどお願いいたします。
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米山奨学部門 10階 1008号室

●岡田次年度米山奨学委員長

米山奨学委員長を長くおやりになっていらっしゃ

る方も、今年度初めて委員長を引き受けたという

方もいらっしゃると思いますので、米山記念奨学会

の全般的なことについて述べさせていただきます。

米山奨学会の制度、それから寄附金のことにつ

いて、どういう人たちが合格しているか、さらに地

区委員会についてもお話ししたいと思います。最

後に学友について述べます。

これは、皆さん方にお渡ししましたプリントの中に

書いてございますので簡単に飛ばしますが、使命

としては優秀な学生を支援する。それから日本文化・

習慣にふれる努力をする人、さらにコミニュケーショ

ン能力つまり社会参加、社会的貢献の意識を持っ

て国際平和の創造と維持に貢献しそうな人、こう

いう人なら母国に帰ってもロータリアン的な活動も

できるでしょうし日本とのかけ橋的な活動もできる

だろうということを期待しているわけでございます。

米山奨学会というのは海外青少年交換と競合

するから国際ロータリーは、この米山奨学会に対し

て非常に冷たいまなざしで見ていました。認めら

れていなかったのですが、数年前国際ロータリー

はこの50年にわたる日本のロータリーの米山奨学

制度に対して大変な敬意をはらい、今後、ロータリー

の名前を使ってもいいということを国際ロータリー

が決めましたので、現在はすべて公式文書にはロー

タリーという名前がついてございます。

特徴としては、米山奨学生は例会に参加し、各

種会合にも顔を出す。そして奨学金を受け取ると
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いうことが唯―の義務になっております。昨日の奨

学生オリエンテーションのとき奨学生の中には例

会の時間に大事な講義があるので例会に出られ

ないというようなことを言う学生もいました。しかし

例会に参加するということが、奨学金を受け取る

唯一の最も大事な条件になっております。

カウンセラーは、国際的感覚を持ってこの奨学生

との心の友情きずなを築いていただきたいと思い

ます。そして奨学金が終わった後も、常に連絡を保っ

て居場所を確認するということをカウンセラー自身

が積極的に行動していただきたいと思います。

学生は例会に参加するだけじゃなくて3月・9月

にレポートを提出いたします。

レポートを提出したらカウンセラーは、それをチェッ

クし、そして1部ロータリークラブに保存し、1部は

奨学会に送るということになっております。10月 の

米山月間には必ず米山奨学生に卓話をお願いし

てください。それは昨日おこないましたオリエンテー

ションのときにも、重 奨々学生に伝えてあります。

カウンセラーは、この奨学生が大学で実際どうい

う状態で勉強しているか、果たして学位論文が期

間内にとれるかどうかという情報交換する場合も

あります。熱心な学生なら限られた期間に博士号、

修士課程にしても学位をとることができますが、さばっ

てる学生は期間が過ぎても学位論文が書けない

という場合、それを奨学金延長してほしいつていう

ことを学生が言ったら、カウンセラーはただちに指

導教官と連絡をとって、この人はいつになったら学

位をとれるのでしょうかと、1年先でも2年先でもこ

の子はだめだよと言ったら、そういう人に資金を与

え続ける必要はないと思います。

カウンセラーの役割としては、これは8月 4日 に力

ウンセラー研修会を開きます。ここで問題点を出し

て、お互いにテーブルを交えてグループ討議をい

たします。そこで出てきた問題を皆さんで解決しよ
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うということですが、とにかく友情のきずなを築いて

ほしいと思います。3～ 5年たってもあのときのカウ

ンセラーまた会いたいなとか、何とかコンタクトを保

ちたいなという留学生が現実にいますので、やはり

カウンセラーは非常に大事な存在だと思います。

それから、日本の文化を、相手の文化も尊重し

ますが日本の文化も理解してもらうこと。ただし、

お願いはできても強要することはできないですが、

指導することはできると思います。

終了後も連絡をとり合うということは、これはもう

カウンセラー自身がやつていただきませんとクラブ

全体としてはなかなか動きにくいと思います。

カウンセラーと米山奨学委員長を兼任なさる方

も多いかもしれませんが、ともかく米山奨学委員

長の肩書のある方は寄附に御協力をお願いしたい

と思います。かつて米山奨学委員会っていうのは

寄附をお願いするというような、浅ましいことを公

の席で言うなというふうに私たちは言われてきた

のですが、私は恥を忍んで言います。

DLPで委員長は1年でございます、今回が最初で

最後のお願いであります。よろしくお願いします。

寄附は11年ぐらい前までは大体20億円年間ご

ざいました。会員数が減ると同時に、だんだん減っ

てしまいまして、一時は特別積立金を足していた

のですが2005年 からは特別一般会員の普通寄

附と特別寄附を合計した、これだけで奨学生の運

営やら奨学金を支給しております。これは約 15億

円弱です。地区別の過去の累積額を調べてみま

すと、これは皆さん方にお渡しした資料の中に、記

載されておりますけれども2660地区は28億円弱

寄附しております。全国34地区中1位と2位と5位

が関西でございます。いかに関西が米山奨学会に

貢献してきたかということがよくわかると思います。

では、昨年の7月 からことしの3月 までの寄附額

を見てみますと、皆さんにお渡しした資料に載って

おりますけれども2660地区は第3位でございます。

毎年、京都・奈良は1億円を超しております。断ト

ツ1位です。2660地 区も6月 ごろになりますと

8,000万 円ぐらいになることを期待しておるのです

が、毎年8,000万 円は寄附しております。ただし

2660地区の個人平均寄附額は7位でございます。

つまリトータルの額を会員数で割りますと個人平

均寄附額は全国の7位でございます。それから残

念なことに普通寄附1人 5,000円 寄附をお願いし

ているのですが、3月 末現在85クラブ中まだ5クラ

ブが未納であるという通達がきております。

2660地 区内のクラブ別寄附額を見てみますと、

総額順位は大阪ロータリークラブが断トツ1位でご

ざいます。人数も多い環境もあるかもしれませんが

大体500万 円でこの順になっております。ところが

総額をそのクラブ会員数で割った個人平均寄附額

は1位が大阪なにわRCさん、それから2位の池田く

れはRCさんはもっと下だったのですが、ガバナーの

関係で急速に2位に上がってまいりました。大阪東

RCさん、柏原RCさん、東大阪RCさんと順になって

おります。衷心より感謝と敬意を表したいと思います。

前年度の寄附額を、175万から180万 円で割っ

た値が奨学生の数でございます。2005～ 7年は

800名 。ベトナム現地採用が2名 、これは近藤先

生が長年奨学会で運動なさったおかげでやっと実

現します。つまり日本に来ている留学生はほとんど

お金持ちです。

家からお金をもらって自費留学をしている人が

多いわけですが、日本に来ることすらできないよう

な貧しい学生で、優秀な人を現地で採用しようと

いうのが長い間の念願でそれが実現いたします。

この第1期生が本年6月 から2名 、日本にやって

まいります。海外の米山奨学会の推薦、これは韓

国と台湾にございますので1名 ずつ2名 。合計800

名から4名 引いて国内採用は796名を国内で採

用します。796名 を全国の

土也土或に〈どういうら、うにチ)けるか、

その分け方はほとんど地区

の寄附額で決定されます。

留学生数の多さも10%ほど

関係いたしますが、90%は

寄附額の多いところに多く

の奨学生を配分するという
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ことになっております。

これが2007年、本年度の地区ごとの奨学生の

割り当てであります。京都・奈良は、寄付額が1億

円超しますので、奨学生の割り当てが47名 断トツ

1位でございます。大阪北2660地 区は2年続い

て8,000万円でございますので39名 の配分がござ

いました。一番少ないのが秋田7名でございます。

べトナムが2名ということになっております。

べトナムの第1期生2名のうち1人は東京、1人は

大阪。大阪大学の工学部でべトナムにおける土壌

汚染というテーマで研究することになっています。

大学入学は10月 で、6月 から10月 まで 日本語

学校に通うことになっております。世話クラブは

千里ロータリークラブでございます。

当地区では国公立大学4校、阪大、大阪教育大、

大阪外大、市大この4校です。それから府大はあり

ますけど堺市ですので、それから私立は13校で

ございます。幾ら応募の手紙を出しても何の返事

もないというところは次の年から応募の書類を送っ

ておりません。それから独立行政法人の学生支援

機構であります大阪日本語教育センター、これは

上六のちょっと南へ行ったところにあります。大学

に入学するまでに、ここで日本語を勉強して大学

を受験するわけです。ここの優秀な人を採用しよう

ということに、ことし初めて決定しました。

39名の割り当てがありましても2年継続が11名で、

しかも日本語学校に2人分で 1名 分でございます

ので、実質新規採用は27名でございます。

この27名の2倍54名 を2660地 区の応募者数に

するということになっております。私たちは忠実に

2倍ということをやっておりますけども、沖縄なんか

ですと採用数 1人に対して15名くらいの応募者が

あるかと思えば、静岡の地域では13名採用するの

に応募者を15名 にするというような、ちぐはぐな

地域もございますが大阪では大学数も多いので

こういうふうに平等にやっております。

この大阪地区に有資格者が 1,424名 います、

恐らくこれの4倍くらい留学生がいるはずでござい

ます。そのうちの1,424名 のうちの561名 が大阪

大学の学生です。つまり大阪大学には、この地域

の中の40%ぐらいを占めているということになります。

大阪産業大学も非常に留学生が多く、応募者数

を配分いたします。

応募者54名 のうち阪大は21名 、産業大学は

9名 各大学こういう応募者数を通知するわけで

ございます。O.1未満の大学は1人 ということで

総数69名 を応募対象にするわけでございます。

大学では例えば21名 応募してくださいという

通知を出しますと、大阪大学では大学の各部ごと

に選考委員会がありまして、そしてその大学の中

で選考した人を応募してまいります。これはどこの

大学でも選考委員会があって学内で選考するよう

であります。大学の推薦そして担当教授の公印

つき推薦状がなければ応募できないというのが

1999年から始まっております。それまではロータリ

アンの紹介、クラブの紹介で応募していたわけで

すが、8年前からは、そういう人しか受け付けして

おりません。

選考は大学の選考委員会の結果を信頼しますし、

それから指導教官の推薦文も公認つきでございま

すので、これも信頼しようということで私たちは

応募者の小論文、応募者が書いてくる論文とその

ものの考え方、それと教授の推薦文とがピシッと

一致しているかどうか、全然違うことを書いてない

かどうかという調査を書類選考でいたします。日本

語は十分話せる、それから来 日したときの目的と

帰国したときの方針がはっきり言えるという人、

日本の文化、ロータリーの精神を理解してくれる人

を選んでおります。

一国の奨学生を50%超えないことと、これ非常

に難しいのですが全国11～ 12万人の留学生の中

で60%以上強ぐらいが中国の留学生でございます

ので、普通にいきますと中国の学生が50%を超え

ることが多いのです。この50%以下は奨学会から

の要望でございます。2660地 区では大学別、

専門別に合格率をできるだけバランスよくしており

ます。2年支給者よりも1年支給者の留学生を

採用しようと配慮しています。2年支給者が多過ぎ
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ますと次の年の新規採用数が減りますので。それ

からクラブ推薦はとにかく採用しないことに決めて

おります。それから高等教育専門学校の採用は2名 、

これ2名で正規1人分でございますので2名だけに

限定する。できるだけ新規学生数を幅広く採用し

ようというのが方針です。

書類審査をいたしまして10点満点で書類申請し

た同じメンバーを面接するわけです。こちらの方の

比重を多くしております。1人は甘い点をつける1人

は辛い点をつけるということで、偏差値をとって調

整し偏差値の3名の平均点をその人の最終得点に

するということです。

これは、昨年の国別の合格率で中国13名でこの

ように、これまでは北東アジアの人が多かったので

すが、去年から東南アジアの人がふえてまいりました。

ことしは東南アジアの人が若干減りました。英国

カナダという欧州系の人もタンザニアの人も1人来

ましたし、中国が32名応募して12名しか合格しま

せんでした。合格者29名 のうち辞退者が3名 出ま

した。これは米山奨学金に合格したけれども大学

の方でも別の奨学金に合格したという場合には、

こちらの方を断つていただくことになっています。

これは大学別の合格率を見たものでございまして、

阪大が21名 受けて10名 合格しております。今回

大阪市大が5名受けて1人しか受かっておりません。

ちょっとここのところバランスが悪かつたと思って

おります。この人たちは応募者数と合格数が同じ

でありますが、関西大学が5名 受けて3名 合格と

いうことで、毎年優秀な学生を送ってまいります。

それで1月 に先ほど言いましたように、86クラブ

にアンケート調査をいたします。44クラブは受け入

れ承諾、それで11クラブが継続でございますので

合わせますと54クラブが受け入れということで、

60%近いロータリークラブはこの世話をしてくださ

ることになっております。ただし奨学生の数がこれ

に満たさない問題、14クラブが今年度割り当てが

なかつたいうことでございます。

大学の所在地と自分の居住地と通いやすい

ロータリークラブを選んでいるわけでございますが、

来年はそういうことは一切無視して、この14クラブ

を最優先しようということになっております。

各クラブは世話するに当たり地区委員会に要望

いたします。どんな要望かといいますと、女性を

希望する。韓国以外の女性。これの理由はわかり

ません。それからべトナム、カンボジアの女性を

希望する。これは貧困国の女性ということだと私は

想像しております。

それから大阪大学、クラブに大阪大学の名誉

教授がいるのでぜひ、あるいは近畿大学の関係の

人がいるので近畿大学の奨学生をお願いします。

あるいは中国、韓国以外、これがいまだに1ないし

2クラブに存在いたします。温家宝が来 日された

今 日でございますので、いつまでもこだわるという

のは私も賛同しかねるんですが、それでも中国

留学生拒否が減少してきました。昔はもつと多かっ

たのです。それから女性希望者がふえました。
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受け入れクラブも30%から60%に増加いたしました。

地区委員会の委員数は最低8名必要です。委員長、

副委員長、委員の役割りをきちっと決め、定期的

に委員会を開催して記録を厳重に保存しています。

そして年間行事の担当者を指定し、奉仕の平等

性を貫こうということで、年間の計画を立てて年間

の行事マニュアル化をいたしました。

人事に関しても去年の春に委員長、副委員長の

任期を3年以下としようというふうに決めたのですが、

DLPの 方針が発表されまして実質 1年 になり、

委員長も副委員長も1年でやめます。

これが年間の行事予定でございまして、昨日、

新規奨学生のオリエンテーションを実施いたしまし

た。皆さんほんとにいい学生ばかりが集まっており

ます。6月 の末に新旧合同の委員会を開きますが

新委員が 3名 いらっしゃいますので新委員の

オリエンテーションをする予定でございます。

7月 7日 は学友会総会。これは新規奨学生とOB

学友たちとの合同の総会でございます。それから

これは毎年やっている地区合同委員会。それから

8月 4日 のカウンセラー研修会。それから10月

14日 に秋のリクレーションとして奨学生と学友者

たちを一緒に宝塚観劇をいたします。

これは日本の文化を紹介ということでございます

が、例えば日本の文化を紹介するのに歌舞伎な

んかですと物すごく値段が高くてとても連れていけ

ません。宝塚歌劇なら何千円程度で済みますので

毎年ここに連れて行っております。

それから10月 下旬になりますと応募者の書類

選考が始まります。1月 20日 に面接試験。1月 の

末にガバナーを交えて最終的な決定をいたします。

2月 3日 は終了者の歓送会をいたします。卒業式

みたいなものでございます。2月 の終わりか3月 に

したいのですが、そのころやりますと奨学生が多く

国に帰ってしまいますので参加者が十分集まらな

いということで早目にやっております。

ことしの3月 までで109カ 国13,903人の学生を

送り出しました。学友会は日本に25あり、韓国・

台湾に2つあります。大阪北部2660地区は終了者

が688名 で、現在、学友会関西という名前で会長

が林さんという方です。非常に熱心で米山奨学会

の地区委員会の活動にボランティアで手伝ってく

ださっております。

年間の行事としては毎年2月 に会報を発行して

いるのですが、きょうこの地区会議に会報が間に

合いませんでしたので、いつかクラブあてに送らせ

ていただきます。

秋のレクリエーション、この林さんが新規の奨学

生とOBたちを連れて1泊旅行してくださいます。

皆さん方にお配りしました学友の群像というとこ

ろに出ていることばかりでございますが、この方の

名前が出ておりません。陳さんといいます。台湾で

は徐さんという人が台湾の回―タリー米山会を

設立いたしました。

2004年から2006年までこの陳さんが理事長を

して、そして去年 日本の奨学会と台湾の奨学会

合同でシンポジウムを開きました。この方は1973

年から1975年大阪大学の工学部にいらっしゃった

方であります。事業が成功してほっとしたときに大

阪のロータリー世話クラブの連絡をとろうとした。

カウンセラーも3人いたのですが非常に熱心な

カウンセラーだったと思いますが、とにかくカウンセラー

に会いたい一念でいろいろコンタクトをしてきたの

に全く接触できない。手紙を出しても届かない。

それもそのはずです。当時のカウンセラーは3人

とも故人になっております。そういう情報を私たち

は東京から得ましたので去年の秋、台湾へ5人の

回一タリアンでこの陳さんに会いに行ってまいり

ました。

かたい握手をして昔の心がつながったというふう

な気持ちで大変感激いたしました。現在の奨学生

が母国で活躍するころには、私たちはもうこの世に

いないと思います。先ほど、こんな話がちょつと

出ました。あんなに世話したのに何の連絡もない。

これは日本人の文化風習からくる発想でありま

して、施しの発想だと私は思います。彼ら彼女らは

心の中で皆、感謝しています。どの人に会っても。

ぜひこちらから積極的に連絡をとるようにしていた
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だきたいと思います。理想的にはカウンセラーが本

人に会いに行くということが大事じゃないでしょうか。

私たちも7年 目にやっと見つかつた元奨学生が大

阪で結婚していることがわかりまして、さっそく夫

婦を呼んで回―タリアン数名と食事をいたしました。

そのとき言つた彼女、「赤ちゃんを産んだばっかり

で御主人は単身赴任でどつか行つちゃっていない、

自分は大学で研究をしなきゃいけない、子育てし

なきゃいけない、そんなときに奨学資金をもらって、

もう生涯忘れることができません」と涙ながらに訴

えておりました。

現在あるのは奨学金のおかげであるというふうに

切実にみんな思っていまして、世話クラブのカウン

セラーに会いたがっております。とにかく大変な仕

事をしてほっとしたときに、一息ついたときに米山

奨学金のことを思い出すようであります。

消息が判明いたしましたら事務局にぜひとも御

連絡いただくようにお願いします。

本日お渡しました資料を参考に、10月 の米山月

間にぜひ皆様方、米山奨学委員長様が卓話をし

ていただきたいと思います。本 日使いましたパワー

ポイント、これは下手な私がつくったのですけども、

こんなのでよければ事務局に問い合わせすれば

事務局から各クラブの事務局に転送いたしますので、

このパワーポイントを使つていただいても結構です

から、どうか皆さん方自身で卓話をしていただきた

いと思います。どうしてもできないという場合には

私たちがお伺いいたします。

●池田次年度米山奨学副委員長

これから質疑応答の時間に入りたいと思います。

●大阪天満橋 (中村健輔)

資料に寄附金納入明細表ということでいただい

ておりますけれど、その中で特別寄附金という欄

がございますが、

●岡田次年度米山奨学委員長

特別寄附と普通寄附の違いでしょうか。普通寄

附というのは1人一律5,000円 でクラブ全員がクラ

ブでまとめて奨学会に送ること。特別寄附というの

は個人が奨学会に寄附する。例えば、5万 円寄附

して半年後にまた5万 円寄附したら10万円累積さ

れますから10万 円ごとに功労賞の名前が送られ

てきます。

この特別寄附は、免税措置がございますので

10万 円寄附しても100万 円寄附しても自分の

所得控除がございます。そういう利点がございます。

特別寄附というのは個人が、法人がする場合も

ございます。いずれにしても普通寄附は一律に

1人5,000円 、特別寄附は個人ないし法人が直接

奨学会に寄附する額でございます。全部累積され

てまいりますので記録はきちっと残るはずです。

●大阪天満橋 (中村健輔)

クラブでもちろん普通寄附はクラブとして集めて

おるのですが、特別寄附の方も年に何万円くらい

出してくださいよというようなアナウンスしておりま

したんで、その辺がちょっと勘違いしておりました。

●岡田次年度米山奨学委員長

京都は、各クラブにノルマを与えてノルマを達成

したのはいいけれども、達成しなかったら何かある

そうです。それでみんなわあっと寄附するものです

から1億 円超すのです。

●池田次年度米山奨学副委員長

地区としては普通寄附金で5,000円 、それから

特別寄附金で1万 5,000円 と合わせて1人 2万 円

を目標にやっております。

●近藤パスト・ガバナー

まず申し上げたいのは、地区協議会でも地区

大会でも米山奨学部門というのはプログラムの

一番下に書いてあることに憤りを感じます。

日本の回一タリアンが独 自の奉仕活動として

始めたこの米山奨学制度は、どれだけ日本の

ロータリーにとって誇り高く素晴らしいものであるか

を皆さんは卑下しておられるような気がします。

島津理事長が東京の理事会において、今年

国際ロータリーからロータリーと名前を冠してもよ

ろしいというお許しが出て大変嬉しく思いますと言

われたとき、私は自分の提案発言の中で、国際ロー

タリーが米山の上にその名前を冠することを許す

といわれて何も頭を下げることはない、別に恩に
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着せられるものではなく、そうされなくてもわれわ

れは立派にやってきた誇りがあると申し上げました。

われわれは米山の制度にもっと誇りを持ち、自

分たちの制度としての愛着をもって発展させて行

きたいと思っています。

行き過ぎた発言として叱られるかも知れませんが、

財団よりこちらの方を優先して欲しいというのが

偽らざる心境です。いずれにしても私たち日本の

回―タリアンが築き上げ、育んできたこの素晴らし

い制度を皆で大切にして更に大きく育て上げて

行きたいものです。

会議の始まる前から、討論が始まるという熱気に

みちた楽しい時間を過ごさせていただきましたこと

厚く御礼申し上げます。米山奨学金制度を皆さん

と共に、もっと充実した制度として大きく育ててい

きたいと思っています。

先ほど委員長からご紹介がありました現地採用

奨学生の件につきましては、1997年、私がガバナー

をさせていただき、各クラブ訪間をした際に、皆さ

ん方から日本に来ている奨学生はまだ恵まれてい

る方で、東南アジアなどで優れた青年であっても

日本で勉強したいが経済的に恵まれない人が多く

いるはずである、このような有為な若い人材をこち

らから積極的に探し出して採用してあげたらという

意見を沢山いただいておりました。

その都度、地区の担当理事にお願いして運動し

てきたのですが、昨年の理事会でやっとそれが認

められました。たった2人ですけれど採用枠が認め

られ、小生が言い出した張本人ということで選考

委員のひとりにさせられ、現地で試験をしてまいり

ました。

試験の方法は現地の大学のご協力で公募方式で、

400名 程が集まり、それを200名 に絞り、更に最後

20名を選抜して、この人たちを半年間ホーチミン

市の日本語学校に入れて、日本語の勉強をして

いただきました。その間、先生方にそれぞれの

学生たちを評価していただき、この評価を参考に

しながら、私たち委員が20名を面接し最後に2名

を選びました。この2人をどの地区でお願いするか

ということが大問題でしたが、本人の希望学問分

野および経験の多い東京地区と関西地区に1名

ずつお世話いただくことに学務小委員会で決定い

たしました。

関西地区でお引き受けする学生は環境科学を

志望しておりましたので、阪大大学院環境工学専

攻で都市環境などの権威である盛岡教授にご指

導いただく予定になっています。はじめての現地採

用型奨学生ですので、まさにテストケースとして注

目されます。

実際に面接試験を行いますとたった2人しか採

用できないということが本当に残念に思えました。

日本にきて勉強したいと切実に願っている皆さん

の真剣な眼差しが忘れられません。現地採用とい

う制度に関しては、第一回の採用はタイ国の国王

が試験管になられて2名を東京ロータリーヘ送ると

いうことになったそうです。しかし、入国の手続きが

面倒で半年以上かかったそうで、これでは大変と

いうことで国内にきた留学生から選抜する事にし

たそうです。したがって、米山奨学制度は本来現

地採用型を目指していたということを頭に入れて

おいていただきたいと思います。

この制度をもう一度復活させ、持続させていけれ

ばと望んでいます。

米山奨学制度は日本国―タリアンの手で築き上げ

られた誇りある素晴らしい制度です。
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ロータリー歴

刀根 荘兵衛 様 プロフィール
昭和29年 1月 21日
福井県敦賀市白銀町4番 2号

生年月日

現住所

クラブ関係

昭和 57年 敦賀ロータリークラブ入会

平成 13年 理事 会長

地区関係

大阪大学工学部石油化学科卒業

大阪大学工学部大学院プロセスエ学科卒業

株式会社 塩荘専務取締役就任

同社代表取締役社長就任     現在に至る

開塩屋荘兵衛 代表取締役社長就任現在に至る

昭和 62年 株式会社 八木熊取締役就任 現在に至る

平成 8年 敦賀信用金庫監事就任 現在に至る

平成 8年 開北陸 トラベルサービス取締役就任 現在に至る

年

年

年

年

年

２

４

４

９

９

５

５

５

和

和

和

成

成

昭

昭

昭

平

平2004～ 2005年度 地区代表幹事

2006～ 2007年度 地区手続規則委員長

地区大会決議委員長

2007～ 2008年度 ガバナー補佐

地
区
出
席
者
名
簿

バ

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

パス ト・ガバナー

ガバナー・エ レク ト

ガバナー・ノミニー

リーター

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

サブリーダー

サフリーダー

サフリーダー

サフリーター

サフリーダー

サプリーダー

サフリーダー

サフリーダー

サブリーダー

サブリーダー

サフリーダー

サプリーダー

サプリーダー

禾o之: 大阪

大 阪西 北

憲二  人尾

大 阪 淀 川

大 東 中央

大 阪 南

リーダー 戸田  孝  八尾

忠 守 □

柏 木

上

大阪城南

千 里

豊 中

千 里

大 阪東

大 阪

茨 木

地 区

地区研修委員

貝

地区研修委

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地 区

次期情報

次期職業奉仕委員長

次期社会奉仕委員会

次期インターアク ト委員長

次期青少

次期□―ターアク ト委員

年交換委員長

次期国際奉仕・WCS委 員長

次期□―タリー財団委員長

次期財団情報 ・増進委員長

次期財団奨学金・学友委員長

次期研究グループ交換委員長

次期財団人道的補助金委員長

山奨学委員長

副 委

M

M

組 次期ガバナー補佐

次期ガバナー補佐 平 田 寝 屋 川

次期ガバナー補佐

M.第4組 ガバナー補佐

M.第5組 ガバナー補佐 平林 大 阪西 北

M.第6組 次 ガバナー補佐 大 阪東

M.第7組 次 ガバナー補佐 大 阪本 町

大 阪北

リーダー ネ申d崎 大 阪 西

秀 一
 .池 田 くれ は

山 大阪中央

リーダー 山本 1専史  大阪南

サフリーダー リ||_L :善 司  大阪平野

サプリーダー 隆雄  大阪天王寺

大阪南

tJ)D-g- E* 大 阪 そね ざ き

|1 糸己イ正 吹田西

上 昌  東大阪東

サプリーダー 豊i 大阪城南

ノヽF署

サブリーダー 大 阪 東

新 大 阪

サプリーダー シエ_L 豊 中千 里

サブリーダー 田中 啓之: 大東

吹 田 江 坂

vrD-e- lBm 大 阪 天 満 橋

サフリーダー 1ヨ'日邑 0佳子― 茨木西

大阪鶴見

大 阪 中 之 島

+J)U-g- fr+
+J)u-g- ffJFE

役 名

箕面中央   次期地区 池 田くれ は

洋 吹田江坂   次期地区ヨ1」 代表幹事 田 池 田くれ は

次期地区財務委員長 池 田

大阪柏原   次期地区幹事

森  糸屯也池田 霧山 ]券 3ム 池田くれは 松 E置 禾l幸池田くれは

田中 隆弥池田くれは長岡 啓基池田くれは中堂 武賢池田くれは

,也田 吉

'青

池田くれは表  :寛 )台 池田くれは

」

バナー 大阪イフ・ニンク・M

クラブ奉仕部門

職業奉仕部門

米山奨学部門

青少年奉仕部門

国際奉仕部門

□―タリー財団部門

社会奉仕部門

会長部門

会長部門

幹事 S.A.A部門

クラブ奉仕部門

青少年奉仕部門

幹事 S.A.A部門

職業奉仕部門

会長部門

会長部門

社会奉仕部門

国際奉仕部門

クラブ奉仕部門

職業奉仕部門

社会奉仕部門

青少年奉仕部門

青少年奉仕部門

青少年奉仕部門

青少年奉仕部門

国際奉仕部門

□―タリー財団部門

□―タ リー財団部門

□―タリー財団部門

□―タリー財団部門

米山奨学部門

米山奨学部門

山本  武 男
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地区協議会 出席表
No. クラブ名 会 長 幹事 SAA クラブ奉仕 職業奉仕

大  東 清水 修 大西寛治 原 橋本正幸 小川芳男

大東中央 峠 松次 岡市勝男 木村博子 樋 口光弘 長崎弘芳

東 大 阪 竹中照次 国宗範彰 瀬浦宏康 清水浩一 竹内成介

東大阪中央 原 口隆夫 槙 啓一 浅野光男 百済洋一 福岡康民

東大阪東 岡田耕治 須ヵ洋 一 山村安徳 水守俊明 川又章蔵

東大阪みどり 辻 茂 北井孝彦 野村悦子 西村俊彦

東大阪西 中西英二 柳山 稔 氏野隆司 南野和俊

枚方 森本匡胤 井上良典 谷岡好雄 吉岡明彦

茨木 坂井正純 長澤利治 岡野彰 辰巳克平

10 茨木東 北尾 哲 東野達雄 中尾 巖 森 専雅

11 茨木西 中竹 正 川尻勝久 中西隆英 野地龍夫 竹林敏彦

12 池 田 北里予糸己之 塩崎一義 西山 清 吉岡 崇 森 素子

13 池田くれは 田中喜佐雄

宇治 忠

猪奥年紀

松室利幸 池田吉清 中堂武賢 津田昌信
14 門真 三谷武久 大井節子 前川洋一郎

15 交野 森 昌範 冨田利一 雨田 正 長田恭子

16 香里園 川尻昌之 城野栄次 柏原徹太郎 西尾達夫 村川武征
17 くずは 長村 治 高島叔孝 山口尚志 」ヒリ||サ 1贋 ?青 上山芳次
18 箕面 岡内重信 南川淳之祐 川端崇旦 小林奉之
19 箕面中央 浦川光雄 増田 俊 水谷京二 田遠正昭 川村智一
20 守 口 佐治信隆 水谷治人 友永三湯紀 宮内勝夫 白井孝彦
21 守ロイブニング 大島栄子 伴 範子 政 旬一 中道 茂
22 寝屋川 白井祥一郎 松下繁生 水力 勝 紅露政利 武田一士

23 大阪 小谷年司 津江明宏 松田 暉 四方 修 庄野晋吉
24 大阪阿倍野 山下義一 」ヒ本十幸郎 林 利彦 和 田弘 堂

25 大阪ちゃやまち 前田要之助

飯田精三

去キ  ウ∠土」=/1/1｀  1「 1′ 出ヽ 奥 博行

26 大阪中央 井上嗣仁 上杉忠嗣 仲井 徹 村上憲一郎
27 大阪堂島 竹田秀道 川村俊明 道 上 中島 武 佐藤太一郎
28 大阪フレンド 柴山泰範 岡田一恵 高田利美 安井 稔 田村房男
29 大阪阪南 前田忠蔵 米国誠治 田邊雅史 南部高志 谷野清孝
30 大阪東 太田重彦 土井孝夫 有竹正巳 盛田二五 瀬戸孝太郎
31 大阪東淀 人木春作 辻西勢治 大森茂樹 釧ヵ克 己 熊澤洋一
32 大阪平野 須戸弘昭 柿野雅一 河合蘭子 西田博司 小鳥美恵子
33 大阪本町 鈴木儀雄 岡田俊作 安藤康雄
34 大阪イブニング 西野博子 岩井晶博 塚本幸子 小松大三 濱野和子
35 大阪城南 梅崎道夫 山本英樹 永田藤夫 片山勝彦 山ヵ博史
36 大阪城東

大阪柏原

小松 功 井土賢一 岸田清豪 谷岡正夫 岡 俊紀
37 寺田信正 中西信博 谷 口和宏 西尾寛一 竹内 寛
38 大阪北 荒井敬一郎 清水英明 池田喜人郎 丸山雅祥 益田哲生
39 大阪北梅田 安冨國詞 杉本昌炊 伊藤長範 木下正二郎 長谷川誠太郎
40 大阪御堂筋 山田耕 司 武島秀吉 岩ヵ禾|」 日青 池原哲男 宮武明彦
41 大阪南 岸田 功 北川 哲 中北 清 三原幸ニ

42 大阪中之島 泉紀世史 志水慶一 η田宜爾 小林俊明 北村 薫
43 大阪難波 北田好文 千田忠司 本多純一 夏 明義 山田誠一
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地区協議会 出席表
No. クラブ名 社会奉仕 青少年奉仕 国際奉仕WCS ロータリー財団 米山奨学

大  東 田川和見 中 恒夫 中村員也 小林誉典 本田員敏

大東中央 東坂 巖 岩本静江 大和田雅江 中島 勤 池田文治

東 大 阪 井戸本忠彦 漬谷和也 柳田雅範 阪本義樹 中谷裕和

東大阪中央 三木武志 葛井重直 細川勝治 切石博之 中川圭弘

東大阪東 辰己裕胤 北埜 登 田中哲男 石田 肇 中西正美

東大阪みどり 杉森隆志 阪田克英 松浦利英 小寺史郎

東大阪西 米島末次 井戸田克博 高島政康 角井勝美 藤原史嗣

枚方

茨木

茨木東

茨木西

新庄幸一 竹内 稔 寺嶋二郎 門前武彦 大野 榮

多田節子 笠原隆之助 秋山 勤 久保義誓 三好千代子

10 中村 忍 杉本 豊 桝井善一 土方正英 矢野克吉

11 田村英明 秋田典俊 清水達也 赤井ムツエ

12 池 田 橘高又人郎 松尾光明 明石 巧 北林安興 近藤秀一

13 池田くれは 岡本 厚 藤原史郎 表 寛治 野入邦彦 好洋

14 門真 吉田逸郎 馬場絢子 大竹。河瀬 田中義昭 吉村光弘

15 交野 金光次郎 溝辺明夫 氏原要介 小林 果 奥 嘉隆

16 香里園 的場信一郎 浅井勝爾 柴田浩志 上野章一 西郁智雄

17 くずは 川島吉博 上野 徹 重田恵年 林 克彦 源本将人

18 箕面 城下重人 西宮富夫 =r il直
 ち月_"円  ヨ三 瀧瀬尚峻

19 箕面中央 野口 智司 植田豊賞 西田隆昭 東 良三

20 守 口 篠崎満信 吉川巧一 家村武秀 木崎 正 中道 均

21 守ロイブニング 後藤正伸 江端豊和 佐々木誠 福田治夫

22 寝屋川 岡田光司

辻本健二

櫛田雄一

畑山 勇 田邊司郎

23 大阪 石原福造 水野明人 井村達男 岩波清久

24 大阪阿倍野 寺本俊一 石黒為三 二上寛弘 渡邊純一

25 大阪ちゃやまち 戸田和孝

26 大阪中央 辻 幸雄 田中久雄 森脇 寛 石黒重三 室井良樹

27 大阪堂島 瀬部芳貴 前田 勉 城ヶ辻保 西川 亨 西野公庸

28 大阪フレンド 岩谷敏昭 佐藤直博 笹井敏之 三上美智子 栗原 大

29 大阪阪南 乃口忠勝 井上隆智 林 幸ニ 日野上輝夫 河野利紘

30 大阪東 吉永 深 佐々木恭一 藤村達夫 伊藤貞男 北川勝治

31 大阪東淀 磯田郁子 海野勇造 大津久直 大澤一雅 太田廣重

32 大阪平野 岡部卓雄 大江芳次 松田光男 谷村満智子 又吉宗治

33 大阪本町 首藤隆平 田 晴重 樋野忠志 山本兼右

34 大阪イブニング 林 勝秀 末吉重久

35 大阪城南 南賀勝之 若村哲司 西村 淳 境 高彦 山下健三

36 大阪城東 中野憲城

松永賢一

後藤二郎

佐々木多喜子 黒松克行 古川信義 下地常博

37 大阪柏原 大谷隆英 林 芳繁 古賀省三 岩崎泰

38 大阪北 宇賀良太 上島一泰 杉原俊一 田中成人

39 大阪北梅田 青山快玄 榮野 隆 秀平吉朗 門脇義房 徳岡浩ニ

40 大阪御堂筋 荒川雅行 安部潤一 丸尾照ニ 砂川清太郎

41 大阪南 五十嵐敢 鈴木慶一 平田雅利 早石 誠 木下 肇

42 大阪中之島 早瀬道園 中道正伸 瀬川美澄 山本 肇 北村哲夫

43 大阪難波 白野陽一 小野佳彦 新堂 衛 澤井 稔 西森喜一
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地区協議会 出席表
No クラブ名 会 長 幹事 SAA クラブ奉仕 職業奉仕

44 大阪なにわ 北澤高志 池側一司 井 河西邦江 石 山 登

45 大阪南西 野々原喜久夫 吉中春美 山口多恵子 矢田勝利 木村 聡

46 大阪西 岩井孝明 野村泰弘 上能喜久治 中西洋介 」ヒイi条:希含ヽ良「
47 大阪大手前 松浦貞男 中林邦友 小原敏明 関 謙二 福井教男

48 大阪大淀 人頭司享 森 薫生 近藤泰生 木村勝彦 片岡 聡

49 大阪リバーサイド 松井素子 薮野功勝 藤井武治 乾 勝亮

50 大阪咲洲 谷 口俊司 薮野 洋 小林和由 長崎三男

51 大阪西北 」ヒ瘍←■良「 上田博司 冨島俊治

52 大阪西南 内藤一馬 清水高士 深本繁雄 藤本和茂 大喜多克己

53 大阪船場 高階貞男 小島常男 有村善雄 北野克己 山本雅之

54 大阪心斎橋 小嶋秀夫 岩佐 厚 西村拓夫 永通明温 藤澤 肇
55 大阪城北 川本晴男 三木一之 原田 渉 中家義明 金澤利定

56 大阪そねざき 菅原真一 革嶋祐理子 中井明則 岸本美智子 末田良介
57 大阪住之江 田邊千尋 小島康秀 東 光宏 池田淳人

58 大阪住吉 新井文三 西尾良一 天羽信也 中澤章好 島田英一

59 大阪天満橋 福原哲晃

新見 葵

多田龍弘

山本喬一 松宮清隆 大矢平治 成松正和
60 大阪天王寺 金本恒二郎 辻 敏郎 新屋正富 金子 裕

61 大阪東南 井本喜代次 松崎達郎 西谷伸介 松田清司
62 大阪鶴見 中嶋英貴 秀島博規 菅田隆久 林 成志 中村浩一

63 大阪梅田 三好庸隆 村上 稔 高橋充宏 中西藤和 大矢善昭
64 大阪梅田東 小湊 牧 和田武彦 松原倉敏 山本 毅
65 大阪うつば 池田周弘 堤 昌彦 柘植二郎 村上正人 岩根和加子
66 大阪淀川 白山鴻鍵 亀岡 勉 松井義明 高地 健 西 1時克山

67 大阪ユニバーサル 吉田正信 高野幸雄 秋山千尋 加里本清司

68 千 里 西田泰暗 上島一夫 神前俊彦 藤満宣夫 岩知道寿夫
69 千里メイプル 柳原健治 木下吉宏 岸上億則 水島 洋 下川美爾子
70 摂津 中川廣司 飯室正樹 尾崎公宏 黒田 潤 疋田誠治郎
71 四条畷

新大阪

清水勝美 平井正雄 岡部 博 田村成明 山口愛彦
72 松本圭右 生尾雅美 谷 口光夫 菅本憲市郎
73 吹 田 紙谷正行 畳谷久仁子 石井博章 柳川義行 岩田喜好
74 吹田江坂 東 秀夫 山崎睦治 寺井正昭 西本健二 大森洋子
75 吹田西 家村武志 坂口道倫 村井正雄 宮川藤一郎 青木建雄
76 高槻 本多 了 田中英雄 松井 進 川面智義 浜田厚男
77 高槻東 高谷敏雄 石井清隆 辻野暁一 渡辺一光 高岸久典
78 高槻西 片 山 直 西井忠義 和三弘麻 呂 土井晶三

79 豊 中 古澤照明 横田広司 小寺潤一 門 宏明 関谷洋子
80 豊中南 吉田日士光 吉村直樹 栗本 武 三井清治 山本和市
81 豊中一大阪国際

豊中千里

ノヽ尾

渡邊源治 蒼城正之 高橋朝生 木本亮介 新居茂樹
82 西田尚道 清水文雄 岸本隆之 岡 卓爾 森田正治
83 池尻 誠 正野 憲 保坂雅之 田中義明 大坪 勤
84 八尾中央 福家 宏 高田詳宏 大橋生佳 片岡基博 富山博光
85 八尾東 中西義治 藤崎秀雄 真野鐵生 池本繁喜 桑田タア子

水谷元泰
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地区協議会 出席表
No. クラブ名 社会奉仕 青少年奉仕 国際奉仕WCS ロータリー財団 米山奨学

44 大阪なにわ 坂本勝男 1司 一 郎 吉川仁育 原田正弘 先崎 進

45 大阪南西 小池廣子 安井恒男 中丸義昭 高地賀津仁

46 大阪西 中安敬人 上野義治 田中一成 森井繁夫 米田猛

47 大阪大手前 北郷和也 多田秀観 木村節三 犬伏 将 三木元昭

48 大阪大淀 吉田悦治 末岡稔啓 菊川起男 加登 孝

49 大阪リバーサイド 百々季仁 藤本佳之 神崎友次 中山正隆 井上隆晴

50 大阪咲洲 宝上富之 牧野伸顕 高松伸伍 上田 彰

51 大阪西北 河合秀行 尾下千明 吉岡康雄

52 大阪西南 荻原美津子 繁野光一 青木達也 古里龍一

53 大阪船場 岩本浩平 松谷廣信 小山章松 栗原 裕

54 大阪心斎橋

大阪城北

上野好清 五味千秋 鈴木務孝 井村周平

55 久岡敏博 中山卓三 丸井龍太郎 角本浩一 熊倉勝敏

56 大阪そねざき 宮田日出美 鶴田正信 石川 豊 田中 将 谷間庸子

57 大阪住之江 井川重典 栗田仁宏 沖鳥阿喜良 沖鳥阿喜良

58 大阪住吉 北川雅詳 高井道弘 金谷昌幸 足立菅治 川上富清

59 大阪天満橋 二官秀造 在本 茂 溝手 悟 内田国雄 中村健輔

60 大阪天王寺 杉本源衛 高見篤志郎 若宮邦弘 花田 力

61 大阪東南 松井研次 杉浦勝昭 北村佳久 三野文男

62 大阪鶴見 谷 康平 井上 綾 覚野廣久 石川治均 小山義之

63 大阪梅田 佐藤成憲 芳賀 修 葛原忠知 吉田喜一郎

64 大阪梅田東 秋山哲夫 岡村幸男 山村幸久 杉野浩次

65 大阪うつば 豆村賢治

新山洋史

永田真弓 前田健司 東村高良 松岡晃一郎

66 大阪淀川 津本清次
土 _‐  昔
日 4｀ 「司 白方誠爾 塚本常明

67 大阪ユニバーサル 笹田隆志 後藤一郎 垣内利英 嶋田 護

68 千 里 奥谷英夫 山田 実 高年成泰 辻毅一郎 寺井明納

69 千里メイプル 山本雅之 高尾 修 村田純子 池田 進

70 摂津 下村二郎 神田保廣 西島英信 妻野光則 木原章夫

71 四条畷 岡部 博 木村慎一郎 木村慎一郎

72 新大阪 小川光宏 向井秀史 西村淳一 山田幸二郎

73 吹 田 福室忠正 福室忠正 疋田陽造 大橋弘一 井村卓治

74 吹田江坂 金子武夫

橋本徹也

水谷善博 北山陽一 速見 憲 小谷敬二

75 吹田西 岡 信行 井伊圭一郎 由上時善

76 高槻 西田直弘 奥田晴基 芥川知明

77 高槻東 高木荘輔 西口昌昭 上場俊哉 山口勝之 岩田喜義

78 高槻西 栗田忠一 高津嘉夫 藤井宗一 永井和夫

79 豊 中 黒河 洋 村司辰朗 辻 正次 豊島了雄 山西洋一

80 豊中南 増山忠雄 西口定雄 岡本真弘 國貞員司 上田卓也

81 豊中一大阪国際 道満 隆 藤原 明 中埜 肇

82 豊中千里 大島 修

小林茂禎

白井秀雄 藤原安雄 長澤 彰 西島修蔵

83 ノヽ尾 尾山浩司 柏原千城 畑中裕明 山本昌市

84 八尾中央 吉馴茂子 片岡哲玄 柳 雄二 山田正雄 野中志郎

85 八尾東 大橋秀造 大熊 賞 山田哲男
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光
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岡

尾

中

原

S.A.A.:正

副S.A.A.松

副S.A.A.田

会 計 藤

ソングリーダー 谷

委員会 委員長 副委員長  委  員

総 務
プログラム 溝 口正孝

*城阪勝喜、林 克彦、 岸上宏司池田R(

*岡本 厚、山口正之池田R(、 池田吉清

会 場 田中隆弥
*藤原 進、近藤秀~池田RC、 佐々木 秦 池田RC、 鶴原英生池田R(、

正岡 哲、西村 晋、山内邦夫、野入邦彦

登録・受付 長岡啓基

*藤原史郎、奥村昌也池田R(、 田上綱彦、岸添広一、谷口 浩
*霧山勝弘、田嶋也寸志池田RC、 暮部光昭池田R(、 表 寛治、

谷 勅行、加納傭吉、松家定平、谷田史朗、
津田昌信

接待・案内 巽 多津子

*井関頼三、岡本直文、織田重雄、那須史朗、尾田 豊
荒木久太郎池田RC、 中住譲秀池田RC、 古川 智、
永田大介池田R(、 山本 格池田RC

記録・文献 中堂武賢
*中川二郎、室木啓一、吉岡 崇池田R(

林 功池田RC、 堀井勝利池田Rて、国司禎相

会  計 藤原史郎 徳永昭夫池田R(

救  護
ヱ
Ｊ

＃
ダ

三
洋 中山 賢池田R(

部門別協議会担当委員

音「F弓 局|」 会 場 S.A.A.   副 S.A.A.池田RC   言己録

会   長 12階特別会議場 田中 喜佐雄 」ヒ野 糸己之 新田 耕平

幹事・SAA 10階1003号室 池田 吉清 塩崎 一義 田中 隆弥

ク ラ ブ 奉 仕 10階 1001号室 中堂 武賢 吉岡 崇 西村 晋

職 業 奉 仕 12階 1202号室 津田 昌信 森  繁子 田上 綱彦

社 会 奉 仕 10階 1002号室 岡本 厚 橘高又人郎 谷 口 浩

青 少 年 奉 仕 10F皆 1004号室
1005号室 藤原 史郎 松尾 光明 岸添 広一

国際奉仕・WCS 10階 1009号室 表 寛治 明石  巧 室木 啓一

ロータリー財団 10階1006号室
1007号室

野入 邦彦 北林 安興 国司 禎相

米 山 奨 学 10階 1008号室 三好 洋 近藤 秀一 尾田 豊

０
０

|





120万人の会員の間に共通する―本の強力な糸が存在するとすれば、それは分かちあいという名の精神でできた糸です。


